






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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※本作品は、原作の意思を反映しエピソードの時系列はランダムにカットアップされています。



























「うえっ、こいつはひどいな。まるでツキジだぜ」チーフマッポが思わず口を押さえた。細い路地裏はあたかも、何十匹ものマグロがネギトロ・グラインダーに放り込まれたかのような大惨事だ。実際にはマグロではなく、ストリートギャング達であったが。




　辺りには手足が何本も千切れ飛び、アスファルトは血に染まっている。抗争だろうか？　だが、武器を持っている者はほとんどいない。ドラム缶で焼かれていたと思おぼしきイカケバブの串を握ったままの腕さえある。つまり、一瞬で殺されたのだ。武器は何だ。「こいつは……？」チーフマッポは怪訝な顔で、死体のひとつの前で身を屈かがめた。




　ギャング生首の眉み間けんに突き刺さっていたのは、一枚のスリケンである。「クソッ……面倒くせえな」チーフマッポは舌打ちし、それを引き抜くと、ポケットに仕舞った。「何か遺留品でも？」「何でもねえ。バリキドリンク買ってこい」「ヨロコンデー！」レッサーマッポは走ってゆき、雨脚がまた強くなった。




『……次のニュースです。画期的なドゲザ・サービスを導入することで、追加コスト無しに上半期の株価を三十パーセント伸ばすことに成功したヨロコビマート社に対し、老舗しにせコケシマート社の逆襲が始まります。コケシマート、トコロザワ・セントラル店から消費者の声を……』オイランキャスターの胸は豊満だ。




『出口で必ずドゲザされるのは気持ちがいいね』『毎回利用しちゃうわ』『……大好評です。しかしコスト削減のため、今後はオイランドロイドの導入も……』マッポーの終末に向けて加速する閉塞感。淘とう汰たされる人間性。「ああ、くだらないニュースばっかり。もっと報道すべき事件があるのに」食卓でスシをショーユに浸しながら、マツモトが言った。




「ねえ、そう思わない？」食卓の半分以上を占領する書籍や資料の山……そのわずかな隙間から向こう側を覗きこみ、マツモトが問いかけた。「ああ、そう思う」男が本に目を落としたまま答える。マツモトは身を乗り出して言った。「例えばそうね、生体ＬＡＮ端子が人体に与える良くない影響とか……ねえ、そう、タケノコ・ストリートの話、聞いた？」




「さあ」ホンガンジは彼女が作ったスシを口へ運び、淡々とカロリーを摂取する。サイドだけをぞんざいに刈り上げた彼の髪は実際伸び放題で、色褪せたベロア・ジャケットは、まるでサイズが合っていない。彼は全く冴えない物書きだ。「タケノコ・ストリートで、テクノギャングが皆殺しにされた、って話」




「クズが大勢死んだんだろ？　全く、胸のすくような話じゃないか」「でも、ここからすぐ近くよ？　怖いと思わない？」「そう思うよ」その男、ホンガンジは構想を練り、上うわの空そらだ。「ねえ、これは同僚のキコから聞いた噂だけど、ギャングの死体の額に、スリケンが刺さってたんだって……信じられる？」「いや」ホンガンジはまたも上の空だ。




「一切報道されてないけど、第一発見者のパルクール・ヒキャクが見たんだって。それを聞いてから、通勤時も怖くて落ち着かないの。だってスリケンよ。信じられないけど……ねえ、もしかしたら……ギャング同士の抗争じゃなくって、ニンジャが……」「バカバカしい話だ、全くね」ニンジャなど実在しない。




「早く寝てほしそうね。邪魔だった？　話しかけてほしくなさそう」マツモトが溜息をつきながら食器を片付け始める。「ああ」「あなたのインスピレーションになるかと思ったのに」「感謝してるよ、実際ね」ホンガンジは最後のネギトロ・ロールを口に放り込み、資料集を抱えて、巣穴めいた作業部屋へと向かう。




「電話ドスエ」電子マイコ音声が鳴った。マツモトがＬＥＤ液晶画面を確認する。ハイ・テック表示機能により、相手の名前が解る。「シトネ出版社の……マシモ＝サンよ。どうするの？」「無視しといてくれ。君はエアロビクスにでも行ってきたらいい」ホンガンジはフスマを閉じて鍵を締めた。
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「アイエエエ！　まさかそんな事だとは知らなかったんです！　許してください！」繁華街の路地裏で哀れなサラリマンが許しを請う！　「ザッケンナコラー！」それを一喝する恐るべき暗黒社会スラング！　斜め上方では「暴力追放」「ヤクザ」「高速回転」などのネオン看板がバチバチと火花を散らしていた。




「アイエエエエエ！」サラリマンは恐怖のあまり腰を抜かし失禁！　ヤクザの横では高級オイランが高圧的に煙草を吹かす！　「バカハドッチダー！」ヤクザがサラリマンの襟首を摑む！　「スッゾコラー！　アッコラー！」「アイエエエエエエ！　そんな事だとは知らなかったんです！」恐るべきマイコ・ポンビキの実態！




「知らなかったで済むかコラー！　……アアー？　……ダッテメッコラー？」ヤクザはここで、ネオン看板の上から回転着地した謎の人影に気づいた。ひときわ大きな火花がバチバチと散り、介入者の姿を照らす。それは……ニンジャ！　ナムアミダブツ！　マイコ・ポンビキ現場に突如現れたのは、両手に鎖鎌を持ったニンジャであった！




「ザッケ……！」ヤクザセンスによって死の危険を察知したヤクザは、瞳孔の動きだけでサイバーサングラスを暗視モードに切り替え、チャカ・ガンを抜く！　だが「イヤーッ！」ニンジャの投げた鎖鎌が機先を制し、ヤクザの腕を切断したのだ！　「グワーッ！」斬り飛ばされ鮮血を噴き出す腕！　それを見て絶叫するヤクザ！




「アイエエエエエ！」「ニンジャ！　ニンジャナンデ!?」オイランとサラリマンも腰を抜かし、呆然とその殺さつ戮りく光景を見守った！　「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「アババババババーッ！」ダブル鎖鎌で容赦なくヤクザは切り刻まれ、そのままネギトロめいた死を遂げた！




　ヤクザの死体を踏みつけ、ニンジャは高級オイランを睨んだ。「……どんな気分だ？」「アイエエエエエ……？」「さあ答えてくれ、どんな気分だ？　お前を守っていたヤクザは死んだぞ」「ど、どんな気分ですって？」「そうだ」「ヤ、ヤメテ！　何を！」ニンジャはオイランを立ち上がらせ、帯を勢いよく引いた！　「イヤーッ！」「アーレエエエエ！」




　オイランは為す術無く回転し着ている物を剝ぎ取られる！　「ンアーッ！」壁にぶつかり転倒！　ニンジャが歩み寄る！　「アイエエエエ！　アイエーエエエエエエ！」恐怖に吞まれ錯乱したサラリマンは、助けを求めるオイランを見捨て、背を向けブザマに這いずって逃げる！　「ヤメテ！　ンアーッ！」後方ではオイランの恐怖の叫び、やがて狂おしい嬌声が！　そして、おお……ナムサン！
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「一体どうなってるの、凄いじゃない。日刊コレワに書評よ」マツモトが食卓の向こうのホンガンジに言った。彼の新作バイオレンス探偵小説『竹林に潜むジャック・ザ・リッパー』が好評を博しているのだ。「まるで別人のように饒じよう舌ぜつな筆致……暴力のヴェールの陰に仄ほの見みえる妖艶なる想像力……ですって」




「ミューズが降りてきたんだ」ホンガンジはメモ帳に目を落としたままスシを食う。「つまり、どういう事？」マツモトが聞く。「いくらでも書けるって事さ、もっとスゴイ作品が。それでもっと金を稼ぐ」「スゴイ。……ねえ、ファックする？」「今は気分じゃない。せっかく浮かんだサツバツとした光景が、頭から落ちちまいそうで」




「解ったわ、邪魔ってこと。すぐに籠もるんでしょ？」マツモトが溜息をつき、食器を下げる。「実際感謝してるよ」ホンガンジがフスマを閉じて鍵を締める。『続いては、タマ・リバーに今年も現れた三匹のラッコについての微笑ましい続報ドスエ……』ＴＶからは珍しく明るいニュースが流れていた。




『もう駄目かと思ってたわ』『ラッコチャンが生きてて良かった！』『タマ・リバーが、実はそんなに汚染されてないんだって事』……街頭インタビューに答える市民の声。ホンガンジがフスマを不意に開いた。執筆部屋から大音量の音楽が漏れてくる。「絶対に開けないでくれよ」彼はそう念を押して、また閉じた。「解ってるわよ」マツモトが返した。
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「まだカルテの整理なんてしてたのかい、ハニー」「ごめんなさい。あと少しで終わるから」高層マンションの広い一室で、若い自我科医夫婦が語らう。「ヤブサメ運動シミュレータの調子が悪いんだ。ちょっと見てくれないか？」「ＵＮＩＸの事はあなたの方が詳しいでしょ？」「あの機械は君の専門だろ、ハニー」「まあ、仕方ないわね」




　広大なリビング。そこに素晴らしい臨場感と運動量を得られる最新の３Ｄ運動装置が置かれている。「別に、どこも変じゃないわ」「ワイヤーフレーム虚こ無む僧そうを射ても反応しないんだ。実際やってみて」「いいわ。……ほら、何も変じゃない……ちょっと！　二人乗り……なんて……アイエエエエエ……」「働き過ぎの罰だ」「嫌、そんな……怒るわよ！」




　ＫＲＡＡＡＡＡＡＳＨ！　不意にリビングの窓が外側からの鎖鎌投とう擲てきによって割られた！　続けざま、ＬＥＤボンボリ灯が破壊され、室内は暗転する！　「何だ!?　強盗か!?」夫はカラテを構え、妻を守るように窓へと向かう！　「まさか、ここは百二十階よ!?　こんな所に忍び込むなんてまるで……アイエエエエエ！」女医が金切り声を上げる！




「ファック！　何で警報が作動しないんだ！」夫が手動で警報ＵＮＩＸボタンを押そうとすると、その指先は鋭利な刃物によって切り裂かれた。「アイエッ!?　これは……スリケン!?」ナムサン！　警報装置の操作パネルはスリケンによって破壊されていたのだ！　「スリケンですって!?　アイエエエエエエエ！」




「誰だ!?　誰かいるぞ！」二人は窓際に立つ侵入者の影を見た！　ヤブサメ運動シミュレータの画面光が、暗闇の中に立つ侵入者の姿をおぼろげに浮かび上らせる！　それは……ニンジャであった！　「アイエエエエエエエ！」「ニンジャ!?　ニンジャナンデ!?」




「イヤーッ！」鎖鎌の連続投擲！　「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」夫の両腕が斬り飛ばされ、凄まじい血ち飛沫しぶき！　「イヤーッ！」「アバババババーッ！」さらに首が切断され、女医の目の前に転がった！　サツバツ！




「アイエエエ！　アイ！　アイエーーエエエエ！」失禁し書斎机へと後ずさる女医！　破壊されたＬＥＤボンボリが火花を散らす。相手はニンジャ。鎖鎌を持ったニンジャだ。まさか。ニンジャなど実在しないはずなのに！　「夫を殺されるのは、どんな気分だ？」ニンジャが歩み寄り、闇の中で血に飢えた目を輝かせる。じゃらじゃらと鎖が鳴る！




「こ……来ないで！　セプクするわよ！」女医は引き出しからデリンジャーを取り、こめかみに押し当てる。気丈なカチグミだ。「ところがそうもいかない」ニンジャの声には不気味なまでの冷静さと寂せき寥りよう感かんがあり、今しがた目前で展開された残虐カラテ行為との間に、猟奇的なコントラストを描き出す。「ほ、本気よ！」




「そうもいかないのさ」ニンジャは距離を詰める。女医が意を決して目を閉じ、引き金を引こうとした瞬間……「イヤーッ！」スリケンが投げ放たれ、デリンジャーを彼女の華きや奢しやな右手から奪い取った！　直後、彼女は目にもとまらぬ速さで羽は交がい締じめにされている！　「ンアーッ！」まるでベイビー・サブミッションだ！




　……少しして、暗い室内に危険な吐息と押し殺した喘あえぎ声ごえ。




「ンアーッ……あなた……狂ってるわ……」「狂っていたらどんなに良かったか。俺をカウンセリングしてみろ」ニンジャは荒い獣じみた息を吐く。女医はファック＆サヨナラの恐怖と、この男の放つ超自然的アトモスフィアの前に、精神を破壊されかけていた。「もっと……話して……」




「俺の頭の中にミューズが降りてきた。彼女は暴虐的で血を求める。それと引き換えに俺にイマジネーションをくれる」「ンアーッ……続けて……」「あるいは逆だったのかもしれない。彼女は俺のニューロンをファックして力を与えた代わりに、イマジネーションというやつを、根こそぎ食い荒らしちまった」




　ＮＲＳニンジヤリアリテイシヨツクによる一時的狂気に陥った女医は、自らの心理状態とニンジャの異常性を、象徴心理学を駆使して理知的に説いた。「富士山……鷹……ナスビ……ンアーッ……全て、死のシンボルよ……」ボンボリＬＥＤの火花が、彼らの上下する背徳的シルエットをショウジ戸に投射する。「ミューズはどんどん貪どん欲よくになっていく。心配でならない。怖いんだ」




「あなた……ニンジャなのに……恐いの？」「悪人を殺すだけじゃ満たされない。俺の想像力はいずれ枯渇する」苦悩に満ちた嘆息。「ねえ……興味深いわ……私たちいい関係に」「だから次は、知能指数の高い女を殺したくなったんだ。凄く興味があって。次の作品は凄いものになる」その声に邪悪な情熱を感じ取り、女医は戦せん慄りつした！




「作品……ですって……!?　そんな……もしかして、あなた……アーッ！　ンアアアアアーッ！」「イヤーッ！」ＳＰＬＡＴＴＴＴ！　鎖鎌が閃き、女医は即死してベッドに沈んだ！　血飛沫がフスマを染める！　ナムアミダブツ！　「……ウハハハハハハハ！　ウハハハハハハハハハハハ！」ニンジャは邪悪な高笑いとともに、身を仰のけ反ぞらせて笑った！
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『今年初の雪がネオサイタマに……』深夜ＴＶの中ではオイランキャスターが和なごやかに笑う。「シトネ出版からＩＲＣ来てたわ、三作目の原稿の事」マツモトが不安そうに言う。「大丈夫、あと少し。これさえ書き切れば、俺の名声は盤ばん石じやく……」ホンガンジはマツモトの握ったスシを淡々と咀そ嚼しやくしながら返す。




「体、大丈夫……？　もうずいぶん、外にも出てないでしょ」「ああ、合意するよ」「シトネ出版の人、ちょっと性急じゃない？　話題性があるうちに書けってのは解るけど……このままじゃ、書き上げる前にカロウシするんじゃないの？」「ああ、合意するよ」ホンガンジはまた手帳に目を落とし、上の空だ。




　食卓の上に厳戒国境線めいて積まれた書物と資料の山。その隙間越しに、マツモトは分厚い眼鏡をかけたホンガンジの険しい横顔を見た。二人の物理距離は一年前から変わっていないのに、ホンガンジはもう、遙か地平線の彼方へ行ってしまったようだ。「ねえ、同僚から聞いた都市伝説だけど、下水道に白いワニが群生してるんだって」




「全くおめでたいな」「想像力が豊かなのよ、彼女」マツモトは書籍の山を見ながら続けた。「前はこんな話にも笑って付き合ってくれたのに。……ねえ、心配してるのよ」「君の口座に入れてるだろ、結構なカネを。温泉旅行にでも行くなり」「ここは私の家よ？　出てけっての？　邪魔だから？」「待ってくれ、すまない。本当に感謝してるんだ。でも佳境で」




　ホンガンジは血相を変えて言った。「これさえ書き上げれば、あとは……名前さえ出せば自動書記だって何だってカネが入ってくる。そしたら全て終わりで……」「解ったわよ」マツモトはホット・サケで酔いつぶれ、食卓に突っ伏して寝息を立て始めた。「解った……」「絶対に……俺の作業部屋に入らないでくれよ」「ええ……邪魔……しないから」
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「ハッ！」マツモトは食卓から身を起こし、己のウカツを悟る。食卓の上にはスシの皿が放置され、ショーユが床にこぼれている。ウシミツ・アワーを告げるＴＶ番組。彼女は二時間ほど眠りこけていたのだ。立ち上がると、背中にフートンがかけられているのが解った。




　家事に取りかかる。彼女は窓から忍びこんでくる風の冷たさに身を震わせ、鼻をすする。こんな体調で、明日の仕事は大丈夫だろうか。「雪な……」ホンガンジとクラブで出会ったのも、一年前の雪の日だった。冴えない三文物書きだが、どこか放っておけない魅力があった。クラブにいた女性の中でそう思ったのはマツモトだけだったが。




　あの日、泥酔したホンガンジは、オスカー・ワイルドだかエドガー・アラン・ポオだか、マツモトの知らぬ古い作品について批評家気取りの客と議論した挙げ句、殴り合いの喧嘩を始めた。そしてクラブから逃げ出し路地裏を逃げていたところを、バイオネズミ用電磁トラップにかかり気絶したのだ。マツモトが来なければ雪の中で死んでいただろう。




　マツモトはふと、ホンガンジの作業部屋のフスマを見た。そしてゆっくりと、そちらに近づいていった。『迷宮入りかと思われていた自我科医夫妻の殺害事件についての続報ドスエ。ネオサイタマ市警はこれを怨恨ではなくハック＆スラッシュまたはブラックメタリストによる犯行と見て新たに……』ＴＶからはまたも猟奇殺人のニュースが流れる。




「絶対に、開けるな……」ホンガンジが知ったらどれほど怒るかは想像に難かたくない。それが原因で何度も喧嘩をし、現在では掃除すら許されない。……何故今夜に限って彼女はフスマに近づいてしまったのだろう。無数の欺ぎ瞞まんとメガロ気分が蔓まん延えんするネオサイタマで、不意に心細くなったか。好奇心が閾いき値ちを超えたか。あるいは今を夢と思ったか。




　まずフスマに耳を当てた。音楽だけが聞こえる。だがどれだけ待っても、タイプ音は聞こえてこない。次にフスマの隙間に目をやる。暗い室内、ＵＮＩＸの光だけがある。判然としない。不意に……冷たい風。窓が開いているのだと彼女は悟った。まさか、ホンガンジも疲れて眠りこけてしまったのでは。あるいは……カロウシ!?




　次の瞬間、マツモトは精密ドライバーを持ってきて隙間に突っこみ、鍵を静かに押し上げて解除すると、フスマを大きく開け放った！




「……何これ……？」そこには……おお、ナムアミダブツ！　ホンガンジの姿は影も形もないではないか！　マツモトは窓へと急ぐ。わずかに隙間が空いていた。窓を開け、顔を出して外を見る。三十二階からの眺めに眩暈めまいを催し、彼女は顔を引っ込めた。「アイエエエエ……まさか、締め切りが間に合わずに身投げ……!?」




　動揺した彼女は右往左往し、作業机の上に、ＵＮＩＸ画面に、そして部屋の隅のクロゼットに、そして再び窓へと目をやった。ここでふと、彼女は何らかの違和感に気付いた。この一連の動作の中で、何かこの世に存在してはならないものを見た。名状しがたい不安感が彼女の中で生まれ、心臓は早鐘を打つ！




「夢よね……？」マツモトは体をクロゼットの側にゆっくりと向け直す。片方の扉が開けっ放しにされたクロゼットの奥に、何か異様なものが見えた。混乱で足取りがおぼつかない。床に積まれた書籍や資料の山を突き崩しながら歩く。




　そしてマツモトは……見てしまったのだ。クロゼットの奥にかけられた何着ものニンジャ装束を！　鎖鎌を！　そしてスリケンを！




「アイエエエエエエ……」マツモトは絶句し、口を押さえて後ずさる！　ＡＬＡＳ！　彼女は禁断のニンジャ武器庫を覗き込んでしまったのだ！　「アイエーエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ！」




「ああ、見てしまったか」背後から声が聞こえた。マツモトは振り返る。窓がいつの間にか大きく開かれ、雪の混じった冷たい風とともに、腰に二本の鎖鎌を吊ったニンジャ装しよう束ぞくの男が立っていた。そのニンジャの声は、まごうかたなく、ホンガンジのそれであった。




「マツモト＝サン、何故、あれほど言ったのに、フスマを開いちまったんだ。……俺はニンジャなんだ。いつかこの日が来るとは思っていた。終わりだ。もう全てが終わりだ」「アイエエエエエ……まさか……まさかそんな事だとは知らなかったの……ホンガンジ＝サン……ニンジャ……ニンジャナンデ……!?」マツモトは狼狽する。




「これだけは信じてくれ。感謝していたんだ。あの夜、君が電磁トラップから助け出してくれなかったら、俺は死んでいた」ニンジャはゆっくりと歩み寄る。鎖が静かに鳴る。「その後も、スシを食わせ勇気づけてくれなかったら、俺は依然として死んだままだった。感謝してる。そしてミューズが来たんだ。だが、もう、終わりなんだ」




　しばし呆然とした後、マツモトが見せた反応は、ホンガンジのイマジネーションを超えていた。「アイエエエエ……お願い、行かないで……ニンジャでも何でもいいから……」彼女は涙を流し、ホンガンジを抱きしめたのだ。だが、それが彼の胸を打ち、内なるミューズ……邪悪なるニンジャソウルをも疼うずかせた！




「駄目だ！　正体を知られたからには、俺は行かねばならん！」ホンガンジは左腕で彼女を抱き、たおやかな肉の感覚に苦悩した！　自らの意志に反してメンポの奥でサディスティックに歪む己の口角！　そして鎖鎌を握り彼女の柔肌を後ろから狙う、己の右手を呪った！　彼は震える右手を睨みつけ、必死に抗あらがおうとした！　だが……無理だった。




　ホンガンジは越えてはならぬ一線を越え、ニンジャソウルの闇に吞まれていた。血の涙を流しながら、彼はいまや己が何者になったかを悟った。手の震えは止まった。そして右手に握られた鋭い鎖鎌が、マツモトの首を一撃で切り裂こうとした……まさにその時！　「イヤーッ！」闇を切り裂き飛来するスリケン！




「グワーッ！」スリケンが右手の甲に痛烈に突き刺さり、ホンガンジは鎖鎌を取り落とした！　ゴウランガ！　「おのれ……何者だ……！」ホンガンジは獣じみた殺意を剝き出しにして振り返り、邪魔なマツモトを放り捨てる！　「ンアーッ！」




「Wasshoi!」ネオサイタマの死神は窓の外から室内へと回転着地を決め、断固たる殺意とともにアイサツを決めた！　「ドーモ、ニンジャスレイヤーです」「ドーモ、ブラッククレインです」ニンジャは鎖鎌を構えた。死神はカラテを構えた。壁に長く延びたニンジャたちの影絵を見ながら、マツモトの意識は徐々に遠ざかっていった。




「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」……




　……「グワーッ……」……「オヌシの新刊は出ぬ……これにて終わりだ……何もかも」……「貴様……は……何者なのだ……ニンジャスレイヤー＝サン……」……「オヌシらを殺す者だ……ハイクを詠め」……




「……初雪な……」……「……もはや詠めぬ……おお、ミューズは去りぬ……」……「イイイイヤアアアアアーッ！」……「サヨナラ！」ブラッククレインは爆発四散！




　……「……初雪な……」……




[image: ]




「フハァーン？　それで、次の日起きたら、この有様になっていたと？」チーフマッポが欠伸あくびしながらハンドヘルドＵＮＩＸを叩いた。「ハイ」マツモトは涙を拭い、鼻水をかみながら頷いた。ホンガンジの作業部屋はまるで、局地的トルネードが吹き荒れたかのような有様だった。




「それで、何を見たんでしたっけ……？」「その……よく覚えてないんですが……ニンジャとか……スリケンを……」マツモトは気恥ずかしそうに答える。「まあ一応そういう決まりなんで、これ、記録しますがね……フハァーン……常識的に考えて、そんなこと起こると思います？」「いえ……」




「もしかしたら、鶴クレイン……だったのかも……」「フハァーン……だいぶ混乱してるようですし、自我科でも行ってみたらどうですかね……。ま、こりゃ、物取りですな。捜索願いのほうは、こいつらに」チーフマッポはレッサーに後を引き継ぎ、尻を搔いて去った。調書にはニンジャの事もスリケンの事も書かれていなかった。




「オイ、高額納税世帯だから、丁重にな……フハァーン……」「ハイ」「ハイ」「ハイヨロコンデー！」夜勤明けでマグロめいた目のレッサーマッポたちが入ってきて、指差し確認を開始した。「クレイン……」マツモトは床に転がった傷だらけのハードカバー書物を拾い上げ、とぼとぼと食卓に向かった。それは古事記であった。




「クレイン……」マツモトは何か霊感に導かれるように、古事記を読み進めた。偶然にもそれは、古事記に語られしクレイン伝説に酷似していたのだ。




　古事記にはこうある。……雪の夜、罠にかかった哀れな一羽のクレインがいた。老夫婦がこれを助けると、数日後、美しい女が彼らの家に宿を乞うた。彼女は返礼として見事なシルクの反たん物ものを織った。しかし、部屋でそれを織る光景を絶対に見てはならないと言った。




　高価なシルク反物を売り、老夫婦は豊かになった。だがある夜、老夫婦は禁断のフスマを開け、絶対に見てはならぬと言われた部屋を覗いてしまったのだ。そこで見たのは、クレインが反物を織る恐るべき光景であった。己の正体を知られたクレインは飛び去った。そして二度と帰っては来なかった。……これがかの有名なクレイン伝説である。




　古い伝承の常として、この物語には腑に落ちぬ点や合理的でない点がいくつもある。何故老夫婦は覗いてしまったのか？　そしてなぜクレインは飛び去らねばならなかったのか？　……当然ながらこの説話にも、常人が知るべきではない恐るべきニンジャ真実や暗号が隠されているのだろう。だが今はそれを語るべき時ではあるまい。




「……ありがとう……」マツモトは傷だらけの書物を抱きしめ、ただ静かに涙を流した。現代のクレインは反物を織る代わりに小説を書き、通帳にカネを残していったのだろうか。もはや全ては闇の中だ。マツモトにも、シトネ出版にも、マッポにも、全ては現代のゴーストストーリーか、あるいは彼女のメガロ妄想の産物としか考えられなかった。




　じきに、彼女は逞しく立ち上がるだろう。新たな人生を踏み出さねばならない。そうでなければネオサイタマでは生き残れないのだから。幸いにもＮＲＳはしばしば、無む辜こなるモータルへの慈悲となる。それは荒波の如く押し寄せ、モータルの精神を搔き乱した後、引き潮めいて全てを綺麗さっぱり奪い去ってゆくのだ。




「……初雪な……」砂浜に一つ残された巻貝めいて、彼女のニューロンの片隅には、その詠み切れぬハイク・フラグメントだけがいつまでも残留した。その言葉を唱えるたびに、彼女はセンチメントと力を得るだろう。それを遺した者の想いは定かではない。だがいずれにせよそれは、彼女の救いとなったのだ。

























　フスマは微かに開いていた。部屋の明かりがついている。ウシミツ・アワー。彼女は隙間に顔を近づけ、中を覗く。父親はソファに座っていた。彼女の血の気が引いた。父親は眠っていなかった。テレビもついていない。オーディオも。読書をしているわけでもない。ソファにかけ、ただ、そこにいる。




　父親はリビングのソファにかけたまま、虚こ空くうを見つめている。時折、瞬きをしながら。「……」刺すような不安に心臓を締め付けられ、さりとて声を掛ける事もできず、彼女はフスマの前で凍りついていた。彼女のせいだ。当たり前だ。彼女のせいなのだ。平気なはずが、あるものか。




　マッポのもとから帰ってきてからも、父親はあちこち電話をかけ、長く話していた。（お前は休んでいなさい。色んな事があったんだ）この日、遅い夕食をとったあと、父親は彼女の肩に手を置いて、優しく言った。（何も心配する事はない。お前は何も悪くない。お前は私と母さんの子なんだから）




　父親は彫像めいて動かない。彼女は苦しく逡巡する。フスマを開け、大丈夫？　と声をかけるか？　そんなバカな……大丈夫な筈がないのだ。彼は優しく笑うだろう、そして、大丈夫だよ、と言うだろう、そして彼女は打ちひしがれるだろう。このまま、九十九パーセントの推測を百パーセントの真実にする事を拒みたい。




（クラスの皆はどうなった？）彼女は言葉を口にしようとした。どうなっただって？　（皆は……）彼女は涙を流そうとした。涙は流れてくれなかった。乾いた目を何度も拳で拭った。（皆は……誰か、無事だった人は、いた？）父親は動かない。（死ななかった人は、いた？　生きている人は？）




　いない。彼女は自答した。いたとしても……。彼女は震えながら後ずさる。急に思い出したのだ。この翌日に起こる事を。このリビングで、彼女が見つけるものを。その後、彼女がやる事を。「嫌だ」彼女は呟いた。背後の闇を振り返った。「嫌だよ」答えはない。耳に返るのはズズズと唸る焦げ臭い空気だ。




「お父さん」彼女は力なく廊下に座り込む。「お父さん。死なないで。お父さん」リビングに入れない。入ればきっと、そこは朝で、彼女は見る事になる。あの光景を。「お父さん。死なないで」「死ぬんだよ」ゴウゴウと唸る炎の音が彼女を取り囲む。炎の中から囁き声が湧き出す。「死ぬんだよ。みんな死んだ」




「嫌だ」「死ぬんだ」「嫌だ！」「死んだじゃないか」「嫌だ！　嫌だ！」炎が笑いながら彼女の周囲で渦を巻き、嘲あざけった。炎の奥に、天井から吊りさがるロープが見えた。炎が悲しみを吞んだ。「アイエエエ！」悲鳴は彼女のものか。それともクラスのあいつらの断末魔か。それとも父親か。「アイエエエ！」




「アイエエエエ！」「アイエエエエ！」「アイエエエエ！」声！　声！　声！　彼女は叫んだ。「助けて！　助けて！　助けて！」ターン！　リビングのフスマが勢いよく開いた。バックドラフトじみた炎の奔流とともに、何かが……誰かが飛び出してきた。人影は彼女にタックルめいて飛びかかった。「イヤーッ！」




「アイエエエエ！」彼女はその者に抱えられ、炎の中から冷たい夜の外気の下へ飛び出した。ＫＡＢＯＯＭ！　後にした建物が爆発炎上した。「アイエエエ！」彼女は声をからして叫んだ。そしてその者にしがみついた。「アイエエエ！」「平気だ」その者は彼女の背中をさすりながら呟く。「もう平気。な」




「……！」嗚お咽えつのせいで、言葉が出ない。「平気だ」男は繰り返した。「見ろよ。な。綺麗なもんだぜ。もう大丈夫だ」彼女は恐る恐る目を開いた。……そこは砂浜だった。銀色の砂に暗い波が打ち寄せる。「泳いだっていいさ。アイスクリーム屋台は……あるかわからねえけど」男は言った。




　彼女は我にかえり、身を離して立ち上がった。頭上の闇には金色の立方体が浮かび、ゆっくりと自転している。彼女はこめかみを押さえた。「アンタ……お前は……」「ああ、俺だ」男も砂を叩きながら立ち上がった。人の良さそうな笑みを浮かべた。「……」「あれ？　アイサツした事、なかったか？」




「……」「ここは、アー、夢だ、夢じゃないんだが、夢だと思えばいいよ。さっきのも夢、アー、記憶……ニューロンのさ、ややこしいんだ、説明するのが」「……」彼女は両手を見下ろした。馴染みのある服、馴染みのあるマフラー、馴染みのある髪。「アタシだ」「ああそうだ。もう平気だよ」




「……」「いや、平気ッてのは、さっきまでの状態がもうないって事。万事ＯＫって事じゃないんだ。現実はそれはそれで相当ややこしいんだぜ。現実の俺たちは。アンタ……君はさっきの記憶に閉じ込められていて、アー、多分、防衛反応だと思うんだ、でもそれは自家中毒っていうかさ、あのままじゃマズくて……」




「見たのかよ」彼女は男を睨んだ。「いや、しょうがねえだろ！」男は制止の仕草をした。「賭けだったんだ。四の五の言えねえよ。君があのままじゃ、俺がヤバくなって……」「チッ」彼女は舌打ちし、手の平の炎を握り消した。そして涙を拭った。彼女は驚きの表情を浮かべ、呟いた。「……涙だ」




　01001001001010111彼女はフートンを撥ね除け、起き上がった。「グワーッ！」額を思い切り硬いものにぶつけ、苦痛に呻いた。狭い！　まるでカンオケだ。「何だこの……」数秒間考え、状況を整理する。彼女はそこからズルズルと廊下へ這い出した。やはりだ。カンオケ・ホテルだ。




「ブエッ！」彼女はクシャミをし、頭を搔いた。搔く手が止まった。彼女は、眉……眉毛は永久脱毛され、代わりに茨いばらめいたタトゥーが施されている……眉根を寄せた。髪型に違和感を覚えたのだ。「何だ？」カンオケの中に残された荷物を摑み、「地獄お」と書かれたマフラーを首に巻いた。




「オイ」彼女は清掃作業中の店員に声をかけた。「便所どこ」「ハイヨロコンデー。あっちですね」清掃員が指差す先に彼女はドカドカと歩いてゆく。洗面台と曇った鏡に、彼女は対面する。「あン？」彼女は額に、前髪に手を当て、側頭部に手を当てた。「……あン？」彼女は顔をしかめた。




　ショートボブ、黒髪の、瘦せた女が鏡から彼女を見返す。「……ファック」彼女は呟いた。何らかの感情の動きに連動するかのように、頭頂部から毛先へ、炎めいた輝きが波打ち、髪色が真っ赤に変じた。彼女はしゃがんで荷物の中から小さなハサミを見つけ出すと、前髪を生え際ぎりぎりで一直線に切断した。




　思い切りの悪かった前髪が、これで良い塩あん梅ばいになった。彼女は鏡に向かって歯を剝き出した。状況はわかるようでわからない。イクサの記憶の断片と、ただ「なるべくしてなった」という実感めいた感覚がある。テック・ジャケットのポケットを探るが、ガムはない。床の荷物を蹴り上げ、キャッチする。




「ここネオサイタマ？」彼女は呟いた。答えはない。蛇口の水を頭からかぶり、赤い髪を振り乱す。その後、ゴキゴキと首を鳴らし、廊下へ戻った。「ネオサイタマだよな」出口カウンターのチョウチン型精算機にトークンを投入した。キャバァーン！　「マタヨロシクドーゾ」掃除スタッフが呟いた。




「アカチャン！　どこまでもプカプカプカー、プ、カ」「驚くほど新しいバリキ！　新型成分に注目重点！」「よくない……でもこれイイ！」「飛ぶ。そんな時代じゃないですか？」狭い階段を上がり、地上に出た彼女を、けたたましい広告音声とネオンの光が迎えた。電光板に時刻表示がある。十九時だ。




「どうすッかな」彼女は歩き出しかけて、立ち止まり、遠い空を見やった。偶然それは西の方角だ。ネオサイタマからキョートへ。それからまたネオサイタマへ戻ってきた。戻ってきてから、何度か身を守った。炎で身を守った。漠然と覚えている。しかし、今はいつだ？　時間のジャンプ。まるでウラシマ・ニンジャの伝説だ。




　じき、あの銀色の砂浜に戻って、あの男をもう少し問い詰めないといけない。話はまだ途中だ。彼女は拳でこめかみを叩く。何をするか……何から始めるか。「ハッケ！」「ハッケ！」ハッケ・プリーストの集団がストリートの人々にキアイを送る仕草をしながら練り歩く。彼女はその列を横断し、路地に入る。




　路地にはボンボリじみた明かりを放つ電子据え置き看板が折り重なり、楽しげなアトモスフィアで彼女を誘う。「パターン派」「恐いゴス」「お経」「スポーツ音楽」……。看板の近くに、いくつか地下への階段がある。地下クラブ界かい隈わいだ。




　彼女はそれらを通り過ぎる。その先で目ざとく見つけ出したのは、「音楽を聴くな」と威圧的に書かれた、ヒビ割れたガラスショドー看板だ。ゼン。モヒカン数人が気絶して寝そべる階段の下から、ズムズムとビート音が漏れ出てくる。彼女は躊ちゆう躇ちよせず降りて行った。




　突き当たりのスティールフスマには赤いスプレーで「壁」と書かれている。彼女はスティールフスマを引き開けた。「アーッ！　王子！　王子！　ぜんぶ王子！　おまえらが王子！　バカ！」途端に強烈な音圧が彼女を真正面から捉え、赤い髪を揺らした。「王子！　オスカーワイルド！　お前ら王子！　何もねえ！」




　彼女は闇の中へ足を踏み入れる。狭いフロアにはパンクスが満載だ。彼らの叫びが、汗が、蒸気となり霧となって、ステージライトをコロイド粒子効果重点する。「アーッ！　王子！　王子！　お前ら笑ってる！　全部バカ！　王子！　アーッ！」




　ステージ上でがなりたてているのは新鋭パンクバンド、「故障」。いわゆるケジメド・チルドレンのひとつで、文学的見地に立った個性的なアンタイセイ歌詞が話題となっている。「王子！　アーッ！」もぎり男は泥酔している。彼女はそのままカウンターへ行き、サケを買う。




　その時だ。「ウオー！」客の一人がステージによじ登り、ヴォーカリストを殴りつけた。マイクを奪って叫んだ。「オスカー・ワイルド曲解してんじゃねえ！」ベーシストは躊躇ためらわずベースで乱入者を殴った。「グワーッ！」ゴゴゴゴー！　ギターリストはアンプに頭を打ちつけながら、構わず弾き続ける。




「ファッキンハイプ！」更に一人！　また一人！　パンクスが次々に乱入！　最初の乱入者はヴォーカリストと上になり下になり、マウントを取り合いながら殴り合いを始めた。「……」彼女はそれを目で追い、サケを一息に飲み干すと、グラスをカウンターに叩きつけた。そしてステージめがけ飛び出した。




「「ウオーッ！」」既に演奏を続けているのはトランス状態のギターリストだけだ。ドラマーはタムを蹴ってダイブし、タイキスト（太鼓叩き）は太鼓を持ち上げようとしたがかなわず、悪戦苦闘している。「アンタイセイ同士が！」彼女はヴォーカルを殴った。「グワーッ！」「揉め事してンじゃねえ！」




「ウオーッ！」パンクスの一人が彼女に殴りかかる！　「イヤーッ！」彼女は振り返りざまの左裏拳を顔面に叩き込んだ。「グワーッ！」「イヤーッ！」更に右ストレート！　「グワーッ！」パンクスは白目を剝いて吹き飛ぶ！　「イヤーッ！」後ろ回し蹴り！　別のパンクスを直撃！　「グワーッ！」




　ゴウ！　ゴウ！　闇の中で火の粉が閃き、彼女の獰どう猛もうな目が輝いた。その両肘が溶けた鉄のように赤熱し、ジェットじみて熱を吹きはじめる。「ウオーッ！」「ウオーッ！」ステージ上は人だかり！　暴動だ！　彼女は笑い出した。飛んできたスネアドラムを、彼女は殴り飛ばした。




　スネアドラムが弾け飛んだ！　金具が溶け、周囲のパンクスに火山弾めいて降り注ぐ！　「グワーッ！」「熱ちッ！」「熱い！」「グワーッ！」「ウオーッ！」「ウオーッ！」「ハハハハハ！」彼女は哄笑した。やがて騒ぎに別の動揺の波が広がり始めた。それはエントランス付近からだった。「マッポだ！　マッポ来たぞ！」




「御用！」「マッポだ！」「逃げろ！」「ポルカを踊れ！」「逃げろ！」どよめきが人々を伝搬する！　「上等だよ！」彼女は燃える目を見開き、火の粉を宙に散らしながら笑い叫んだ。「消し炭にしてやらァ！」「御用御用！」マッポ隊が突入してくる！　彼女はステージから跳んだ。その踵は溶けた鉄めいて赤熱し、ジェットを吹いている。不可思議なカトン・ジツ応用である。




「イイイイイヤアーッ！」彼女は恐るべき悪竜めいて襲いかかろうとした。光り輝く赤い髪が、しかし、そのとき突然に黒く変色し、彼女は今まさに踏み込んできたマッポの目の前におとなしく着地していたのだ。黒髪には再び炎が波打ち、髪色は赤に戻った。「……あン？」彼女は呆けたように、己の手の平を見た。




　その直後、ポルカが流れだした。機転を利かせたＤＪのしわざだ。ホールはやや明るくなり、パンクス達は互いに睨み合いながら、ポルカを踊り始めた。「……」出鼻をくじかれた彼女は頭を搔き、踊るパンクス達と、目の前で警棒を弄もてあそぶマッポを見た。「オーナー！　責任者！」マッポは苛立たしげに叫んだ。




「アッハイ、私です、ハイ」揉み手をしながら、二メートル近い巨漢が現れた。「お勤めご苦労さまです」「近隣住民からの通報だぞ」マッポはオーナーの胸を警棒でトントンと叩いた。「留置場に全員入れてもいい！」「見ての通り、暴動なんかありません。ポルカの集つどいでして」オーナーはホールを仰ぎ見た。




「チィーッ……」マッポは悔しげにパンクスを眺めた。「あいつは何だ！　口から血を流している」「ウルッセェー！　転んだんだよ！」パンクスが踊りながら叫び返した。「ポルカしてて転んだんだよ！」「チィーッ……」マッポは部下数人と視線を交わす。証拠がなければ摘発はできない。




「わかりましたか？　あとこれ、客の忘れ物なんで。持ち主探してください」オーナーはフロシキ包みを差し出した。賄わい賂ろだ！　マッポの表情が動いた。彼はフロシキ包みをひったくるように受け取ると、「いつでも摘発できることを忘れるな！」言い残して、出て行った。




　マッポが去ると、即座にポルカはスカに引き継がれた。パンクスはスカ・ダンスを開始し、肘と背中で互いに押し合い、脛を蹴りはじめた。「……アー……」彼女は口を開けてそれを見た。「マッポ乱入もピリッと利いたアクセントになったろうが。嬢ちゃん」オーナーが彼女の肩を叩いた。




「アー」「名前何てンだ。目立ってたぜ。やるじゃねえかよ。腕っ節も強い」オーナーは笑った。「名前」彼女は名乗ろうとして、やはり、やめた。妙に気が引けた。問題が片付いていない。現状も把握できていない。彼女は咄とつ嗟さに別の名を名乗った。「ブレイズだ。ブレイズにしとく」「何だそりゃ？」




「いいンだよ！」彼女は胸を張った。そして言った。「やるじゃねえかのついでに、一杯おごってくれよ」「フーム、フム」オーナーはバーテンにスピリットを用意させた。「見かけねえな。初めて来たのか」「そう」「どこから来た？」「アー」彼女は頭を搔いた。「立て込んでンだ。今度訊いとく」
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「だいたいわかった」ブレイズはしかめっ面でイカケバブに齧かじりついた。「……味しねェ」砂浜に放り捨てると、0と1の銀色の砂飛沫とイカが溶け合い、消失した。「だから言っただろ」銀色の影めいたニンジャは焚火の向こうでアグラした。「味の再現は難しいんだ」「じゃあ、無理して作ンなよ」




「やってみたかったんだよ」ニンジャは言った。「何かこう……文明的なものがあってもいいかなッてな！」「イカが文明？」ブレイズは遠くの屋台を見やり、呆れたように首を振った。話を戻した。「ギルド、なくなっちまったのな」「そういう事になるな」ニンジャは答えた。「イクサだ」




「せいせいするぜ」ブレイズはツバを吐いた。「……」ニンジャは彼女を見た。ブレイズは肩をすくめ、「アタシをコケにしやがったからな。世話になった奴も、もうあんまり残ってねェし」「そうか」ニンジャは言った。「双子のニンジャと知り合いだろ」「アンバサダー＝サンか？」「今はキョートだ」




「ふうん」ブレイズは暗い海を見ながら、「フェイタル＝サンは？」「アー……あいつもそうか」ニンジャは呟き、「生きてるんじゃねえかな……」「大ッ嫌いだったんだよ、あのネエちゃん！」ブレイズは吐く真似をした。「まあイイさ。とにかく、まとめると、まずは寝るとこの確保だろ？」「だな」




　ニンジャは身じろぎした。「後は、長期的目標だ」「……」ブレイズは溜息を吐いた。「アンタが、こッから出て行く」「そうだ」ニンジャは頷いた。「あのさ……実際その……」言いかけるのをブレイズは制し、立ち上がった。「しょうがねェ事だったンだろ？」「まあな」「じゃあ、しょうがねェだろ！」




　ブレイズは無雑作に砂を蹴り、「こンだけ顔突き合わせる奴に、いちいち同じ文句垂れてられッかよ！　だけど、方法がわかったら、とっとと出て行けよ！」「そりゃそうさ！　その方法がわからねえってのが問題だけど……」銀色のニンジャは言った。「どうにかするさ。ギンカクとか……色々調べる事はある」




「なんで、さっきアタシを止めた？」ブレイズが銀色のニンジャを振り返った。「止めたって？」「止めたろ！　アタシのカトンを！」「アー」銀色のニンジャは頷いた。ニンジャは敵対者を殺傷する事に殆ど躊躇を覚えない。彼とてもそうだ。だが、「何かヤバイと思ったら、止まったな……」「アア？」




「いや、俺だってそうホイホイ自由に君と入れ替わったりできるわけじゃねえさ。説明したろ、その辺は！　だから、俺のせいではあるけど、直感的な、無意識の介入なんだよ、わかんねえよ！」「ファック！」
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　0100101011101……「オイ！　起きてくれ。店閉めるよ」「ああ？」ブレイズはカウンターに突っ伏して寝ている己を認識した。「ああ」バネ仕掛けめいて跳ね起きると、床をモップ清掃していたダブルモヒカンスタッフが押されて転倒した。ホールに明かりがついている。朝四時だ。既に他の客の姿はない。「ア？　終わり？」「おう」オーナーが笑いかけた。「ガキみてえに寝てたな」




「また来るよ。アタシ、ヒマだし」ブレイズは頭を搔いた。オーナーは頷いた。「来週で閉店だけどな」「閉店？　ナンデ？」「ここ最近、締めつけが厳しくなった。今回もあったろ。マッポの乱入がよ」「マッポ？　最近？」「ヤッコ法とかいうやつだよ」ダブルモヒカンスタッフが横から言った。




「五人以上の人間が深夜に集まる時は事前に届けが要るんだとよ。ファックオフ！」ダブルモヒカンスタッフはキツネサイン（訳注：親指と中指・薬指をつけ、人差し指と小指を立てる挑発ジェスチャー）した。




　オーナーは言う。「くされ法律だ。まだ本決まりになってねえが、マッポは今からあれこれ難癖つけて来てやがる。目をつけられちまったら、さすがに続けてられねえ」「ウェー」ブレイズは顔をしかめた。「何だそりゃ。しょうもねェな」「どッか他を探すこッたな。俺は歳だし、隠居だ」オーナーはブレイズの肩を叩いた。「そのかわり、来週の最後のマツリは来て後悔しねえぞ、ウチにゆかりのある連中が集まるからな！」




「『アベ一休』だぜ！」ダブルモヒカンスタッフが言った。「マジなんだぜ！」「『アベ一休』？」ブレイズは首を傾げる。「ア？　何で今更？　だいたいシゲキの代わりは……」「シゲキの弟がやるんだ。十四歳。少年院から出所した」「弟？」「『アベ一休』だけじゃない。タケシも来るかもしれないんだ」「タケシ！」




　タケシはハードコア・ヤクザパンクバンド「ケジメド」のヴォーカリストだ。中指以外をケジメした彼は、いわばパンクのリビング・レジェンドであったが……「失踪したッきりかと思ってたけど、戻ってきたの？　そんな事になってたのか」「いや……はっきりしねえんだけどさ。目撃情報が多いんだ！」




　ダブルモヒカンスタッフは勢い込んだ。「ケジメドと『壁』は切っても切り離せねえ……もしタケシが生きてるなら、絶対来る筈さ。終わりを見届けにさ！」「ウェー」ブレイズは驚きの唸り声を発した。「いいタイミングで目が覚めたンだな」「そう、閉店時間だ」オーナーが勘違いして相づちを打った。
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「ヒートリー、コマキタネー……」「ジミーのメソッドだ」「ちまき」夜のキバレ・ストリートは昼の三倍煩うるさい。繁華街ネオン、ポン引き、オイラン看板……この区域のパトロールを行うマッポは特に厳重に警戒している。スリーマンセルを組み、本格的な武装でマッポガン強奪、警察手帳強奪事案への備えとする。




「ブフーッ。オゲーッ」三人の真ん中、ゲップをしつこく繰り返す太ったマッポは、その武装のみならず、トゲつき制帽、はだけたシャツからのぞく胸毛、どろりと濁った悪意の塊めいた眼差し、全てにおいて危険人物のアトモスフィアを隠しもしない。




　両サイドの二人は通行人に厳しい目線を送りながら、時折凶悪マッポを振り返っては、卑屈な笑いを向ける。チャラリラッパパパオー……パチンコ店の開閉自動ドアから一定間隔で吐き出されるアタリアラーム音。凶悪マッポは分厚い唇をずらした。「オイ。あいつな」指差す先にはチョンマゲギーク青年。




「ヨロコンデー！」二人は素早く頷き、一切の淀みない動作でチョンマゲギーク青年の両腕を左右からガッチリとロックした。「アイエエエ！」「ブフーッ」凶悪マッポは警棒を手の平に打ちつけて笑う。チョンマゲギーク青年は両脇のマッポを交互に見た。「あのう、何ですか？」「何ですかじゃねェー」




「お前、我々を見てビクッと……怯えたな？」凶悪マッポはガムを口からつまみ取り、震えるチョンマゲギークの眉間に押しつけた。「アイエエエ！　そんな……」「やましい事があるから怯えるんだ。エエッ？　俺たちは市民の味方だ……何で怯えてやがる。絶対怪しいぜ。なあ」「本当ですよね！」「ね！」




「僕は何もしてないです！」「何もしてないだァー？」凶悪マッポは睨みつけた。「そんな質問してねえだろ？　何か悪さしたか、とか、俺が訊いたか？　訊いてねえのにそんな……自発的にハキハキと……まさかお前、物騒な事考えてんのか？　怪しいぜ」「本当ですよね！」「ね！」




　通行人は質問光景を一瞥しては、足早に通り過ぎる。恐怖と恥辱に、チョンマゲギーク青年は青ざめる。通過する者の中には、スモトリ崩れのタフなギャング集団もいた。四人組の彼ら全員が抜き身のカタナを二刀流で威圧的に構えている。マッポ三人はそれを無視。ギークに集中する。




「ネエチャン！　前後させろ！」「アイエエエ！」道ゆくオイランをスモトリギャングがカタナで脅す。悲鳴をあげて逃げてゆくのを、ギャング集団は下卑た笑いで見送る。一部始終をマッポは完全無視！　チョンマゲギークを小突き、「カバンの中身、路上に全部並べろ。キッチリ並べろ」「アイエエエ！」




　ギーク青年は嗚お咽えつしながら、「何の権利があって……」「我々には市民生活を守る義務がある！」凶悪マッポは遮り、「やましくないならできるだろ？　だいたい、お前みたいな陰気な奴が一番危ない！　サイコの温床だ！　わかってんのか？　コラッ！」「本当ですよね！」「ね！」「アイエエエ！」




　泣きながらノート類や文房具を並べるチョンマゲギークを侮蔑的に見下ろし、凶悪マッポは他の二人に言う。「こうやってキリキリやるんだ。な？　パトロールポイントがガンッガン貯まって、出世街道！」たくましい毛むくじゃらの二の腕を見せつける。「ありがたく学べよ！」「「ハイ！」」下劣会話を隠しもしない！




　チョンマゲギークがカバンの中身を並べ終えると、凶悪マッポはそれをスパイク革靴で踏みにじり、身分証明のコピーを取った。「異状なァーし。協力ご苦労！」そして再び歩き出す。二人のマッポが薄笑いを浮かべて続く。ギーク青年は道路にうずくまり、震えて動かない。




　ナムアミダブツ……何たる横暴！　だが、彼のゆくところ、この手の行いはチャメシ・インシデントなのだ。彼こそは凶悪マッポの旨味を知り尽くした男にして、実はニンジャでもある。裏の名をキングピンと言う！　翌月に配置転換を控え、その悪事はますます過剰であった！




「あのギーク野郎、ドライバーか何か持ってりゃ、もっと楽しめたのに」取り巻きの一人が振り返り振り返り言った。「それか、マンガとか。即逮捕したのにな。なんだよ、ノートって。最悪のマジメ野郎だな。空気読めってんですよ」「ゲエエエップ」キングピンは耳をほじりながらゲップをし、放屁で答えた。脇道へ入る。




　うらぶれた通りにはスキンヘッドの小柄な男が立ち、卑屈な目でキングピン一行を見た。彼の隣には「グッド娘さん」と書かれたピンクの看板がある。「ドーモ。キングピン＝サン！」小柄な男は深々とオジギした。そして恭うやうやしく封筒を差し出した。「今月分です！」




「まじめに働いてるか？　遵じゆん法ぽうしてるか？　エエッ？　……エート、何だっけかなァ、名前は」キングピンは一枚一枚、指を舐めながら万札を数える。「シャマコだ。シャマコ」「大人気ですよ。おかげさんで」「当たり前だ」キングピンは歯を剝きだして笑った。「目利きだぞ、俺は」「本当にそうです！」




「シャマコはもうすぐ人気一位です」「磨けば光る。そういう女をモノにすンだよ。わかるか？」キングピンは取り巻きを振り返る。そして再び女ぜ衒げんを見る。「こいつらが、俺のかわりに今度から仕切るからな。支店長と支店長補佐だ。グフフ。わかったか」「ハイ！」女衒が再度オジギする。




　女衒と取り巻き二人が名刺を交換するのを尻目に、キングピンは階段を上がってゆく。「楽しんでください！」女衒が声をかけた。ナムアミダブツ……この店で奉仕するオイラン達は、キングピンが強引に逮捕・保護し、弱みを握った女達だ。このやり口は、彼のメイン・ビジネスの一つである。




　配置転換のたび、彼は抜け目なく、手下マッポを「支店長」として、己の息のかかった暗黒店舗の管理を引き継がせてきた。ネオサイタマ各所から彼の口座へ、不労所得が毎月振り込まれてくるという寸法だ。彼はニンジャであるが、暴力は余程の事がなければ必要としなかった。マッポ権力があるからだ。




　マッポ権力といっても、彼の「わきまえ方」は非常に注意深く、彼なりの一線を保ったものである。支配と言うにはいかにも卑しい小悪党じみたビジネスであり、それが彼の独特の立ち位置を築いている。だが、そのビジネスに踏みつけられ、ジゴクを見せられる市民の数たるや……ニンジャの所業！




「もっとシバきあげてやりてえぜ……どこかねェか……スカッとするような……」警棒を手の平で弄びながら、キングピンはゆっくりと階段を上がる。「いい街だったぜ、寂しくなるぜ……いけすかねえガキ共、タフガイ気取りの奴ら……反抗的な奴ら……せっかくだから楽しまねえとな……グフフ……！」




　キングピンの到着を足音で察したオイラン達は、それぞれの小部屋のショウジ戸の向こうで一斉に身を固くする。邪悪なマッポニンジャはニンジャ聴力でその様を知覚し、下卑た笑みを浮かべた。「どいつにするかな……」彼は足を止めた。ショウジ戸には「ビワヨ：パンクス風、美的」と書かれている。




「パンクス……」彼の邪悪なニューロンにインスピレーションが閃いた。「昨晩アホどもが摘発しそこねた店があったな、パンク野郎の……グフフ、クズガキ共をギタギタにしてやるか……見せつけてやるか！　大人の権力を！」ターン！　勢い良くショウジ戸を引き開けた！　「アイエエ！」「楽しくなるぞ！」
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「アーッ01011ザリザリ……未来はない！　未来…101101ザリザリ……」ノイズまみれのサウンドを吐き出すＩＲＣラジカセを、ブレイズは拳で殴りつける。ラジカセは壊れて動かなくなった。「な？　なかなか難しいんだよ」鈍い銀色のニンジャはイカを齧りながら言った。




「ローカルコトダマ空間ってのは、潜在意識だから、自分で意図したものを作るっていうのは大変なんだ。その人にとっての、ある種の切実さ……強烈な記憶の焼きつき……そういうものが大事なんだな」彼は焚火越しにもう一つのイカを差し出した。「イカはもう、だいぶいいよ」




　彼女はそれを受け取り、咀嚼した。「……まあね」「パンクが好きなんだな」ニンジャは言った。「どんなとこが良いんだ？」「ア？」彼女はイカを嚙みながら、ニンジャを睨んだ。「……顔かな」抑揚のない声で答える。「顔？」「だいたい、フロントマンの顔がカワイイ」「顔なのか」「悪いかよ」




「見た目……生き方とかじゃないの？」「生き方ッてのは、見た目だろ」「でも、スモトリパンクスとかは」「そういうのはお呼びじゃねえな、アタシは」彼女は火の中に焼き串を放り込む。砂を叩はたいて立ち上がり、頭上で自転する黄金の立方体に向かって叫んだ。「起こせ！」……どこからかアラームが聞こえてきた。
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「オゴーッ！」サウンドチェックのステージ上、「サンダンウチ」のヴォーカリストが嘔吐した。メンバーである三人のギターリストは激昂し、ヴォーカリストを蹴ったり、ギターで殴ったりした。「バカ！」「汚ねえんだよ！」ダブルモヒカンスタッフがモップを投げ、「自分で掃除してよね！」と叫んだ。




「後がつかえてンだよ！　ちゃんとやれ！」サウンド・エンジニアがブースから怒鳴りあげた。ライブハウスにおいて、サウンド・エンジニアの権力は絶対だ。ナメた真似をして、演奏中に音を消されても文句を言えない。ギターリストの一人がモップがけをしながら、うずくまるヴォーカリストを踏みつけた。「こいつ深酒しちまったンだよォ」




「今夜はよォ……『アベ一休』……『オミソ』……もしかしたらタケシ……すげえ。何が起こるかわからねェ」ヴォーカリストは、えずきながら起き上がる。「だからナメられるわけにはいかねェんだよ！　キメてこねえとよ！」「二日酔いで使い物にならねえんじゃ世話ねえな」エンジニアは冷たくコメントした。




　そうした様を、ブレイズは、階段の脇にしゃがみこんで眺めている。アクビを嚙み殺し、耳をほじった。「正直こんなもん見たくねェんだけど！」ステージ上で殴り合いを始めた「サンダンウチ」から目をそらし、ダブルモヒカンにぼやいた。「遅刻してくりゃよかったぜ」「そう言わずに。早期警戒が大事」




　ダブルモヒカンはしたり顔で言った。「こういう開演前の準備時間は、客がいない、つまり、頭数が少ないでしょ？　そういうところを狙われたりするんだよ。マッポならまだしも、ロカビリーやナショナリストが大勢で攻めてくる事もあるぜ。火炎瓶事件知ってる？」「とにかくブン殴ればいいんだろ」




「ちゃんと考えてよ。正当防衛でも、やりすぎたらマッポにアレされるし……」ダブルモヒカンは言った。「アンタはどうか知らないけど、少なくとも俺やオーナーは、ムショには入りたくない類いのパンクスなんだ」「アタシがそんなバカに見えるかよ？」ブレイズは不服げに言った。




　彼女は先日の乱闘騒ぎの度胸を買われ、なりゆきでこのライブハウス「壁」の臨時セキュリティとして雇われていた。「壁」はこの日をもって閉店となるが、鈍にび色いろのニンジャと入れ替わる形で突如ネオサイタマに投げ出され、収入のあてのない彼女にとってみれば、渡りに船の臨時収入源だ。




「オーナーは隠居、アンタは失業？」ブレイズが尋ねる。「そう」ダブルモヒカンは頷いた。「俺、マジメだからね。失業保険がもらえる。今、どんどん給付基準が厳しくなって来てるけど」「フーン」「貯金もしてるからね。俺、堅実だから」「フーン」「心に決めてる事があるんだよね」「フーン。何」




「『ヨタモノ』知ってるでしょ。あったでしょ、ムコウミズの『ヨタモノ』」「アー。ライブハウスか。燃えただろ」「そう」ダブルモヒカンは目を輝かせた。「聖地でしょ？　やっぱり。あんな終わり方ないよ。すごい沢山パンクスが死んでさ。よくないよ。……で、どうにかしたくッてさ。復活させたいのね」




「復活ねェー……」ブレイズは頭を搔いた。ダブルモヒカンは勢い込んだ。「俺はもともとヨタモノに入り浸ってたワケ。だからね、これ、悲願ね。俺一人じゃそりゃあ、無理だよ。まだまだ無理。でも、有志をつのってさァ。心意気をさァ……」「オイ！　こっち、どうなってる！」オーナーが彼を呼んだ。




「ハイヨロコンデー！」ダブルモヒカンはブレイズににっこり笑い、駆け去っていった。ステージ上では次のバンド、「故障」のメンバーが、「サンダンウチ」と剣けん吞のんな視線を交わしている。ブレイズは所在なく、階段を上がって裏口から出ると、壁に寄りかかって座った。「ブエッ！」光が差し、クシャミを促す。




「ここ、壁？」「あン？」ブレイズは声をかけてきた男を見上げた。ガリガリに瘦せた男が彼女を見下ろす。逆光の中、落ち窪んだ目、眉間の深い皺、デコボコの短髪。「コシャクな」と書かれたＴシャツを着ている。首周りはほつれてボロボロだ。「ここ、壁？」「アベ……！」ブレイズは息を吞んだ。




「壁？」「壁？　壁だ」ブレイズは慌てて立ち上がった。男は三白眼でブレイズをじっと見た。「俺……『アベ一休』……歌ってる」「知ってるよ」ブレイズは小さく呟き、マフラーを鼻先まで引き上げた。「入れるよ。入れよ」「俺……俺、だいたい早い。来るの、早い」ブレイズは頷き、階段を無言で指差す。




「ドーモ」男は……伝説的パンクバンド、「アベ一休」のヴォーカリスト、ユシミは、フラフラと階段を降りてゆく。「ユシミ＝サン」ブレイズはその背中に声をかけた。「タイコ……シゲキのかわりは」ユシミが足を止めた。「うん、弟、シゲキ、弟、シゲキ」彼はブツブツと呟いた。「死んだシゲキ」




　ブレイズは言葉を探したが、ユシミはそのまま降りていった。マフラーの下で彼女は唸り声を押し殺した。……「ここ、壁ッスよね？」「ア？」かけられた声に我に返り、彼女は振り返った。「当日券ないッスか？」「知らねえよ！」彼女が邪険に睨みつけると、パンクスはツバを吐いて去っていった。




　ゴゴゴウン。ゴゴゴウン。下からは「故障」の鳴らすギターの轟音が漏れ聞こえてくる。ユシミはフロアに立って、その様子を見ているのだろうか。それとも楽屋で寝るだろうか。ブレイズはとりとめもなく考えた。ずるずると壁を背中がすべり、彼女は再び座り込んだ。彼女はずっと考えていた。
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　最初のバンドの登場を待たずして、既に「壁」の動員数はキャパシティ限度に達しようとしていた。フリークアウトしたパンクスが何人かの友人に抱えられて階段を運ばれてゆく。「先走って盛り上がり過ぎだな」ダブルモヒカンスタッフが辛しん辣らつにコメントした。「アー」ブレイズは上の空で呟いた。




「なに？」ダブルモヒカンは入場者のチケットをもぎりながら、ブレイズを見た。「どうしたの。お腹空いたの。オニギリあるよ」「いらねえよ。元気だよ」「オニギリいらないの」「アタシ、『アベ一休』、活動中もそんなに入れ込んでなかったんだけどさあ」「『アベ一休』どうしたの」




「アタシが裏口の外に居た時、ユシミが入って来てさあ」「ああ。スゴイよね」ダブルモヒカンは頷いた。「ユシミはヤバイだよね。流石さすがだよね」「パッと見、自我科患者みたいだと思ったんだけどさあ、違うんだよな……醒めてんだよな、それがさあ」ブレイズは呟いた。「それがさあ」「ベタ惚れだ」




「アー」「でもさあ、アンタ、担当は力仕事なんだから、頼むぜ、ヨージンボーだぜ」「アー、そうねェー」「ヨージンボー」「そうねェー」ドジャーン！　その時である、ファーストバンドである「キリクチ・マゴ」のドラマーが背後の銅ど鑼らを力任せに打ち鳴らし、縒よれた下手なギターがビートに追随した。




「スゴイ！　スゴイスゴイ寒い！　フンフンフフーンなにか！　フンフンフフーンなにかスゴイ！　……キモチ！」ヘナヘナのギターを鳴らしながら、ボンズヘアー青年がマイクに食らいつく。「キモチ！　フンフンフフーンスゴイなにかー！」ブレイクだ！　だが全てのタイミングが少しずつズレている。




「キモチ！　キモチパンク！」「キモチパンク！」「キモチパンク！」「ウオオーッ！　バカ！」客の誰かが叫び、ケモビールの瓶を投げた。フロントマンは危うくこれをかわし、演奏を継続した。二曲目だ。「フンフンフフーンスゴイ！　フンフンフフーンスゴイ！　この街…」「カエレ！　バカ！」「ウオーッ！」




　既に客の何人かがステージによじ登り、乱闘を開始！　具体性に欠ける歌詞はロマン主義的であり、ブルシットとされる。「キリクチ・マゴ」は歴史あるこのライブハウスの住人に拒絶された！　「ウオーッ！」「グワーッ！」誰かが殴られた。「ちょっと」ダブルモヒカンがブレイズの腕を揺すった。




「イイよ、まだ！」ブレイズはダブルモヒカンを振り払い、腕組みして言う「あんなもん、黙って見ててもしょうがねェだろ。あっためようぜ！」「あんまりアレすると、マッポが……」「まだ平気だよ！」ブレイズは歯をむきだし、「それに、そン時がアタシの出番だろ！　アー、出て来たぞ、次の奴ら」




　ブレイズは指差した。「キリクチ・マゴ」はいまだかろうじて演奏を続けていたが、乱入者は容赦なく銅鑼を横から連続で打ち鳴らした。ドジャーン！　ドジャーン！　ドジャーン！　ドジャーン！　「キリクチ・マゴ」のメンバーは観客と殴りあいながら、徐々にホールへ引き摺り下ろされ、ピットに吞み込まれていった。




「次は？　『サンダンウチ』だよな……あれ……？」ブレイズは背伸びして、眉根を寄せる。「『サンダンウチ』じゃねえのかな？」ドジャーン！　ドジャーン！　ドジャーン！　ドジャーン！　丸刈りの男は銅鑼を鳴らし続ける。「あいつは違うな」とダブルモヒカン。「あいつ……」「シゲキ……弟！」ブレイズは呻いた。




　ドジャーン！　ドジャーン！　仏頂面で銅鑼を鳴らし続ける男に、ダブルモヒカンは目を凝らす。「似てる気もするけど……アイエッ！」その顔のすぐ横を、飛来したプラスチック・グラスが通過した。「ウオオーッ！」「ウオオーッ！」客同士の乱闘はいつしかステージへの怒号、歓声に変わりつつあった。




　叫び、手をたたき、チャントを繰り返す者らに混じって、ボソボソと呟かれる会話。「『サンダンウチ』じゃないよ」「シゲキだ」「シゲキ生き返った？」「まだガキだよ……」「あれが弟だよ！」「出所！」「『サンダンウチ』じゃないの？」「オイ！　オイあれ……」ドジャーン！　ドジャーン！　歓声が静まり返る。




　いつのまにか、ステージには瘦せて背の高い男が立ち尽くしていた。デコボコに刈った短髪、上半身は裸、瞬きを繰り返し、客を見渡す、困惑しているかのように。「ユシミ……！」誰かが震え声で呟いた。ゴロゴロ……そのときステージ袖から転がってきたのは、太鼓である。新たな三人が押して転がしている。




　太鼓を転がしてきた三人のうち、一人はアンプに素早く白インクで〈無垢〉とショドーし、電子オコトをジャックインした。恐ろしくささくれだった電子ノイズが耳をつんざく。一人はベースを。一人はドラム。そしてシゲキの弟がついに銅鑼を叩きやめ、太鼓にスタンバイした。ユシミがマイクを摑んだ。




「……」ユシミは口を開け、そのまま停止した。三白眼がせわしなく動いた。一瞬ごとに、客の一人ひとりの顔を捉えていった。「ア……」客の誰かがこらえきれず、叫んだ。「アンタイセイ！」すると、堰せきを切ったように、全ての客が吼え声をあげた。「「「アンタイセイ！」」」ドォン！　太鼓！




　ドォン！　ドォン！　シゲキ弟は仏頂面で太鼓を叩き続ける。緊張しているのだ！　そこへドラム・ビートが重なる。更に、新規加入したとおぼしきベーシストの、歪んだ金属的サウンド！　「「アンタイセイ！」」客の叫び！　ユシミは突如、背をぴんと伸ばし、叫ぶ！　それらの音をかき消す！　「アンタイセイ！」




　アンタイセイ！　ＡＮＴＩ（アンタイ）とＴＡＩＳＥＩ（体制）を合体させた「アベ一休」の造語である！　そして、ゴギギギギギガガガガガガ！　恐るべき金切りオコト・サウンドが鼓膜に襲いかかる！　ユシミは目を見開き、叫び始める。メロディのかけらもない歌詞を。「止まったら！　死ぬ！　だから俺は死体！」




「『アベ一休』？」ダブルモヒカンが驚愕した。「もっと後だろ、ナンデ……まさか太鼓が十四歳だから、深夜になる前に……？　アーッ！　ブレイズ＝サン！　ちょっと！」彼はもはやピットに消えてゆく彼女の背中を見送ることしかできない！　「止まったら！　死ぬ！　だから俺は死体！　動けねえ死体！　殺された！」




　嵐の海で空中に弾き飛ばされるバイオマンボウめいて、下から押し上げられた観客が酒の飛沫とともに乱舞する。ユシミはカッと見開いた目を一切瞬きさせることなく、怒りの一歩手前で強張らせた無表情で叫び続ける。「コンベア動くのを待ってる！　止まったら死ぬ！　だから死体！　待ってる俺は死体！」




「止まったら死ぬ！　止まってる！　止まったら死ぬ！　止まってる！」「俺は死体！」「止まった！」「止まったから死んだ！」「止まった！」「止まったから死んだ！」「止まった！」「曲は終わりだ！」ゴー……電子オコトのフィードバック音が等比級数的に大きくなる中、ユシミは床に仰向けに倒れた。




　ドォン！　ドォン！　太鼓が心音めいて繰り返し鳴らされる。観客は固唾を飲んで次の曲を待つ。二曲やるかもしれない。今日は特別な夜。三曲やる可能性すらある！　「アンタイセイー」最前列でガードバーに寄りかかり、感極まって嗚咽するのはブレイズだった。「アンタイセイー」……ＢＬＡＭ！　その時だ。




　ＢＬＡＭＢＬＡＭ！　天井へ更に二度の発砲。更に、パオーウー！　手回しサイレンが響き渡る。パンクスは前へ前へと詰めかけ、出口付近はがらんと空いていた。そこにマッポ達が入って来たのだ。皆がそちらを振り返った。パオーウー！　パオ……マッポが手回しサイレンを止めた。チーフマッポが下卑た笑いを浮かべた。




「ゲエエップ！　これはいかんなァー」チーフマッポはアンコドーナツを咀そ嚼しやくし、チュッチュッとせせり音を立てる。パンクスの剣吞な視線を一身に集め、彼はなお平然としていた。ドォン……心持ち、太鼓の音が弱まる。シゲキ弟は仏頂面に脂汗を垂らし、床に寝そべるユシミを見た。ユシミは動かない。




「多分、全員薬物影響下にあるな、これは！　逮捕は免れんなァー」チーフマッポが言った。「ちょっと待ってくださいよ、グワーッ！」進み出ようとしたダブルモヒカンはいきなり警棒で殴られ、床を這った。「正当防衛で殺害しなかっただけありがたく思えェーイ」チーフマッポは腹を搔く。




「何やってんだ……令状あるんですか」スタッフルームからオーナーが出てきた。「届けも出してる。違法性はない……」「ダマラッシェー！」チーフマッポが吠えた。「「「アイエエエ！」」」半径十フィートのパンクスが雷に打たれたように恐怖に打たれ、後ずさった。「令状？　寝ぼけた事抜かすな」




　チーフマッポは警棒を手の平に打ちつけながら、「要は、俺が気に食わねえからイジメる。それだけだ、ガキども。理由は後で考えてやるから安心しろ。気に食わんガキをイジメる！　それが大人の権利だ！　そのために法律がある！　俺はなんでもできる！　俺は権力だぞ！」ナムサン！　何たる開き直りか！




　ホールは静まり返った。パンクスは互いに目を見交わす。オーナーは何か言おうとした。チーフマッポは素早く銃を向け、撃鉄を起こす。「アイエッ！」気の弱い何人かのパンクスが悲鳴を漏らす。「跪ひざまずけ。ドゲザだ」とチーフ。……「弟ッ！」その時、ステージ方向から怒声が飛んだ。




　全員がステージ方向を見た。「手を！　止めてんじゃねえ！」ふたたび、怒声。「え」シゲキ弟はツバを飲み、声の主を……床に寝そべったままのユシミを見た。「手を！　止めてんじゃねえ！」みたびの怒声！　「アイエッ！」シゲキ弟は怯ひるみ、歯を食いしばり、決死の表情で、太鼓を殴りつけた。ドォン！




「何を……」ドォン！　ドォン！　「やっておるかーッ！」チーフマッポは拳銃でシゲキ弟を狙う！　引き金を引く！　ＰＯＷ！　銃口からは火の粉の塊が飛び、空中で散って消えた。チーフマッポは再び引き金を引いた。ＰＯＷ！　銃口はクシャミめいて火の粉を噴きだした。更に引き金！　ＰＯＷ！　銃口が赤く溶けた。




　ユシミは跳ね起きて、マイクを再び摑んでいた。「アン！　タイ！　セイ！」ユシミが叫んだ。チーフマッポは高速思考。銃口が溶けた理由を探る。彼のニンジャ判断力は一瞬で答えを導き出した。今、彼の顔面にジャンプパンチを……赤熱する拳を叩きつけようとしている赤髪の女に、やられたのか。




（（（こいつ、ニンジャ？）））彼の血中をニンジャアドレナリンが駆け巡り、時間感覚が泥めいて鈍化する。赤熱する拳が迫る。パンチを繰り出す彼女の肘は、ジャケットを焼きながら、ロケットエンジンめいた火を吹いている。拳が鼻面にめり込んだ。（（（ニンジャ、ナンデ？）））拳は彼の予想よりも二倍速かった。




「痛て……？」チーフマッポの顔が変形してゆく。頰がへこみ、鼻が歪み、厚ぼったいくちびるが歪み、涎よだれと鼻血が噴き出す。「痛てえ、ェェーッ!?」拳は容赦なくチーフマッポにカラテ衝撃を注ぎ込んだ。「グワーッ！」チーフマッポはキリモミ回転しながら吹き飛び、尻をブレイズに向けて突っ伏した！




　血飛沫はブレイズの体に付着する寸前で音を立てて蒸発。彼女は威嚇的に歯をむきだし、チーフマッポの尻めがけ突き進む。「イヤーッ！」ケリ・キック！　「グワーッ！」尻を蹴られたチーフマッポは一回転前転！　壁に叩きつけられる！　「グワーッ！」「ファック！」ブレイズはキツネサイン！　「オフ！」




「何しやがる！」チーフマッポは喚わめいた。「俺は公僕だぞ！」「強制執行重点！」他のマッポ達が警棒を構えた。パンクス達が一斉に襲いかかった。「アンタイセーイ！」ステージ上ではユシミが目を剝き、再度の絶叫！　ドラムロール！　そして太鼓！　オコト！　ベース！　「ウオオーッ！」乱闘が始まった！




「回転スシが！　皿にない！　おれのところに回ってこない！　昨日おれは理由を知った！　イタマエの近くの奴が！　スシを食べすぎる！」ユシミは吠える！　それはメロディなどとは無縁の叫び！　唸りである。フロアでは、「ウオオーッ！」「執行！」「グワーッ！」「マッポの暴力だ！」「ウオオーッ！」




　繰り出される警棒！　「グワーッ！」パンクスが殴り倒される。彼らは果敢に押し寄せ、マッポを押し、引き、モッシュの波の中に一人、また一人とさらってゆく。さながらそれは渦潮洗濯機に投げ込まれたジュー・ウェアのごとし！　「「マワッテコナイ！　スシガコナイ！」「コナイ！　コナイ！　スシガコナイ！」




「情けねえブタどもだぜ！」起き上がったチーフマッポは破壊された拳銃を捨て、電気ジッテをフルパワー出力で構えた。ゴウ！　ジェット音を発しながらブレイズが間合いを一気に詰める。「イヤーッ！」激しい炎によって加速する右ストレート！　「イヤーッ！」チーフマッポはジッテで応戦！




「「グワーッ！」」ブレイズとチーフマッポは互いに叫び声をあげ、たたらを踏んだ。ブレイズのパンチはチーフマッポを捉えたが、ジッテ電撃攻撃がカウンターしていた。二者は同時に顔を上げ、狂犬めいて睨み合う！　「スシを食べすぎるな！」「スシを食べすぎるな！」「スシを、食べすぎるな！」




「スシを食べすぎるな！」「スシを食べすぎるな！」「スシを、食べすぎるな！」ユシミがフロアを睨み下ろす。そして叫ぶ。「暴力！　ダセェ！」「「ウオオーッ！」」パンクスはマッポを前後左右に押し流し、モッシュの波に取り込んでいく。彼らは拳を飛ばさなかった。それは荒々しい踊りじみてもいた。




「ヘヘッ」ブレイズは床に唾を吐いた。「そうとも、ダセェ暴力はアタシらニンジャに任せとけ」彼女は呟き、チーフマッポを睨んだ。「隠してンなよ！　この野郎！」「チィーッ」チーフマッポは後ずさった。「戦略的撤退！」そして外めがけ駆け出した。「待ちやがれ！」ブレイズは追って階段を駆け上がる！
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　彼らは裏路地に差し掛かった。停車してチョウチンを回転させる無人待機パトカーのボンネットにチーフマッポは飛び乗り、「イヤーッ！」飛び越える。「イヤーッ！」ブレイズは追う！　チーフマッポはドタドタと走りながら振り返り、ブレイズめがけスリケンを投とう擲てき！　「イヤーッ！」




「イヤーッ！」ブレイズは飛来するスリケンを焼き切ると、更に追う！　チーフマッポは巨漢に見合わぬニンジャらしい敏びん捷しよう性せいを発揮し、追いつく事を許さない。「ブヒィー！」チーフマッポは携帯チョウチンを投げつけた。ブレイズのニンジャ第六感が危険を告げる！　それはグレネード！




「な……」ブレイズは地面に転がるチョウチンに突っ込むかたちだ！　ウカツ！　ＫＡＢＯＯＭ！　「グワーッ！」チョウチンが爆発！　炎がブレイズを包む！　「ヒィーヒィーヒィー」チーフマッポは足を止めて振り返り、肩を揺すって笑った。「ようこそ、ようこそ。お望み通り、おっぱじめようじゃねえか」




　バチバチと爆はぜる炎が収束し、赤熱する人型のシルエットに吸い込まれていく。やがてブレイズの姿が現れた。「ハァー。ハァー」彼女は激しく消耗し、肩で息をしている。「ハァー」「ワカル、ワカル。ある種のカトン使いにゃ、火は効かねえッてな、俺は詳しいんだ……だが無傷じゃ済まねえんだな？」




「うるせェー！」ブレイズは火の粉を振り払った。「やってやるぜ！」「アイサツしようや」チーフマッポは笑い、オジギを繰り出した。「ドーモ。キングピンです」「ドーモ。キングピン＝サン」ブレイズはオジギを返した。「ブレイズです」「イヤーッ！」オジギ終了と同時に警棒攻撃！　「グワーッ！」




　ブレイズは汚い地面に叩きつけられ、呻うめいた。「消耗してやがる……消耗してやがる。避けられもしねェ」キングピンは笑い、先ほど殴られて曲がった己の鼻を摑んだ。ゴキゴキと左右に動かし、元に戻した。「クソライブハウス！　まさかニンジャ・バウンサーを雇ってやがるとはなァー。ビビッちまうな」




「イヤーッ！」ブレイズは反撃に出た。地を蹴り、炎で勢いをつけた回し蹴りを放つ！　「イヤーッ！」キングピンはこれをブリッジ回避！　下から蹴り上げる！　「イヤーッ！」「グワーッ！」吹き飛ぶブレイズ！　「お前、セクトのニンジャじゃねェな。衛星組織の連中にもテメェのような奴は聞いた事がねェ」




　キングピンは警棒を弄びながら言った。「俺はよ、大嫌いなジョギングまでして、ワザワザおまえをこんな場所まで連れてきたんだ。お友達のいるところによ……俺は万全を期するタイプでよ……一対一だと、ヘマこいちまう可能性があるからな。ワカル？」彼は周囲を見渡す。




　二人はライブハウスの裏路地よりも更に奥まった場所に来ていた。右手には、金網で仕切られた資材置き場。左手には薄汚い廃ビル。ビルには「サロン営業中」と書かれたノレンがかかっているが、明らかに営業店舗はない。ブレイズは切れた口を拭い、起き上がってカラテ警戒する。




「そいつがエサか？」廃ビルの屋上で影が蠢うごめいた。「イヤーッ！」影は回転ジャンプで飛び降り、キングピンとの間にブレイズを挟む位置に着地した。ツヤのある紫色のニンジャ装束を着たニンジャはメンポの奥でほくそ笑んだ。「ドーモ。ダチュラです」「ドーモ、ダチュラ＝サン」キングピンは笑った。




「マッポのお前に楯突くなんて、ナメたニンジャがいたもんだなァ？」アイロニーじみた言葉が廃ビルの闇の中から聞こえた。そこから現れたのは黄色と黒の警戒色装束のニンジャだ。「ドーモ。ポリスティナエです」「全くだぜ、ポリスティナエ＝サン」キングピンは笑った。「困り果てちまった」




「ドーモ。ブレイズです」ブレイズは憎々しげにオジギした。三人はブレイズをトライアングル状に包囲する。「ここはいわば、俺らのオフィスでよォ」キングピンは言った。「表の連中にゃあ、ちと刺激の強い問題を解決する……大事なビジネスの場だ。お前のような手に負えねえ奴を始末する場でもある」




「ニンジャの女とは実際珍しい」ダチュラが言った。装束に巻き付くチューブの中を蛍光色の液体が葉脈めいてめぐり、ポタポタと地面に滴り落ちる。「薬物でしっかりやろう」「だな」ポリスティナエが頷く。その両肘と両膝から危険なニードル状の武器が展開した。キングピンは注意深く間合いをあける。




「最初に攻撃を当てた奴が優先前後だぞ。いいな？」とポリスティナエ。キングピンは頷いた。「好きに……」「イヤーッ！」ドウ！　ブレイズの眼前に火の輪が出現した。ブレイズは跳び、その輪をくぐると、一瞬にしてキングピンの真正面に出現していた。拳がキングピンの鼻面を捉えた。「グワーッ！」




　不意をつかれ、尻をブレイズに向けてうつ伏せに倒れ伏すキングピン！　ダチュラが跳びかかる！　「イヤーッ！」毒液したたる両腕がブレイズに伸びる！　「イヤーッ！」ブレイズは手の平からジェットじみた炎を放ち、その勢いで強烈な肘打ちを繰り出した。「グワーッ！」そこへポリスティナエが迫る！




「イヤーッ！」ブレイズはポリスティナエに蹴りを繰り出す！　「イヤーッ！」ポリスティナエは紙一重でこれを躱かわすと、ブレイズの脇腹にニードルを突き刺した。「グワーッ！」さらに前蹴り！　「イヤーッ！」ブレイズは躱そうとするが、遅い！　「グワーッ！」吹き飛ばされ、金網に衝突！




「どんどん回るぞ、毒がな」ポリスティナエは余裕ある口調で言った。「なかなかのカラテをしていやがった」ダチュラは首をボキボキと鳴らしながらブレイズに近づく。「そうだぞ、油断ならねえんだ、そいつ」キングピンは起き上がり、警棒を再び手にした。「油断するんじゃねえぞ。油断はダメだ」




「その物言いは俺の麻痺毒を愚弄することになる」ポリスティナエは肩をすくめた。「見ろ。目もうつろだ。効いている。あとはダチュラの薬物でしっかりやるだけだ」「フン」キングピンは鼻を直しながら、「とにかくちゃんとやれ」と言った。ダチュラがブレイズの首を摑み、金網に押し付けた。




　長身のダチュラはブレイズの身体を上へ吊り上げる。両足が宙に浮いた。無力である。朦もう朧ろうとする意識の中、ブレイズはダチュラの手首を摑み、抵抗しようとした。「無駄だ」とダチュラ。チューブが生き物じみて鎌首を擡もたげ、先端の針で頸動脈に注射しようとする。ブレイズは呻いた。「ナメるなよ……」




　三人のニンジャはゲラゲラと笑った。ブレイズは意識を保とうとつとめた。憤怒を燃やせ。アタシはニンジャだ。諦めるな。侮あなどらせはしない！　二度と！　彼女のニューロンがスパークし、ニンジャソウルと闘争心が深く繫がった。その瞬間！　「グワーッ!?」ダチュラが悲鳴を上げる！




　彼女の手はマンリキめいた力を取り戻した。ほんの一瞬のことだった。だが、十分だった。千切れるほどのニンジャ握力で、ダチュラの手首を握りこんだ。怯んだダチュラは高く吊り上げていた彼女を地におろした。彼女は踏み込み、その顔面を思い切り摑んだ。「イヤーッ！」「アバババーッ!?」




　痙けい攣れんしながらダチュラは頭を抱え、後ずさる。ブレイズは地面に膝をついた。「イヤーッ！」そこへ襲いかかるポリスティナエ！　肘のニードルを繰り出す！　「イヤーッ！」「何？」キングピンが怪訝そうに片眉を上げた。「グワーッ！」ポリスティナエは横腹を蹴られ、金網に叩きつけられた。ダチュラに！




「てめェ！」キングピンが駆け寄る。「イヤーッ！」ダチュラは振り向きざまにその鼻面へパンチを叩き込む！　「グワーッ！」不意をつかれたキングピンはキリモミ回転！　尻を向けてうつ伏せに突っ伏した。「何しやがる!?」「何ッてお前……ヘッ」ダチュラは鼻で笑った。「インガオホーだぜ」




「ウヌーッ！」ポリスティナエが金網から身をもぎ離した。目の前には体勢復帰したブレイズが立っていた。カッと見開いた両目には憤怒の炎が燃え、その肘先は白熱し、炎を噴き出していた。彼女は口の端を歪めて笑い、拳を握りこんだ。「やるよな？　オイ」「貴様……」「イヤーッ！」「グワーッ！」




「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」ブレイズはジェットじみたパンチを繰り返し叩きこむ！　そのたびポリスティナエは金網に叩きつけられ、バウンドして戻り、再びパンチを受ける！　「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」




「オイッ！」殴りながらブレイズはダチュラに向かって叫んだ。「どうやって出てきた？　イヤーッ！」そしてポリスティナエを殴る。「グワーッ！」「さあな」ダチュラは答えた。「考えるのは後にしようぜ」「そっち、抑えとけよ！」「ああ任せとけ！」ダチュラはカラテを構えた。「調子イイぜ！」




「テメェー」キングピンは警棒で警戒する。「ダチュラ＝サンじゃねえな。テメェー」「ああ違うね」ダチュラは……否、そのニンジャは不敵に頷き、あらためてアイサツした。「俺はシルバーキーだ」




「シルバー……何？」キングピンは分厚い唇を歪め、不可解そうに顔をしかめた。「ドーモ、キングピンです……ジツ使いか？　どこから湧いて出やがった。テメェの名前も、俺の警戒ニンジャリストにはねェな……」「ウープス、ウープス」シルバーキーはダチュラの薬物チューブを引きちぎる。「嫌だねェ」




「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」その背後では、ブレイズがポリスティナエをフェンスにバウンドさせながら殴り続けていた。キングピンはガムを吐き捨て、彼女めがけおもむろに発砲した。ＢＬＡＭＮ！　「イヤーッ！」ブレイズはこの驚くべき早撃ちを危うくバック転回避！




「やるな」とシルバーキー。「ハヤイ」「ハヤイじゃねェよ！」ブレイズが叫んだ。「抑えとけッつったろ！　こっちに向けンな！」「寝てンじゃねえぞ、ポリスティナエ＝サン！」キングピンもまた仲間を罵った。「何のためにテメェのような連中を遊ばせてやってる」彼のしわがれ声には不気味な迫力があった。




「イ……イヤーッ！」ポリスティナエがフェンスから身を引き剝がし、カラテを構え直す。「なぜ俺の毒が効かんのだ？」「アアッ？」ブレイズの目が怒りに燃えた。身体のあちこちから炎が噴き出し、火の粉が舞う。「毒？　そんなもん、焼けちまったンじゃねえの？　今アタシ体温何度あるのかな？」
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「バカな。焼いただと？　血中……」「昔と勝手が違うカトンだけどさ」彼女は拳を握り、開いた。「馴染んで来たよ。改善インプルーブドだな。何だっけ？　テメェの名前。運がなかったよな。もっともっと殴ってやるからな！」「イヤーッ！」ポリスティナエが飛びかかる！　「イヤーッ！」「グワーッ！」




　繰り出されるポリスティナエの膝蹴り・肘打ち攻撃コンビネーションに対し、ブレイズの飛び膝蹴りが先んじた。カトン・ジツの運動能力への転用！　その速さ！　ポリスティナエは顎を上向け、仰け反る。そこへ回し蹴り！　「イヤーッ！」「グワーッ！」ポリスティナエは背中からフェンスに衝突！




「イヤーッ！」跳ね返るポリスティナエにブレイズが拳を叩き込む！　「グワーッ！」「役立たずめが！」キングピンが再び拳銃を構える！　「イヤーッ！」「グワーッ!?」キングピンは手の甲をシルバーキーに打たれ、拳銃を取り落とす！　「俺だぜ。お前の相手はな」「てめェー！　イヤーッ！」警棒攻撃！




「イヤーッ！」シルバーキーは警棒を片腕で防ぎ、キングピンの顔面を鷲摑みにしようとする！　「イヤーッ！」キングピンのニンジャ第六感はシルバーキーのグラップリング攻撃に不穏な気配を察知し、バックフリップで回避！　空中で一瞬丸いボールめいた後、砂煙を立てて着地！




「イヤーッ！」ＢＢＢＬＡＭ！　キングピンはサブウェポンであるハンドガンを腰だめ連射！　「イヤーッ！」シルバーキーは両腕をクロスし、盾とする！　背後ではブレイズがフェンスから跳ね返ってくるポリスティナエを繰り返し殴り続ける！　「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」




　ＢＬＡＭＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　「グワーッ！」シルバーキーは呻く。ハンドガンがダチュラのニンジャ装束を撃ち抜き、ダメージを与える！　キングピンはシルバーキーを睨んだ。「この野郎……」「ああそうさ」シルバーキーは言った。「俺は痛くも痒くもねえ。こんなクソ野郎の身体がどうなろうとな」




　その言葉は果たして本当だろうか。目から出血しながら、彼は叫んだ。「やれ！　ケリをつけちまえ！」「イイイヤアーッ！」ブレイズのパンチが加速！　ポリスティナエからフェンスに熱が伝わり、赤熱して変形！　ブレイズは拳を開き、握り、また握り込んだ。そしてカイシャクの一撃！　「イヤーッ！」




「……サヨナラ！」熱で焼き切られたフェンスごと、ポリスティナエの身体が後ろに倒れ込んだ。そして爆発四散した。「ブヒッ……」キングピンは引き金をカチカチと引きながら後ずさる。アウトオブアモー。「オイオイ……何で俺様が劣勢なんだ……仕方のねえ奴らだぜ！」身を翻す！




「おう！　また俺たちの前にナメた真似しに来やがったらな！　覚えてやがれよ！」シルバーキーはキングピンの背中を指差し叫んだ。「〝俺たち〟は他にもまだまだいるぜ！　もっとヤバイ奴がな！」「黙れ！」キングピンは走りながら振り返り、罵った。「今日のところは勘弁してやる！　オタッシャデー！」




　ザンシンを終えたブレイズはシルバーキーに駆け寄った。「オイ！　何で逃がしたんだ。バカな事しねぇように、痛めつけるか脅しのネタを取らなきゃだろ！」「そうしたいのは山々だったが……」ブレイズは振り返ったシルバーキーの肩をドンと衝く。シルバーキーは仰向けに倒れた。「限界みたいだ」




　ブレイズは狼ろう狽ばいし、倒れたシルバーキーを揺さぶった。「オイ！」「ダイジョブだ、ダイジョブ」シルバーキーは呻いた。「死にやしないさ。コイツの身体、カラテで鍛えられてるし、頑丈だ」「オイ！」「だからさ……」シルバーキーの震える手が差し上げられた。「手を」ブレイズはその手を摑んだ。




「すまねえな……やっぱり謝らずにはいられねえ」シルバーキーは呟いた。ダチュラの身体は糸が切れたように力を失い、だらりと倒れた。「オイ！」ブレイズはダチュラの身体を揺さぶる。動かない。「オイッ！」動かない。……やがて彼女は立ち上がった。




「……」彼女の赤い髪に、波紋めいて、黒い色が走り、また赤くなった。ブレイズの表情から次第に狼狽と悲哀が去り、しかめ面に変わった。彼女は近くのゴミバケツを蹴り飛ばした。「紛らわしいんだよ！　カス！」彼女の髪に再び黒い色の波紋が走った。彼女は弁明めいて言う。「いや、本当すまねえ！」




　一人芝居じみて、彼女は己と会話した。その髪には黒い波紋が繰り返し走り続ける。「今のはギリギリだったかもしれねえ。実際死にかけてた。ああまでなっちまうと、戻るには直接触れないと……回収してくれてよかったよ」「そうかよ。それじゃ、お前を捨てていけば、アタシは自由になれたって事か？」




「いや、そこがわからねえんだ。君だけで生命維持ができるのか、何ていうかさ、説明が難しい……心苦しいが……」「出てけよ！　方法を調べるんだろ？　そしたら出てけよ！」「勿論だ！」そして水溜まりに己を映し、穏やかに言った。「な。どうにか頑張ろうな」……髪の黒色が消えた。
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　ブレイズはバーカウンターを背にして床に座り、モップがけをするダブルモヒカン青年の動きを目で追っていた。割れた瓶や脱ぎ捨てられた衣類、気絶して起きないパンクス、瓦礫の類いは脇に寄せられ、ＤＪは客を追い出すレコードを既に流し終え、退出していた。




「ま、色々あったが」オーナーは満足げに言った。「悪くねえオシマイだったんじゃねえか？」「そうね」ブレイズは頭をボリボリと搔いた。オーナーは頷いた。「俺は隠居だ。お前らはお前らで、まあ、よしなにやっていけや」「勿論ですよ」ダブルモヒカン青年がモップ速度を上げる。「絶対ですよ！」




　ダブルモヒカン青年は言った。「ユース・パワーですよ！　俺ら……ハコが壊されたって、俺ら、死なねえですよ。俺らが死んでも言葉は残りますよ。俺、貯金していますから。堅実なパンクスだから。絶対、『ヨタモノ』、俺らがまた始めますし」「ああ、それがいいよ」オーナーは頷いた。「まあ頑張れ」




「ブレイズ＝サン、連絡先教えてよ」ダブルモヒカン青年が言った。「ア？」「トレジャー・エヴリー・ミーティング。これも何かのアレだよ。『ヨタモノ』復活したら、セキュリティしてよ」ブレイズはアクビをした。「考えとく」「ユシミにはアイサツしたか」とオーナー。「感銘受けてたじゃねえか」




「いや、いいよ」ブレイズは答えた。「暴力ダセエから……」「気にしてンだ！」ダブルモヒカン青年が笑顔を向けた。ブレイズはコースターを投げつけた。「なあ。本当にやれよ。やってみろ。な」オーナーが彼らに向かって言った。「そうすりゃ、俺もこのハコも、いた甲斐があるって事なんだぜ」




「フス……」オーナーの隣で車椅子の男が同意めいて呻いた。ブレイズはそちらを見た。今までそこにその男がいた事に気づかなかったのだ。外で戦っている間に入場していたのか。オーナーの友人じみたその男は目を動かしてブレイズとダブルモヒカン青年を見、そして笑った。彼の手には中指しかない。




「マジかよ」ブレイズは呟いた。「絶対やりますよ！　任してくださいよ」ダブルモヒカン青年はモップ速度を更に上げながら、興奮して繰り返した。階段の上、店の外でけたたましくクラクションが鳴った。「お迎え、来たぜ」オーナーは男に言い、車椅子を押した。




　ブレイズの前を通り過ぎる際、車椅子の男はブレイズに中指を立てて見せた。男は笑っていた。ブレイズの胸中に様々な感情が去来した。彼女は歯を剝き出して笑い、キツネサインを返した。
















「なるほど、私立探偵デイテクテイヴをお探し……」初老のマスターは懐中時計のネジを巻き直しながら言った。「……その言葉を聞いて思い当たる男は、一人しかいませんな。私の知る限り、ガイオンに残っている私立探偵は、もう彼だけでしょう。絶滅危惧種という奴ですよ。冷たい時流というやつに吞み込まれて、みんな、いなくなってしまいました」




「ああ、助かりましたわ。私立探偵にお詳しいのね」カウンターに座る黒いルージュの女が言った。その高貴な発音は、上質なタタミめいた匂いがした。ハイ・オイランめいた清楚な黒いキモノ・コートの襟と鍔つば広ひろ帽子の間にのぞく顔はどう見ても、美女のそれだ。客は彼女ひとりだけ。店は細長く、カウンター席が八つ、それと小さな対面テーブル席が二つ。壁には「従業員求む」「性優遇な」「禁煙重点」「揉め事ヤメテ」などの張り紙。




　店内に奥ゆかしく飾られた数々のレトロ懐中時計が、同時にウシミツ・アワーを刻む。そこに彼の純粋な所有物は存在しない。全て何人もの人の手を経て託されたものだ。「……そもそも実際の私立探偵がどんな生き物か、ご存じでしょうか？」マスターが問う。「いいえ」憂いを帯びたオッド・アイの女は、じれったそうに言った。白く魅惑的な胸元がコートの隙間にのぞいた。「手短に、教えてくださる？」




　マスターは咳払いしてから言った。「要するに、ＴＶとか映画に出てくる古式ゆかしいタフガイで……殴られても蹴られてもめげずに、推理や腕力で難事件を解決する仕事です」「マッポやデッカーとは違いますの？」「私立探偵というのは、デッカーみたいな事を、勝手に……もう少し荒っぽくやるわけですな」「それは……合法的な？」「さあ、どうなんでしょう。ともかく、私立探偵というのは依頼を受けて、解決して、お金を貰うんです」




「どうしてそんなに私立探偵にお詳しいのかしら」「それはもう、連中からよく聞かされましたからな。さて、ご注文を……お嬢さんの美しさに釣り合うような上品な酒はあまり置いてないのが難点ですが……」実際ここは酒瓶よりも歯車の多い店だ。マスターの気質によってか、あるいは神秘のバミューダめいたフースイ・マジックが偶然にも働いているのか、不思議な磁場めいたものが働き、懐中時計がこの店に引き寄せられてくる。




「何か綺麗な色のを入れてくださる？」女は言った。芯が強く知的な女性ではあるが、危ういほど浮世離れし、また知識や興味に激しい偏りがあるとみえた。「あなたの美しさに釣り合うのがあれば良いが。ゲイジはどうです。ソルティ・イナバ、スモーキー・カゲムシャ……いや、やはり、普段は隠しているんですがね、このオールド・ラショモン・ゲート・シングル・モルトなどは」女はそれが良いと答えた。




　マスターは混じりけの無い純粋な琥こ珀はく色いろの液体をグラスに注ぎながら話を続けた。「……よく聞かされていたんですよ。私立探偵とは何ぞやという話をね、その男や、その男の師匠から」「常連なのですね？」「波がありますがね、来ないときは全く来ない。私はあの男が来ないことを祈っておりますよ」「どういうこと？　お嫌いなの？」「私立探偵がここに来るってことは、事件があったってことですよ。たいてい、暴力的で血なまぐさい事件が」マスターは顔をしかめた。




「ああ、それで解りましたわ。私立探偵はここに情報かなにかを仕入れにくるのですね。事件が解決すると、彼はもう来ない。何か次の事件が起こるまでは」女は精緻極まるサイバネ義手でグラスを揺らし、琥珀色の液体の中で氷が崩れ行くさまを眺めながら言った。「ええ、そういう事です」マスターは頷き、また懐中時計のネジを几き帳ちよう面めんに巻き始めた。




「私立探偵に会うには、どうすれば？」「……ですが、彼にどのようなご用件で？　シツレイですがあの男は、その手のロマンスとは無縁の粗暴な男で……」「私、もうじき共和国リパブリツクを離れますの。ですから、その前にお会いして、この前の事件の事でお礼を差し上げたかったのです。ガイオン・デイリーに書いてありましたでしょう、私立探偵が解決したと」




「この間の事件……ははあ、なるほど……」マスターは大方予想していたが、うなずき、確信を深めた。ここ最近で私立探偵が絡んだ事件と言えば、ひとつしかない。それはブラック・ハイク・マーダーの事件。ガイオンの夜を歩くオイランやゲイシャたちが恐れ、囁き合った、暗い夜の連続殺人事件の物語……。
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「ケモビールを飲んで忘れよう」「ネコネコカワイイの琵琶湖ライブチケットが当たるフェア」「第二弾、ダヨネー」オキナワめいた日差しの下、二体の水着ドロイドがビールジョッキを持つ商業ポスターが事務所前の窓や扉に無断で貼られているのを見つけたタカギ・ガンドーは、朝からそれを剝がし、捨てていた。「油断も隙もありゃしねえ、いつの間にやら湧いてきて、節操無く貼っていきやがる……イテテテテ」




　それから彼は事務所に退却して椅子に座り、いつものように淹れたてのコーヒーで二日酔いの頭痛を押し流そうと試みながら、ガイオン・デイリー紙を読んでいた。彼は錆び付いた体をどう扱えばよいのか知っている。肉体はすぐに堕落し、怠けようとする。だから日々のルーチンを作り、機械時計のように動かし、精神をその手厳しい所有者にする。




　彼はページをめくった。スズキ・マトリクス理論の論文流出事件には大いに興味を引かれたが、彼の活動分野は電脳空間ではない。「けどよ、ツキが回ってきそうな気配じゃねえか……」少しして電話が鳴り、Ａ氏からの紹介で捜査依頼があった。それは逃げたミニバイオ水牛ペット探しでも、アッパーに仕事に出ている夫の浮気調査でもなく、まさしく真の私立探偵に相応しい事件だった。連続殺人事件。それも、とびきり陰惨なやつだ。




「事件がありゃ胸が痛むが、平和じゃ乾ひ涸からびて死んじまう。まったく、因果な仕事だぜ」ガンドーは立ち上がり、二メートル近いタフな身体にダスターコートを纏まとった。あまりにも安穏に暮らす時間が長いと、肉体は錆び付いてしまう。ともかく彼は、捜査に出たくてたまらなかった。だが、ここでまた電話が鳴り、別の依頼が舞い込んだ。人捜しだ。




　今度の依頼は馴染みのＫ氏。私立探偵はコートのボタンをかけ、特製の煙草でニューロンのエンジンを吹かしながら、ひととおり用件を聞いた。「……名家の令嬢が……女中と一緒に行方をくらました。すると……家出か？　いなくなったのは……オイオイオイ、六ヶ月も前か」事情を聞くにつれ、こちらも真の私立探偵に相応しい仕事と思えてきた。「……穏やかじゃねえな、心配だ。まして今は、下じゃロクでもねえ事件が起こってる」




　タカギ・ガンドーは仕事のスタイルにはうるさい。「……ああ、今は先約があってよ。ちょうど、そのロクでもねえ事件を調べ始めたのさ。悪いが、そっちに話を聞きにいくのは、少し後になるぜ」たとえ成功報酬がケタ違いだろうと、仕事の優先順位は絶対に変えない。




「……ん？　事件の名前？　知ってるかい、ブラック・ハイク・マーダー。ああ……アッパーの新聞にゃ、まあ、載らねえだろうな。調べねえほうが心臓のためだ。特にその、コヨミ家の親父が知ったら、心配で夜も眠れなくなるだろうさ」




　受話器を置くと、私立探偵はガソリンを注がれたクラシックカーめいて事務所を飛び出し、最初の依頼人と会い、意気揚々と捜査を開始した。まずは新聞記者、マッポ関係、違法薬物の売人、プロハイカー、情報屋にヤクザ、そしてアッパーのツテ。だがこれらは全て空振り。殴り飛ばす相手が特定できなければ、自慢のカラテが火を噴くチャンスも無い。




　もちろん彼はオイランやゲイシャとの繫がりも多い。だが今回の事件の犠牲者に関して、決定的な情報は引き出せず、閃ひらめきも得られなかった。アンダーガイオンに違法合法含めてオイランがどれだけいるかを考えれば、無理もあるまい。そして彼はいつものように、俺はもうトシだ、今度こそ引退を考えているとぼやきながら、このバーに足を運んだのだ。




「いいかいマスター、聞いてくれ。事件のあらましは、こうだ……」
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『凄惨！　黒魔術ブラツクマジツクめいたハイクと死体！』アンダーガイオンで美しいゲイシャやオイランが次々殺されている。多くは路地裏、時には自宅で、マグロめいて切り刻まれ無慈悲に殺されるのだ。恐ろしい事に、現場に放置される遺体は常に部位が欠損している。何たる猟奇！　さらに犯人はその代価を払ってゆく……黒魔術めいたハイクで。おお、ナムアミダブツ！　殺害現場の壁や床には、必ずハイクが書き残されるのだ！




　最初の犠牲者は、アンダー中層に暮らすケイコ・アケチマであった。しばしばアッパーでも客を取る、やや翳かげりはあるが美しいコーテザン・オイランだ。直接の死因は外的ショック。すぐ横には『我を牢獄に／繫ぎとめたるは何者ぞ／この馬鹿げたる肉体の』なるハイク。壁にはそれに続くように『愚かにして愛いとしき下僕／お前の中に何故／神が宿るか』なるハイクが残されていた。二週間後に、同様の手口で次の犠牲者が出た。




　いずれも争った形跡は皆無。隣人は悲鳴すら聞いておらず、ヒットマン・ヤクザによる一瞬の殺害、もしくは極めて近しい知人による犯行が疑われた。『それ以外にこんな殺人が可能なのは、ベッドの下やクロゼットの中に隠れていた吸血鬼かニンジャだけでしょう。その点、ニンジャならばハイクを詠むのも納得できますよ！』陳腐で軽率なユーモアで悪名高いガイオン・デイリー紙は、そのようなジョークを書き、不謹慎との不興を買った。




『我は暗き牢獄ケイジより／解き放たれし／賢者セイジなり』『我に奉仕し／愛めでられ／死ぬさだめなり』『貨幣を崇あがめる愚か者共は知らぬ／何なに故ゆえ古いにしえの神々は／生贄と血を求めたか』『我が身を牢獄より解き放ち／ゲートを越える／目に見えぬ七つの門を越え』『肉の牢獄への報復ウエイジ／切断によって／清められん』……その後も連続ハイク殺人事件は続いた。




　それらのハイクは陰惨で魔術的であったが、アンタイブディズム・ブラックメタリストが描くお決まりの魔法陣やブードゥーの類たぐいは見当たらず、死体の配置など含めて、どこか詩的ですらあった。『我と交わるために生まれ／我が魔術のために／神の破片を得たるもの』『地表には既に古き手垢／我は新たなる血のハイクを／ガイオンの裏に刻むものなり』暗い情念と知性を感じさせる、センセーショナルなハイクの数々……！




　醜聞好きのガイオン・デイリー紙は、これにブラック・ハイク・マーダー連続殺人事件なるワサビの利いた名前をつけて煽り、無責任な心理分析やビショウネン・コミックを掲載して部数を稼いだ。「被害者は一切の苦痛無く即死したと考えられる」「被害者は性的な興奮を覚えていた可能性すら無くはない」などの文もん言ごんが躍り、次第にオイランたちの間には、犯人を神聖視し、己の殺害を求めるようなウカツ者まで出始める有様であった。




　その歓呼の声に応えるかのように、暗く熱狂的な犯行が重ねられた。市警察は何をやっているのかとガイオン・デイリーは書き立て、また部数をかせいだ。アッパーガイオンにまで被害が及ぶ気配は無いため、ガイオン市警は捜査に本腰を入れる気も、また新聞に圧力をかける気もないと見られた。これに対して殺人のペースは上がり、離れた階層で一日に二人の犠牲者が出るケースすらあった。




　次第に死体の損壊具合は激しく、荒くなっていった。当初はまるで上級イタマエの使うマナイタの如く、何かしら厳粛な儀式やリスペクトの気配さえ感じさせるほどに奥ゆかしく整っていた殺害現場は、次第にスシ工場めいて性急で荒れたものになっていった。まるで軸を失いつつあるかのように、ハイクも空虚で猟奇的なものへと変質していった。




『暗き時代の秘密／黄金のゲートを越え／高みへと昇る者なり』『下層市民の血と穢けがれ／悦楽と恐怖が／我を形作る』『美しい』『価値がある』『傷物』『宝石箱を開く』『バカ』『臆病者』『犬』『肉体の重力』『美しさの不足』『必ずや魔術は完成する』『いまや全てが曇り／五マイル先まで／霧』……時には、ハイクですらない単語が残された。




　やがてある日を境に、殺人ペースは急激に落ちた。既に真犯人は雲隠れし、模倣犯が暗躍しているだけではないかとの声も上がり始めた。オイランたちは夢から覚めたように、一転、恐怖に眠れぬ夜を過すようになった。




　私立探偵が調査に乗り出したのは、ちょうどその過渡期であった。そして、行き詰まった。助手がいれば良いのだが、彼の行動力とタフネスについてこれる男はそうそういない。十年ほど前は、若い女の助手がいた。一度だけ、二人はカウンターに並んで酒を飲んだ。探偵は安いウイスキー。助手はギムレット。そして彼女はもういない。




　オムラ社がキョートに攻撃を仕掛けたあの大事変前後、しばらくは、彼の回りにも何人かそういった相棒らしき者がいた。だがネオサイタマから来た厳いかめしい男は、彼の酒癖の悪さに愛想を尽かして出て行き、若い双子の兄弟も、デイトレードで生計を立てると言って、出て行ったという。どこまでが本当で、どこからが冗談話かは解らない。




　いずれにせよ、私立探偵の捜査は行き詰まりかけ、バーに足繁く通った。




「事件現場にハイクを残すなんてのは、平安時代の昔から繰り返されてきた捜査攪かく乱らんの手段だ。だが今回は、このハイクが重要に思える。そして、何か足りねえパズルのピースがある気がしてるんだ。俺は何かを見落としてる……」タカギ・ガンドーは苦しんでいた。彼はしばしば、人間離れした閃きを見せる。常人には見つけ出せないものを現場から見つけ出す。だがこの事件では未だ、その閃きを得られずにいた。




　並行して進めているコヨミ家の令嬢捜しも進展無し。理由はいくつかあるが、最も大きな障害は、その家柄だった。平安時代より続くコヨミ家は、エイトミリオンの神々のためにジョルリを作り捧げてきた。かつて一族は「人でも機械でもなく、また男でも女でもない、純粋無垢なる神々の器を作るべし」とショーグンに命じられ、ガイオンとセキバハラに屋敷と工房を構えたという。




　彼らは冷たい滝に打たれて身を清め、穢れ無きジョルリを造り、祭事の際に舞わせ、終われば神々を送り返すために人形をバクチクで火葬する……キョート観光客にも人気のあの伝統芸能プロトコルを受け継ぐ名家である。それゆえメンツを重んじ、事件を表沙汰にできない。依頼人Ｋ氏の要望もあくまで、令嬢コヨミ・ウサギが万一アンダーガイオンに迷いこんでいた場合の保護だけだ。私立探偵の中で、もどかしさが募っていった。




「ちくしょうめ、もう駄目だ。すっかり錆び付いちまった。いよいよ俺の引退パーティの日が迫ってきたようだぜ」タカギ・ガンドーは頭を抱え、探偵手帳とニラメッコしながらぼやいた。無論、彼は口ではそう言いながら、実際何ひとつ諦めてはおらず、ニューロンのネジを巻き直そうとしていることは明らかだった。




　彼は潤滑油を求め、カウンターに皺だらけのセイント・ニチレン札を置いて、こう言った。「マスター、ＺＢＲカクテルをひとつ」と。




[image: ]




「まあ、つまり彼はヤク中のジャンキーなのですね」女が尋ねた。「いえ、それは……」マスターは渋い顔を作り、シマッタとでも言いたげに、顎をなでた。何か取り繕うような言葉を探したが、うまくいかぬようだった。




「……ええ、まあ、そのような時期もありましたな。しかし今はよく制御できていると言いますか……波ですよ波。人生なにごとも、波です。人生にも街にも事件にも、波や周期というものがあるのだと、この歳になると解りますな。ええ、ともかく……」マスターは咳払いした。「今のカクテルの件は聞かなかったことにしてください」




「ええ、私立探偵のお話を続けてくだされば」女は言った。黒いルージュの唇が、人工的な曲線を描いた。マスターは咳払いした。「この先は実に呆あつ気けない幕切れで、かつ、血なまぐさいのですがね。話題を変えて、懐中時計にまつわるお話などはどうですかな……あ、興味ない、そうですか。では仕方ない。私立探偵の話を続けましょう」
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　その後も捜査は難航を極めた。バーに来る頻度と酒量から、それは一目瞭然だった。




　捜査開始から十日近く経った日の夕刻近く……タカギ・ガンドーはあちこちに包帯を巻き、傷だらけの姿でやってきた。まるで癇かん癪しやくを起こしてよたよたと歩き回る、薄汚れたシロクマのようだ。口ぶりははっきりしていて、病院とバーの区別はついているようだった。彼はまず、痛み止めのカクテルを注文すると、仏頂面でそれを呷あおった。それから、売りに出されたばかりのデイリー・ガイオン夕刊をカウンターに置いた。




　そこには『アナヤ！　ブラック・ハイク・マーダー事件、私立探偵某氏の助力により解決す！』の文字が印刷されていた。『犯人はアンダーガイオンの猟奇的サイバネ医師。被害者より奪い取られた高級サイバネは闇市場に流れ、もはや行方も知れず……』「何だって？　解決したのか……！」マスターが驚くと、タカギ・ガンドーは煮え切らぬ表情で、ＺＢＲ煙草を吹かしながらこう言った。




「いいかいマスター、聞いてくれ。事件のあらましは、こうだ……」
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　その日、私立探偵の一日は、眠っている間に事務所の前に無節操に貼られたケモビールのポスターを、二日酔いの頭痛と格闘しながら剝ぎ取り、丸めて捨てる所から始まった。そうして快適な事務所へと退却し、安楽椅子でコーヒーを飲んでいると、電話が鳴った。




「はいこちらガンドー探偵事務所……なんだ、あんたか」依頼人Ｋ氏からだ。「……前も言った通り、令嬢捜しは進展無しだ。もどかしいったらありゃしねえよ。情報が足りねえんだ。足取りを追おうにも、行動を推理する事すらできねえ。……そもそも、飛び出した原因は何だ。前も言った通り、彼女は何か悪さをして座敷牢に入ってたって事だが、それさえも解らねえんじゃあ……何？　情報を入手した？　オイオイオイ、早く言ってくれよ！」




　以下はＫ氏の語った秘密情報である。……コヨミ家のジョルリ細工の技は一いつ子し相そう伝でんであり、それも男子のみに限られていた。だが近年コヨミ家の血は薄くなり、コヨミ・ウサギは長女として生まれ、そしておそらく今の母親から生まれる最後の子であろうと考えられた。家の者たちは何をしたか？　実は過去にもそのような事例はあった。そこで古き慣習にならい、コヨミ・ウサギを男として扱い男子の名も別に与え、ブッダとエイトミリオンの神々の前でそれを宣言したという。




　かくしてウサギは跡継ぎとして育てられ、ジョルリ細工の技と、神々を讃えるチャント・ハイクの暗誦を叩き込まれていった。だが十年前……十三歳で突如その梯はし子ごを外される。母親が三つ子の男子を生んだのだ。継承者の立場を失いジョルリから引き離されたウサギは、表向き存在してはならぬ子となり、座敷牢じみた分家の屋敷で半ば幽閉されることになった。姉のように彼女を慕っていた同年代の女中とともに。何ともキョートらしい話だ。




　とはいえ、こうした慣習に江戸時代ほどの厳格さは無い。父親に溺愛されていたため、ウサギは金を十二分に与えられ、屋敷から一歩も出ぬならばある程度の放蕩も黙認された。ウサギは才気あふれる己を継承候補から外した一族の愚かしさを呪いつつ、違法電脳薬物や男女問わぬオイラン遊びに耽ふけり、しばしば何か良からぬ薬物妄想めいた蘊うん蓄ちくをオイランにひけらかしたという。……神事を裏返せばすなわち、黒魔術なり、と。反ブッダのデーモンを多層地獄から召喚するという、あのネンブツ・レコードの逆再生と同じ理屈だ。




「おい、待てよ……コヨミ・ウサギと女中が失踪したのは……六ヶ月以上前だったな？」まるで尻を蹴り上げられたかのように、突然何かが彼の脳内でスパークした。私立探偵は直ちにＵＮＩＸと直結し、被害者のファイルを調べ直し、その検索条件を拡張した。最初の被害者をケイコ・アケチマより以前と仮定し、裏路地でオイランの死体が発見された事件が無かったかどうかを調べ上げる。そしていくつかの目的地を定めると、ダスターコートを羽織り、飛び出した。




　最初の二つの現場では、いかなる閃きも得られなかった。三つ目の現場は、彼自身が既に一度訪れ、ブラック・ハイク・マーダー事件とは無関係にマークしていた場所だった。事件の痕跡は実際何ひとつ残っていなかった。だが彼のニューロンが、あるいは内なる声が、焦げ茶色のブロック塀に何枚も重ねて貼られたケモビール・ポスターへと注意を促し、それを剝ぎ取らせしめたのだ。




　壁には黒い耐水性インダストリアル・ルージュで、確かにハイクが書き付けられていた。『神の破片の器となれるは／ジョルリめいて虚ろなる／運命の従者のみか』発見された死体には右腕が無い。オイラン仲間の証言によれば、彼女は以前、アッパーの上客から特注カスタム・サイバネの右腕を贈られたという。すぐ下に、もう一つのハイク。『ならば我は魔術を行い／理ことわりを書き換え／神々の破片とフートンで交わる者なり』




「ちくしょうめ」ガンドーは頭を搔き、走り出した。「最初の殺人は、三ヶ月前じゃねえ……五ヶ月以上も前だ……！」それから同様の路上殺人現場を全て洗い直した。ガイオン市警が、わざわざ連続殺人事件の開始点を何ヶ月も遡さかのぼって調べ直すはずがなかった。ポスター貼りの連中が、壁に書きなぐられた黒いハイクに注意を払うはずもなかった。




　隠されていたハイクが暴かれ始めた。『インクと電子の血／そして下層市民どもの喉／こぞりて我がチャントを唱えよ』『男でも女でもなく／人でもまた機械でもなき／我が新たなる魔術を知れ』……「くそったれめ、犯人は筋金入りの魔術師ってことかよ……！」私立探偵タカギ・ガンドーの灰色のセルの中で、全てが繫がり始めた。




　新たに見つかったハイクの位置をこれまでのものと合わせ、ガイオンの市街グリッドに重ね合わせる。するとどうだ、キョート山脈に焚かれるあの見事なトリイ・ゲートの形状が、鏡写しの向きでアンダーガイオン市街に現れいでたではないか。そしてノイズは弾かれる。彼のニューロンの中で全てがリンクし、符合していった。




　何らかの古い魔術とサイバネの合わせ技だ。被害者は全員、職人の手による特注ケイセイ・カスタム・サイバネの持ち主で、それらの部位は現場から発見されていないと仮定したら、どうなる。私立探偵は描かれたトリイ・ゲートの中心点……つまりゲートをくぐる場所にある闇サイバネラボのひとつに目をつけ、アポも取らずに訪問することにした。
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「つまり、魔術が実在すると考えた……？」マスターが問うた。「いいや、俺は魔術なんざ信じねえタチだが、経験上、こういう本格派のカルト野郎は、この世界の中で自分だけが正しいとでもいいたげに殺し続ける。魔術とやらが失敗しても、なんだかんだ正当化して屁理屈をこねて居直って、また殺す。そのうち、最初の理屈なんざ無かった事にして、殺すことが目的になっていく。殺すことは確かだ」ガンドーはまたカクテルを呷った。




「だから、とっとと動くに越した事はねえ。そうすりゃ、死ななくていい奴が一人助かる。相手の理屈に乗って、魔術の意味なんざ深く考えてモタモタしてたら、巻き添えを食った奴がまた一人死ぬ。俺はそう習ったもんでな。……で、押し入ってみると、案の定、建物内は電流トラップにサスマタ・トラップの大歓迎だ」ガンドーは肩や脇腹を指した。「急いでたもんで、ここと、ここと、ここをやられた……イテテテテテ」




「で、トラップを越えて、ようやく闇サイバネ医者の秘密ラボにお邪魔すると……奴は遺書めいた最後のハイクをＵＮＩＸ画面に残し、机に突っ伏していた。『私は間違っていた。何もかも消し去りたい』だとよ。オイオイオイオイ、魔術はどうした、もっとガッツを見せろよと勇気づけてみたが……奴の心臓はもう止まってた。何とも呆気ねえ幕切れさ」




「自殺か？　他殺か？」マスターは食い入るように身を乗り出して質問した。「そう、死因は何だって話になるな。体はまだ温かかったが、机に置かれたチャワンを見て、俺は蘇生の望みを捨てた」私立探偵は肩をすくめた。「服毒自殺……机の上には、三倍量のインプルーブド・スゴイ・シアニド入りのマッチャが置いてあって、分析するまでもなく、その液体は綺麗なターコイズ色の光を放ってた。検死官の言うことにゃ、脳味噌まで発光してたらしいぜ。近頃話題のスズキ・マトリクス理論でも復元なんざできやしねえ」




「代わりに何か手掛かりが残っていねえかＵＮＩＸを調べてみると、今まさにデータ消去イモムシ・ウイルスが仕事の真っ最中だ。現場保存の原則？　知ったこっちゃねえ。マッポが来るのを待ってたら、証拠は跡形も無く消滅だ」ガンドーは生体ＬＡＮ端子をさすった。「俺はすぐさまＬＡＮ直結したが……データはもう食い荒らされた後。俺は途方に暮れ、改めてラボの全体を見渡し……こりゃ手に負えねえと思って、マッポを呼んだのさ」




「何があった？」「あんたの想像通りのものだ。死体だよ。俺がラボに押し入った事で、追っていたもう片方の事件も、最悪の形で解決しちまった」ガンドーは言った。「コヨミ・ウサギの失踪事件だ。俺は一歩も二歩も遅かったって事だ。悪い予感通り、ラボには被害者から奪ったサイバネパーツだけじゃなく、身体パーツや臓器もいくつか保存されていた。殺人事件として未だ認識されてない被害者の遺体もいくつか。その中に、彼女のもな」




「コヨミ・ウサギが死んでいたって？」マスターは意外そうに目を瞬いた。これまでの話の流れから、当然、コヨミ・ウサギと闇サイバネ医者の共犯関係を疑っていたからだ。「保存液カプセルに入れられた遺体は完璧な状態じゃなかったが、パーツごとに全体の八割以上が保存されていた。常人が八割以上もの身体部位を短期間にサイバネ置換する事は理論上不可能だ。50％以上ですら、拒否反応で死んじまうと言われてる」




「では魔術師と言うのは、その自殺した医者のほうだったのか？」「いや……」ガンドーは首を振った。「医者の名はタカマキ・アワジ。アッパーの生まれで、ネオサイタマでサイバネ医師のメンキョを取ってから戻り、アッパーで開業。だがお偉いさん相手の仕事で、何かヘマをやらかしたらしく、六年前にヤクザクランに追われてアンダーへ。ほとぼりが冷めた頃、闇サイバネ医師としてラボを構えたようだ。魔術との関係性は見当たらねえ」




「マッポはどう見てるんだ？」「俺は魔術の件を何も説明してねえ。コヨミ家のメンツを守らにゃならねえからな。そういう依頼になってる。だが、魔術の件を抜きにしても、アワジが協力者を雇ってただろうって事は、あいつらにも解ってるだろう。医者ひとりじゃ無理がありすぎる。だが、これで事件は全て解決、という事にしたいらしいぜ」




　ガイオン市警としては、コヨミ・ウサギはアンダーガイオンに流れ着き、哀れ、この狂った闇サイバネ医者の毒牙にかかったのだと考えるのが最も自然、かつ各方面のメンツを守れる答えだった。一連の殺人事件で奪われたはずのサイバネはどれもラボには残っておらず、行方知れずのまま。闇ルートで売却された痕跡もあるが判然としない。それでもこれ以上の被害者が出ないならば、ここで終結宣言を出したいと市警は考えている。




「まったくよ、気が滅入るような事件だったぜ」私立探偵は溜息をついた。「明らかに、まだ納得していない口ぶりだ」とマスター。「ああ、そうさ、まだ引っ掛かってる、本当に事件は解決したのか？　本当にあの闇サイバネ医者が犯人だったのか？　本当にコヨミ・ウサギは殺されたのか？　女中はどこに消えた？　サイバネパーツはどこに流れた？」




　そもそも、被害者からサイバネを奪うという蒐しゆう集しゆう行為と、それを売却してカネに変えるという行為は、本来は一致しないチグハグな欲望だ。それを何らかの理由でコヨミ・ウサギに移植していたと考えるほうが、むしろ自然であった。……だが、それは彼女自身の肉体によって否定されたのだ。コヨミ・ウサギは既に死亡している。




「俺は何も納得してねえがよ」……これ以上の捜査は不可能だった。アッパーガイオンの名家から犠牲者が出た事が解ると、ガイオン市警は躍起になって現場に乗り出し、報道陣や私立探偵を脇へ追いやった。上から圧力がかかったことは言うまでもない。




「上？」「ガイオン元老院のジジイどもか、その血族だろ」ガイオン元老院はキョート共和国における政治経済の中枢機関だ。暗黒メガコーポによって掌握されたネオサイタマと違い、この奥ゆかしい都市では、未だに古い伝統が力を維持している。噂では、元老院の現役メンバーの中には延命テックにより齢よわい百五十に迫る者すらいるという。




　身の程を知るタカギ・ガンドーは、ガイオン元老院の影がちらつく案件には絶対に関わり合いを持たない。下手に動けば、社会的抹殺が待っているからだ。こうしてブラック・ハイク・マーダー事件は強引に終結した。私立探偵にとっては、全くもって不本意な形で。
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「ああ、何たる血みどろの結末か。こうして犯人と思しき男はサンズ・リバーを渡ってしまいました。それから一週間近くが経ちますが、同様の手口でオイランが殺されたという話を聞かないところを見ると……市警の判断は正しかったようですな」話術の限りをつくしたが、どうやらこれ以上話を引き延ばせない事を悟り、マスターは首を振った。「哀れな犠牲者たちはもう帰ってきません。ですが事件は解決。喜ぶべきことなのでしょう」




「ええ、私立探偵はあの事件を見事に解決してくださいました」女は微笑んだ。「鏡写しトリイ・ゲートの魔術、そういう事でしたのね」「……ハイ？」マスターの声は微かに上擦った。「さて、本題に戻ってよろしいかしら」「ええ、どうぞ」「彼に会うにはどうすれば？」「生あい憎にくですが、また何か事件が起きるのを待つしかありませんな。さて、本日はそろそろ閉店でして……」マスターは隠し切れぬ冷や汗を白布で拭った。




「すぐに会いたいの。頼みたい事があるのよ」「……シツレイですが高貴なお嬢さん、先程は、彼に礼を言いたいと仰おつしやっていたのでは」「その頼み事だけれどね、人を捜して欲しいの。ああ、あなたでも知っているかもしれない」「高貴なお嬢さん？」「捜すと言うよりは、教えろと言ったほうが正しいかしら。最後の一人をどこに匿かくまったのだ？」突然性格が入れ替わったかのように、その声は禍まが々まがしく低いものになった。「高貴なお嬢さん？　一体何を？」




「ならば見よ、下げ郎ろうめが」女は笑い、電子の声で言った。マスターの心臓が一度打つよりも早く、彼女はキモノ・コートをはだけ、機械仕掛けの蛇めいた流麗な動きでバーカウンターの上に座っていた。三重に堕落したネコネコカワイイの如き、悪魔じみて妖艶な、球体関節の白い裸体が露あらわになった。いまや彼女の肌を隠しているのは黒い帽子とブーツだけ。彼女の全身は、つぎはぎの特注ケイセイ・カスタム・サイバネであった。




「アイエエエ！」マスターは狼狽し、後ずさりしようとした。だが彼女の両脚はもう、捕食するカマキリめいたしなやかな動きで、獲物の腰を捕えていた。「お前の目の前にいる者が誰か、知っておろう。畏おそれよ、目も眩くらむような背徳の美を。そして答えよ」女は別人のような声で笑った。その手には黒光りする凶器が握られていた。それはニンジャが使う死の投とう擲てき武器、スリケンだ。……まさか、ニンジャなのか!?




「アイエエエエエ！」マスターは目を閉じ、叫んだ。この女は魔性の者だ。目を合わせればたちまち魅了されてしまうだろう。女はまた口調を変えた。「私立探偵タカギ・ガンドーの居所を教えてくださらない？　事務所じゃなくってよ。あの邪魔なドブネズミを殺してやろうと思って見張っていたのに、帰ってきやしない。って、教えて頂きたいの」黒いルージュが塗られた人工唇に笑みを浮かべながら、女は冷たいスリケンの切っ先を首筋に押し当てた。「最後の一人も、そこに匿っているに違いありませんの」




「アイエーエエエエエ！　知らない！　知らない！　何も！」先程の話の中で、マスターは一カ所だけ噓をついていた。ガンドーが直結時に密かにサルベージしたデータ断片には、「最後の一人」についての情報も含まれていたのだ。しかし死の恐怖を前にしても、マスターは口を割ろうとしなかった。信じ難いアティチュードだ。長きにわたって私立探偵との繫ぎ役を務めて来た彼にもまた、ある種の矜きよう持じと覚悟が存在したのだ。




「教えて頂けないなら、あなたを殺して、またハイクでも詠みましょう。そうしたら、あの男が蛾のように寄ってくる」「アイ！　エ！　エ！　エ！　助けて……くれ……！」マスターは心臓を押さえ、苦しげに呻いた。「助けなど」女は嘲笑った。だが探偵の到着は、彼女が予期していたよりも遙かに早かった。




　バーのドアが外側から蹴り開けられ、冗談のように大きな二挺拳銃を構えたダスターコートの偉丈夫が、息を切らして駆け込んできた。同時に、49口径弾と射撃音、さらにマグライトめいた強烈なマズルフラッシュを、その銃口から吐き出した。アンブッシュを受けた女ニンジャはマスターを放り捨て、襲撃者に向かってスリケンを投擲しながら、カウンターからテーブル席へと三連続バック転を打って銃弾を回避した。




「お楽しみの所、悪いな」私立探偵は歯で摑んだスリケンを吐き捨て、笑った。「話は全部聞かせてもらったぜ」流れ弾の一発が、オールド・ラショモン・ゲート・シングル・モルトの瓶を割り、琥珀色の液体を溢れさせていた。瓶の下に隠された緊急通信用のＩＲＣ装置……長年彼らが使ってきたトリックがバチバチと火花を散らす。先程からバーで交わされていた全ての会話は、ＩＲＣを介してタカギ・ガンドーのもとに送信されていたのだ。




「ドーモ、エグザルテッドです。……貴方あなた、ただの人間ではありませんね」サイバネの身体を持つ魔性の女は、両手の指先から外科手術刀めいた鋭い爪を伸ばすと、内なるニンジャソウルに導かれるように古きカラテを構えた。「ドーモ、ディテクティヴです。ああ、俺はニンジャの探偵さ」タカギ・ガンドーも、二挺拳銃の銃口を相手に向けた。細長い店内は、拳銃を持つ側に有利。両者は四秒の間、無言で睨み合い、ほぼ同時に動いた。




「イヤーッ！」エグザルテッドは木製テーブルを蹴り飛ばし、ディテクティヴの視界を覆った。直後に発射された49口径弾の命中により、テーブルは空中で木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ったが、敵はもうその背後にはいない。彼女はバーカウンターを蹴って軽やかにトライアングル・リープを決め、空中でディテクティヴの顔を側面から優雅に蹴りつけていた。




「イヤーッ！」「グワーッ!?」圧倒的な体格差がありながらも、この奇襲を受けてディテクティヴはよろめいた。治ったばかりの鼻がまたへし折れた。全身を過剰サイバネ化した女ニンジャの体は、その美しい外見を裏切る強度と質量を持ち合わせていたのだ。「くそったれめ……！」ＢＬＡＭＮ！　だが機先を制され、右のマグナム射撃は空を切る。




　そのまま偉丈夫の懐に潜りこんだエグザルテッドは、左のマグナム射撃を紙一重で回避。「アアアアハハハハハハ！　かすりもせぬ！　イヤーッ！」舞うような動きで相手の攻撃をかわし、鋭い刃を持つ両手を鉄扇武器の如く振るった。「グワーッ！」ディテクティヴの身体は切り裂かれ、抉えぐられ、血ち飛沫しぶきが飛んだ。再び反撃のマグナム射撃。ＢＬＡＭＮ！　だが「イヤーッ！」バックフリップ跳躍回避めいたサマーソルト・キックが、ガンドーの顎を蹴り上げた。「グワーッ！」彼は仰のけ反ぞって後ずさり、銃弾は床に埋まる。




　そのまま連続バック転を決めたエグザルテッドは、己のスピードが桁違いであることを改めて悟った。ディテクティヴはニンジャだが、鈍重だ。再び切り裂き、仕留めるために、彼女は一気に間合いを詰めた。「イヤーッ！」「イヤーッ！」ＢＢＬＡＭＮＮ！　49マグナムの銃弾は、彼女にはかすりもしない。だがそれはガンドーの狙い通りだった。そもそも今回、銃口は彼女を狙っていない。エグザルテッドが気づいた時には、遅かった。




　次の瞬間、暗黒武道ピストルカラテの神髄、銃撃反動を用いて加速したカラテ・スピンキックが驚くべきスピードで繰り出され、エグザルテッドの両腕を砕いていた。「……この……下郎めが……！」さらに銃を握ったままのセイケンヅキが、ガラ空きの腹に叩き込まれる！　「イヤーッ！」「グワーッ！」命中と同時に、情け容赦なくトリガーが引かれる！




　ＢＬＡＭＮ！　密着状態で、怪物めいたマグナム銃が火を噴いた！　全ては一瞬だった。腹に大穴を開けられたエグザルテッドは、ケーブル類と歯車と火花を散らしながら、ワイヤーアクションめいて部屋の隅に吹っ飛び、背中を壁に叩き付けられた。




「こんな……事が……！」己の器を破壊されたエグザルテッドは、言葉にもならぬ罵ば詈り雑ぞう言ごんか、あるいはノロイ・ワードめいたものを、狂ったようにわめき散らした。サイバネの各部位を異常な角度で動かし、四肢を破壊された昆虫めいて、人間離れした姿勢で立ち上がろうとするも、もはや不可能であった。




「どうだチクショウめ……ジツでも魔術でも使ってみやがれってんだ」ディテクティヴは呼吸を整え、ザンシンを決めてから、こう言った。「……さあ、教えてもらおうか。お嬢さん。あんたの正体を。あんたはどこの誰だ……？」




　サイバネの怪物はキーワードに反応するＡＩめいて、不意に理性の光を取り戻し、嘲笑うように言った。「……我はエグザルテッドなり。偉大な魔術を行う者なり……」ブザマな足あ搔がきを止め、壁にもたれ、破壊された両腕を左右に開いていた。




「あんたはコヨミ・ウサギじゃない。彼女はもう死んじまったんだよ。ラボで身体パーツが回収された話は、ついさっきマスターから聞いただろ。あんたは偽物だ。あんたは本物の魔術師マジシヤンじゃねえ。あんたは何者だ」ガンドーが言い放つと、彼女は僅かな動揺を見せた。そして歪んだノイズ音混じりに答えた。




「ハ！　物を知らぬ犬めが、戯ざれ言ごとを。我はコヨミ・ウサギ、その肉体の牢獄を捨て去りたる魔術師メイジにして、神の破片を宿す者なるぞ……。見よ、肉体をどれほど削ぎ落とし、ジョルリに置換したとて、死にはせぬ。我は大いなる魔術を行使し……」彼女のニンジャソウルは未だボディを立ち上がらせ、イクサに向かわせようとしていたが、やはり不可能と見えた。もはや彼女の器はジャンクも同然だった。




「いいや、ヨコミ・ウサギは人間で、確かに死んだ。自分の身体をサイバネ置換しすぎて、限界を超えて、拒否反応で死んじまったんだ」未だ銃口は油断無く彼女を狙っていた。「あんたはどこまでアワジの仕事を確認してたか知らねえが……。確かに、ニンジャなら全身を八割以上サイバネにしようが、こたえねえのかもしれねえ。……だがよ、アワジのラボに保存されてた身体パーツの中に、コヨミ・ウサギの脳髄まで入ってたら、どう思う？」




「……」エグザルテッドはジョルリめいた無表情で沈黙した。そして耳を澄ましていた。ガンドーは続けた。顎を蹴り上げられた時の脳のう震しん盪とうが今になって効いてきたか、視界が揺らいだ。まずいぞ、と彼は心の中で舌打ちした。「……コヨミ・ウサギは魔術とハイクの首謀者だったが、死んじまった。アワジはその脳髄を保存していた。で……あんたはどこの何者だ？　魔術の詳細も目的も知らず、オリジナル・ハイクも詠めず、ただコヨミの計画を最後まで果たそうとした、あんたは一体……どこの誰だ？」




「我は……幾千人の血の海の中で全てを詳つまびらかにし、エイトミリオンの神々の国へと昇天するはずであった。だが……我がカラテでは届かぬか」火花がバチバチと散り、ケイセイ・カスタム・サイバネ義眼が狂ったように蠢うごめいた。全身義体の女ニンジャの胸きよう郭かくパーツが電子制御で開かれた。不意に、彼女は驚いたような顔を作った。ソーマト・リコールか、あるいは白昼夢めいた調子で、あたりを見渡した。「ああ、思い出した。我らは、舞いたかったのだ」開いた彼女の胸では……自爆装置がＬＥＤ明滅を開始した。ハラキリだ！




「おい待て、早まるなよ……ちくしょうめ！」ガンドーは自爆装置を睨んだ。スザク社の三三式高密度プラスチック・バクチクだ。起爆すればバーが丸ごと吹っ飛ぶ。「舞いたかったのだ」エグザルテッドは両目から黒い涙めいた液体を流し、笑いながら、ハイクを詠み始めた。「……男でも女でもなく／人でもまた機械でもなき者／……」「クソッ……！」何らかのジツか、あるいは真の黒魔術か、ガンドーのサイバネ視界が急激に歪み、世界が回転を始めた！　ナムアミダブツ！




「イヤーッ！」ガンドーは飛び掛かるように突撃しながら、マホガニー材と鋼鉄の祭具を握って、祈るようにトリガーを引いた。エグザルテッドは黒いハイクを叫んだ。49マグナムの獣めいた咆ほう哮こうと私立探偵のカラテシャウトがそれを圧した。凄まじいマズルフラッシュの中、視界はホワイトアウトした。光。真っ白な光。何も見えず、何も聞こえなくなった。
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　タカギ・ガンドーは三本脚の大おお鴉がらすの姿で飛翔しながら、黒い翼を広げ、ガイオンの夜景を見下ろす。永遠に落下しているような、無重力飛行めいた違和感。どこかに引き寄せられている。その先には琵琶湖があった。空には01ノイズと満月、そして黄金立方体が浮かんでいた。すぐ近くに、彼の助手シキベ・タカコも飛翔していた。二人は目配せし、頷いた。時間が無い。




　瞬時に、探偵と助手はネコネコカワイイの琵琶湖フルムーン・フェス上空に到達し、旋回しながらこれを見下ろした。数万人の観衆がオイランドロイドの登場を待っていた。演目が始まり、観衆は熱狂する。重く響く電子音楽。世界がノイズで揺らいだ。次の瞬間、会場は血の色に染まる。中心にはウサギオメーンを被ったエグザルテッド。漢字サーチライトと銃弾を浴びながら、無数の死体の間で舞い踊った。空間が磁気嵐めいて乱れ、暴風がガンドーとシキベを襲った。




　遠巻きにケビーシ・ガードに包囲され、激しい銃撃を受けながらもなお、エグザルテッドは舞った。銃弾がオメーンを砕いた。脚を破壊され、倒れる。身動きせぬ。包囲が狭まる。突如、サイバネの怪物は上半身を起こし、自爆用のプラスチック・バクチクを展開した。ケビーシ・ガードらは恐怖に吞まれ、ブザマな叫び声をあげながら、爆発半径から逃れるべく退却を開始した。




　ガンドーはＫＩＣＫを行おうとした。だが狙いが定まらぬ。「所長！」竜巻めいた暴風の中で、シキベが何かを指差した。ガンドーは目を凝らした。魔術めいたＷＨＯＩＳが行使されたかの如く、エグザルテッドの頭上に複数のハンドルネームが目まぐるしく浮かび上がった。「エグザルテッド」「ブラック・ハイク・マーダー」「コヨミ・ウサギ」「コヨミ・ツグオ」そして「イナホ」。




　ガンドーは上空からその名を呼びながら、ＫＩＣＫするように急降下した。スポットライトめいて強烈な光が注いだ。エグザルテッドは天頂を仰ぎ見て楽しげに笑い、ハイクを唱えた。彼女の背後の影に、黒いキモノの女が浮かび上がった。白のウサギオメーンを被った妖艶な黒髪の女。世界が回転する。音と記憶が交じり合い、満月と黄金立方体が重なる。




　バクチクが起爆した。「サヨナラ！」断末魔のシャウトがエコーした。黄金の光の柱がエグザルテッドを吞み込み、地上と黄金立方体を繫いだ。急降下ＫＩＣＫするガンドーとシキベがそれと斜めに交わるように激突した。次の瞬間、コトダマ視界の全ては砕け散るように01パーティクルへと変わり、黄金の光に吞まれ、何も見えなくなった。楽しくも物悲しげな、マツリ囃子ばやしの音が遠ざかった。
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　……物理空間におけるプラスチック・バクチクの起爆は、間一髪で回避されていた。ＫＩＣＫによってニューロンを焼き切られ、頭部を爆発四散させたエグザルテッド。そのすぐ横には、咄とつ嗟さのＬＡＮ直結を行ったガンドーがうつぶせに倒れていた。




「……ああ、チクショウめ……」ＺＢＲ中毒探偵は目を開けた。世界の回転は止まっていた。まだ体に力が入らない。彼は自分の血の海の中に座りこみながら上半身を起こし、カウンターの向こうに呼び掛けた。「……おい、マスター、生きてるか？」それを聞き、マスターは心臓を押さえ、念入りに深呼吸してから言った。「……何とか生きてるようだ。そちらは？」




「何ともねえさ。前より頑丈になっちまったからな。しかし、痛えのは何も変わらねえんだよ……アイテテテテ……」ガンドーは額を押さえ、酷い頭痛をこらえながら言った。店内は酷い有様だった。「この後、どう片付けようかね」「さあてな、頭が痛えよ」「しばらく、考えたくも無いね」「同感だ……ああ、おい待てよ、彼女は大丈夫か？」「おお、そうだ」マスターは酒瓶棚の通話ボタンを押した。「もう大丈夫ですよ、お嬢さん」




　するとバー奥の控え室に続くドアが開き、中から怯え切った表情の若いオイランが現れた。彼女の左目は、職人の手になる美しいエメラルド色のサイバネ義眼。ブラック・ハイク・マーダー事件の殺害予定リストに挙げられていた最後の一人のオイランであった。ガンドーに説得され、このバーに匿われていたのだ。その間ガンドーは、彼女を襲いに来る者がいるのではと予測し、彼女の勤め先や住居の周辺を張っていたが……そこへシングル・モルト瓶の緊急通信が届いたのである。「まさか、こっちに来るたあな……」




　マスターが立ち上がり、呼び掛けた。「お嬢さん、もう事件は解決いたしましたよ」「ほ、本当ですか。良かった……これで家に……」「オイオイオイ、ちょっと待て、まだ掃除が……」「アイエエエエエ!?」彼女は血みどろの私立探偵と、頭部を破壊されバラバラになったサイバネ女ニンジャの残骸を見て、顔面蒼白で卒倒した。マスターは彼女を助け起こし、壁にもたれさせた。「参ったな、マッポが来たら大変だ」




「どうせ来ねえだろ……」ガンドーが唸り、痛む身体をさすった。まだ立ち上がれそうになかった。「ちょっと推理でも聞いてくれねえか。俺もたまには推理するんだ。たいてい、事後だけどな」「是非お聞かせ願いたいね」マスターも捨て鉢な調子で言った。今しばらく、後片付けのことは考えたくもなかった。「……よし、眩暈めまいも収まってきたぜ。始めるとするか。これはあくまで、現段階の俺の推理に過ぎねえが……」




　ガンドーは語り始めた。「……コヨミ・ウサギの女中イナホが、ある日突然ニンジャになった。二人はアンダーに逃げた。で、何が発端か知らねえが、自分の身体をサイバネに置換して、魔術をやろうって事になって、このサイバネ医者とくっついた。まあ恐らく……何で女中にだけニンジャソウルが憑ひよう依いして、自分には……ってセンだろうな。首謀者はもちろん、コヨミ・ウサギだ。女中に命令し、オイランを殺してサイバネを奪ってハイクを書かせ、自分の身体を作り替えていった」




「しかしアワジの警告通り、ウサギは肉体の五割程度をサイバネ化した時に、拒否反応でオタッシャしちまった。自分は魔術師だから死なねえとかなんとか言ってたんだろうな。女中もそれを信じてたが、現実は非情だ。これを受け入れられなかった女中……要するにエグザルテッドがサイバネを引き継いで、自分がコヨミになろうとした。あまりに熱心なもんで、自分こそがコヨミだと錯覚するようになっちまった」




「だが魔術の知識なんざ無えから、コヨミの残した計画か何かに沿ってやるしかねえ。そういう場面になるたびに、自分が本当はコヨミじゃねえと気づきそうなもんだが……気の利いたハイクを詠めなかったり、魔術の知識を思い出せねえのは、精神や記憶がサイバネ化で壊れていってるからだと考えて、納得しちまったんだろうな。それか、女中は最初からコヨミになりたかったのかもしれねえな。いやいや、はたまたサイバネの肉体に残ったニンジャソウルが全てを動かしていたのか。もう誰にも解らんさ……」




「ああ、そういえばな」ガンドーが思い出したように言った。「ラボの保護液に浸されてた保存状態良好のコヨミ・ウサギの脳髄は、遺族の希望により、丁重に高密度バイオニューロンチップ化されたらしいぜ。カネモチらしい最高級の葬儀だ。表向き、彼女は哀れな犠牲者だからな。コヨミ家の連中も、良心の呵か責しやくってもんに耐え切れなかったんだろうさ」




「ぞっとしない話だ。しかし、確か……今のテックでは蘇生手段が確立されていないのでは？」「今の所はな。……何十年後かに、ニューロンチップから死者が蘇る時代が本当に来るのかどうか。そんな時代が来たら、魔術師も新しいネタを考えなくちゃいけねえから、さぞかし大変だろうな。ブッダも頭を抱えるだろうさ」バーの隅で、ジャンクパーツからバチバチと火花が散った。二人はそちらを見て、眉をひそめた。




「……万が一の話だがね。脳チップから蘇ったとして、コヨミ・ウサギはまた魔術をやろうとするかね？」「どうだかな。そもそも俺の推理が正しいか、もう確かめる手段がねえ」ガンドーが言った。マスターは顎を撫でた。「まあ彼女がやらなくても、きっと影響を受けた他の誰かがやるだろうさ。そういうものだ。……ああ、これも繰り返しか」




「ん？」ガンドーは血ち塗まみれの手でライターを擦り、ＺＢＲ煙草に火をつけようとしたが、禁煙重点の張り紙を思い出して眉根を寄せた。「波だよ」マスターはまたひとつ世界の反復の神秘を見たかのように言った。それは死と狂気の向こうを覗きかけた者が不意に見せる、ゼンめいた一瞬の悟りだろうか。「魔術師は蘇り、そしてまた私立探偵が阻止するわけだ」




「勘弁してくれ、こちとら、もうじき絶滅だ」「私立探偵ならば魔術師と戦わなくてはいかんだろう。今になって思い出した。そういえば私立探偵クルゼ・ケンも、魔術師と戦っていたよ」「カルト教団の教祖とだろ？　さんざ聞かされたぜ」「もうひとつある、奇術師だ」「ブッダ、本当かよ……アイタタタタタ。サムライ探偵サイゴのカトゥーン番組じゃねえんだぞ……まったくよ」




「ブッダに誓って、本当だとも。その時の懐中時計も飾ってある。確か、そう……あれだ」「オイオイオイオイ、マジかよ。俺はあいつからその話を聞かされてねえぞ。……と言う事は、情けねえ話かい？」「ああ、ひどい話さ」「ハッハー！　そいつはがぜん興味が湧いたね」偉丈夫は笑った。彼は頑丈で陽気な男だ。マスターもつられて小さく笑った。




　ガンドーは椅子を摑み、痛む体を起こしてカウンターに身を預けると、懐から皺だらけのセイント・ニチレン札を一枚取り出して、叩くように置いた。「……まずは、ギムレットをひとつだ」「ライムは利かせるかね？」「そうだな、ほどほどに頼む」
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　装甲巨大液晶を腹に吊り下げた大型マグロツェッペリンの編隊が、ネオサイタマの超高層ビル街を威圧的に泳ぐ。そこに映し出されるのは最新娯楽映画「ジーザスⅣ」。地上では、ぽかんと口を開けて予告編を見上げていたジェット・パンクスの一人がサイバネ武装ハッカーに撲殺され、万札を奪われていた。




　上空、マグロ液晶には、ローマ兵士軍団に囲まれた逞しい半裸の男。使徒の一人が彼にバスタードソードを手渡すと、たちまち壮絶なアクションシーン！　「ジャッジがいない！」巨大な赤色液晶に字幕が流れ、予告編と連動する。地上では屈強なフリーランス・ヤクザが武装ハッカーを脅し、万札を奪っていた。




「磔たつ刑けいを逃れた彼に」タダーン！　煽情的効果音！　「新たな刺客！」タダオーン！　ローマ軍団長の命令を受け、弁髪のカンフー男があの男に斬りかかった。ナムサン！　もはや宗教道徳は死に絶え、民はついにあの男すら消費し始めたのだ。地上では、黒いレインコートを着た酒臭い男が、ヤクザに肩をぶつけていた。




「裏切者を追いエジプトへ」あの男は荒廃した砂漠をチャリオットで駆ける。ローマ二輪戦車軍団が後を追う。「悲しい別れ」タダーン！　茨いばらの冠を被ったあの男は、死に瀕した乙女と口づけを交わし、立ち上がる。俗悪が神聖を蝕むしばみ貨幣を生む。地上では、振り返ったヤクザがレインコート男を怒鳴りつけ、チャカ・ガンを抜く。「ザッケンナコラー！」




「……くだらねえ」レインコート男は背後から銃を向けられても歩みを止めず、高層ビルのひとつを睨みつけながら、舌打ちした。「アッコラー!?　ダッテメッコラー！」メンツを潰されたと思ったフリーランス・ヤクザは、恐るべきヤクザスラングを吐き捨てながら、レインコート男の正面へと回り込み、立ち塞がった。




　レインコート男は止まらない。のらりくらりと左右に揺れながら、道をあけろと言わんばかりに進む。「コノヤロー！」激昂したヤクザは引き金を引いた。ＢＬＡＭＮ！　重金属酸性雨で湿った大気に銃声が鳴り響く。だがレインコート男は一瞬早く、拳を握らない奇妙なカラテの構えから相手の腕をいなし、銃口を逸らしていた。




　逸れた銃弾は後方斜め上、「警察パトロール」と書かれたネオン看板に命中してバチバチと火花を散らす。一方、ヤクザの顔面には素早い左右の掌打三発が叩きこまれていた。ヤクザはそのまま後ろに倒れ、薄汚い水溜まりの中で絶命した。ナムアミダブツ！　屈強なフリーランス・ヤクザを一瞬で殺すこの男、果たして何者であろうか……？




「……肩慣らしにもなりゃしねえ」レインコート男はヤクザの死体を蹴り転がしながら、とても治安の悪いエンガワ・ストリートに向かった。途中、ソバ屋台の前を通る時にサケ・トクリを数本奪い、追いすがってきた老店主をキックで殺し、それを見て悲鳴を上げたストリートオイランを路地裏でファック＆サヨナラした。




　ほどなくして、男はエンガワ・ストリートにたどり着いた。開発計画から取り残されたカビ臭い雑居ビルと電柱が立ち並び、無数のケーブル類が張り巡らされて、重金属酸性雨をしのぐアーケード的役割を果たしていた。男はだるそうにレインコートを脱ぎ、放り捨てた。煤すすけたハカマ・ウェア装しよう束ぞくの、堕落した中年武道家の姿が露あらわになった。
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「アハー、アハー、アハー」小型クレーンの先に設置されたＵＮＩＸ椅子の上で、瘦せた男が手を叩いて笑った。悪名高きハッカー・バロンのヒロシ・ヤスオである。「ヤスオ＝サン、どうしたんですか？」側近の傭よう兵へい隊長、モチナガが問う。ハッカー・バロンは室内のスクリーンを指差す。「封切り前の『ジーザスⅣ』を落としたぞ、アハー、アハー」




　これは違法ダウンロード！　神をも恐れぬ悪質ハッキング行為である！　「アハー、アハー。皆で観てから、どこかのヤクザクランに売るぞ」彼はＵＮＩＸ椅子に備わった三個のキーボードを高速タイプし、機械言語でクレーンを操作した。ハッカー・バロンの名に恥じぬ、殺人的なタイピング速度であった。




　異い形ぎようの甲殻類めいたクレーン装置が動き出す。ＵＮＩＸ椅子は大きく旋回し、スクリーン前でリクライニングした。モチナガとその手下である二人の傭兵も、薄汚いソファに座ってスクリーンに向かった。鎖で繫がれた奴隷サイバーゴス女や奴隷オイラン合わせて四人が、眠たそうにタタミ敷きの床を這い寄り、飼い猫めいてハッカー・バロンの横に侍はべった。




「君たちも見たいよね」「「ミターイ！」」「「スゴーイ！」」ハッカー・バロンは奴隷たちに優しくオシャクされながら、皇帝めかして笑った。「アハー、アハー、それじゃ、上映開始……」彼がコマンドをタイプすると、大部屋の照明が一斉に消え、雅楽的ブザーが鳴ってスクリーンの幕が開いた。




　だが、開いたのはスクリーンの幕だけではなかった。スターン！　部屋のフスマが勢いよく開け放たれ、呻うめき声ごえが聞こえたのだ。その場にいた全員が、直ちに背後を振り返った。廊下の照明に照らされ、ハカマ・ウェアを纏った武道家のシルエットが切り絵めいて浮かんだ。その顔には、瞳のない白いサイバネ義眼が二つ、邪悪に歪んで輝いていた。




「ドーモ、おれの名はデソレイションです……ＤＥＳＯＬＡＴＩＯＮ！」その男は禍まが々まがしいアイサツを決めた。オジギすらせぬ、武道家にあるまじき態度！　「アイエエエ……」悲鳴の正体は、デソレイションの足元に転がる傭兵の一人、ノブタである。内臓破裂状態であった。ノブタはこのアイサツに恐怖して失禁し、直後に白目を剝いて絶命した。




「アイエエエエエエエ不法侵入者！」不測の事態にハッカー・バロンは取り乱す。「何モンだ、てめえ!?」モチナガは殺人武器トンファーを構えて立ち上がる。「イヤーッ！」そのトンファー捌さばきを見れば解る通り、彼はかなりのカラテ高段者だ。他の傭兵も同様、腕利きのアウトロー揃いである。だがデソレイションは、嬉しそうに歯を剝き出して笑った！




「イヤーッ！」モチナガがトンファーを振り回しながら突撃！　だがデソレイションはそれを捌き、顔面へ掌打を叩きこむ！　「イヤーッ！」「グワーッ!?」モチナガは脳のう震しん盪とうを起こし前後不覚状態に！　間髪入れず、アンダースローめいた動きでモチナガの股間へと掌打が迫る！　コッポ・ドーの奥おう義ぎ、ボールブレイカーである！




「イヤーッ！」「グワーッ！」掬すくい上あげるような掌打が、モチナガの股間を容赦なく破壊！　ナムアミダブツ！　何たる卑劣な殺人技か！　ビッグバンめいた激痛とともに小さく跳ね上がったスキンヘッド傭兵は、月まで飛んでいきそうな感覚を味わった直後……とどめのコッポ・パンチを顔面に受けて絶命した。




　隊長モチナガが一瞬で倒された……恐るべき非道技によって。残りの傭兵たちは絶句し、侵入者までわずかタタミ二枚の距離で立ちすくんだ。コッポ・ドーの自然体の構えで悠然と立つデソレイションは、左右の傭兵を黒目のないサイバネ義眼で順番に睨みつけ、挑発的に言い放った。「……いいかアホウども、おれはな、殺し屋だ」




　残された二人の傭兵は、己の二つのボールが収縮するような恐怖を味わった。隊長モチナガが一撃で倒された今、力量差は明らかだ。いや、それ以前に……この堕落武道家が繰り出した情け容赦ないカラテは、一体何だ？




「アイエエエエエエ！　そ、そいつを早くどうにかするんだ！　大変なことになるぞ！」ハッカー・バロンは声を震わせながらＵＮＩＸを操作し、クレーンの腕を旋回させて距離を取った。「「ハ……ハイ！」」二人の傭兵は覚悟を決め、トンファーを振り回しながら同時に挑みかかった！　「「イヤーッ！」」左右から殺し屋の頭を狙う！




　だが殺し屋は瞬時に立膝状態を作り、沈み込んでトンファーをかわすと、左右の傭兵の股間に対して掌底ストレートを叩き込んだ！　「イヤーッ！」ボールブレイカー！　「「グワーッ！」」「コワイ！」ヤスオは両手で目を覆う。部屋の隅に置かれたワータヌキ置物だけが、その惨劇の瞬間を直視する！




　恐るべき静寂。……ヤスオが目を開くと、傭兵たちは無言で倒れ、打ち上げられたマグロめいて痙けい攣れんしていた。「アイエエエエエエエエ！」ヤスオは失禁した。武道家はゆっくり立ち上がり、懐からサケ・トクリを取り出し、呷あおって捨てた。「おい、降りて来いよ。テメェを殺しに来たんだ……テメエだよ」




　ケミカルコール臭い息を吐きながら、殺し屋はそのままハッカー・バロンのＵＮＩＸクレーン椅子へと歩み寄った。「や、雇われたのか？　誰が雇った？　そ、そ、そいつより多く払うぞ……!?」ハッカー・バロンが必死に命乞いする。映画スクリーンではあの男がオープニングの決め台詞を吐いていた。「主に祈れ」と。




「そういう問題じゃねえのさ、美学だよ美学」「アーレエーッ！」デソレイションは助けを求めてすがりついてきた奴隷女のひとりを邪険に蹴り転がしてから、ＵＮＩＸクレーン椅子に向かって進んだ。「殺し屋は買収できねえンだよ」ヨタモノめいた角度で首をかしげながら。「ア、アイエエエエ……」ハッカー・バロンが絶望しかけた、その時。




　突如、床に敷かれたタタミの一枚が精巧なメカニズムによって回転し、黄色装束のニンジャが飛び出した！　「ムウーン！」太陽飾りの武む者しや兜かぶとを被ったその逞しいニンジャは、素早い五連続側転を決めてデソレイションの前に立ちはだかる！　そして胸に刺繡されたアマクダリ紋を誇示した！　「ドーモ、遅くなりました、レイディアンスです！」




　ごく短い静寂。映画会社からのＩＲＣウイルス攻撃が開始され、天井を這うＬＡＮケーブルの何本かが、バチバチと蒼白い火花を散らし、対たい峙じする二者の顔を照らし出した。「ドーモ、デソレイションです」ニンジャを前にしても殺し屋は身じろぎひとつせず、真っ白いサイバネ義眼で睨み返した。目の前の相手を殺す方法を算段しながら。




「ハ……ハハハハハ！　ど、どうだ、解ったか！　このイディオットめ！」ハッカー・バロンは俄然勇気づけられ、殺人ウイルスへの対抗ハッキングを再開していた。「お前も裏社会の人間なら、アマクダリの名を聞いたことがあるだろう！　僕に逆らうことは、アマクダリに逆らうも同然なんだぞ！　誰に雇われたか言ってみろ！」




　沈黙。デソレイションとレイディアンスは、タタミ二枚の距離でカラテを構え、睨み合う。周囲には、ライターが擦られればたちまち引火爆発しそうなほどの一触即発アトモスフィアが漂っていた。両者の額に、じわりと汗が滲んだ。




　デソレイションは短く思案した。彼はこの一件がアマクダリ絡みとは知らなかった。裏社会の住人である彼は、その組織がどれほど強大かを知っている。敵に回せば、ただでは済まぬ事も知っている。だが……堕落武道家の荒すさんだ胸の奥で、暴威の風が吹いた。「……今更しょうがねえ、殺すぞ」デソレイションは捨て鉢に笑った。




「イディオットめが！」レイディアンスが動いた。タタミを強く蹴り、一気に間合いを詰めると、強烈なカラテストレートを繰り出す！　「イヤーッ！」それを手の平で横にいなすデソレイション。そして掌打！　「イヤーッ！」それを払うレイディアンス！　裏拳！　いなすデソレイション！　掌打！　払うレイディアンス！　いなす！　払う！　いなす！




　均衡を破るデソレイションの掌打！　「イヤーッ！」パァン！　空気と骨をびりびりと振動させる鋭い一撃が、右頰に叩きこまれた！　「ぬるいわ！　ムウーン！」レイディアンスは意に介さず、ヤリめいたサイドキックを繰り出す。……コッポ掌打により三半規管が狂い、内側から姿勢を崩されていることに気付かぬまま！




「イヤーッ！」デソレイションは威力の減じたキックを胸板で受け止め、相手の足首を脇に抱えこむようにホールドした。「何!?」ただならぬ危険を察したレイディアンスが、奥の手ヒカリ・ジツを全身から放つ！　「ムウーン！」漢字サーチライト並みの光の爆発！　「ウワーッ！」ハッカー・バロンが絶叫する！　ホワイトアウトする視界！




　デソレイションもまた、サイバネ義眼の閾いき値ちエラーによって一瞬視界を奪われ、真っ白い虚無の世界に立たされた。だが隙は生じない。彼は敵の足を摑んだ瞬間から、コッポ・ドーの殺人コンビネーションを開始していた。破壊すべき敵の肉体部位がどこにあるかは、目をつぶっていてもわかる。




　デソレイションの動きは実際止まらなかった。全ては一瞬であった。脇に抱えこんだ敵の足の筋肉が、どのように収縮し、がら空きになった敵の無防備股間の位置が、どのように移動したか……彼にはそれが解る。そこへ寸分の狂いもなく、掬い上げるような掌打が叩きこまれた。「イヤーッ！」「グワーッ!?」ボールブレイカー！




「ア……ア……」レイディアンスはワータヌキ置物めいて目を見開いた。それから全身の骨を砕かれたかのごとく、仰向けに、どう、と倒れた。一方、デソレイションは、敵の右足首をホールドしたままであった。フィニッシュ・ムーブは未だ終わっていないのだ。




　デソレイションはタタミに仰向けに倒れた敵の股間に狙いを定め、片足を上げ、カイシャクじみたコッポ・キックを容赦なく振り下ろした。カラテシャウトすらなく、無言のまま。ビッグバンめいた激痛が、レイディアンスの下腹部を中心に広がった。そして、荒廃だけが残された。「サヨ……ナラ！」レイディアンスは悶死し爆発四散！




　恐るべし、コッポ・ドー。平安時代に禁止された、冷酷非情なるシステマティック殺人術。無駄を削ぎ落とした効率的な動きで容赦なく敵の人体急所を破壊する、死のカラテ！　この魔技を極めんとする者は、あらゆる良心と人間性と敬意を捨て去ることを要求されたという。そしてデソレイションとは、まさにそのような男であった。




　ザンシンを終えると、殺し屋はハッカー・バロンのもとへと再び歩を進め、見上げ、心底気け怠だるそうに言った。「……おい、降りて来いよ。そうしたらな、少し楽に殺してやる」カラテを終えたデソレイションは、オイランハウスで行為を終えたばかりの無頼漢めいて、真に空虚な表情であった。




「ハ！　ハイ！　今、降ります！」ハッカー・バロンが両手を上げたまま言った。だがむざむざ殺される気などなかった。彼は下腹部にインプラントされた小型サイバネ・アーム二本を密かに展開し、隠しキーボードをタイプしていたのだ。ＢＲＡＴＡＴＡＴＡ！　ＵＮＩＸ椅子の底部が展開し、ミニガンが火を噴く！




「死ねーッ！」だが「イヤーッ！」デソレイションは射撃を跳躍回避し、懐に隠していたスリケンを投げ放った！　「アバーッ！」スリケンはハッカー・バロンの額に突き刺さった。彼は体をよろめかせ、タタミに落下した。




「ア……ア……」額からスリケンを生やしながらも、ハッカー・バロンにはまだ息があった。そうなるように加減したからだ。デソレイションはタタミに仰向けに転がったヤスオを見下ろし、唾を吐きかけると、サイバネ義眼で撮影を続けた。「……面倒だし、チャカ・ガンか何かで殺してえけどな。こうしねえと、依頼人が納得しねえンだよ」




「ヤメテー！」奴隷サイバーゴス女が、主人を守るために殺し屋の足元にすがりつく。これを野良犬めいて蹴飛ばしたデソレイションは、ハッカー・バロンを引きずり起こし、壁にもたれかかるように、強引に立たせた。さながら、生きた木人であった。デソレイションは舌打ちしてから、再びコッポ・ドーを構えた。処刑が始まるのだ。




　それを悟ったハッカー・バロンは、両手とサイバネ・アームで反射的に股間を守った。だが、無駄だった。「イヤーッ！」カラテ無き者への、容赦ないボールブレイカー！　「アイエエエエエエ！」……絶叫が響き、すぐに途絶えた。その叫びは、ネオサイタマに降る冷たく湿った重金属酸性雨の中で、誰の耳にも届くことはなかった。
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「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」カラテシャウトがウシミツ・アワーのドージョー内に響き渡る。黒いハカマ・ウェアに身を包んだ門下生らが一列に並び、トレーニング木人に殺人コンビネーションを叩きこんでいる。ここには武道家としての気高い精神性も、喜びもない。皆、マグロめいた目。あたかも工場の流れ作業めいて無慈悲。




「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」掌打、喉元への肘打ち、さらにボールブレイカーへと繫がる、情け容赦ないコッポ・ドーの連続技。「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」その横では、床に倒れたトレーニング木人に対し、脳天カイシャクや股間ストンピングなどの禁断のオーバーキル・ムーブが淡々と繰り返されている。




　壁に目をやれば、前師範タコロー＝センセイの偉大なウキヨエ肖像画は顔を塗り潰され、「正々堂々」「暴力禁止」などの高潔なスローガン・ノボリはへし折られている。代わりに立ち並ぶのは、「反則する」「非道な」「殺す」などの荒んだノボリの数々。ナムアミダブツ！　何たる邪悪なドージョーか！




　果たして、そのドージョー主とは……デソレイションである。ここは彼が経営する暗黒コッポ・ドージョーなのだ。




　今では見る影もないが、かつては私利私欲に基づく暴力行為を禁じ、女性に護身術なども教える高潔なドージョーであった。そしてデソレイション……本名タギ・トワも、かつてはこのドージョーに所属していたが、その凶悪性を師範タコロー＝センセイに看破され、破門追放されたのだ。




　……当時、師範代であったタギ・トワは、密かに殺人依頼を請け負い、その暗い事実を隠し続けていた。単純にカネのためか、あるいは法で裁けぬ悪党どもがのさばる事に義憤を覚えたか……動機など、今となっては荒廃の彼方に忘れ去られ久しいが……いずれにせよ、命を賭けたカラテの中でタギが嬉々として殺人術を振るったことは事実である。




　やがて、この邪悪なサイドビジネスがセンセイに露見して糾きゆう弾だんされ、ネンゴロであったタコローの娘との仲も引き裂かれると、タギ・トワの精神は完全に荒廃した。そして全ての門下生が見守る中、後に引けなくなったタコロー＝センセイとタギはカラテを繰り広げ、タギは両目をつぶされ半殺し状態で破門追放されたのである。




　誰もが、タギは野垂れ死んだものと考えていた。……しかし、彼は生きていた。両目をサイバネアイ化して命をつなぎ、邪悪なドージョー・ヤブリとして戻ると、タコロー＝センセイとその娘を殺して、師範の座を奪ったのだ。かくしてタギ・トワは、一度己を破門したドージョーの支配者となったのである。




　読者の皆さんは、奇妙に思うかもしれない。なぜ門下生たちは、この卑劣なセンセイに唯々諾々と従っているのかと。だがドージョー・ヤブリが成功した場合、門下生はその場で新たな師範に対して忠誠を誓わねばならない。さもなくば、セプクである。平安時代から続くこの伝統は、マッポーの世にも未だ息づいているのだ。




　タギはドージョーの支配者となった瞬間から、これまで以上に無軌道で捨て鉢になった。気まぐれに狼ろう藉ぜきを働き、気に喰わぬ門下生に対して理不尽な暴力を振るい、ゲコクジョ・デュエルを誘って殺し、ついには大っぴらに殺人稼業までも営み始めた。またタコロー＝センセイの教えをあらゆる手を使って貶おとしめ、センセイの名札は無惨に割られて燃やされた。




　その後もタギ・トワは、破滅を求めるかのように堕落を続けた。神聖なドージョーで酒を喰らい、オイランを抱き、外では気まぐれにコッポ・ドーを振るい、殺人稼業の報酬でバクチを打った。




　門下生が減ってくると、近隣のカラテドージョーに対してドージョー・ヤブリを行い、新たな門下生を連れてきた。彼の居室であるマスター・チャノマには、戦利品カンバンが十数個、敬意を払われることもなく、酒瓶とともに積み上げられていった。




　いかな犯罪都市ネオサイタマといえど、タギの行為は目に余るものだった。ある日、殺人仕事を終えた彼は廃工場でヤクザクランによる待ち伏せ攻撃を受けた。インガオホーで実際死ぬと思われたが……彼はいつの間にかニンジャソウル憑ひよう依い者しやとなっており、覚醒したニンジャの力で、窮地を脱してしまったのだ。タギ・トワはデソレイションとなった。




　……そして今宵、エンガワ・ストリートから帰った彼は、オイランを抱き、薬物キセルを吹かしながら、依頼者にビデオ映像を見せていた。




　これほど堕落していながらも、彼はひとたび受けた殺人依頼を反ほ故ごにすることはない。タギ・トワに唯一残っている人間性があるとすれば、皮肉にもそれは殺人稼業への誠意、あるいは殺し屋としての矜きよう持じであった。だがそれも、果たしていつまで保つだろうか。




　ビル上空……汚染された黒い雷雲の中を、宣伝用マグロツェッペリンの編隊がうっそりと飛んでゆく。「裁きの日は近い……」重金属酸性雨にぬめった液晶ディスプレイには、逞しく日焼けした上半身を露わにしながら高々とバスタードソードを掲げるあの男の姿とＬＥＤ字幕が、ノイズにまみれて映し出されていた。




　ズガーン！　ズガガガーン！　雷が鳴り、ハイウェイを走る武装ヤクザベンツ軍団を照らす。車内には、アマクダリ紋のクローンヤクザ。最後尾車輛には、月飾りの武者兜を被り腕組みして座るニンジャ……ムーンビーム！　数日前、盟友トワイライトが消息を絶ち、今宵、盟友レイディアンスまでもが殺された。彼の瞳は、復讐の炎に燃えている！




　ズガガーン！　ズガガガガーン！　再び激しい雷が鳴る！　空が破れたように重金属酸性雨が叩きつける！　アマクダリ・セクトより一足早く、デソレイション・ドージョー・ビルの前に、一人の男が辿り着いていた。彼は探偵手帳を開くと、鋭い眼差しでビルを見上げ、ガラス窓に貼られた「コッポ・ドー」「募集中」「月謝制」などのショドーを睨んだ！




　２




　プゥオオオーン、プゥオオオオオオオーン……荒みきった電子コムソ・シャクハチの音が、デソレイション・コッポ・ドージョー内に鳴り響く。「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」マグロめいた目でコッポ・キックやボールブレイカーを繰り出し、木人トレーニングや危険な組手を行う門下生たち。未来の殺人カラテマン、その数は二十名。




　ドージョーの中心部には、広大な畳敷きトレーニング・フロア。北と東には一段高くなった廊下と縁側があり、ショウジ戸で仕切られた小部屋が六つ並ぶ。これらの部屋にはドージョー・インナーサークルの人間しか立ち入れない。それぞれの小部屋のショウジ戸の前にはアンドン・ライトが二つ置かれ、神秘的な炎をゆらめかせる。




　そのうちのひとつ、トレーニング・フロアに面したマスター・チャノマ。かつてここで、高潔なるタコロー＝センセイは瞑想やショドーなどを行っていた。だが今宵、このチャノマから漏れ出してくるのは、高級オイランたちのとろんとした嬌声と笑い声、薬物キセルの甘い薫り……そして若い男の嗚お咽えつにも似た声だった。




「アイエエエエエエ……」鼻と耳を紐ピアスで繫いだその小太りのサイバーゴスは、タタミの上に正座して口元を手で押さえながら、３Ｄボンボリモニタに映し出される殺人映像を見ていた。彼の名はトバツ。依頼人だ。モニタをはさんだ向かい側には、数段高くなったタタミの上に座るデソレイション。周囲には六人ものオイランを侍らせている。




「浮かねえ顔して、どうした、トバツ＝サン。あんたの依頼通りにしてやったんだ。ハッカー・バロンも、その兵隊どももな。ハナビみてえに、弾け飛んださ……フゥー……」デソレイションは半分剝かれたフルーツの如き痴態の半裸オイランが掲げ持つ長い薬物キセルを吸い、荒野の如き無表情のまま、その煙を吐いた。




「アハハ……アハハハハ……」床に転がったゴスオイランが３Ｄモニタを指差し、ハッカー・バロンの情けないズームアップ映像を見て笑った。「アーン……」「アーン……」右からはイチジクを、左からはタマゴ・スシを半分咥くわえたオイランがしなだれかかり、それを口移しでデソレイションに捧げようとする。




　だが……この酒池肉林の如き堕落欲望光景の中でも、当のデソレイションに笑みはない。荒みきった彼の心は、もはや薬物でも、オイランでも、バクチでも、満たされることはなくなったのだ。




「アイエエエ……ブッダ……！」依頼人トバツは吐き気と失禁をこらえながら、必死に３Ｄモニタを凝視していた。三ヶ月前、地下クラブでＤＪを務める堅気のサイバーゴスであったトバツは、卑劣なハッキングと暴力によって婚約者ワモをハッカー・バロンに奪われた。しかもハズカシメされた彼女は恥辱のあまりセプクしたのだ。




　怒り狂ったトバツは復讐を試みた。だが敵は私兵ギャング団を持つハッカー・バロンであり、トバツにはコネもカネもない。絶望の淵に突き落とされたトバツは、殺人稼業を営む堕落したカラテマンの噂を聞きつけた。そして、泣きついた。デソレイションは依頼を受け、エンガワ・ストリートに殴り込んで……全てを殺した。




　初めのうち、トバツは興奮とともに殺人映像に見入った。己自身が無敵のカラテマンとなり、ギャングどもを殺してゆくような快感を味わった。だがそれもコッポ・ドーの禁断技、ボールブレイカーが繰り出されるまでのことであった。その衝撃に、彼は震え上がった。（（（ああ……なんたる非道！　……ブッダ！　僕がこれを望んだのか!?）））




　敵の体を容赦なく破壊し、身動き不能状態に追い込んでから、確実に処刑してゆく……デソレイションのサイバネアイに録画されたその非道なダーティーファイト映像を見ているうちに、トバツはこの殺し屋自身の荒れ果てた魂をも覗きこんでいるかのような錯覚にとらわれた。そして得体の知れぬ恐怖が、安っぽい復讐心を塗り潰したのだ。




「ハッカー・バロンで終わりじゃねえのさ……フゥー……ほら、巻き戻すぜ……床に転がってる傭兵も、ひとりひとり、始末してやった。目を覆ってもらっちゃあ、困るな……依頼人が最後まで見届けて、納得しなかったら、おれはカネを受け取れねえンだ……」デソレイションは真っ白いサイバネアイで依頼人を見た。




「アッハイ」トバツは小さく失禁してから、両目を覆っていた手を、膝の上に戻した。目の前にいる猛獣めいた男を怒らせれば、自分もいつ殺されるか解らない。トバツはもはや、この残忍なる殺し屋に対してリスペクトなど微塵も抱いていなかった。早くこの化け物にカネを払って帰りたい……そしてフートンに入って寝たい……それだけだった。




　正座するトバツの横には、フロシキ包みの重箱。その中には、殺人依頼のために借金して作ったカネが、違法素子の形で納められている。彼が新築住宅をローンで買い、その住宅ローンをネコソギ・ファンド社の仲介で債権化してもらうと、いくらか借金マージンがもらえる……最近とても人気の借金システムだ。




　この依頼料は法外な金額ではない。デソレイションは堅気の市民からしか依頼を受けず、その依頼料も、彼らが工面できる範囲を超えない……なぜそのような料金システムを今なお守るのか、それはデソレイション本人にも答えられぬ。彼は半ば壊れた機械装置のように、かつての行動を反復し続けているだけなのだ。危ういノイズを増しながら。




「……こいつで最後だ、全部殺したぜ」「オミソレ・シマシタ……」最後の傭兵が絶命するのを見届けたトバツは、恐怖に顔を歪めながら深々とドゲザした。デソレイションが頷く。トバツは顔を上げ、うやうやしく重箱を差し出そうとし……ボンボリモニタの残り映像をちらりと横目で見た。そして息を吞んだ。




　ボンボリモニタには、傭兵を全て殺し終えたデソレイションがハッカー・バロンの部屋を見渡しながら録画した、意味のない最後の数秒間が映し出されていた。彼はまず光に引き寄せられる蛾のように映画スクリーンを一瞥し、唾を吐き捨てた。それから奴隷サイバーゴス女や奴隷オイランたちを見た。映像はそこで途切れた。




「あ……あの……」トバツは浜辺に打ち上げられたマグロめいて口をパクパクさせた。「何だ」「いえ、何でも……いえ」それからトバツは再び目線を下げ直し、黙って重箱を差し出そうとし……やはり言った。「み、見間違いでなければ、最後に映ったゴスガールズの中に……僕の、こ、婚約者のワモ＝サンが……」




「婚約者はセプクしたんじゃねえのか？　依頼の時に、そう聞いたぜ」殺し屋は顔色ひとつ変えず、キセルの煙を吹きかけた。オイランたちは震え上がるトバツを見て、ケミカルなクスクス笑いを漏らした。「いえ……彼女のセプクを確認したわけでは……ないんです……そういう風に、聞いただけで……！」トバツは混乱し、取り乱す。




「フゥー……見間違いだろ」デソレイションは煙を吹きながら、面倒臭そうに立ち上がる。そのまま３Ｄボンボリモニタを蹴倒し、依頼人に歩み寄った。「いえ、でもあれは……」トバツはそれに気付かぬまま、視線を落としてタタミを凝視していた。「あれは確かに……アイエエエエエエ!?」トバツの身体が浮かんだ。




「アイエエエエ！」トバツは喉の奥から悲鳴をしぼり出した。彼はデソレイションに片手で襟首を摑まれ、絞首刑じみて高々と掲げられていたのだ。「おれはな、お前が皆殺しにしてくれって泣きついてきたから、殺してやったんだぜ。それを、今さらガタガタ文句つけようってのか……？」「アイエエエエエ！　違う！　違います！」




「おれはな、ハメられた時以外、依頼人にゃ絶対手を上げねえ主義だが……」ニンジャソウルが殺意を導く。トバツの首の骨が軋む。だが……タギの魂に染み付いた矜持が、これを阻はばんだ。「……くだらねえ。全員殺したぜ、依頼通りにな。今回は特別に、お互いここで終わりにしようや」「ゲホッ！　ゲホーッ！　ハ、ハイ！　オミソレ・シマシタ！」




「イヤーッ！」デソレイションは依頼人をショウジ戸に向かって放り投げた。「アイエエエエエエ！」ＳＭＡＡＡＳＨ！　トバツはフスマを突き破り、エンガワに転がった。プゥオオオーン、プゥオオオオオオーン……荒みきった電子コムソ・シャクハチの音が響く。門下生らは見て見ぬ振りをし、マグロめいた目で木人トレーニングを繰り返していた。




「ゲホッ！　ゲホーッ！」激しく咽むせながら上半身を起こすトバツ。殺し屋は重箱を摑んで、封も開けず、部屋の隅の戦利品山に無雑作に放り投げていた。そしてエンガワを振り返って、依頼人を睨みつけた。「とっとと帰れ」「ハ……ハイ！」トバツが口惜しげに嗚咽を漏らす。……その時！　「ウオーッ！」突如、隣のタタミ部屋に通じるフスマが開いた！




　そこに現れたのは、ハカマ・ウェアを纏まとったヤバレカバレの門下生……アキラである！　「ゲコクジョ！　センセイ、俺はもう限界だ！　マグロの目になる前に、俺はあんたにカラテを挑む！」しかも彼の横には、オイラン装束を着せられたワモの姿が！　彼女は戦利品オイランとして持ち帰られていたのだ！




「ワモ＝サン！　生きていたのか！」トバツが叫ぶ。だが薬物トリップとＮＲＳニンジヤリアリテイシヨツクを引きずるワモは、ぽかんとした表情で立ち尽くすのみ。デソレイションがアキラを睨む。「てめえ」「ゲコクジョ！」「よおし、ならカラテだ。広いところでやるか」口元に邪悪な笑みが浮かぶ。「今ここでだ！　イヤーッ！」アキラはマシンガン・カラテを構えて突進する！




　アキラが所属していたマシンガン・カラテドージョーは、デソレイションによるドージョー・ヤブリを受け、門下生の半数が忠誠を誓った。残り半分はその場で殺されるか、セプクしたのだ。才能あるアキラはデソレイションに気に入られ、ツキビトの位階まで進んだ。そして今夜、ワモの湯浴みと身支度を命じられ、隣の部屋で控えていたのである。




　そして哀れな依頼人トバツとのやり取りを聞いていて、怒りと我慢が限界に達したアキラは、勝てぬ相手と知りながらフスマを開いたのだ！　「ウオーッ！」突撃するアキラ！　その構えはコッポ・ドーではない。機関銃めいた高速連続パンチが特徴的なマシンガン・カラテの構えだ！　「「「アーレエエエ！」」」豊満なオイランたちが半裸で逃げ惑う！




　デソレイションは拳を握らないコッポ・ドーの半身構えでこれを迎え撃つ！　「ウオーッ！」「イヤーッ！」「ウオーッ！」「イヤーッ！」「ウオーッ！」「イヤーッ！」アキラのマシンガン・カラテは全て受け流される！　そして「イヤーッ！」「グワーッ！」デソレイションの狙い澄ましたコッポ掌打が、アキラの顔面に命中！




　間合いを取ったアキラは、首を振って再びファイティング・ポーズを取る。「まだまだ……ウワーッ!?」だが彼の下半身は狂牛病の牛めいてよろめき、倒れた。視界が揺らぎ、立ち上がれぬ。「ウワーッ！」コッポ掌打により平衡感覚を失ったのだ。その恐ろしさは、門下生であるアキラ自身が最もよく知っている。




「これでも使え」デソレイションは簞笥からスラッシュ・ナックルダスターを取り出し、アキラに向かって放り投げた。震動ブレードを内蔵したブラスナックルである。マシンガン・カラテドージョーでは、一切の武器の使用は禁じられている。だが、この男を倒すためならば……アキラは屈辱にまみれながら、その卑劣武器を見た。




「何迷ってやがる。そいつを嵌はめて、かかってこい。さもなきゃ、おれにゃあ、絶対に勝てねえぞ」デソレイションが言う。背後で「非道」「反則行為する」「手段を選ばない」のノボリがはためく。「うう……」アキラの手が卑劣武器ナックルダスターに伸びる。徐々に平衡感覚も戻り始める。




「そうだ、おれが見たいのはな、そういうカラテだ。……ルール無用の、ヤバレカバレの、命懸けのカラテだ。おれがセンセイを殺した時のような……」デソレイションは手出しせず、アキラが再び立ち上がるのを待った。




　ザリザリザリ……デソレイションの視界にノイズが走る。粗悪なサイバネ手術がもたらした過去の残響の異常再生だ。視界に真っ白いサップーケイが重なり、死ぬ直前のタコロー＝センセイのモノクローム映像が現れた。『インガオホーが……必ずや……インガオホーが……』（失せろ）次の瞬間、過去のノイズは溶けるように搔き消えた。




「ウオーッ！　使わない……！　マシンガン・カラテドージョーを愚弄するな！」アキラは歯を食いしばり、ナックルダスターを放り捨てた。そして立ち上がり、再びカラテを構えた。デソレイションは短い高揚を失い、冷めた声で言い放った。「……そんなんじゃあ勝てねえよ、おまえ。コッポ・ドーは無敵なんだ」




「ウオーッ！」アキラの再突撃！　デソレイションは無言でこれをいなし、真正面からのコッポ・キックで膝を破壊する。「グワーッ！」無防備股間を晒し、仰向けに倒れるアキラ！　プゥオオオーン、プゥオオオオオオオーン！　荒みきった電子コムソ・シャクハチの音！　処刑の時が迫る！　見てみぬ振りで木人トレーニングを繰り返す門下生たち！




　その時、不意にドージョーのエントランス・フスマが開け放たれ、トレンチコートの探偵が現れた。ズガガーン！　ズガガガガガーン！　雷鳴に続き、重金属酸性雨の激しい雨音。ただならぬカラテを感じ取り、デソレイションはそちらを見た。雷光によって侵入者のシルエットが影絵の如く刻まれ、長く不吉に伸びた。




　ドージョーは静まり返った。




「誰だ」とデソレイションが言った。「ドージョー・ヤブリだ」と暗黒非合法探偵イチロー・モリタは答えた。重金属酸性雨を孕はらんだ冷たい風が、びゅう、と吹き込み、ノボリが荒々しくはためいた。




　探偵はドージョーの支配者を睨みつけ、歩み寄った。デソレイションは奴隷オイランに「暴動」と書かれたサケ瓶を運ばせ、蓋を外して呷りながら、この乱入者を物珍しそうに見た。門下生たちはマグロめいた目に戻り、黙々とトレーニングを再開した。




「おい……あんた……誰だか知らないが、帰るんだ……！　こいつに勝てるものか……こいつは、ニンジ……アバーッ！」警告を発するアキラの鳩尾みぞおちに、デソレイションが蹴りを入れて黙らせた。そして探偵に問うた。「どこでやる」「奥でやろう」




　二人はあらかじめ示し合わせていたかのように、神聖なるタタミ部屋へと向かった。「ねえ、貴方、死ぬわよ。アハッ、アハッ、アハハハ！」床に転がった薬物過剰摂取オイランが、このドージョー・ヤブリを指差して笑った。トバツは呆気にとられながら、二人の男の背と、閉じられるフスマをぼんやりと見ていた。




　３




　ドージョーの最さい奥おうにある神聖なるタタミ部屋は、約四十畳。だがこの部屋にも、割れた酒瓶や漆塗りの杯、イカジャーキーなどが乱雑に投げ捨てられている。壁沿いにはショドー、ノボリ、木人、サンドバッグなどが並んでいるが、いずれもろくに手入れされず、荒れ果てるがままとなっていた。




　二人が入室するや、澱んでいた室内の空気はたちまち、刃物めいて鋭く研ぎ澄まされた。デソレイションは部屋の中央、タタミの白線で立ち止まり、ゆっくりと踵きびすを返した。片手にはまだ酒瓶を持ち、ハカマ・ウェアの胸元はだらくしなく半開きになっている。ジュドーの公式試合であれば、ジャッジから即座にイエローカードを出されるほどの堕落ぶりだ。




「ははあ」デソレイションは白いサイバネアイで、反対の白線の前に立つドージョー・ヤブリの姿を、爪先から頭の上まで目で追った。いつの間にかそこには、トレンチコートにハンチング帽ではなく、赤黒いニンジャ装束を纏う男が立っていた。「やっぱり、てめえもニンジャか」デソレイションは酒を飲み干し、空瓶を投げ捨てた。




「ドーモ、ニンジャスレイヤーです」ネオサイタマの死神が先にアイサツを決めた。「ドーモ、デソレイションです」堕落武道家がオジギもせずアイサツを返した。両者はタタミ四枚の距離で睨み合った。デソレイションは、相手の隙のないジュー・ジツの構え、そして殺意に燃える目を見ただけで、ただならぬワザマエを感じ取った。




（（（……コイツは何者だ？　アマクダリの刺し客かくか？　タコロー＝センセイよ、ついに俺もインガオホーか？）））デソレイションの胸を、煤すすけた風が吹きぬけた。思考と人間味を奪い、彼を殺人カラテマンへと変える暴威の風が。荒みきった彼の魂をカンフル剤めいて衝き動かすのは、命を賭けたカラテの高揚感のみである。




「その暴威で、これまでに何人のモータルを行きずりに殺あやめた」ニンジャスレイヤーの鋼鉄メンポから、ジゴクめいた蒸気が吐き出される。サンシタニンジャであれば、恐れをなして逃げ出すほどのプレッシャーだ。だがデソレイションの口元は、笑っていた。「……めんどくせえ、とっととやろうぜ」




　短い静寂。窓の外、雷光がネオサイタマの夜を裂き、上空のホロトリイ・コリドーに電磁ノイズを走らせるのとほぼ同時に、両者は動いた。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは腕をムチのようにしならせ、目にも止まらぬ速度でスリケンを投とう擲てき！　「イヤーッ！」ミニマル掌打でこれを弾き、摺り足で接近するデソレイション。ワザマエ！




　一気に懐へと潜り込まれるニンジャスレイヤー。たちまち熾し烈れつなカラテ・ラリーが始まる！　「イヤーッ！」デソレイションのコッポ掌打！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは腕を回すように動かして掌打を薙ぎ払い、反撃のカラテパンチへと繫ぐ！　「イヤーッ！」それをいなし、掌打！　「イヤーッ！」薙ぎ払い、カラテパンチ！




「イヤーッ！」いなす！　「イヤーッ！」薙ぎ払う！　「イヤーッ！」いなす！　「イヤーッ！」薙ぎ払う！　「イヤーッ！」いなす！　「イヤーッ！」薙ぎ払う！　「イヤーッ！」いなす！　「イヤーッ！」薙ぎ払う！　「イヤーッ！」いなす！　「イヤーッ！」薙ぎ払う！　「イヤーッ！」いなす！　「イヤーッ！」薙ぎ払う！　徐々に、ニンジャスレイヤーが押され始める！




　果たして何故!?　それは戦闘スタイルの差ゆえである。コッポ・ドーの特徴は、拳を握り込まずに自然体で構え、掌打と肘をメインとして戦う、その特異な戦闘スタイルだ。必然的にモーションは、通常のカラテよりも遙かにコンパクトかつスピーディとなり、超至近距離の打ち合いでは、手数の有利を得る。




　無論、一発一発の重みはカラテストレートには劣るが、それを補うため、デソレイションは徹底して人体急所や平衡感覚破壊を狙うのだ！　「イヤーッ！」首の急所を狙い、デソレイションは鋭い肘打ちをくり出す！　「イヤーッ」紙一重！　これをかわしたニンジャスレイヤーは、間合いの不利を悟り、大きく後ろに飛とび退のかんとする。だが……足が動かぬ！




　爪先の踏みつけである！　「かかったな、アホウめが！」それまで徹底して素早い上段攻撃を繰り返し、敵の注意を下段から逸らし続けていたデソレイションは、このバックステップを見切り、直前に右爪先を踏みつけたのだ。狡猾なるダーティー・トリック！　「グワーッ！」大きく脚を開いてバランスを崩し、無防備股間を晒すニンジャスレイヤー！




　禁断のフィニッシュブローを決めるべく、デソレイションは小さな摺り足から、掬い上げるようなコッポ掌打を繰り出した！　アブナイ！　「イヤーッ！」「グワーッ！」神聖なタタミ部屋に響き渡る叫び声！　だが……おお、見よ！　崩れ落ちたのはデソレイションの側であった！　果たして、一瞬の間に何が起こったのか!?




　ニンジャ動体視力を持たぬ皆さんのために、時間を零コンマ三秒前に巻き戻さねばなるまい。デソレイションがコッポ掌打を繰り出す直前……ニンジャスレイヤーの右目が大きく見開かれた。その瞳は赤く凝縮し、センコの炎めいて燃え上がる。迫り来るボールブレイカーの脅威を前に、ナラク・ニンジャが目覚めたのだ！




（（（愚かなり、フジキドよ！　こ奴の使う技は、暗黒カラテのひとつ、コッポ・ドーなるぞ。その開祖、コッポ・ニンジャは、ソウルを八つに引き裂かれ、流派は八つに分かれたとも……）））（（（対抗策を示せ、ナラク！）））（（（敵の狙うてくる場所はお見通しぞ。儂わしに代われ……！）））その会話はニューロンの速度で！




「イヤーッ！」直後、ニンジャスレイヤーは後ろに引いていた脚をさらに開き、一瞬にして完全なる前後開脚姿勢を取って、タタミに密着した。ゴウランガ！　デソレイションの掬い上げるようなボールブレイカーは行き場を失い、空を切る！　続けざま、ニンジャスレイヤーは敵の下腹部へと無慈悲なるカラテパンチを叩きこんだ！　「イヤーッ！」




「グワーッ！」膝をつき、崩れ落ちるデソレイション！　これが零コンマ三秒の出来事である！　だが致命打にはほど遠い。ニンジャスレイヤーは素早く立ち上がり、前屈みになった敵の顔面を膝で蹴り上げた！　「イヤーッ！」「グワーッ！」のけぞるデソレイション！　さらに、ガラ空きの腹部へと、ヤリめいたキック！　「イヤーッ！」「グワーッ！」




　Zzzzzt……デソレイションのサイバネ視界にノイズが走る。「イヤーッ！」体勢を立て直し、反撃の連続掌打をくり出す堕落武道家！　だがその乱れ切った動きでは、もはやニンジャスレイヤーに有効打を加えることはできぬ！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーの右ストレートが決まった！　「グワーッ！」左ストレート！　「イヤーッ！」「グワーッ！」




　右！　「イヤーッ！」「グワーッ！」左！　「イヤーッ！」「グワーッ！」右！　「イヤーッ！」「グワーッ！」左！　「イヤーッ！」「グワーッ！」右！　「イヤーッ！」「グワーッ！」左！　「イヤーッ！」「グワーッ！」　右！　「イヤーッ！」「グワーッ！」左！　「イヤーッ！」「グワーッ！」




　愉悦！　「忍」「殺」メンポがバキバキと歪み、ナラク・ニンジャはデソレイションより何倍も邪悪な笑みを浮かべた。敵は連続カラテストレートを喰らい、グロッキー状態で立ち尽くしている！　「……サツバツ！」右手を大きく後ろに引き、敵の心臓を貫くジゴクめいたチョップ突きを繰り出さんとするニンジャスレイヤー！




　だが彼は不意に、この殺人フィニッシュ・ムーブを止めた！　そしてデソレイションの乱れたハカマ・ウェアの襟元を摑み、後方へと投げ飛ばしたのだ！　これはジュー・ジツの大技、トモエ投げである！　トモエとは法と混沌が拮きつ抗こうする神秘的瞬間の呼び名だ！　「イヤーッ！」「グワーッ！」人間大砲めいて飛ぶデソレイション！




　ＳＭＡＡＡＡＡＳＨ！　デソレイションは鶴の絵が描かれた銀箔フスマを四枚も突き破って飛び、縁側へと転がった。「グワーッ！」そして仰向けで血を吐き、ブザマをさらす。誰もが啞然とし、ぽかんと口を開けていた。「……ド、ドージョー・ヤブリの勝ちだ！　勝ちだーッ！」アキラは咄とつ嗟さに大おお銅ど鑼らを叩いた！　タダーン！　タダオーン！

[image: ]




「ドージョー・ヤブリは成し遂げられた！」破れたフスマの奥から、ニンジャスレイヤーの声が響き渡った。その姿は再び、ハンチング帽にトレンチコートへと変わっていた。片目には未だナラクの禍々しい炎を宿しているが、肉体を制御するのはフジキドであった。（（（何故奴を殺さぬ！　腑抜けたか、フジキドよ……！）））（（（黙れナラク！）））




　暗黒非合法探偵イチロー・モリタは、門下生たちの視線に応えるように、右腕を突き出した。その手に握られているのは、デソレイションのブラックベルト！　伝統に則のつとった、完全なるドージョー・ヤブリのプロトコルである！　「ウワーアアアアー！」「スゴイ！」「ワオーッ！　ワオオオーッ！」ドージョー内に湧き上がる歓声！




　続けざま、イチロー・モリタは戦利品山の上に置かれたデソレイション・コッポ・ドージョーの邪悪なカンバンを摑み、空中に投げた。そして……カラテパンチ！　「イヤーッ！」一撃粉砕！　「このドージョーは、本日をもって解散する……オヌシらは自由だ！」「ウワーアアアアー！」「ワオオオオオオオーッ！」門下生たちの爆発的な歓声！




「ふざけ、やがって……」デソレイションは歯を食いしばり、起き上がろうとする。だが身体が動かぬ。「……ヤッタ！　これはすごいですよ！　殺人狂の怪物め！　薄汚い殺し屋め！　ファックオフだ！」トバツは興奮してガッツポーズを作ると、瀕死のデソレイションに対して唾を吐きかけた。そして重箱とワモを確保すべく逃げ去った。




「……来い」探偵が歩み寄り、デソレイションの襟首を摑んで、破れたフスマの奥の暗がりへと引きずってゆく。「……おれをどうする。とっとと殺せ」デソレイションは血を吐きながら言った。「奥でインタビューする。その後、オヌシをカイシャクする」「おれに……説教でも垂れる気かよ？」




「死ぬ前に洗いざらい話すがいい。アマクダリ・セクトの秘密についてな。オヌシの暗黒ドージョーの収益が、どのようにネコソギ・ファンドに流れたのかについても」「……アマクダリ・セクトだと？」デソレイションは何の表情もなく、そう呟いた。「なんだ、てめえ……アマクダリの刺客じゃねえのかよ」「……何？」探偵が眉根を寄せた、次の瞬間。




「「「「ザッケンナコラーーーーー！」」」」ドージョーの扉が破壊されクローンヤクザ軍団がなだれこむ！　マシンガン掃射！　ナムアミダブツ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　「「「アババババババーッ！」」」このような規模の襲撃を、門下生らは一度も体験したことがない！　解放されたばかりの門下生が何人も死ぬ！　死神の目が燃え上がる！




「クズどもを皆殺しにしろ！」クローンヤクザ軍団の中心には、腕組みで命令を下す武者兜のニンジャ……ムーンビームの姿！　盟友レイディアンスの復讐に燃えるこのニンジャは、その両目を殺意でぎらぎらと輝かせながら叫んだ！　「女子供も生かすな！　このドージョーにいる者全員を、ネギトロに変えろ！　ニンジャをあぶり出せ！」




　たちまち殺さつ戮りくが始まった！　門下生やオイランが逃げ惑い、銃弾と悲鳴が乱れ飛ぶ！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはこの暴虐を止めるべく、即座にスリケンを投擲！　何たる遠投！　「「「アバーッ！」」」額に突き刺さりクローンヤクザ死亡！　だが「イヤーッ！」「グワーッ!?」ニンジャスレイヤーの脛すねが突如、レガースガードごと切り裂かれ、出血！




　デソレイシヨンであった！　瀕死のこの男に何故、まだこれほどの抵抗が可能なのか？　その答えは、ニンジャスレイヤーのレガースガードに突き刺さった卑劣武器、スラッシュ・ナックルダスターにある！　狡猾なる殺し屋は、足指で密かにそれを引き寄せ、装着していたのだ！　拘束を逃れたデソレイションは、卑劣武器を捨てて縁側の下へと逃げこむ！




「「「アイエエエエエ！」」」「「「アババババババーッ！」」」メイン・ドージョーからは、さらなる悲鳴！　クローンヤクザ軍団だけでなく、ムーンビームが直じき々じきに殺戮を開始しているのだ！　「「「アイエエエエエ！　ニンジャ!?　ニンジャナンデ!?」」」悲鳴を上げる門下生たち！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはデソレイションを追うことよりも、今目の前で起こる殺戮の妨害を優先！　ニンジャ装束を露わにし、見通しの良いエンガワ高所からスリケン投擲を続ける！　ムーンビームとクローンヤクザを狙い、四枚のスリケンが飛んだ！




「「「アバーッ！」」」クローンヤクザをスリケン殺！　ムーンビームは回避し、反撃する！　「貴様、何者だ！　イヤーッ！」「イヤーッ！」敵のトビゲリをカラテ防御するニンジャスレイヤー！　一方、ムーンビームは鮮やかなムーンサルト回転を決め、屋内灯籠の上へと着地！　「ドーモ、ムーンビームです」「ドーモ、ニンジャスレイヤーです」




「死ね！　イヤーッ！」アイサツ終了直後、ムーンビームは直ちに奥の手、イザヨイ・ジツを繰り出す！　月光を集積し、その両目から危険な殺人光線として放つヒサツ・ワザだ！　ＣＨＯＯＭ！　ＣＨＯＯＭ！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはこれを連続側転で回避！　「「アバーッ！」」ビームが後方のクローンヤクザに命中し、死体へと変える！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは低空トビゲリで灯籠を狙う！　「イヤーッ！」回転跳躍するムーンビーム！　着地！　たちまちカラテの応酬！　「「イヤーッ！」」両者同時にカラテストレートを打ち出し、拳と拳が激突！　そのまま、鍔つば迫ぜり合あいめいた膂りよ力りよく比べへと移行する！　「忍」「殺」メンポからジゴクめいた蒸気が漏れる！




「グワーッ!?　何たる！」ムーンビームが上体を崩す！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはそこへヤリめいたキックを放った！　「イヤーッ！」ムーンビームはこれを側転回避し、死に物狂いのカラテを構え直す！　「貴様だな……ニンジャスレイヤー＝サン、貴様がレイディアンス＝サンを……！」ムーンビームの両目が妖しく輝く。残された一発のイザヨイ・ジツを繰り出すタイミングに、彼は全てを賭けているのだ！




「「イヤーッ！」」二者は再びドージョー中央でカラテを激突させる！　その間にもクローンヤクザは銃撃を続け、ドージョーはケオスの極みと化す！　「「「アイエエエエエエエ！」」」ニンジャの恐怖に立ちすくみ失禁する者、クローンヤクザに対して突撃する者、奪われていた己のドージョー・カンバンを求めてマスター・チャノマに向かう者も！




「イヤーッ！」「グワーッ！」決着を急ぐニンジャスレイヤーは、三連続のカラテストレートを決め、敵を壁際へと追い込む！　（（（……ほれ、早うせぬか、フジキドよ。あ奴を取り逃がしてもよいのか？　オヌシが人間のふりなどして、戯れておったせいで……グググググハハハ！）））焦燥感に満ちたニンジャスレイヤーの片目が、いっそう赤く輝く！




「イイイヤアアアーッ！」ＣＨＯＯＯＯＭ！　ムーンビームが最後の力を振り絞り、イザヨイ・ジツを放つ！　ニンジャスレイヤーはこれをブリッジ回避し、メイアルーア・ジ・コンパッソへと繫いだ！　脛の傷から飛び散った血飛沫が、空中で不浄の炎へと変わる！　「イイイヤアアアーーーーッ！」「グワーッ！」黒い炎を纏った死の大鎌キックが、ムーンビームの首を撥ね飛ばす！　「サヨナラ！」ムーンビームは爆発四散！
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　ドージョーを満たすアビ・インフェルノ・ジゴクめいた喧騒が……遠ざかる。ここには錆び付いた大型ダストシュートの中を真っ逆さまに落下し、ビルの裏路地へと脱出した瀕死のニンジャがひとり。……デソレイションである。




「ちくしょうめが……」荒城の月……マツリの後の虚脱感……事後のオイランの憂鬱……デソレイションは遠ざかるイクサの熱に名残惜しさを覚えながら、敗北の屈辱とともに路地裏を這いずり、逃げた。叩きつける雨音が、遠い万雷の拍手めいて聞こえる。重金属酸性雨にまみれた冷たい泥が、顔とハカマ・ウェアを汚す。




「オイコレナニコレ」「撃っちゃうの、撃っちゃうの!?」レインコートを着たヨタモノたちが、ラジカセの奏でるＢＧＭに乗って堕落武道家を取り囲んだ。「こいつさ、オレに完全ビビってる」キャップを斜めに被ったボス格が、自分の無慈悲さを見せつけるために、不似合いなほど大口径なチャカ・ガンを抜き、撃鉄を起こした。「完全ビビってる」




　ブザマな死を観念したのか、デソレイションは何事かを小さく呻いた。そして「撃っちゃったァー！」ボス格の男が引き金を引く！　ＢＬＡＭ！　だが……銃弾は彼に命中せず、地面にめりこんだ。ニンジャソウルが不意に高まり、肉体を動かしたのである。デソレイションは素早く側転し、腕を振るった。




「アッへ？」ボス格が目をしばたかせた。直後、彼は足を払われて天地が逆になり、後頭部から地面に叩き付けられて脳天を割られた。「アバーッ！」ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　「アイエエエエエ!?」「アバババババーッ！」悲鳴と銃声が続いた。デソレイションはチャカ・ガンを奪い取り、ヨタモノたちを一人残らず殺害していた。




　ズガガーン！　ズガガガガガーン！　ネオサイタマの夜空を、再び雷が切り裂く。デソレイションはほとんど無意識のうちに動き、ヨタモノの着ていた黒いＴシャツを剝ぎ取り、覆面のごとく自らの顔を覆った。神々に呪われ、モータルの世界に放逐された怪物めいて。いまや彼は、完全なるニンジャと化していた。




「おれは……デソレイション……ＤＥＳＯＬＡＴＩＯＮ……！」殺し屋は歯を食いしばりながら立ち上がり、死体からレインコートを剝ぎ取った。「簡単ローン借金」「渋谷」「暴力の追放」「相互に安心」「釣り具」「ブッダが救う」などの虚飾的な華やかさをたたえたネオンサインが、向かいの雑居ビルでまぶしく瞬いていた。




「あの野郎……ちくしょうめが……」デソレイションは老婆めいて背中を折り曲げ、うめき、激痛に耐えながら歩いた。それから裏寂しいストリートに停まっていた車の窓を割り、出張オイランを待っていたサラリマンを引きずり出して殺すと、そのまま車を奪い取ってネオサイタマの闇に消えた。




　少しして、ニンジャスレイヤーがデソレイションを追って路地裏へと回転着地した。もはや殺し屋の姿はどこにもなく、不運なヨタモノとサラリマンの死体が冷たい泥の中に転がっているだけだった。死神は己の不手際を責め、ニンジャソウル痕跡を追った。……だがその夜、デソレイションを見つけ出すことはついにかなわなかったのだ。




　上空には大型モニタを吊るしたツェッペリン。モニタの中では、「ジーザスⅣ」の配給会社と対立関係にある暗黒メガコーポが、辛口評論家によるネガティブ攻撃を行っていた。「……今年最低の映画！　胸糞悪くなるイディオット映画で最低の経験をあなたは手に入れる……あの男は前々作で潔く死ぬべきだった……ゴルゴダの丘で……！」




　４




「実は、ニンジャが」「アー、ハイ、解りました」トバツの声は自我科ドクターに遮られた。「これはもう、典型的な薬物中毒とＩＲＣ中毒による、一時的な自我崩壊ですね」ドクターはサイバー聴診器を外しながら、渋い顔で事務的に言った。その横で、ワモはサイバーサングラスをかけたまま、ぽかんと車椅子に座っていた。実際には急性ＮＲＳがそれに付随しているが、ドクターには解らない。




「君たち若い子はね、朝から晩まで薬物とＩＲＣをやりすぎです」ドクターがその言葉を言うのは、朝から数えて数十回目だった。「増えてるんですよ、すごい勢いで増えてる。だからこんな専門科ができる。でもお薬と機械がありますからね。入院した方がいいですね、お金あれば。ＩＲＣ遮断できますからね」




　ドクターの言葉は冷酷かつ画一的であったが、真実でもあった。十数年以上前から……ＬＡＮ直結技術が軍事目的以外でも普及し、ハッカー達がコトダマ空間の伝説を囁きあうようになってから……重度のＩＲＣ中毒で自我を失う若者が増え始めた。直結された人格とＩＰが混線し……自我が希薄化あるいは変容してゆくのだ。




「ということは、入院すれば治るんですね。嬉しいです！」トバツは楽観的に笑った。「そうですね、治ると思います」ドクターが渋い顔で言った。ドクター自身も軽度のＩＲＣ中毒であり、堅苦しい定型の言葉しか喋れなくなって久しい。妻と物理空間で話す時も、彼は終始このような口調なのだ。




　ワモの車椅子を押すトバツは、晴れ晴れとした顔で診察室を出た。薄暗いセルロイド調の廊下には、軽度から重度まで大勢の患者が並び、各々が覗き込むＩＲＣ端末のサイバー光で顔を照らし出されている。壁には眩暈めまいを誘うほどの超高速で流れる赤色ドット文字板がびっしりと並ぶ。これもまた、マッポーの世の一側面か。




「どうでした、トバツ＝サン？」膝を簡易サイバネ化したアキラが問う。「フィックスできるらしいです。お金は借金したのでたくさんありますから、入院させます。退院したら、幸せな生活を送るんです」トバツが言った。それから彼は、エレベータを降りて自分たちにまっすぐ近づいてくる一人の男を発見し、不快そうに顔をしかめた。




　その男は薄汚い防塵トレンチコートを着込み、ハンチング帽を目ま深ぶかに被っていた。ドージョー・ヤブリのあの男だ、とトバツは直感した。アキラもそれに気付いた。男の眼光は鋭く、常に焦燥感に囚われているかのような、どこか険のある顔つきだった。その男は場に存在するだけで、周りの人間を実際穏やかならざる心地にさせた。




「ドーモ。私の本業はドージョー・ヤブリではない。あの混乱の中で伝え損ねたが……私の名はイチロー・モリタ。探偵だ」「まさか貴方が、イチロー・モリタ＝サンだったとは……！」アキラが驚きの表情を作った。あの夜、彼がコッポ・ドージョーに現れたのは偶然ではなかった。




　二週間ほど前、アキラは暗黒非合法探偵の都市伝説を知り、藁にもすがるような想いで、依頼メッセージを送信していたのである。暗号化された依頼メッセージはナンシー・リーによるＵＮＩＸ解析とフィルタリングを経て、イチロー・モリタに届けられていた。




「で、その私立探偵が、何しにきたんですか？　もう何もかも解決したじゃないですか」トバツはデソレイションに向けたのと同じ目を、暗黒非合法探偵に対して向けた。「いや……あの殺し屋はおそらく、まだ生きて逃げ回っている」イチロー・モリタが言った。その眼光は鋭く、トバツは死神でも見たかのように震え上がった。




「エッ！　薄気味の悪いことを言わないでくださいよ、きっと路地裏でのたれ死んでいますよ！」トバツは探偵から目を逸らした。消え去ってくれ、と心中で祈りながら。「それに、もし生きてるとしたら、あなたが逃がしたのが悪いんじゃないですか？」その拒絶の態度は、アキラからもイチロー・モリタからも、容易に見て取れた。




　探偵は小さなオリガミ・メールを取り出してトバツに手渡した。「……万が一、あの殺し屋の影がちらついたら……直ちに連絡をいただきたい」「ハイ」トバツはそれを受け取り、尻ポケットに捻じ込んだ。「シツレイした」探偵は一礼し、エレベータ乗り場へと去ってゆく。「フウ……」トバツは二度と関わり合いになりたくないと言いたげに、胸をなでおろした。「……少し、話をしてきます」アキラが小走りに探偵を追った。




「ハァーッ、ハァーッ……待ってください」アキラがサイバネ膝のクランク音を鳴らしながら追いすがり、エレベータ前で彼を呼び止めた。探偵は乗らず、振り返った。「あの男の情報か」「いえ、消息不明です。ドージョーは放置されて無人のままですし」「そうか。古巣には近づかぬ方がよかろう。私への連絡方法は知っての通り」「カラテを教えてください」




「何だと？」フジキドは思いがけない言葉に驚き、アキラをまじまじと見た。それから目を伏せ、かぶりを振った。「カラテを、教えてください」「……私はカラテのセンセイではない。私はただの探偵だ。他をあたるがよかろう」「デソレイションを倒すカラテを」「奴にカラテで勝とうとでも？　危険すぎる。それに……」




「奴がニンジャだからですか？　あなたもニンジャですよね？」アキラは声を潜めつつも、食い下がる。ツキビトである彼は知っていたのだ。デソレイションがニンジャであることを。暗黒非合法探偵は答えない。踵を返し、エレベータに乗り込む。




「お願いします、ニンジャになる秘密を。力が……常人を超えるカラテが……欲しい……！」「ニンジャの事は忘れろ。一線を踏み越えるな……！」探偵は不意に振り返り、ジゴクめいた声で言った。震え上がるアキラを見て、彼は歯嚙みした。「……すまぬ、アキラ＝サン、私には無理なのだ。人に物事を教える資格など、私には……ない」扉が閉じてゆく。




「解りました。……スミマセン。そして、ありがとうございました」アキラが礼をした。探偵は自我を見失った患者たちとともに、エレベータで下に運ばれていった。これは責任放棄であろうか？　否、ドージョー・ヤブリのプロトコルによれば、カンバンを砕かれ解散が宣言された時点で、門下生らは自らの力で行き抜く道を模索せねばならぬのだ。




　アキラはトバツたちの所へと戻りながら、自問自答した。ニンジャとは何だったのか。アキラは不意に、気恥ずかしくなった。「そうだ、ニンジャなど実在しない……フィクションの存在だ……」己は何か一いつ足そく飛とびに、安易な手段でカラテを高めようとしていたのだ。それがニンジャだったのだ。危うく、武道家としての一線を踏み越えるところであった。




　アキラはそう結論づけ、己の無礼を恥じ入って、興奮して乱れたジュー・ウェアの襟を正した。過去の残響から脱し、このジゴクめいたマッポーの世で、何か新たな希望を見つけ出すために。
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　同刻。第七総合病院から十数キロ離れた薄暗い路地を、黒い旧型セダンが違法スピードで蛇行運転していた。背面ガラスには銃弾痕。タイヤには何枚もスリケンが突き刺さり、コントロールは失われている。暴走セダンは一列に並んで歩道を歩いていたペケロッパ教徒六人を連続で撥ね殺してから、ブロック塀に激突して止まった。




「クソが……」デソレイションはひしゃげたドアをニンジャ筋力でこじ開け、車外へと脱出する。脚の傷は未だ癒えていない。助手席のオイランは既に死んでいる。彼は壊れたボンネットを蹴り、崩れたブロック塀の先へと逃げる。




　直後、赤い炎に包まれたカトン・スリケンが何発もセダンに突き刺さり……ＫＡＢＯＯＯＭ！　オイルタンクが爆発炎上した。デソレイションは爆風を背に浴びながら転げ、再び立ち上がって逃げた。ブロック塀の先には、人気のない廃駐車場が広がっていた。四方には高い壁とスクラップ車輛の山。行き止まりだ。




　ＫＲＥＥＥＥＥＫＫＫＫ！　耳障りな軋み音を立てて、廃駐車場のドアが外から開かれた。次いでヤクザベンツが何台も現れ、ヘッドライト光でデソレイションを照らし出す。降車したクローンヤクザたちがマシンガンを構える。そしてヤクザベンツの屋根の上に腕を組んで立つのは、アマクダリの放った追跡者。先程のカトン・スリケンの使い手である。




「ドーモ、デソレイション＝サン。ホットショットです。お前のごとき下等な野良ニンジャが、サーカディアン・スリーを壊滅させ、あまつさえ追っ手を殺し続けて、ここまで逃げおおせるとはな。組織はお怒りだ。……ゆえに、アクシスたるこの私が遣わされた」アマクダリ・ニンジャはごきごきと指の骨を鳴らしながら、威圧的に歩み寄った。




「ドーモ、デソレイションです。……どいつもこいつも、くだらねえ……。さっさとやろうぜ」暗黒武道家は捨て鉢なコッポ・ドーを構えた。真っ白いサイバネアイが不気味に光る。その口元は黒装束に覆われ、表情は読めぬ。「カハハハハハ！　死に損ないめが、意気がりおって！」ホットショットは笑い、次の瞬間、神秘的パターンで腕をしならせた。




「身の程を知るがいい、イヤーッ！」たちまち、紅ぐ蓮れんの炎に包まれた十二フィートの金属鞭がホットショットの右手に生成され……デソレイションに襲い掛かる！　「イヤーッ！」デソレイションは紙一重でこれを側転回避！　ヒュパウン！　炎の鞭は床を叩き、白熱した飛沫が敵の装束と肉をわずかに焦がした！




　ヒュパウン！　ヒュパウン！　ホットショットは鞭を素早く引き戻すと、猛獣使いめいた調子でそれで振り回し、廃駐車場のコンクリート床を何度も叩いた。ぼとぼとと高温の液体金属が垂れ、コンクリートが燃えるが、鞭自体が燃え尽きることはない。カトン・ジツによって生み出された超自然の武器だからだ。




　デソレイションは鞭のパターンを目で追い、突撃を試みる。だが……ヒュパウン！　機先を制する鋭い一撃が床に叩きつけられ、接近を拒んだ。デソレイションは飛び退いて回避する。……脚が痛む。死にたくねえ。再び鞭をかわし、後ろに下がる。敵が距離を詰める。大きく下がればヤクザの射撃で蜂の巣。広さはどうだ。いけるか。もっと誘い込め。




「どうした！　ジツ持たぬサンシタめが！」ホットショットは獲物を追い詰める高揚感に満たされながら、敵の退路を少しずつ奪ってゆく。彼の持つデータは実際正しかった。ほんの数日前までは。「お得意のコッポ・ドーとやらも、この間合いでは使えんなア！」




　デソレイションは廃駐車場の壁際まで追いつめられた。左右にはスクラップカーが積み重ねられ、もはや退路無し。肉の焦げる臭いが、錆び付いた大気を満たす。「死ね！　デソレイション＝サン！」ホットショットが止めを刺すべく、鞭を大きく振り上げた瞬間……不意に、デソレイションは腰溜め姿勢から両腕を高く掲げて叫んだ！　「サップーケイ！」




　次の瞬間、二人のニンジャは廃駐車場から忽然と消え失せた。彼らがいた場所には、白いもやが立ちこめていた。「「「アッコラー……!?」」」廃駐車場の外では、マシンガンを構えたクローンヤクザたちが一斉に首を傾げた。もやが搔き消えても、二人のニンジャは影も形もなかった。
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「ここは……!?」ホットショットは狼狽した。まず、その異様な光景に。次に、色を失った己の姿に。……気がつくと二人は、荒れ野にいた。廃駐車場で向かい合っていた時と同じ体勢、同じ間合いのまま。純白のショドー用紙に水墨で描かれたかのごときモノクロームの荒野で、二人は対たい峙じしていたのである。




「さあ、カラテしようじゃねえか」デソレイションは再びコッポ・ドーを構えた。足元には、これまで彼が殺めてきた者たちの物言わぬ骸むくろが転がり、崩れた石灯籠の横では首無しオイランが無音シャミセンを弾いていた。時折、横殴りのノイズめいた突風が荒野に吹きつけ、二人のニンジャの輪郭を頼りなく揺らめかせた。




「まさか……ジツを隠し持っていたのか!?　何だ、この得体の知れぬジツは！」ホットショットは鞭を振り回し、敵の接近を拒もうとした。だが……カトン鞭は消えていた。デソレイションが邪悪な笑みを浮かべた。「おれのジツの力だ。そして、てめえのジツは無しだ」黒い覆面がわずかに引き伸ばされ、邪悪な笑みのようなパターンを作る。




「何だ！　何だこれは!?　ゲン・ジツの類いか!?」ホットショットは後ずさりしながら、腰に吊ったアイクチ・ダガーで己の手の平をえぐった。ゲン・ジツに対する最も一般的な対処法である。だが結果は、手の平から吹き出した黒い血が、水に溶ける墨めいて雲散しただけであった。ホットショットは覚悟し、カラテを構える。




「イヤーッ！」デソレイションが摺り足で距離を詰める。「イヤーッ！」ホットショットはカラテの連打を繰り出す。デソレイションは淡々とコッポ・パリングでこれを捌さばく。そして「イヤーッ！」「グワーッ！」コッポ掌打！　続けざま、こめかみへと肘打ちのコンビネーション！　「イヤーッ！」「グワーッ！」さらにケリ・キック！




「グワーッ！」ホットショットは後方へと転がるように吹っ飛び、石灯籠に命中！　だが……そこに物理存在感はなく、水に溶ける墨の如く、灯籠は消え失せた。決闘を行う二人以外は、実体ではないのだ。「さあ、起きろよ」デソレイションが歩み寄る。「イヤーッ！」ホットショットは立膝姿勢を取り、カトン・スリケンのモーションを取る！




　だが……カトン・スリケンは生み出されない。この空間内において、全てのジツは打ち消されるのだ！　「アホウめが！」デソレイションは敵の鳩尾に蹴りを入れる！　「グワーッ！」ホットショットは目を剝きながら、再び十数メートル転がってブザマに逃げた。どこまで転がっても、果てしない無限のサップーケイが続いていた。




「ガハッ！　まさかこんな……こんな事が……！　何たる卑劣なジツか！」ホットショットは黒い血を吐き、頰を張って立ち上がった。コッポ掌打による平衡感覚喪失を、ニンジャ平衡感覚と己の平手で辛うじて相そう殺さいしながら。「もっと言え。卑怯な戦い方はおれの十八番だ。何でもいいんだよ。勝てりゃあな。モンドムヨーだ」デソレイションが近づく。




「イイイヤアアアーッ！」ホットショットはアイクチ・ダガーを構えて突撃！　デソレイションはこれをコッポ・パリングで捌いて手首を摑むと、ほとんど無意識の反射動作めいて、敵の顔面にコンビネーション掌打を叩き込んだ。「イヤーッ！」「グワーッ！」続けざま、相手の右腕を捻り、手首の骨をへし折りながら投げ伏せる。ゴキリ！




「グワーッ！」再び地に転がるホットショット。カイシャクを警戒し、ブザマに転がって距離を取る。ダガーを取り落とし、もはや使えぬ。「さっきまでの威勢はどうした。ボール見せろ。ニンジャソウル見せろ。扱い方を知らねえのか？　おれも最近知ったんだがな、オイランみてえに扱えばいいのさ」デソレイションは処刑人じみた足取りで迫る。




「こんな風にブン殴ってよオ、蹴ってよオ……」デソレイションは敵を足蹴にしながら言った。「足腰立たなくなる位ブン殴ったらなァ……そのうちしおらしく、言うこと聞くようになったぜ……イヤーッ！」再び無慈悲な鳩尾蹴り！　「ゴボーッ！」サッカーボールめいて転がるホットショット！　だがデソレイションはカイシャクを加えようとせぬ！




「掛かって来いよ」「ガハッ……！」ホットショットは血を吐いて立ち上がり、再びデソレイションと睨み合って、カラテを構えた。それは死を覚悟した目。もはや殺意しか存在せぬ目。紛うかた無きヤバレカバレの目。噓偽り無しの、殺し合いの目。




　それだ、それだ、とデソレイションは頷き、邪悪な笑みを浮かべた。




　たちまち無音。圧倒的な無音が空間を圧する。暴威の風が吹きぬける。デソレイションとホットショットの胸を、侘わびしく突き抜ける。カラテだ。叫び突撃する。何も聞こえぬ。音さえもが消えた。ただカラテだけが交錯する。




　ホットショットのカラテストレート。捌く。前方回転踵落とし。捌く。バックナックル。捌く。再度の逆回転バックナックル。捌き、がら空きの腹に膝蹴り。ホットショットの体が揺らぐ。続けざま、ボールブレイカー。ホットショットは声無き悲鳴を上げる。




　デソレイションはザンシンを決めた。前屈みになったホットショットは、小股で数歩、ふらふらと歩く。その足を摑むように、草むらの中の骸どもが骨の手を伸ばしたが、それらに実体はなく、すぐに搔き消える。ホットショットは倒れ、最後に小さく痙攣して、爆発四散した。




　びゅうと侘しい風が吹き、ホットショットの爆発四散煙を吹き流した。ザリザリザリと横殴りのノイズ。「なんだ、呆気ねえ」デソレイションが無表情に呟いた。




　視界が乱れ、サップーケイが閉じてゆく。




　……廃駐車場で捜索を続けていたクローンヤクザたちの間に、再びもやが立ちこめた。そしてデソレイションが現れた。彼はクローンヤクザたちが反応するよりも早く、炎上するセダンの上を駆けて逃走し、道路に立ちはだかって車を止め、運転サラリマンを殺してこれを奪った。




　デソレイションはまたしても死地を逃れた。だがアマクダリの刺客は手て強ごわくなる一方。……敵は本気だ。本気でおれを殺しに来ている。デソレイションはハンドルを右に大きく切りながら独りごちた。「その前に、テメエをおれのサップーケイに引きずり込んで、道連れにしてやるぜ……ニンジャスレイヤー＝サン……！」




　５




　雨はなく、時折強い風が吹く夜だった。東の空では、ジェット・パンクスの集団に取り付かれて破壊されたマグロツェッペリンが、青白い火花を散らしながら流され、タマ・リバーに向かって静かに沈降していった。




　マルノウチ・スゴイタカイビルの屋上では、赤黒いニンジャ装束の男が、ビル屋上のシャチホコ・ガーゴイル上にうずくまり、チャドー呼吸を行う。数年前、このビルで悲劇的な事故が起こった。一介のサラリマンであった彼の妻子はニンジャによって殺され、彼はニンジャを殺す者となったのだ。




「スウーッ……ハァーッ……」フジキド・ケンジの目は、ネオンとＬＥＤ文字にあふれた酷薄なメガロシティに注がれる。だが心はそこにない。彼の心は、ゼンめいた深い瞑想の中にあった。彼には定期的にこのような孤独な時間が必要であった。妻子の死を悼いたみ、憎悪を鍛え直し、また己が何者なのかを問い直すための時間が。




「バゲン」「清算」「必ず買う」……スゴイタカイビルは、あの夜の悲劇などとうに忘れ去り、最新型オイランドロイドが微笑む商業垂れ幕を掲げている。慰霊碑は撤去され、いまやビアガーデンと化した。だがそれでも、ここは依然として妻子の墓標であり、彼はネオサイタマの死神なのだ。……あるいは、亡霊か。繰り返される問い。




「スウーッ……ハァーッ……スウーッ……ハァーッ……」チャドー呼吸は、ナラク・ニンジャの気配さえもニューロンの奥底へと遠ざける。ナラク・ニンジャの力を用いた時、フジキドは必ずやチャドー呼吸を行い、高まりすぎた殺忍衝動を冷ましてきた。だがソウカイヤやザイバツとの決戦を経て、二者の関係性は次第に変化しつつある。




　以前ならばナラクに肉体を乗っ取られ、暴走状態に陥っていたような状況下でも、現在ではフジキドがニンジャスレイヤーとしての手綱を握っている。そんな時、フジキドとナラクの精神は、いわば高速回転するトモエ・パターンめいた神秘的共振状態にあるのだ。しかしそれはこれまでと同等、あるいはそれ以上に危険な力の誘惑でもあった。




　足元ではぼろぼろの鴉たちが、シャチホコ・ガーゴイルに供えられたニンジャ生首の肉を啄ついばむ。その中には、アマクダリ下部組織「サーカディアン・スリー」のニンジャ、ムーンビームとトワイライトの首級もあった。ムーンビームより遡ること数日前、死神はトワイライトと遭遇し、これを殺害していた。やはり油断ならぬ強敵であった。




　キョート城消失事件後、急激に増加したニンジャソウル憑依者らは小さな組織を形成し、裏社会におけるテリトリーを築いた。アマクダリは彼らを衛星組織化し、支配下に置いていった。サーカディアン・スリーも、そのような下部組織のひとつであった。アマクダリは急速に、ある種の暗黒秩序体制を築きつつあるのだ。




　下部組織の構成員ではなく、少なくともアマクダリ・アクシスを尋問せねば、核心的な情報は引き出せぬであろう。ニンジャスレイヤーがそれらの下部組織を狩る間にも、アマクダリは自らの陰謀を着々と進めているに違いない。まして、現在のネオサイタマには、どの組織にも所属せぬ邪悪なニンジャソウル憑依者が多数潜んでいる。




　だがそれがアマクダリであろうとなかろうと、ニンジャが罪無き市民を理不尽なる暴力によって虐げる姿を目にしたならば……あの夜の自分たちと同じ境遇に置かれた者の無念の声を聞いたならば……ニンジャスレイヤーの胸にはたちまち憎悪の力が沸き上がる。そして彼にはそれを看過することができぬのだ。ゆえに、ニンジャ殺すべし……！




　ここでフジキドの目は、遙か下方のマルノウチ・ビル街、商業ＬＥＤ文字板に、特徴的なカタカナ文字列が高速で流れるのを認めた。ナンシーからの暗号メッセージだ。それを読み解く。『ジェット・パンクスの首領がニンジャ可能性』……協力者である彼女は、しばしば暗黒非合法探偵イチロー・モリタへの依頼や情報をこうして伝えてくれるのだ。




　短いザゼンの時間は終わりを告げた。「Wasshoi!」ニンジャスレイヤーは次なるイクサに臨むべく、極彩色ネオンの濁流の只中へと跳躍する！
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　ドッギュ、ドッギュ、ドッギュ、ドッギュ。新築マンションの暗い一室では、機械心臓の拍動を思わせる非人間的なサイバーテクノが冷たいビートを刻んでいた。「アイエエエエエ！」そして男の悲鳴！　割られた窓からは強い風が吹き込み、蛍光ブルー色のカーテンを揺らす！　……何者かが窓を割り、押し入ったのだ！




「アイエエエエエエ！」悲鳴の主はトバツであった。その襟首を摑んで吊り上げる男は……デソレイション！　「時間がねえ。奴の居所を吐け。ニンジャスレイヤーを、あの野郎を、殺す」闇の中で、真っ白いサイバネアイが輝いた。「アイエエエエエ!?　ニンジャ!?　ニンジャナンデ!?　そんな人、知、知りません！」




「あのドージョー・ヤブリだ。探偵だ」デソレイションは舌打ちし、問い直す。「アイエエエエエエエエ！　あ、あいつの連絡先なんか知りません！　僕が呼んだんじゃないですから！」噓ではなかった。トバツはあの日、不吉な探偵から受け取った連絡先オリガミ・メールを丸めて、オイシイ・スナックの袋と一緒に病院のゴミ箱に捨てていたからだ。




　デソレイションは指に力を籠めた。殺される、とトバツは直感し、生存本能からニューロンが加速した。「や……やっぱり知ってましたァーッ！　だから殺さないで！」「言ってみろよ」「あ……あいつと連絡を取れる元門下生を知ってます！　そいつが探偵を呼んだんです！　その元門下生の居所も、何もかも、知ってます！　教えます！」首を締め上げられながら、トバツは殺し屋の耳元で囁いた。アキラの名とコンタクト方法を。




　デソレイションはトバツをＵＮＩＸに向けて放り投げた。サイバーテクノが鳴り止み、トバツの咳き込む音だけが室内に響いた。「ゲホッ！　ゲホーッ！　こ……これで僕のことは許してくれますよね？　あなた……殺し屋のタギ＝サンは、仕事が終わったら依頼人の生活には立ち入らない……そういうポリシーだって聞きましたよ……？」




「ああ……」そうだったろうか、とタギ・トワは思案した。荒廃の中に残された人間性の破片を、手探りで探し出すように。だが、糾弾するようなトバツの目と態度を見下ろしていたタギ・トワの胸を、荒々しい暴威の風が吹き抜けた。「……アホウめが。おれの名はタギ・トワではない」「アイエッ!?」トバツが息を吞んだ。




　壊れたＵＮＩＸがバチバチと火花を散らし、デソレイションの上半身を照らした。覆面とタンクトップが一体化した黒い生成ニンジャ装束には、骨めいた白いパターンが浮かび上がり、さながら骸むくろを思わせた。「おれはな、デソレイションだ……ＤＥＳＯＬＡＴＩＯＮ！」「アイエエエエエエエ！」死神に睨ねめおろされているような恐怖を覚え、トバツは絶叫した！
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「スウーッ……ハァーッ……スウーッ……ハァーッ……！」ニンジャスレイヤーは再び、スゴイタカイ・ビル屋上にて深いチャドー呼吸を繰り返す。その手には、中世ペスト医者めいたメンポを被るニンジャの生首がひとつ。ジェット・パンクス団を背後から操っていた邪悪なニンジャ、シュリーカーの首である。




　シュリーカーは油断ならぬ強敵であった。それを証明するように、赤黒いニンジャ装束は所々が破れ、肉体も酷い裂傷を負っている。決着を急いだフジキドはまたしても、危険と知りながら、ナラク・ニンジャとの共振状態に入ってしまった。




　何故これほどまで、焦燥感に駆り立てられているのか。フジキドは目を閉じたまま眉根を寄せ、沈思黙考する。数日前から己に取り憑いている、この不穏な胸騒ぎの正体は何か。その答えはすぐに明らかになった。……デソレイションだ。あの後も探偵として調査を続行していたが、殺し屋タギ・トワの行方は杳ようとして知れなかった。




　あの無法者は既に、アマクダリの手で始末されている可能性もあろう。だが何故か、そうは思えなかった。そして今も、裏路地で市民が殺されているとしたら……。フジキドはカッと目を見開いた。今一度、あの凶悪ニンジャを捜さねばならぬ。フートンに入って傷を癒すという選択肢を捨て、満まん身しん創そう痍いのフジキドは再び立ち上がった。




　マルノウチ・ビル街にナンシーからの暗号が流れたのは、まさにその時だった。暗黒非合法探偵イチロー・モリタへの伝言。彼はそれを素早く読み取った。『デソレイションの居所が解ったので、この前のドージョーに来てください。よろしくお願いします。アキラ』……ニンジャ第六感がアブナイを察知した。




「Wasshoi!」即座にニンジャスレイヤーは、眼下のネオン濁流へと飛び降りた。彼は中階層に突き出したポールで大車輪回転を決め、低空飛行を行っていた小型コケシ・ツェッペリンの上へと着地する。（（（これは罠。あからさまな罠……！）））ツェッペリンの上を駆け、隣のビルへと跳び渡る。（（（だとすれば、アキラ＝サンが危ない……！）））




「イヤーッ！」赤黒い風はネオサイタマの夜を渡った。因縁のコッポ・ドージョービルが近い。突風が吹き付ける。「イヤーッ！」跳躍し、上空を飛ぶマグロツェッペリンに鉤付きロープを引っ掛け、空中ブランコめいた動きでハイウェイを飛び越える！




　ＫＲＡＡＡＡＳＨ！　ニンジャスレイヤーはきりもみ回転しながら暗黒コッポ・ドージョーのガラス窓を突き破った。血の染みや銃弾痕が残るタタミへと前転着地し、抜かりない立膝状態を作る。そしてカラテを構え、四方を警戒する。不穏な静寂がそこにあった。




「アキラ＝サン！　どこにいる！」ニンジャスレイヤーの声が、荒れ果てたドージョー跡に響き渡る。「反則する」「非道な」「殺す」などと書かれたノボリが傾き、窓から吹き込む風に揺られて、キイキイと錆び付いた音を立てた。「どこにいる！」




　邪悪なニンジャソウルを感じる。血と死の臭いが満ちている。ニンジャスレイヤーの目に、憎悪の炎が燃え上がった。今夜ここで何が起こったか、彼は全てを察した。そして暗闇からニンジャの声が聞こえた。「……会いたかったぜ、ニンジャスレイヤー＝サン。あのアホウはもう、トバツ＝サンといっしょにサンズ・リバーを渡ったがな」




「オヌシは……！」ニンジャスレイヤーは声の方向へと向き直った。闇の中でタングステン・ボンボリ灯がバチバチと明滅し、荒廃したドージョーの奥からデソレイションが姿を現した。「……要するに、テメエをおびき出して殺すためにな、ニンジャスレイヤー＝サン。コイツにゃ、死んでもらった……」




　デソレイションは破れたショウジ戸をだるそうに蹴破り、元ツキビトの死体を紙屑のように縁側から放り捨てた。アキラであった。再び電灯の火花が散り、骸骨模様のソウル装束に包まれたデソレイションの上半身と頭部を照らし出した。ニンジャスレイヤーは敵を睨みつけ、無言のまま歩み寄った。鋼鉄メンポからジゴクめいた蒸気を吐き出しながら。




　両者はタタミ五枚の距離で睨み合った。ウシミツ・アワーを告げる鐘が、夜の街に響いた。「ドーモ、デソレイション＝サン、ニンジャスレイヤーです」死神はジュー・ジツを構え、肩から凄まじい怒りの湯気を発散した。「ドーモ、ニンジャスレイヤー＝サン、デソレイションです」堕落武道家もコッポ・ドーを構えた。




「オヌシを殺す」「テメエを殺す」デソレイションは凶悪に笑った。「……どうせおれは長くねえ。アマクダリのヤクザ共がしつこいからな。だが、その前にテメエを殺す。道連れにする」吐き捨てるように言った。それから、銃の照準を合わせるように、前方に突き出した右手の平をニンジャスレイヤーのボディ・センター延長線上に重ね、睨んだ。




　両者、じりじりと間合いを詰めた。タタミ四枚。最後の鐘の音。上空へと接近する武装ヘリ。デソレイションを追って降下する、アマクダリ・アクシスの刺客！　ＳＭＡＡＡＡＡＡＡＡＡＳＨ！　シャドウドラゴン、シズケサ、パンデモニウムの三人が武装ヘリから降下し、コッポ・ドージョーの屋根を突き破った！




　それとほぼ同時に、両者は動いた！　「イヤーッ！」チョップ構えで打ち掛かるニンジャスレイヤー！　「サップーケイ！」両手を大上段に構え、キリングフィールド・ジツを放つデソレイション！　ナムアミダブツ！　両者は忽こつ然ぜんと……その場から姿を消した！




　６




（（（フジキドよ！　このジツ、あの装束……！　あ奴に憑依したニンジャソウル、コッポ・ニンジャクランに非ず！　あ奴は、コロス・ニンジャクランの……）））内なるナラク・ニンジャが咄嗟に警告を発する！　（（（……アーチニンジャソウルに……相違無し……！）））




「ここは……!?」刹せつ那な、ニンジャスレイヤーはデソレイションが生み出したモノクロームのサップーケイ荒野へと引きずり込まれていた。赤黒いニンジャ装束すらも色を失い、ただ侘しい風が胸を吹き抜けてゆく。それは魂と人間性をヤスリがけされるような、サツバツとした風であった。




「邪魔者は手出しできねえ。ジツもいっさい使えねえ」デソレイションはコッポ・ドーを構え直した。黒覆面がわずかに縦に伸び、髑どく髏ろが笑っているかのような、不気味なパターンを生み出した。サイバネの両眼は白く無表情に光っていた。「さあ、カラテしようぜ。マッタナシだ。どっちかが死ぬまでのカラテだ」




　両者はたちまち、至近距離の攻防に入った。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーが強烈なカラテフック。「イヤーッ！」デソレイションはそれを捌き、即座にコッポ肘打ちへと繫ぐ。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはそれをブロックし、膝蹴りを返す。「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」荒野に二人のカラテシャウトだけが響く。「これだ、これだ」デソレイションは頷いた。




　周囲には、タギ・トワが殺あやめた者たちの骸むくろが浮かんでは消えた。正座したタコロー＝センセイやその娘や門下生のノイズが、侮蔑に満ちた眼差しで彼らの戦いを見上げる。崩れた石灯籠の横では首無しオイランが無音シャミセンを弾く。あちらこちらに、転げ回ってもだえ苦しむ犠牲者たち。さながらジゴクのハナミか乱痴気騒ぎか。立ち枯れススキの陰では、マシンガン・カラテを構えたアキラが、誇り高い死に顔で虚空を見つめていた。




　サップーケイ荒野に現れる死者は、ユーレイなどではない。デソレイションのサイバネアイと脳内記憶領域に残留したノイズがジツと混じり合い生まれた、幻である。消去したはずの録画映像の断片が消えず、タギ・トワのニューロン内にノイズとして残響しているのだ。そしてこの空間に引きずりこまれた者もまた、同じ光景を共有する。




　己の師、タコローに叩きのめされ破門されたあの夜。……タギ・トワは両目を失い、コッポ・ドージョーのダストシュートから裏路地へと投げ出された。一命を取り留めてタクシーで逃げ、元依頼人である闇サイバネ医師のラボで安物のサイバネアイと記憶素子を埋め込んだところから、彼のサップーケイは形作られていったのだ。




「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」常軌を逸したサップーケイ空間の中で、拳と掌打の小刻みなラリーが続く！　「イヤーッ！」デソレイションの逆回し蹴りが空を切る！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはブリッジ回避から反撃を繰り出す！　「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」短い打撃技がぶつかり合う！




「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」さらに速度を増し、太鼓の乱打めいた荒く大きな打ち合い！　しばしば防御の上から血飛沫が飛び、骨が軋む！　両者とも、万全の体調にはほど遠い状態だ。だが何も問題はない。ここはジュドー・コンペティション会場ではなく、フェアネスなどとは無縁の、殺し合いの荒野なのだから！




　びゅう、と侘しい風が吹き抜けた。二者の輪郭に、横殴りのノイズが混じった。ニンジャスレイヤーは、その風が己の胸を吹き抜け、容赦なく人間性を削り取ってゆくのを感じた。敵のジツの正体は解らぬが、このような場所に長居すれば、必ずや良からぬ作用を受けることは必ひつ定じよう。……ゆえに、彼は勝負に出た！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは重い前方回転踵落としをガードさせて揺さぶってから、敵の顔面を狙い渾身のカラテストレートを繰り出した。「イヤーッ！」だがデソレイションは相手の手首付近を手の平で軽く押し、払うようにいなす！　カラテストレートが空を切る！　暴走列車を真正面で止めようとすればどれほど強固な壁でも多大なダメージを受けるが、インパクト前にそのレールを逸らせば、最も効率的に敵の攻撃を無力化できるのだ！




「イヤーッ！」パァン！　素早いコッポ掌打が顔面に決まった！　懐に入りこみ、こめかみへの肘打ちコンビネーションを狙う！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはこれを防御し、素早いワン・インチ・パンチで反撃！　だが掌打の振動で出遅れる！　「イヤーッ！」デソレイションが機先を制し、相手の手首を摑み、捻り折るように投げた！




「イヤーッ！」間一髪、ニンジャスレイヤーは自ら地面を蹴って先回りするように回転跳躍！　手首の骨が折られるのを防ぐ！　「イヤーッ！」さらにその跳躍の勢いをニンジャテコの原理で活かしてジュー・ジツへと転じ、デソレイションを投げ飛ばした！　体勢を崩され宙を舞うデソレイション！




　続けざま、ニンジャスレイヤーは空中のデソレイションを、ジャンプチョップで叩き落とす！　「イヤーッ！」「グワーッ！」デソレイションは背中から地面に叩き付けられるも、コマめいて回るような動きで直ちに起き上がり、背後を狙って回りこんできたニンジャスレイヤーに対して素早く体正面を向ける！　「イヤーッ！」そしてカウンター迎撃すべく、コッポ逆回し蹴りを繰り出した！




　空を切る！　ニンジャスレイヤーはしゃがみこんで回避！　そして強く地面を蹴る！　「イヤーッ！」伝説のカラテ技、サマーソルトキックだ！　……だが「イヤーッ！」防がれた！　デソレイションは即座に、相手の蹴り脚をホールド！　さらに逆の足を蹴け手た繰ぐる！　ニンジャスレイヤーは逆さ吊りめいた姿勢になり、後方に受け身を強いられる！




　次に待つのは、無防備股間を狙ったボールブレイカー・キックか!?　……否。デソレイションは装束の背に挿さしていたチャカ・ガンを素早く抜き、ホールドした敵の足首付近に向けてバースト射撃を行ったのだ！　ＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭ！　ほぼ同時に、ニンジャスレイヤーは敵に摑まれた足首を支点として強引に体を捻り、逆の足で敵の側頭部へとキックを繰り出していた！　「イヤーッ！」




「「グワーッ！」」同時に命中！　辛うじて拘束を脱したニンジャスレイヤーは、着地から三連続バック転で距離を離す。ＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭ！　デソレイションは敵を追い、無表情でチャカ・ガンを撃ち尽くす。ニンジャスレイヤーは四連続側転からタタミ五枚の距離で着地し、ジュー・ジツを構え直した。




「ヌウーッ……！」ニンジャスレイヤーはカラテを構えたまま、脚の傷を確かめた。二発、弾丸が脚をかすめ、肉を抉えぐっていた。「この手も、もう使えねえな」デソレイションは空になった銃を投げ捨て、自らも再びコッポ・ドーを構えた。




　ともに、息を整え直す。仕切り直しの睨み合いであった。色彩を失った黒い血が流れ出る。……風が吹き、また幾つも軀が浮かんだ。その中には、彼らを指差し糾弾するような眼差しのトバツもいた。




「そいつはな、テメエの名を呪いながら死んでいったぜ、ニンジャスレイヤー＝サン。テメエと関わったばっかりに、死ぬハメになったからだとよ。……アホウめが。なあ……ふざけやがって……こいつらは注文が多いんだよ……ふざけやがってよ……」デソレイションは防御を緩め、摺り足で間合いを詰める。




「テメエ、まさかまだ、こいつらが救えるなんて考えてるんじゃねえだろうな。探偵も殺し屋も、似たようなもんさ。ましておれ達は、ニンジャだ」デソレイションがノイズ軀を踏み消した。敵と己の魂を荒廃させる、暴威の風が吹く。「……さあ来いよ、カラテだ。おれを殺し、テメエを殺す……！」両者の距離は、タタミ二枚……！




「破滅志願者か。ならば殺し屋と暗黒武道家の矜持をハイクに詠み、早々にセプクでもするがいい。それすらもできぬ臆病者がいるようだな」ニンジャスレイヤーの瞳に憎悪の黒い炎が燃えあがる。互いに道理は通らぬ。ならば答えはひとつ。カラテあるのみ。「オヌシのセンチメントに付き合う気はない。ニンジャ……殺すべし！」




　デソレイションはジュドー・キラー装束の覆面の奥で、不揃いな歯を剝き出しにして凶悪に笑った。タタミ一枚！　再び、両者のカラテが激突する！　「イヤーッ！　……」「イヤーッ！　……」「……」「……」ホットショット戦と同じく、両者のカラテシャウトすらも霞んでゆき……サップーケイの荒野は無音空間と化す！




　真正面からのカラテ！　コッポ・ドーが捌く！　カラテ！　捌く！　カラテ！　捌く！　カラテ！　捌き、顎へと掌打！　カラテ！　捌く！　カラテ！　捌く！　重いカラテ・ボディブロー！　捌き切れず、肋骨にクラック！　歯を食いしばるデソレイション！　畳み掛けるカラテ！　体勢を立て直し、捌き、投げ伏せる！




　攻防が入れ替わる！　掌打、肘打ち、ボールブレイカーの三段連撃で押しこむ！　回避からのカラテ！　捌く！　カラテ！　捌く！　カラテ！　捌き、目潰し掌打！　紙一重のブリッジで回避し、メイアルーア・ジ・コンパッソ！　デソレイションは捌き切れず、防御！　腕を軋ませながら、後方へ下がる！　……再び間合いを取っての睨み合い！




　コッポ・ドーが肉体内部破壊を主武器とすること、および敵の攻撃を捌き反撃に転用するという性質を、ニンジャスレイヤーは既に学んでいる。ゆえに、ここでデソレイションは戦法を変化させる！　捨て鉢なる殺し屋のカラテへと！　真正面から迫るカラテストレート！　捌かず、掌底ストレートをくり出すデソレイション！　（（……グワーッ！））相打つ！　両者の顔面が、カラテを浴びて波打つ！




　両者は一歩も退かず、体勢を立て直し、激しい打ち合いに入った！　ニンジャスレイヤーのカラテフック！　デソレイションのコッポ・パンチ！　同時に命中！　カラテフック！　コッポ・パンチ！　またも同時に命中！　モノクロームの血飛沫が円弧を描いて宙に舞う中、殺意に満ちた視線が交錯し、火花を散らす！




　両者はさらに十数発の打撃を互いの顔面へと叩き込み、叩き込まれる！　ここでデソレイションの動きがさらに変化！　身を低くしてカラテフックをかわし、相手の側面へと回り込みながら、腹部へと膝蹴り！　痛打！　目を剝くニンジャスレイヤー！　両者は半背向けの状態へと移行！　続けざま、デソレイションは敵のキドニーへの痛烈な肘打ち！　これを自らの肘で撃ち落とすように防ぐニンジャスレイヤー！




　両者は弾けるような速さで向き直り、再度至近距離の打ち合いへと移行！　壮絶な乱打戦！　死者たちの残留ノイズが周囲に現れては、水墨めいて溶け合い消える！　オイランたち！　門下生たち！　依頼者たち！　はじめは泣きむせび、ドゲザして復讐を懇願し、果たし終えれば我に返り、恐怖と侮蔑の目を向ける依頼者たち！　果ては約束が違うとブザマに喚き散らす糾弾者たち！　（消えろ!!）ひときわ強い風が、びゅうと吹き抜ける！




　サツバツ！　いまや全ての過去の残響は吹き流された！　荒野には二人の復讐者だけが残り、互いのカラテをぶつけ合うのみ！　もはやデソレイションを縛る亡霊は存在せず！　彼はもはや殺し屋でもタギ・トワでもない！　彼に残された執着対象は、眼前のこの男のカラテのみ！　黒い炎の焚火へと引き寄せられる蛾のように！




　荒々しい打ち合いから、一瞬の隙をつき、ニンジャスレイヤーが跳躍した！　チャドー奥義、タツマキケン！　連打！　連打！　連打！　空中回し蹴りを何発も顔面に叩き込まれ、デソレイションが大きく仰け反る！　サイバネアイが砕け散る！　だが、足りぬ！　銃弾によるダメージとコッポ掌打のため、ニンジャスレイヤーは隙を晒した姿勢で着地！




　デソレイションの体は反射的に、コッポ・ドーの殺人フィニッシュ・ムーブへと進む！　真正面からの膝砕き蹴り！　鳩尾へのコッポ・キック！　体をくの字に曲げて飛び退かんとするニンジャスレイヤー！　その足の甲を踏みつけ、コッポ掌打を顔面へと三連打！　そして無防備になった股間へ……ボールブレイカーを繰り出す！




　だが、一度見た技を食らうニンジャスレイヤーではなかった。足を踏まれた状態から踏ん張り、斜めに斬り上げるチョップでボールブレイカーを弾く。痛打！　敵の腕骨にクラック！　だがデソレイションは足の踏みつけを離さぬ！　両目を破壊された彼にとって、間合いを離されることは即ち、死を意味するからだ！　重ね合わされた両者の左足の甲は、あたかもシックス・インチ・ネイルで地面に打たれたかのように、微動だにせぬ！




　両者は互いの足首を鎖で繫がれたかの如き状況！　強制的な至近距離の決戦間合い！　ニンジャスレイヤーは両足に力をこめ、後足を強く蹴り出す！　敵の腹部を狙うポン・パンチである！　銃弾に抉られた脚から凄まじい血が噴き出す！　対するデソレイションも上半身を捻り、両手掌打を敵の胸部に対して叩き込む構えを取った！　これはコッポ・ドーの隠し技、ビヨンボ・バスター！




　そして……衝突！　両者の動きが止まった。激しいカラテ斥せき力りよくの発生によりシックス・インチ・ネイルの拘束が解け、ニンジャスレイヤーとデソレイションはよろよろと後方に数歩、後ずさった。びゅう、と侘しい風が吹き、サツバツ空間に音が戻る。




「グワーッ……！」デソレイションはもがくように宙を引っ搔きながら、後方へと倒れた。彼の腹部をポン・パンチが直撃貫通し、背骨までも砕かれていた。「グワーッ……！」ニンジャスレイヤーもまた、ザンシン途中で苦しげに胸を押さえ、その場に片膝をついた。外見上は無傷であるが、彼の体内にも恐るべきダメージが通っていたのだ。




「……ハァーッ！　……ハァーッ！　ス……ハァーッ！　ス……ハァーッ！　ス……グワーッ、い、息が……吸えぬ……！」ビヨンボ・バスターの直撃により、胸骨および呼吸器官へとコッポ振動波が叩きこまれて誤作動を起こし、空気が体外へと排出され続けていた。それは堕落武道家が最後に放った、捨て身の一撃であった。




「ざまあみやがれ……喰らったが最後、息が詰まり……ビヨンボめいて後ろに倒れて……苦しみもがきながら死ぬ……」デソレイションは仰向けに倒れたまま、乾いた笑い声をあげる。喉でごぼごぼと血が鳴っていた。「……ハァーッ！　……ハァーッ！」ニンジャスレイヤーは窒息の危機に抗あらがいながら、その場で必死にアグラを組んだ。




「……ハァーッ！　……ハァーッ！」ニンジャスレイヤーは眉間に深い皺を刻みながら、懸命にチャドー呼吸を試みる。だが吸えぬ。焦れば焦るほど、貴重な肺の空気が速やかに失われてゆく。「……アホウめが、無駄な足搔きだ……。余計に苦しむだけだぜ……」




「……ハァーッ！　……ハァーッ！」ニンジャスレイヤーは敵の言葉に耳を貸さず、なおもチャドー呼吸法を試みる。全身に脂汗が吹き出し、胸に激痛が走る。視界が揺らぎ始める。（（（方向性は正しい……！　己がひとたびそう決めたのならば……！）））苦しげに顔を歪め、己に言い聞かせ続けた。（（（一度で通らねば、千度試みるべし……！）））




「……ハァーッ！　ス……ハァーッ！　……ハァーッ！　ス……ハァーッ！　……ハァーッ！　ス……！　ス……！　……スウーッ！　……ハアーッ！　スウーッ！　ハァーッ！　スウーッ！　ハァーッ！」……おお、ゴウランガ！　呼吸が……戻った！　ビヨンボ・バスター、破れたり！　ニンジャスレイヤーは再び立ち上がった！




「オヌシの負けだ、デソレイション＝サン……！」ニンジャスレイヤーは歩み寄り、大の字に倒れたままの敵を見下ろす。「……ちくしょうめ……無敵のコッポ・ドーが破られるとは……」その言葉はほとんど聞き取れなかった。もはや装束も実体を維持できなくなり、黒ハカマだけを残し、堕落武道家の上半身と素顔をあらわにした状態で、タギ・トワはゴボゴボと血泡を吐いていた。




『インガオホーが……必ずやインガオホーが……必ずやインガオホーが……』侮蔑に満ちた目のタコロー＝センセイが墨絵映像として現れ、タギ・トワの死を暗示するかのように、ノイズ混じりの音声を何度もリピートしていた。「ハイクを詠むがいい」ニンジャスレイヤーは敵をカイシャクすべく足を振り上げた。




「だがな……ニンジャスレイヤー＝サン、テメエも道連れだ……。テメエもおれと同じサップーケイの中で……死ね……！」そう言い、捨て鉢に笑った。「……さらばだ、デソレイション＝サン！　イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは情け容赦ないカイシャクを決めた。「サヨナラ！」デソレイションは爆発四散！




　びゅう、と、ひときわ強い風が吹いた。それはデソレイションの爆発四散煙を、水に溶ける墨めいて搔き消した。あとには何も残らなかった。ニンジャスレイヤーは周囲を見渡した。そして……異状に気づいた。デソレイションを殺したにも関わらず、彼は今なお、モノクロームのまま、無数の骸むくろが転がる白い荒野にいたのだ。




　デソレイションが未だ滅びていないのか。……否、あの男は確かに爆発四散した。ならば何故、ジツが解けていないのか。あるいは、まだ他に敵がいるのか。ニンジャスレイヤーはジュー・ジツを構え、四方に抜かりなく注意を向けた。




　そこにあるのは、デソレイションが残していったザラザラと粗いサツバツ光景の残響だけであった。見知らぬ依頼者や犠牲者に混じって、トバツやアキラが現れ、怯え、糾弾するような目をニンジャスレイヤーに向けた。フジキドは殺し屋タギ・トワが見てきたものを、己の光景のごとく見た。




　びゅう、と突風が胸を吹き抜けた。魂をヤスリ掛けされるような感覚が彼を襲い、体の輪郭は横殴りノイズによって大きく揺らいだ。ナラクに呼びかけるも声はない。傷の痛みが蘇った。数歩よろめくように歩いた後……ニンジャスレイヤーはおもむろに、疾走を開始した。あらゆる幻を振り払い突破するかの如く……！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは無数の幻影をかき消しながら、無限の荒野を駆ける！　果てが見えぬ！　だが速度を増すにつれ……瞳の炎が赤みを帯び始める！　モノクローム世界の中を、赤黒い風が駆け抜ける！　果たして何が起こるというのだ!?　解らぬ！　彼自身にも解らぬ！　ただ速度を増し、カラテの力で走り続けるのみ！




　それはナラクの力ではなく、ひとえにニンジャスレイヤーのカラテであった。カラテは速度を、速度はさらなるカラテを生み出してゆく。おお、見よ、漂白されたサップーケイ世界が次第に色を持ち、血に染まり、断末魔の絶叫が響き始める！




「イイイヤアアアアーーーッ！　Wasshoi!」そして、跳躍！　ドラゴン・トビゲリ！　直後、荒漠たるサップーケイ空間はハンマーで叩き割られた鏡像めいて砕け散り、ニンジャスレイヤーの物理肉体は荒れ果てたコッポ・ドージョーへと再エントリーを果たした。ゴウランガ！　彼のカラテはキリングフィールド・ジツをも破ったのだ！




　無論その先には、さらなるジゴクが待ち受けている。ニンジャスレイヤーは白いもやを抜けてタタミで前方回転着地すると、ドージョー内に展開する新たな敵の存在を察知した。死神の右の瞳が、禍々しく変形してゆく。




「グググアハハハハハハ！　アマクダリの犬めらか！」彼はいまや再びナラク・ニンジャのソウルとともにあり！　銃弾の傷が黒い炎で灼かれ、赤黒い装束へと変わってゆく！　「……オヌシらの首、刈り取って帰る！」




　７




　重金属酸性雨が静かに降る夜だった。自我科を抜け出したワモは、万札のたくさん入ったバッグを抱えてタクシーに乗っていた。「もうちょっとスピード出ない？」「もう十分ですよ！　これ以上出したらマッポに捕まっちゃいますよ！」初老の運転手は、車内ミラーで彼女の豊満なバストや刺激的な腿をチラチラと見ながら返した。




「アッ、アブナイ！」余所よそ見みをしていた運転手は、前方をふらふらと歩くトレンチコートの男を発見し、急ブレーキを踏む。ナムサン！　タクシーに傷がつけば解雇だ！　「ンアーッ！」シートベルトを閉めていなかったワモが座席から転げ落ちる！




　……衝突は起こらなかった。トレンチコートの男は、突っ込んでくるタクシーを回避しようとして転倒し、ポリバケツの山にもたれかかっていた。「よし、大丈夫！　ぶつかってないな！」降りてきた運転手がぼろぼろの男とタクシー車体を指差し確認し、胸をなでおろした。ワモも降り、その浮浪者じみた男に唾を吐きかけて罵った。「スゴイ・バカ！」




　満身創痍のその男……暗黒非合法探偵イチロー・モリタは、ワモの顔を見た。そして何か言いかけて止め、再びハンチング帽を目深に被った。「……シツレイした」彼は立ち上がって踵を返すと、老婆めいて背を丸め、壁に肘をついてよろめきながら去っていった。荒廃に抗うように歯をくいしばりながら。ワモは、この男のことなど覚えていなかった。




　ＤＲＲＲＲＲ……タクシーは再び、夜のネオサイタマを走りだす。ワモにはカネがあり、急性ＮＲＳ症状からも解放されて、いまや全て思い出していた。そもそも彼女は稼ぎの悪いトバツを見限って自らハッカー・バロンの愛人となり、自分は恥辱でセプクしたとの噂をクラブに流させていたのだ。まさかトバツが殺し屋を依頼するとは思ってもみなかった。




　その後、デソレイションから解放され、自我科に強制入院させられたワモは、ＩＲＣもＬＡＮ直結もできない退屈な生活に嫌気がさし、治療半ばで病院を抜け出した。カネも服もないので、ひとまずトバツの新居に向かってみたが、彼はおらず、いつまで経っても帰ってこないため、ワモはカネと薬物をせしめてタクシーに乗ったのだ。




「どこ行こう」それがワモの目下の悩みであった。だが彼女は若く、カネと薬物さえあれば何でもできるという確かな安心感があった。ワモは窓の向こうを眺め、重金属酸性雨の中を飛ぶマグロツェッペリンの大型モニタを見た。そこには「ジーザスⅣ」の予告編が流れていた。「映画館へ」とワモ。「映画館、ハイヨロコンデー！」運転手が応えた。




　ワモは映画館前で降り、フラつく足で、一番大きな「ジーザスⅣ」のスクリーンへと向かった。ズームムムムムムーン……広大な宇宙を感じさせるスペイシーサウンドが仰々しく鳴り、これから始まる安っぽい非現実エクスペリエンスを期待させた。同じ列になかなかカワイイなサイバーゴスたちが数名座ったので、ワモは早速ＬＡＮ直結行為した。




　タダーン！　勇壮な銅鑼の音が鳴り響き、映画スクリーンが展開した。タダオーン！　「ジーザスⅣ」の大仰な題字が映し出された。「アハー、アハー、アハー……」ワモたちは興奮の３Ｄ体験を約束するレッド＆グリーンのサイバーグラスをかけ、ザゼンドリンクを決めながら、ぽかんと口を開けてトリップした。




　重金属酸性雨が静かに降る夜だった。スクリーンではあの男がバスタードソードを掲げ、鍛え上げられた上半身と憂いを帯びた瞳で、うわついた女性客たちの心を虜とりこにしていた。「前の方がデキよかったな」「こりゃ次はねえだろ」前の席では何人かの客が愚痴を並べていたが、「ジーザスⅤ」の制作はすでに決定していた。
















　１　ゴー・ストレイト




「娘は二十になったばかりでした」「一人娘です」コタツ・テーブルに写真を並べながら、夫婦は石のような無表情。「マッポは何も」二枚、三枚。アスファルトにぶちまけられた血の痕。可憐な笑顔の女性。次の写真ではデスマスク。ひしゃげたヘルメット。「現場に残された、婚約者のものです」「ケンザ＝サンと娘は、別々に、それぞれに、襲われた」「いい人でした。二人は幸せでした。式場を探していた」




「ケンザ＝サンは？」男は無感情に問う。壁にはトレンチコートとハンチングがハンガーにかけられている。夫婦は無言で、新たな写真を置いた。ちぎれた腕と脚。路上。「……そうか」




　妻が震え、嗚お咽えつした。「……そして、これです」最後にコタツ・テーブル上に差し出されたのは写真ではなかった。男の目が獰どう猛もうな光を一瞬帯びた。夫が目の前に置いたのは……楔くさび形がたのスリケンだった。「どうか」妻が泣きながら訴えた。スリケンをあらためようとした男の手を、夫が両手で摑んだ。「どうか！」




「これでニンジャの仕し業わざと決まったわけではない」「殺してください！」「仇を！」夫婦はほとんど叫ぶように懇願した。「このスリケンはデッカーも見つけなかったんです。花を……クッ……現場に花を……その時に、ガードレールの繫ぎ目に残っていた」夫は鬼神めいて言った。「警察には隠しました」




「何故」「何故って、貴方もご存じでしょう？　せっかくのこの証拠も、しまい込まれて、無かったことにされちまう！　現に、もう捜査すらされてないンだ！　ロクに調べもしない！」「どうか」「どうか仇を。真実を」「……」男は資料を手ぬぐいで丁寧に包み、己のアタッシェケースにしまい込んだ。「よかろう」




「お願いします」妻が卓上ＵＮＩＸの入金ボタンを押した。キャバァーン！　「後は出来高だ。頼みます」夫は押し殺した声で言った。「頼みます。モリタ＝サン」男は頷き、立ち上がってコートとハンチングを身に着け、アタッシェケースを取った。夫はモリタの背中に言った。「報酬のカネは娘の死亡保険金から用意したんだ」
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　ウォルルルルル！　ウォールールルルルルル！　ウォルルルルルルルルル！　「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」「ザッケンナザッケンナ！　ススッスッゾスッゾゾゾゾ！」「パパパラー！」改造オートバイや改造スクーターの鳴らす爆音、合成ヤクザクラクションテクニック音が競い合うように夜の空気をつんざく！




　時刻はウシミツ・アワー。八〇八号線上には現在、全く動く事のない渋滞が発生している。渋滞車列の最前列の前にはグルグルと威圧的に８の字を描く改造スクーターが複数台、その全てがタンデム二人乗り、後ろの人員は鎌バットを振り回し、舌を出して善良なる市民ドライバー達を獰猛に威い嚇かくした。




　彼らのファッションはロッカーめいた鋲付き革ジャケットが基本装備であり、剃り込みを入れたヘアースタイル、額には捻じったタオルをしめ、シート背もたれは天を衝くほどに高く、エビやシャチホコの意匠を取り入れ、丸みを帯びた書体の「大漁」「頑張り」「無免許運転」のノボリ旗をひらめかす。




「オッさんよォ。な？　もうちょっとだけ、な？」渋滞車列、先頭車輛の運転席ドアーのウインドウを開けさせ、そこへ腕をのせたライダーが、８の字走行を見ながら笑いかけた。「今からマブい勝負事よ？　終わるまで待てるよな？　な？　ゆっくり走ろうネオサイタマ！　テレビで言ってるよ？」「アイエエエ……」




　ナムアミダブツ……決定的大渋滞をハイウェイ上に引き起こした彼らは、夜な夜なネオサイタマの交通を脅おびやかす恐るべき暴走者クランのひとつ「ワンダリングマンモス・レンゴウ」である。暴力、破壊、恐喝、強盗、強姦、殺人を厭いとわないうえ、その半数が未成年の若者達である。コワイ！




「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」カブキめいた過剰装飾に彩られたスクーターを危険に乗りこなす彼らは、クランのしんがりを守る狂犬めいた武力闘争チームだ。スクーターの改造にあたってはスピード効率は度外視され、敵を威嚇する迫力、華々しさ、音の煩うるささが重視される。




　道路封鎖から数十メートル先では、様相の違う大排気量オートバイ群が、漢字サーチライトめかせたハイビーム・ライトを点灯、エンジンを唸らせ、カジュアルな扇形隊列を組んで停止している。彼らは同じクランのスピード・チーム……速さに憑つかれ、夜な夜な暴走レースに明け暮れる命知らず達だ。




　しんがりチームが道路を封鎖し、怒り狂ったマッポ部隊が到着するまでの僅かな時間、彼らは束の間の解放感を味わう。己の闘争本能のまま、アスファルトに焼けるタイヤ痕を刻む。悪魔儀式めいた刹せつ那な的てき危険遊戯……だがこの光景も、マッポーのネオサイタマの夜においてはチャメシ・インシデントなのだ！




　そしてこの夜、「レース」のアトモスフィアはいつにもまして剣けん吞のんであり、一触即発めいていた。横に並ぶ二台のオートバイ。一方はボディにスイスチーズ軽量化を施す一方、危険なスパイクを所狭しと生やした戦闘的７５０ccモーターサイクル。一方はハーレーめいた剛強なツワモノだ。




　それぞれのバイクの脇には乗り手が腕を組んで立ち、互いに睨み合う。スパイクモーターサイクルの乗り手はこの暴走者クランの首領、カケルだ。裾が足首まである袖無しバッファロー革ロングコートを黒ジュドー・ウェアの上に羽織り、背中には「末法」の金糸刺繡。逞しい肉体は傷だらけだ。




　カケルの両脇には豊満な胸をひけらかすオイラン風ファッションの女が三人まとわりつき、カケルの気を引こうとしたり、敵対者に侮蔑的な視線を投げたりする。カケルは敵対者を指差した。「オイ、あンまりナメてるとよォ。首を刎はねる」




「ナメてる？　ナメてるッて？」アフロヘアーにオールドファッション・サングラスの男は薄ら笑いを浮かべた。スリムジーンズに、上半身は裸、鍛え上げられた肉体をさらし、背中には威圧的なタトゥー。「……俺たちがか？　テメェらが仕掛けてきたんだぜ」




「その『俺たち』ッてのが、ナメてんだ」カケルはハーレーを指差した。シートにはワンレングスの長髪男が座っている。瘦せており、端整な顔だが、目の周りは薬物中毒者めいたイメージの薄赤紫の隈くま取どり。男はクチャクチャとガムを嚙んでいる。




「二人乗りでやるッてのか、アア？」「だって、こいつが走って行っちまって、俺一人でここに残るの、怖いもの。ヒヒッ、ヒ！」長髪男は歯をむきだして笑った。「ボコられちまう……」「サマシャッテコラー！」周囲を囲むライダーの一人が怒声を張り上げた。長髪男は肩を竦めてみせた。「コワイもの」




「俺たちの事はいいから、テメェの心配しとけ」アフロヘアーの男は言い捨てた。「ケンカふっかけたからにはな」「アッコラー！」「チェラッコラー！」ライダー達が叫び返す。カケルは道路に横たわるモヒカンを踏みつけた。「アバーッ！」モヒカンが呻うめいた。鎖で縛られ、バイク後部に繫がれている。




「心配するのはテメェらのほうだッて事、わからねえとみえる」カケルは凄んだ。「アフロ！　テメェは首を刎ねる。そっちのガリガリ野郎は、次のレースでこのモヒカンの役だ。ミンチ重点だ」「俺はスーサイドだ。アフロじゃねえ」「俺はフィルギアだぜ……」「ナマッコラー！」「チェラッコラー！」ライダーの威嚇怒声！




「俺、あのモヒカンみたいになるのはさすがに嫌だ。頑張ろうぜ」フィルギアがスーサイドに言った。スーサイドは舌打ちした。「後ろでダラダラ茶々入れるだけの野郎が」「俺にやらせて負けるかい。今、ハイだし、そもそも、無免許だし」




「うるせッコラー！」カケルが遮った。モヒカンの顔面をスパイクブーツで踏みつけ（「アバーッ！」）、スパイクモーターサイクルにまたがった。「ゴールは次のインターチェンジだ！　前が渋滞してても関係ねえぞ……チキン野郎は首を刎ねる！」「旗、振れよ」スーサイドが凄味のある声で促した。




　ウォルルルルルルルルル！　ウォゴゴゴゴゴゴゴ！　二台のモーターサイクルが激しく震動する。扇状の後続モーターサイクル部隊もいっせいに空ぶかしを始めた。クランの旗振り役がやや前方に立ち、旗を垂直に立て……振り下ろした。ＢＡＮＧ！　誰かが天に実弾発砲した。ドウ！　二台が同時発進！




「イピィー！」フィルギアは上体を仰け反らせ、奇声を上げた。両腕をダラリと垂らすが、いかなるバランス力か、振り落とされる事はない！　ハーレーの左前方にはカケルのスパイクモーターサイクル！　「アーババババババーッ！」鎖で引きずられるモヒカンが無惨に削られてゆく！　ナムアミダブツ！




「ヘイヘイ！　ヘイヘイヘイ！」ルゴゴゴゴゴ……その後ろからライジング・タイドめいて他のモーターサイクル群が追跡を開始する！　コワイ！　まるでそれは牛追い祭りの如くもある！　現在、スーサイドらはカケルのバイクのやや後ろを行く。スピードが足りず後続車輛群に吞み込まれれば、命はあるまい！




「奇妙ストレンジな夜だ！　そう思わねえか、スーサイド」フィルギアは笑った。「すべてが奇妙ストレンジだ……道々のユーレイは息を潜め、運命の行く末に耳をそばだてているぜ……」「どっちにしたって、テメェがうるせえから聞こえやしねえよ」




　爆音と共に流れゆく暴走者達のハイビーム・ライト光……そこからやや遠く、ハイウェイの道路状況液晶表示板の上に腕組みして直立する赤黒の影が、夜風にマフラーめいた布をはためかせ、その有様を注視していた！
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　カケルはミラー越しに斜め後ろを見やった。スーサイドの二人乗りハーレーは、カケルのフルチューンド・スイスチーズド・アンド・スパイクド・モーターサイクルに、それなりにキャッチアップしてきている。だがその距離は徐々に開きつつある。当然だ。「俺のはスピードモンスターなんだ。タフガイ気取りめ」




「アツ！　アバッ！　アバッ！」そのすぐ後ろの道路に点々と血と肉の痕を残すのは、鎖に繫がれたモヒカンである。当然この見せしめ処刑行為はカケルのバイク速度の制限要因となっているが、こんなものはハンデにもなりはしない。何よりこれは、チームを統すべる者に課せられた、面メン子ツという名の義務だ。




　暴走バイク・チームを率いるのは並の行いではない。スピード狂いのオートバイ・チーム、暴力嗜好者揃いのスクーター・チーム、現金なセックスオイラン女たち。それらを引っ張るのは、力であり、知恵であり、面子である。カケルはチームに、青春を、人生を、命をかけている。




　スピードが、暴力が、セックスの供給が絶えれば、たちまちこの未成年集団は瓦解する。当然、カケルの上にはヤクザクランの顧問がついている。毎月の上納金ノルマはギリギリだ。この苦労の見返りは何だ？　高速で頭上を通り過ぎる灯火はまるでカケルの人生のメタファーだ。光りながら走り抜ける。




　既にモヒカンのもがき苦しむ声は聞こえない。死んだのだろう。モヒカンはチームをナメた。ゆえに見せしめにする必要がある。リーダーには力と非情が求められる。この処刑はカケルの資質を示すための、宗教めいた厳然たる儀式だ。定期的に必要なカンフルだ。当然、次は後ろのハーレーの連中を殺す。




　ハーレーはついてきている。カケルは舌打ちする。そうかからずに後続集団に吞まれ、バラバラになるのがオチと考えていた。「意外に踏ん張りやがる。ナメやがって」スピードを上げ、前方のカンオケ・トラックの脇を通り過ぎる。「ここだ！」カケルはテイルを振った。モヒカン鎖が鞭むちめいて跳ねた。




　ナムサン！　モヒカンの死体がさながら鎖鉄球めいてハーレーに叩きつけられんとす！　ハーレーはカケルのやや後方。横のカンオケ・トラックのせいで回避余地が少ない！　「死にくされーッ！」




「イヤーッ！」スーサイドはハーレーをウイリーさせた！　「イーヒーヒィー！　危ねえ！」長髪を後ろになびかせ、フィルギアが笑う。「お前がバランス取れよ！」スーサイドがフィルギアに叫んだ。ゴババババ！　後輪がアスファルトを焼き焦がし、巨大な車体がジャンプした！




　踏み台にされたモヒカンの死体はあわれバラバラに引き裂かれ、アスファルトに散らばって後続ライダー集団を戸惑わせる。サツバツ！　さらに、宙を飛んだハーレーは、カケルのバイクに上から襲いかかった！　「ウ、ウオオーッ!?」カケルは咄とつ嗟さにジャンプ攻撃を回避するが、車体がスピン！　「グワーッ!?」




　回転しながら横倒しになり、カケルはバイクごとガードレールに衝突！　「グワーッ！」路上に投げ出された！　「グワーッ！」「ゴールで待ってりゃいいのかい」フィルギアがハコ乗りめいて身を乗り出し、言葉を投げた。カケルはアスファルトにうつ伏せに倒れ、屈辱と苦痛に打ち震えた。




　ハーレーは再加速！　カケルを置き去りにする。後続のモーターサイクル群がカケルの周りに集結した。「ボス！」「ボス！」彼らは次々に愛車から飛び降り、カケルを助け起こす。「ボス大丈夫ですか」「ボス……マジかよ」「……！」カケルは歯を食いしばった。このままではカリスマが損なわれてしまう！




「殺す！　奴ら殺す！」カケルは吼えた。「卑怯なマネしやがって！」己のモヒカン鎖攻撃の事は棚上げだ。「卑怯……」「だよな」ライダー達が顔を見合わせる。「ボスがスピードで負けるワケねェ」「……」カケルは裏切りの気配が無いか、油断なく見渡した。「手足に鎖を巻き、東西南北に引っ張って殺す！」




「どうします」ライダーの一人がおずおずと尋ねた。「奴ら行っちまったケド……」「俺にはコネクションがある。暗殺部隊だ。俺の一声で、アゴで使える連中が集まるぜ」「暗殺部隊!?」「マジかよ……」「あ、ああ」カケルは咳き込んだ。「ああ！　そうだ！　畜生、通信機だ！　渡せ」「ハイ！」




　カケルは通信機をひったくり、秘密ＩＲＣ文字通信を行う。顧問であるカタナオカメ・ヤクザクランのシゲゴへのホットライン。「タスケテ」と密かに打ち込む。彼は屈辱に耐えた。右脚がおかしな方向に曲がっている。アバラもやられた。散々だ。ケジメもあるだろう。だが、チームは自分の王国だ。夢だ。




「奴ら終わりだぜ……」カケルはゼエゼエと息を吐く。「オイ。後ろに乗せろ」「アッハイ！」「ゴールで待ってるだァ？　確かめてやろうじゃねえか！　奴らの度胸をよ！」
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「アー……ハーハー」フィルギアは肩を揺らした。「笑える。だらしないガキども」「テメェ程じゃねえ」とスーサイド。「呆あつ気けなかったがな」「応援呼んだかな、アイツら……」フィルギアは後ろを見た。「とかくこの世は生きづらい。ただ走るだけで諍いさかいだ。怖い街だよね」「黙ってろ……あン？」スーサイドは目をすがめた。




　スーサイドのハーレーのヘッドライトが前方に停止するシルエットを照らし出した。バイクだ。乗り手が首を巡らせてスーサイドらを見ていた。トラブルか？　……違う。その人影は右手を横に伸ばし、スーサイドに向かって、手振りで「先に行け」の合図をして見せたのだ。




　スーサイドのニューロンをアドレナリンが駆けた。今の合図は挑発行為である！　そしてそのバイク！　乗り手！　ただものではない……鋭角流線的シルエットの……バイク……本当にバイクか？　そして乗り手は車体同様のクローム色、まるで映画のサイボーグ兵士を思わせ、関節各部に青いＬＥＤを光らせているのだ！




　ゴウ！　ハーレーは奇怪なクローム存在の横を走り抜けた。スーサイドのニンジャ動体視力は……然り、スーサイドはニンジャだ……通過の瞬間、この者のディテイルを捉えていた。サイボーグ兵士めいたその姿は、ニンジャアーマーの一種！　右の肩甲骨には雷神のエンブレムが焼きつけてある！




「今の奴！」スーサイドは叫んだ。「ニンジャだぞ！」「ハハハハ……暴走族の次はニンジャ……おかしな夜……奇妙ストレンジな夜だ」フィルギアは頭の後ろで両手を組んだ。その言葉はどこか瞑想的だった。「きっと色々な事が起こる……」彼はのんびりと後ろを振り返った。「来た、来た、追ってくる……ハハハハ、レースやンのか……」




　フイフイフイフイ……不吉なＵＮＩＸ音が背後から迫る。スーサイドはミラーを見た。有機的シルエットのクローム・ニンジャアーマー、あちこちに銀のライン、海めいて青いＬＥＤ。フルフェイス・ニンジャヘルムの奥の眼光もまた青い。機体にタイヤは無い。数十センチの高さで浮いているのだ！




「遊んでやがる。コイツ」スーサイドは舌打ちした。謎の乗り手は加速するハーレーの真後ろにピッタリとつき、速度をシンクロさせて、決して離れはしない！　「すっげェー」フィルギアはシート上で器用に座り直し、真後ろを向いた。顔の前で左手のひらと右拳を合わせた。「ドーモ。フィルギアです」




　フイフイフイフイ……ＬＥＤが瞬き、やや歪ひずんだ音声が返って来た。「ドーモ。フィルギア＝サン。クロームドルフィンです」




「おやァ？　話、通じる？」フィルギアは言った。「何か用？」フイフイフイ……クロームドルフィンは答えない。急カーブが来るが、謎のスカイ・バイクは全く距離を離す事は無い。「ハハッ！　イカレてる……シンピテキだ。いつまでやるんだ、このランデブーを？」




「そう長くは続かねえぞ」答えたのはクロームドルフィンではなくスーサイドだった。彼は左の合流路を見やった。鬼瓦屋根で武装したヤクザリムジンが彼らのハーレーに速度を合わせ、並走を始めた。「何が」「決まってンだろ。ゾクとやり合えば、次はヤクザだ」「ああ？　さっきの奴らの？　ハハァー……」




　ヤクザリムジンの黒塗りのウインドウが音を立てて開き、中からチャカを構えた複数の手がぬうと突き出した。「イヤーッ！」スーサイドは事前の警告無しにハーレーを旋回させた。「グワーッ！　アッハハハハ！」フィルギアは振り落とされそうになりながら笑った。




「「「「スッゾオラー！」」」」ＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭ！　チャカ・ガンが一斉に火を噴き、一瞬前までハーレーがあった空間を銃弾で満たした。「あッぶねェー……」「「「「ザッケンナコラー！」」」」ナムサン！　二台目のヤクザリムジンが接近、黒塗りのウインドウが音を立てて開き、中からチャカを構えた複数の手がぬうと突き出した。ＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭ！




　ギャルルルル！　ハーレーはアスファルトにバーンナウト痕を刻みながら中央分離帯すれすれを滑る！　「イヒヒヒヒ！　舌嚙んじまうよ、舌」「うるせえんだよ！」スーサイドが叫び返した。銃弾を躱かわしながらジグザグ走行する彼らのハーレーを、クロームドルフィンのスカイ・バイクは無雑作に追い越した。「行っちまうぞ。勿もつ体たいねえ」フィルギアが目で追った。




「イヤーッ！」ＫＲＡＡＡＳＨ！　スーサイドはハーレーをドリフトさせ、ヤクザリムジン一台目の右後部に体当たりをかけた。「「「「グワーッ！」」」」ヤクザリムジンはグリップを失い、反対側のガードレールに衝突した。ＫＡＢＯＯＯＯＭ！　燃料タンクが火を噴き、燃え上がるリムジンは黒焦げのヤクザを吐き出しながら激しくスピン、ＫＲＡ－ＴＯＯＯＯＯＭ！　後続ヤクザリムジンとぶつかり合って爆発した。




「ザッケンナコラー！」「スッゾオラー！」爆炎を飛び越え、二台のテッポダマ・ヤクザオートバイが果敢に追って来た。フルフェイス・ヘルメットにストライプ・ヤクザスーツという戦闘的な出いで立たちの乗り手は、アスファルトにカタナの切っ先を接地させ、チリチリと火花を散らした。




「頭下げなよ！」フィルギアが叫んだ。スーサイドは従い、そして急ブレーキをかけた。「ザッケンナコラー！」「スッゾオラー！」彼らの頭のすぐ上を白刃が通り過ぎた。「イヒヒヒヒ！　スリリングだ」「上等じゃねえか」スーサイドは頭を上げ、彼らを追い越した二台のバイクを睨んだ。二人のテッポダマは白刃を再び構え、振り返った。




　スーサイドはハンドルから両手を離し、テッポダマに向けた。その手の平が白く光りはじめた。「イヤーッ！」「「グワーッ!?」」手の平から放たれた白いコロイド光はテッポダマ二人を同時に捉えた。彼らは超自然の力に己の生命力を引きずり出され、痙けい攣れんしながらバイクごと転倒、アスファルトとガードレールに跳ね返って、後方の闇に吞まれた。ナムアミダブツ！　恐るべきソウル・アブソープション・ジツである！




「行っちまった」スーサイドの後ろでフィルギアが呟いた。「まだ言ってンのか？　しつこいぞ」とスーサイド。「イカれ野郎はテメェ一人で沢山だ」「いやあ……都市伝説をこの目で、ッて感じじゃない……」「たまには素面しらふに戻ってみろよ。まだ……ちッ」スーサイドは舌打ちした。「ワドルナッケングラー！」ヤクザクラクション轟音が後方の闇を引き裂き、凶悪なデコレーションを施されたヤクザトラックが追いかけて来た。




「次のヤクザだ！　クソが！」「なら急ぎなよ」フィルギアは他人事めいて言った。ＢＯＯＯＭ！　ヤクザトラックは無数のクローム・チューブから炎を噴き、その巨体から信じられぬ加速力を引き出す。これでスーサイドらをバイクごと轢ひき殺ころそうというのか！　「急げ！　急げ！」フィルギアは笑い、ヤクザトラックのハイビームに眉をしかめる。「轢かれたら死ぬぜ！」




「ンなこたァわかってる……」スーサイドは前方を睨んだ。その表情が変わった。「この先インタチェンジ近さ」と書かれた電光標識の上に直立する影と目が合った。その者はマーブル迷彩のフード付きニンジャ装しよう束ぞくを着たニンジャであり……彼の知己であった。「ああ。選手交代」スーサイドは呟いた。ハーレーは電光標識の下を走り抜けた。




「イヤーッ！」入れ違いに、電光標識からマーブル迷彩のニンジャが飛び降りた。「ザッケンナコラー！」殺人ヤクザトラックのヤクザクラクションが再び鳴らされる。マーブル迷彩のニンジャは殺人ヤクザトラックのルーフ部に落下した。彼はカワラ割りの形の拳を振り下ろした……ＺＺＺＺＺＭ！　その拳はルーフの鉄板を打ち割り、捻じ曲げ、運転席まで抉えぐり込こみ、「アバーッ！」運転ヤクザの脳天を破砕し、腰まで引き裂いた。




「アイエエエエ！」助手席ヤクザはいきなり天から襲い来たった死に極度の衝撃を受け、白目を剝いて失禁した。「イヤーッ！」「アバーッ！」助手席ヤクザは助手席ドアもろともにトラックから路上へ蹴り出され、バウンドして見えなくなった。マーブル迷彩のニンジャは凄惨な車内に眉一つ動かさず、運転コントロールを奪取すると、アクセルを踏んで、前方のスーサイド達の横に並んだ。




「ドーモ。ルイナー＝サン」フィルギアがおどけた調子でアイサツした。「奇遇だね」「連絡が無かったんでな」ルイナーは割れたドアガラスから彼らを見下ろした。「派手に暴れたな？」「お前、ナイスタイミングだったよ。実際ひでえケンカふっかけられちまって……それにお前、見たか？　クロームシルバーの、すげえバイク」「いいや」ルイナーは首を振った。




「拘こだわってんだよ。さっきから、こいつ」スーサイドが補足した。フィルギアは負けずに、「お前も見たンだろ？　スーサイド＝サンよォ。不安になるじゃねえか」「ああ、見た、見たさ、けどよ……」「スピードの化け物だったろ！　たまらねえ！　ヒヒヒヒヒ！」彼は笑い出した。それから不意に思い出し、ルイナーを再び見た。「そのトラック、そのまま乗って帰る？」「いいや」ルイナーは首を振った。
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　数分後、爆音とともにその場へ到達した、カケル率いるワンダリングマンモス・レンゴウは、爆発炎上するヤクザリムジン、ヤクザの死体、散乱する武器と銃弾、乗り捨てられたヤクザトラックを前に、ただただ呆然とするほか無かった。「リーダー、これって」「死体！　死体がいっぱいだ！　ヤクザの！」ライダーが叫んだ。




「見りゃわかる」青ざめた顔のカケルは呟いた。愛車を失った彼は部下のバイクにタンデムしている。遠くからマッポ・サイレンが聞こえてくる。カケルは判断を迫られた。あれこれ悩んでいる暇は無い。決断し、メンバーに示しをつけねば！　カケルは集団を振り返った。「テメェら！　ビビってんじゃねえ！」「……ハイ！」ライダー達が応えた。




　カケルは勢いづいた。「俺について来い！　ついて来ない奴らは殺す！　このヤクザどもみてェにだ！」ライダー達がざわついた。「マジかよ。これも……カケル＝サンが……？」「凄過ぎる」「決断的だ」カケルは集団を睨み渡し、ひそかに安堵した。反逆の芽は無い。だが、次の言葉を待っている。もう一押しか。カケルの額には脂汗が浮き、鼓動も激しくなっている。脚が折れているせいもある。




（（（ヤクザの死体……要請した暗殺部隊か？　まさか、俺のせいになったりするのか？　これから俺はどうなる？）））「でも、でもよォ」ライダーの一人がおずおずと問う。「何かよくわかんねェ事ばっかりでよォ……だって、最初、チームをナメた奴らとレースして……そんでよォ、なんか、うまくのみこめねェっていうか、俺」ＢＬＡＭ！　「アバーッ！」「他に質問あるかお前ら」カケルはヤクザガンをリロードした。




「質問あるかッつッてんだよ！　ア？」「……」ライダー達は顔面蒼白でリーダーのカケルを凝視していた。「ハンパネエ」誰かが呟いた。ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　カケルは夜空へヤクザガンを向け、繰り返し発砲した。「テメェら！　ウチが半端なチームじゃねえッて事、思い出す必要があるようだなァ！」




「カケル＝サン……キ、キング！」「キング……」「キングだよ！」「カケル＝サン！」「カケル＝サン！」「ワオオーッ！」ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　カケルは天へ繰り返し発砲した。「メチャクチャやるぜお前ら！　祭りだお前ら！　ふざけんじゃねえ！」「ワオオオーッ！」
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　エンガワ・ストリートのとある廃ビル屋上に、悪意の空中庭園が存在する。ここに集められたオブジェクトはボンサイやバンブーではなく、布や錆びた金属やプラスチック・スクラップだ。酸性雨除けの天蓋シートの下、張り渡されたケーブルに旗やショドーが吊り下がり、電飾看板、廃バス、雨除けのテント、ソファ、人体模型、ワータヌキ像が無秩序に並べられている。




　一見それは不法投棄の現場めいてもいたが、十三階建てのビル屋上にそのような事をする者もおるまい。そして注意深い者であれば、ケオスの中の、ある種の秩序……至極快適そうなソファや、ショーギやカード類の配置、冷蔵庫やテレビモニタに電気が通っている事などに気付いただろう。




　日はまだ上がらない。霧雨の音が微かに聞こえる夜明け前だった。この屋上庭園にエントリーしてきた者がある。大柄な男だった。フード付きの装束を着、闇の中に風変わりな金の瞳を光らせて。その者は殆ほとんど無雑作に、屋上の縁のフェンスをひょいと乗り越えて来た。このビルは十三階建てだ。腕先から垂れていた捻じれたワイヤー状のものが収縮し、袖の中に消えた。




「……」男はソファに視線を投げた。「おい」そして声を発した。殺気を帯びた声であった。ちょうどその時、ビルのすぐ側をコケシツェッペリンが通過。広告サーチライトがこの屋上庭園を撫ぜた。ソファには人影があった。先客が。その者は座ったまま見返した。赤黒と、金。恐るべき眼光がぶつかり合った。




「何だ。テメェは」「邪魔させてもらっている」ソファの影は立ち上がり、先手を打ってアイサツした。「ドーモ。ニンジャスレイヤーです」「……ドーモ」金色の目の男はアイサツを返した。その殺気が十倍にも膨れ上がった。「アナイアレイターです」




　ピシィ……！　鉄条網がアナイアレイターの腕の周囲を跳ねる音が、明け方近い空気を裂く。金色の瞳の光の強さが増し、ニンジャスレイヤーを射抜くかと思われる。だが赤黒の死神はこの攻撃的凝視に怯ひるむことはない。「そこで何してやがる」アナイアレイターは言った。「そこは……俺のソファだ……クソ野郎！」




「当然、用があって参上した」ニンジャスレイヤーは言った。そして話し……「イヤーッ！」アナイアレイターの拳が側頭部を狙う！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーの首がアナイアレイターの拳の圧でちぎれ飛んだ……かに思われた。大振りのフックをニンジャスレイヤーはわずかな上半身の動きで躱していた。「イヤーッ！」彼は勢い余ったアナイアレイターの足首を爪先で刈った。「グワーッ！」




　アナイアレイターの身体が上下逆さになり、叩きつけられかかる。アナイアレイターは手をつき、「イヤーッ！」強引に側転して間合いを取った。「殺す……ぞ！」前屈みになり、歯を剝き出しにした凶悪な形ぎよう相そうを、顔の横から滲み出た鉄条網が覆い、凶悪なメンポを形作る。鉄条網は足元からも幾筋も生え、床に枝葉を拡げ始めた。ニンジャスレイヤーはジュー・ジツを構える。




　アナイアレイターは俯うつむき、唸る。「汝……下賤な……我こそは……」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは跳んだ。鞭めいて繰り出された鉄条網が赤黒の影を追う！　「我コソハ！　フマー・ニンジャ！　ナリ！　畏レヨ！」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはバックフリップを繰り出し、テレビモニタの後ろに着地する。ＺＡＮＫＺＡＮＫ！　鉄条網がモニタに巻き付き、そのままニンジャスレイヤーに襲い掛かった。




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは連続で側転し、さらに間合いを取る。鉄条網が追う！　「フォハハハハハ！　逃げるばかりの鼠めが！　我に挑もうなどとおこがましさの極み！　フォハハハハハハ！」「イヤーッ！　イヤーッ！　イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはスリケンを連続投とう擲てき、調度を破壊しながら襲い来る鉄条網の先端に繰り返しスリケンをぶつけて砕いてゆく。




（（（フジキド。あれは実際、紛れもなきフマー・ニンジャ。こざかしきニンジャ六騎士……キンボシぞ）））ニンジャスレイヤーのニューロンがざわつき、内なるナラク・ニンジャの声が響く。（（（グググ……しかしなんとブザマな事か……あれでは早晩、己の力に押し潰されよう。憑ひよう依い相手を選べぬ理ことわりはまこと残酷よのう……好機だフジキド……仕留めるのは容易いぞ！）））




「イヤーッ！　イヤーッ！　イヤーッ！　イヤーッ！」「フォハハハハハ！　ハハハハハハハハ！」アナイアレイターは装束の内から無尽蔵に鉄条網を放出する！　「フォハハハハハハハハ……」「イヤーッ！」「グワーッ！」無警戒角度からのアンブッシュ攻撃がアナイアレイターをとらえた。アナイアレイターはうつ伏せに倒れる。起き上がろうとするのを、その者は背中から押さえつけた。




「おのれ！　我はフマー・ニンジャ……！」アナイアレイターはもがいた。「うるせえぞ」アフロヘアーの青年は取り合わず、抑制を強める。白い光がアナイアレイターの背中から青年の身体へ流れ込み、徐々にアナイアレイターの動きが鈍くなってゆく。それと共に、暴れ狂う鉄条網が痙攣しながら萎しなび、崩れ落ちていった。「ここをブッ壊す気か。テメェ一人で後始末できンのか？」




「我は……フマー……ニンジャ……」「押さえときな」別の声が降って来た。ニンジャスレイヤーは飛びさがった。一羽のフクロウが飛び来たったと思うと、それは瞬時に瘦せた男に姿を変じた。長い黒髪、サングラスをかけ、臙えん脂じ色いろのシャツの袖口に退廃的な紐があしらわれている。一瞬かつあまりに自然の変身であった。




「ドーモ。ニンジャスレイヤー＝サン。フィルギアです。俺たちはサークル・シマナガシ」瘦せた男はアイサツした。オジギ終了からコンマ二秒、フィルギアはコロナビールの瓶を投げた。「イヤーッ！」ＫＲＡＳＨ！　ニンジャスレイヤーは瓶をスリケンで破砕。白い泡飛沫が飛び散る。フィルギアは既に二本目の瓶をニンジャスレイヤーめがけ放っていた。




「何のつもりだ」ニンジャスレイヤーはコロナを受け止めた。ニンジャ動体視力により、この瓶が無害物である事を見て取ったのである。（（（フジキド。注意せよ）））ナラクが呻いた。（（（こ奴……ニンジャソウルではない）））（どういう事だ）（（（ニンジャそのものよ！　油断すべからず！）））（ニンジャそのもの？）憑依体ではないという事か。つまりそれは……。（（（とにかく殺すのだ！）））




「イヤーッ！」さらに一人！　ニンジャスレイヤーの背後に別のニンジャが飛び来たった。これで、ニンジャスレイヤーの周囲にはニンジャが計四人！　「そいつはルイナー」フィルギアは新あら手てを指さし、紹介した。それからアフロヘアーの青年を示し、「こっちはスーサイド」




「……」ニンジャスレイヤーはどの者に最初に攻撃をしかけるべきかを検討する。しかしフィルギアはやおら三つ目のコロナ瓶を取り、親指ひとつで栓を抜いたのである。彼はニンジャスレイヤーをじっと見ながら、ビールを呷あおった。




「休戦と友好の盃だよ。受け取ってくれねえかな」フィルギアは笑顔を見せた。「ウチのアナイアレイターもシツレイしちまったかな。悪いなァ……（「グワーッ！」暴れるアナイアレイターと、押さえつけるスーサイドを横目で見た）。「だけどダメだ、お前らみたいな奴ら同士が短絡しちまったら……お互い、殺り合うならもっと事前の覚悟が要るんだッて……ナラク・ニンジャとフマー・ニンジャはさ」




「ナラクと言ったか！」ニンジャスレイヤーはフィルギアを睨んだ。その目が赤黒く燃え上がる。コロナ瓶がニンジャ握力で割れ砕け、泡と液体が零れ落ちた。「オヌシはナラクの何を知る！」「それ、本題じゃないよ」フィルギアは肩をすくめた。「まずアンタがここに何しに来たかを話すところからだろ。お客さん……」




「イヤーッ！」「グワーッ！」スーサイドはアナイアレイターの顔面を床に叩きつけ、舌打ちして、椅子にかけた。彼の定位置だ。アナイアレイターはフラつきながら起き上がり、スーサイドを睨んだ。ルイナーは背後でカラテ警戒を続ける。「……一ヶ月前。若い男女がニンジャに殺された。惨殺だ」ニンジャスレイヤーは言い、チャブ・テーブルに持参した楔形のスリケンを突き立てた。「このスリケンでな」




　ニンジャスレイヤーは彼らを見渡した。「男はルート８０８をバイクで走行中に襲われた。同時刻に暴走族の路上占拠が確認されている。今夜のように」「ヌウーッ！」アナイアレイターが床を殴りつけ、起き上がった。「……で、テメェ、何だ？　それが俺らの仕業だッてのか？」




　ニンジャスレイヤーは動じず続けた。「ニンジャが彼らを殺した」「くだらねえ」スーサイドが吐き捨てた。「ンな事をして、俺らに何の得がある」「先程まで、オヌシは暴走族やヤクザ相手に、機嫌よく立ち回っておったようだが」「あれは奴らが仕掛けて来たンだ」スーサイドは身を乗り出した。「つうか……何だ？　コソコソ見てたのか？　監視屋か？　テメェ」




「スリケン・マニアのニンポ野郎なんて、幾らでもいると思うがね」フィルギアは食ってかかろうとするスーサイドを目で制し、話を引き継いだ。ニンジャスレイヤーは低く言った。「このスリケンと現場のソウル痕跡をあらった。間違いなく、ニンジャの仕業だ」




「ベラッベラベラッベラ、他人のホームでナメやがってこの野郎……」アナイアレイターが踏み出した。フィルギアは飲みかけのコロナをアナイアレイターに押し付け、出鼻をくじいた。「チュース！　プロースト！　カンパイ！　おい、頼むよ。コロナまだあるか？」「ある」ルイナーが冷蔵庫から追加の瓶を取り出した。「ニンジャスレイヤー＝サンに」ニンジャスレイヤーはルイナーの差し出す瓶を受け取った。




「いいぞ！　今度こそ割るなよな」「……」「で、結論から言うと、俺ら、無関係」フィルギアが言った。「気ままに暮らしてんだよ。アリとキリギリスのキリギリスみたいにさ。マッポーカリプスを、ダラダラ待ってる。それだけだよ……」コロナを呷り、「だがまァ、俺らに説得材料が乏しいのもワカル。ヨタモノの寄せ集めッて言われても言い返せやしない」「アア？」アナイアレイターがフィルギアに声を荒らげる。




「そこで俺に提案がある！」フィルギアは言った。「俺がアンタについていく。ニンジャスレイヤー＝サン」「何？」「何言ってんだ、テメェ！」ニンジャスレイヤーとアナイアレイターはフィルギアを凝視し、スーサイドとルイナーは互いに目を見かわした。「まあ聞けッて！」フィルギアが両手を広げた。




「殺ッちまえば話は早い！」アナイアレイターが拳を固めた。鉄条網がシュルシュルと音たてて渦巻く。フィルギアはアナイアレイターの肩を抱いた。「同じこと言わせるな。しつこいぜ」そしてニンジャスレイヤーを見た。「一緒に犯人を見つけりゃ、俺らの潔白が証明できるだろ。な？」




「……」「あのさ、ニンジャスレイヤー＝サン」フィルギアは低く言った。「好き勝手暴れるのと、気ままに暮らすのは違う、似てるが、違う。な？　俺らは後者で……逆にさ、ニンジャスレイヤー＝サン……アンタのスタンス、共感はしないにせよ、理解はするよ。だけどな……ニンジャであるただそれだけで死ねッてなら……あるいは地下で己を鞭打ち続けろッてなら……やりあうしかねえ」




　ルイナーの爪先が床を捩じり、アナイアレイターの瞳が光り、スーサイドは椅子から立ち上がった。ニンジャスレイヤーとフィルギアは睨み合った。空気が震えるほどに張りつめた、長い数秒間だった。




　やがてフィルギアは肩をすくめる。「昔はどうあれ、今のアンタは、俺らを問答無用で殺すべきニンジャだとは考えねえよ。なあ……カンパイしてくれ」フィルギアは真顔になり、ニンジャスレイヤーを見た。やがて、ニンジャスレイヤーは頷いた。「よかろう」そしてコロナの蓋を撥ね飛ばした。




「さすがだぜ。話がわかる」フィルギアは歯を見せて笑った。そしてアナイアレイターの首を揺さぶる。「ホラ、お前も」「チィー……」アナイアレイターは眉み間けんに血管を浮き上がらせ、ニンジャスレイヤーを睨んだまま、彼の瓶と自分の瓶を打ち合わせた。「クソ野郎」睨んだまま飲み干した。




「……それじゃ善は急げだ。俺がいない間、こいつを頼むぜ、スーサイド＝サン」フィルギアはアナイアレイターから離れた。スーサイドは肩をすくめた。「いつもだろ」「ニンジャスレイヤー＝サン、一度アンタと話してみたかったぜ、俺は」フィルギアは呟き、次の瞬間にはフクロウに変身していた。




「俺は気ままに暮らしたい。それだけさ。だから信用してくれていい……本当だぜ」フクロウは人語を話す。羽ばたき、ニンジャスレイヤーの肩に乗った。「そンなら、さっさと行け。気まぐれ野郎」アナイアレイターが苛立たしげに言った。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは跳び、屋上を去った。




[image: ]




　ドルドルドルドル……ボボルボルボボボルルルル……「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」「た、助けアバーッ！」「スッゾコラー！」「アバーッ！」ＫＡＢＯＯＯＭ！　「アバーッ！」「キング！」「キング！」「キング！」




「やれーッ！」「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」「キング！」「キング！」夜空に掲げた大漁旗の先端には、ナムアミダブツ！　松明たいまつめいて燃え盛る死体！　油をかけて焼いたのだ！　「キング……」側近ライダーが不安げに振り返る……前輪が二つある悪魔じみた改造チョッパーバイクにまたがるカケルを！




「ナメられたらよォ……ナメられたらお終いなんだよ……」カケルは側近を睨み返した。食いしばった歯の隙間から泡がこぼれる。「そうッスよね！」側近は慌てて頷き、前に向き直った。「キング！　キング！」ライダー達の狂おしい叫びには恐怖が満ちている。彼らの首領への恐怖？　未来への恐怖？




「戦争だよお前ら」カケルは言った。「戦争するしかねえよ。死ぬまで戦争だよ」爆音にかき消され、それを聞いた者は実際いないだろう。串刺しにされて燃え上がるのは、カケルをケジメさせに現れたカタナオカメ・ヤクザクランの者たちであった。




　昨晩、カタナオカメ・ヤクザクランの顧問シゲゴを含む揉め事対応部隊は、現場到着後に全員死んだ。クランはこれを重く見、事の発端であるカケルに責任を帰し、とにかくケジメさせようとした。面子のためだ。ヤクザは面子とソンケイを崇拝する呪術的氏族社会を形成している。ケジメとは社会を回す潤滑油なのだ。




　カケルはしかし、それを受け入れなかった。脚の骨折ギプスに極彩色の見返り美人をペイントし、死亡したライダーのバイク二台を無理やり溶接合体させたものを新たな乗り物とした彼は、既に「ヤル気」だった。カケルは部下を使ってケジメ部隊を取り囲み、容赦無く警棒で叩いて殺させた。




「だってしょうがねえよ……だってしょうがねえジャンよ」カケルは俯き、ブツブツと呟いた。「キング！　キング！」ライダー達は必死で声を揃える。カケルは顔を上げた。「やるしかねえんだよ！　俺らの人生はよォ、スピードだよ！　ブッダスピードなんだよ！」「キング！　キング！　キング！」




　２　ターン・アラウンド




　巨大環状道路であるルート８０８には三つのバイクチームが存在する。ジャージーデビル・レンゴウ、キマリテ・レンゴウ、そしてワンダリングマンモス・レンゴウだ。彼らは長い抗争の果てに協定を結び、日時を切り分け、週ごとに持ち回りで暴走行為を行うに至った。




「当然アンタもその辺の事は調べたうえでの話だろうけどね……」フィルギアは店主が差し出すソバを受け取った。ニンジャスレイヤーと彼は深夜屋台街の一角、「辛味かけ放題」と書かれたノレンのソバ屋台にいた。深夜であるにも関わらず、通りを忙せわしく行き交う人々、編笠、コート、ネオン傘。




　今のニンジャスレイヤーはトレンチコートとハンチングを身につけ、市民達に無理なく溶け込んでいる。フィルギアも人間の姿だ。雑踏が、かえって彼らを不可視にする。「で、確かに俺らの活動範囲は、ルート８０８も含んでる」「そうだ」ニンジャスレイヤーは頷いた。「二人が死んだ時期だ」




「三つのレンゴウはうまくやってて、最近は抗争も起こしてない。まして、バックのヤクザや……ニンジャが出てくるような……そんなのは」「そうだ」ニンジャスレイヤーは頷いた。「そうなると、暴れてるとしたら、疑うべきは俺らシマナガシ……うん……イイ線ついてる」フィルギアは辛味を繰り返しドンブリに投げ入れた。




「でも、残念だけど俺らじゃない」フィルギアは辛味を入れ続ける。「楽しく暮らしたいンだよ、俺はね……多分、他の連中もね。カタギをいたぶっても、つまらない……で、死んだ奴、名前何だっけね……そいつ、何してたって？」




「ケンザ・キシオミ」ニンジャスレイヤーは卓上に写真を何枚か置いた。「モママ銀行のサラリマンだ」「銀行！　ヘェー！　銀行！」フィルギアは赤いスープをグルグルとかき混ぜた。「ヒッデェ死に方したんだね……」手と脚の写真を見て薄笑いを浮かべる。




「ルート８０８を走行中に、そうなった」ニンジャスレイヤーはソバをすする。「同じ頃、その婚約者も殺された。帰宅途中にな」「念入りだね……」フィルギアも自分のドンブリに手をつける。「銀行員ねえ……」「……」ニンジャスレイヤーはフィルギアを見た。フィルギアは黙々と食べた。




　ヨイトコロー……。ソバをすする二人の後ろでは、空をゆっくりと飛ぶコケシツェッペリンの広告ホログラム映像が、喧やかましい宣伝ソングとともに、温泉に浸かるゲイシャの背中を流している。「アンタとは一度こうして会ってみたかったンだ。マジにな」フィルギアは言った。




「犯人探しってのはいい機会だ。こんな時でもなけりゃ、アンタと話す機会もない……」卓に肘をつき、ニヤニヤ笑いながらニンジャスレイヤーを見た。「俺は、ほら、メッセンジャーだからね……」「……」ニンジャスレイヤーは眉根を寄せ、この男の発言意図をはかる。




「前からアンタの事、結構気にしてたンだぜ」フィルギアは言った。「アンタのその、ナラク・ニンジャの事さ」背を向けてバイオネギを刻んでいたソバ店主がビクリとして振り返った。ニンジャスレイヤーの一瞬の殺気を本能的に恐れたのだ。だがニンジャスレイヤーは抑えた。店主は作業に戻った。




「そうそう、それ、よく抑えてるからさ……よかったなッて。ドラゴン＝センセイの教えが効いてきたかい？　少し前までのアンタは、接触するにも、ちょっとね、ヒヒッ」フィルギアは笑った。ニンジャスレイヤーは睨んだまま、声を潜めた。「ナラクの何を知る」「そう、その話だよ」真顔で見返した。「昔みたいにメチャクチャやられたら、困っちまうから」




「昔？」「知ってるか……ニンジャスレイヤーは過去にも何度か現れた」フィルギアは言った。「アンタの事じゃない……別のニンジャスレイヤーがさ。もっと昔……もっともっと昔……もっともっと、もっと大昔に。アンタ、どこまで知ってる」




「……」「そうか。何も知らねえか」「……」「信じないか？　こんなところで話すんじゃなく、かしこまったシュラインとか、洞窟とかが良かった？　俺がもっと……もっとミスティックな髭の爺さんでさ……『汝に啓示を』……ヒヒヒヒ、悪い、笑えねえよな、そうだなァ」




「いや……」ニンジャスレイヤーはチャに手を伸ばした。「話を聞こう」「その方がいい」フィルギアは頷いた。「俺の事は邪険にしちゃいけない」ニンジャスレイヤーは一息にチャを飲み干した。「なぜオヌシはそれを知る」「当然、俺が大昔のニンジャだからだ」フィルギアは真顔で言った。




「そりゃあもう、大昔の話になるワケ……俺が寝て起きる前の話さ。まあその大昔の事だよ。フリークアウトしたのさ、罪人が。罪人といっても、定命者モータルだな。ニンジャの連中からしてみりゃ、取るに足らない存在で、俺もそいつの元の名前や顔なんか、知らないよ」




「そいつは暴れ狂って、いっぱいニンジャを、モータルを、殺した。殺しまくった。ヒヒッ……当時の俺の妹と恋人も死んだ」フィルギアは目を細め、囁いた。「アンタのせいじゃない……オヤジ、ホット・サケをくれよ」「ハイヨロコンデー」




　フィルギアはトックリからオチョコにサケを注いだ。ニンジャスレイヤーにも。彼はオチョコを受け取った。「大事件だぜ……災害みたいなものさ。いや、獣かな……で、その罪人を地の果てまで追い、仕留めたのが、ヤマト・ニンジャ」フィルギアは目を閉じた。「彼の槍。『ヤリ・オブ・ザ・ハント』」




「ヤマト・ニンジャの凱がい旋せん。心底ホッとしたね。だって、ワケのわからない不条理だ……ニンジャでもない、只の人間がだぜ……最終的にヤマト・ニンジャの手をもってして、ようやく……ワケのわからない不条理……オヤジ、サケを」「ハイヨロコンデー」




「ヤマト・ニンジャのしめやかな帰還……凱旋は、色々あって、侘わびしいものだった……侘しいものさ……ま、奴の話はそれくらいでいい。俺も色々あってね……その後、逃げて、寝て、起きた……いつだ、その次は。起きてみて驚いた。記録にさ……一度じゃない……その後もナラク……記録がな。サケを」




「ハイヨロコンデー」「なァ、アンタはさァ、お前、どうやってるんだ？　それェ」フィルギアはサケを呷り、「どうやって……お前どうやって、そうしてる？」「どうやって、とは？」「ナラクはさァ、現れるたび、それこそ、まるで台風や竜巻みたいなものでさァ……お前はどうやってるんだァ……」




「やめておけ」「話はまだだッて……サケェ」ニンジャスレイヤーは店主に目配せし、おかわりを止めた。フィルギアは空のトックリをオチョコに傾け、「……お前、ナラクの何を知ってる？　せっかくコントロールできてる……勿体無いぜ……昔のニンジャスレイヤー達のようになっちまわないように……」




「いずれナラクが俺を殺し、災害と化すと？」「可能性の話……」フィルギアは薄ら笑いを浮かべ、「おっかなくてしょうがない……いずれ、ちゃんとしてくれねえと……真実を……俺やアンタの知らない真実……ナラクが何なのか…どうやって生まれたのか……ちゃんとしてくれねえと……ヒヒッ……」
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「銀行員か」ニンジャスレイヤーは呟いた。路地を歩く彼の腕に縄めいて巻きつくのは、ナムサン！　蛇である！　しかも蛇は口を動かし、人語を発した！　変身したフィルギアなのだ……！　「そう……銀行員……銀行員。アンタも気になるだろォ」「もう一度洗い直すとするか」「それがいい、それがいい」




　彼らはやがて庁舎前の噴水に差し掛かる。ニンジャスレイヤーは腕を振り、蛇を水の中に投げ込んだ。「ハハーッ！　ハハハハハ！」笑いながら水中でのたうつ蛇は、突如コヨーテに変身した。「イッヒヒヒヒヒ！」コヨーテは不気味に笑って噴水から這い出すと、ブルブルと水を散らした。「ヒヒヒヒ！」




　コヨーテはニンジャスレイヤーを見上げた。「イヤァ、悪いなァ、助かった、冴える、頭が冴えたぜ、ハハハハ」「被害者をもう一度調べる」ニンジャスレイヤーは言った。「ウシミツ・アワーのルート８０８を銀行員がバイクで、何の目的で。……洗い直す」「そうそう。イイ線ついてる」




　空は白み始めている。道の端の粗大ゴミの陰からバイオネズミが飛び出し、路地裏へ駆け去った。歩くニンジャスレイヤーの後をコヨーテがついてゆく。「段々わかってきたと思うが、サークル・シマナガシは、陰謀とは無縁なんだ」歩きながら、コヨーテがヘラヘラと主張した。「信じてくれてイイぜ……」
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#NJMRDR:ycnan:モママ銀行、過去二年の社員情報を参照。




#NJMRDR:ycnan:ケンザ・キシオミ。




#NJMRDR:ycnan:改かい竄ざんによる名前の追加・急きゆう拵ごしらえ？　不自然さ。




#NJMRDR:ycnan:実態無しと結論。
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「ワドルナッケングラー！」「ソマシャッテコラー！」「スッゾオラー！」「アイエエエエ！」ＫＲＡＡＡＡＳＨ！　「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」「キング！　キング！」「チェラッコラー！」「キング！　キング！」「殺れ。テメェラのスピード見せろ」「ワアアーッ！」「助け、アバーッ！」




「やれーッ！」「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」「キング！」「キング！」夜空に掲げた大漁旗の先端には、ナムアミダブツ！　松明めいて燃え盛る死体！　油をかけて焼いたのだ！　「キング……」側近ライダーが不安げに振り返る……前輪が二つある悪魔じみた改造チョッパーバイクにまたがるカケルを！




「戦争だ。戦争だよ」カケルはブツブツと呟いた。松明めいて焼かれるジャージーデビル・レンゴウの哀れなスクーターチーム隊長。その炎がカケルの彫像めいた無表情をジゴクめいて照らす。カケルはチームを睨み渡した。「スピード！　見してみろ！」「キングーッ！」ライダー達が雄お叫たけびを上げる！




「狂ってる！」「助け……」「ザッケンナコラー！」「スッゾオラー！」「アイエエエ！」武田信玄騎士軍団のランス突撃めいた怒ど濤とうの勢いで襲いかかるワンダリングマンモス・レンゴウの鬼気を後ろに、ジャージーデビル・レンゴウのライダー達は潰走のていで逃げ惑った。「しねーッ！」「アイエエエ！」




「ワアアーッ！」「アバーッ！」ライダーの鎌バットが哀れなジャージーデビル・レンゴウの潰走スクーターチーム構成員のヘルメット後頭部を貫通殺！　「殺れ！　どんどん殺れ！　スピード見してみろ！」「キング！　キングーッ！」「アイエエエエ！」ナムサン！　まるでバッファロー密猟虐殺の風景だ！




「助けてよォ……」バイクを転がり落ちた哀れなジャージーデビル・レンゴウのスクーターチーム構成員の一人がアスファルトを這い、命乞いした。「協定……あるのにナンデ」「……」ライダー達を恐怖によって追い立て、送りだしたカケルは、凶悪改造バイクの上から彼を見下ろした。「スピードだよ」




　そう、協定だ……ルート８０８を根城にする三つのバイクチームは、過去の抗争の果てに協定を打ち立て、週ごとのシフト制の暴走行為に落ち着いた。この夜、ワンダリングマンモス・レンゴウは突如この協定を反ほ故ごにし、ジャージーデビル・レンゴウに襲いかかったのだ。




　カケルは視界前方をキラキラちらつく宝石めいた色彩を眺めた。彼の暴走バイクチームのバックライトだ。「綺麗だな」カケルは独り、呟いた。「アイエエ……」這いつくばる男が震えた。カケルは凶悪改造バイクをフルスロットルした。ゴバババババ！　男を置き去りに、火の痕を残して、カケルは発進した。




　数秒間の暴力的ロケット加速を用いたカケルはすぐに前方集団に追いつく。道路脇では無惨な暴力行為が展開している。羊の群れに襲いかかった狼達だ。ライダー達はカケルへの恐怖に駆りたてられ、がむしゃらに敵に牙を剝く。（（（そうだ。どいつもこいつも狼になるんだ）））カケルは前方を睨む。




　前方に、襲撃から逃れるジャージーデビル・レンゴウのボスの後ろ姿。シメヤマだ。奴のマシンは速い。だが、やってやる。カケルは自らの凶悪改造バイクをさらに加速させた。「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！　逃げてみろや！」ルゴゴゴゴ！




　乱闘集団を後ろに、カケルとシメヤマは飛び出す。シメヤマは追いすがるカケルを何度も振り返った。左カーブ！　カケルは無謀ともいえる速度で切り込んだ。「ウオオーッ！」ＫＲＡＡＡＳＨ！　斜め後ろからシメヤマのバイクをガードレールにプレス！　シメヤマは転倒をまぬがれたが、これは最悪死ぬ！




「ザ、ザッケンナコラー！」シメヤマは隠し持った鉄パイプを取り出し、カケルを殴りつけた。「グワーッ！」側頭部を直撃！　カケルはひるみながらも、なおもガードレールにシメヤマの車体を押しつけるようにした。「テメッコラー！　協定破りオラー!?」シメヤマが罵ののしった。カケルは睨み返した。




「何が協定だ……何がシフト制だ……ザッケンナコラー……」「テメェ、顧問黙ってネェぞ！　ヤクザ裁判だテメェ！」「カーッ！」カケルは唸った。「くだらねえんだよそんなもん……スピードだよ。ブッちぎるんだよ！」「く、狂……」「死ねーッ！」さらなる体当たり!?　……その時だ！




　それは……ナムサン！　中央分離帯を隔てた対向車線！　何かが跳躍し、こちら側へ躍り込んで来たのだ！　「……な……」道路灯を反射するクロームの謎のバイクを、カケルは垣間見た。それはドリフトしながら着地し、後方へ消え……消えない。恐るべき加速で、カケルとシメヤマを追跡し始めたのだ。




　フイフイフイフイ……奇妙な走行音が迫る。カケルはミラー越しに、タイヤの無い不可思議な鋭角流線形の車体を見た。そしてその乗り手……ライダースーツは車体同様のクローム色とシルバーのツートーン……不気味なＬＥＤライト……「死神!?」カケルは呟いた。「……俺を連れに来たかよ！」




　そう、それはまるで、ライダー達に共有される都市伝説……路上レースを繰り広げる者達のもとへ現れ、負けた者の首を刈って、ジゴクへ連れて行くという……まるでその死神伝説が現実になったかのようだ。フイフイフイフイ、クロームの車体はもはや真後ろ！




　フイフイフイ……「何だよあれはッ！」シメヤマが思わずカケルに問うた。「ウオ……ウオオーッ！」カケルは雄叫びをあげ、ロケット加速装置を点火！　「アーッ！」狼狽したシメヤマがグリップを失い、スピン転倒！　するとクロームの車体はイルカめいて跳ね上がり、これを飛び越した！




　クロームのライダーは事も無げにカケルの真横に着地！　並走！　「アアアアーッ！」カケルは叫ぶ。タコメーター！　もう限界だ！　……と、鋭角流線形のフルフェイスヘルメットがカケルを見、親指で死刑宣告めいたグッドバイの仕草をした。「アアアアーッ!?」クロームのライダーは無情に加速！　引き離す！




「ウオオオーッ！　ウオオオーッ！　ウオ、ウオオオーッ！」カケルは遠ざかるクロームのライダーに向かって繰り返し吼えた。鋭角流線形のシルエットが闇に溶けた。上り下る山なりの勾こう配ばい……そして急な右カーブ……カケルの視界が真っ白に染まった。
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　再び彼は冷たいアスファルトを舐なめた。何分経った？　何時間？　ジゴクか？　違う。「畜生。畜生ッ」霞む視界に、炎上する改造バイク。「畜生……」彼を見下ろす者があった。何人ものヤクザを引き連れている。非常灯を掲げた黒塗りのワゴン。カケルは見上げた。カタナオカメのヤクザか？




　否……何かがおかしい。ヤクザ達の様子が妙だった。仕草が同じだ。顔も同じなのだ。「何」「遊びは終わりか？」「……!?」カケルは痛みで濁った思考を働かせようとした。遊びは終わりだ、なら、わかる。リンチ死だ。だが、彼を見下ろすこの者は、終わりか？　と問うたのだ。「何だと」「もっと遊べと言いに来た」




　カケルの焦点が定まった。「ア……ア!?」カケルは目を見開く。彼を見下ろすのは……ニンジャだ！　濡れたような金属質の装束を身に着けた恐るべきニンジャが、邪悪な目を光らせ、アイサツする。「ドーモ。カケル＝サン。オーファンです」「ニンジャ……ニ、ニンジャ、ナンデ!?」心臓を鷲摑みされる恐怖！　「何故俺の名前を……ニンジャ、ナンデ」




「んん？　私かね？」オーファンは首を傾げた。「貴様らガキをヤクザが飼う。そのヤクザを飼うのが、ニンジャだ。貴様らが遊ぶルート８０８は私の庭だよ、カケル＝サン」「……!?」「つまり私は貴様を好きにしていい。役に立ってもらう」「……!?」ニンジャはカケルの脚を見た。転倒時にギプスが砕け、無惨な複雑骨折がさらされている。




「イヤーッ！」「アバーッ!?」ナ、ナムアミダブツ！　ニンジャは何の躊躇も無く、破壊されたカケルの脚をチョップで切断した！　「アバババーッ！」カケルは泣き叫んだ。「良い走りだったぞ、カケル＝サン」オーファンは歌うように呟く。「ドルフィンを見ただろう……あれは至宝だよ。文字通りキンボシでもある」「俺をどうすンだ……」「運べ」オーファンは同じ顔、同じ仕草のヤクザ達に命じた。カケルは消毒・止血処理を施され、ワゴン車に放り込まれた。




「アバーッ！　アバーッ！」「フハハハハ！」走行するワゴン車内は広く、カケルは無雑作に転がされた。泣き叫ぶカケルを眺め、オーファンは心底面白そうに笑った。「その脚はこれからタダでサイバネティクスに手術してやる。スピード施術だ……ウフフフ……バイクも用意してやる。喜べ。そして走れ」




「な、何だと畜生ーッ！」「もっと遊べと言っているんだよ、非ニンジャのクズのカケル＝サン。秩序を乱すばかりで奴隷にすらなりきれぬ非生産的存在、そんな貴様を私が役に立ててやるというのだ」「アバーッ！」「ドルフィンと直接接触を果たしたのはお前が初めてだ。私もそろそろ結果を出したいのでな」「アバーッ！」「……ＺＢＲをくれてやれ。うるさくてかなわん」「ハイヨロコンデー」「アバーッ！」




　絶望と無感覚がカケルを包んだ。遠くにオーファンの声が聞こえた。「喜べ……好きに遊べ……お前はエサになるんだよ……エサにな……ドルフィンを釣るエサに……喜べ……」「畜生」カケルは呟いた。「こんなかよ……こんななのかよォ……」
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「あなた症状どんなアレですか」「倦怠感でしょうか」「エート……来た事あるんでしたっけ今まで」「いえ、初めてです」「モリタ＝サン、イチロー・モリタ＝サンと」ドクターは電子カルテにタイピングしながら虚ろに呟いた。「モリタ＝サン、初めて、モリタ＝サン、倦怠感ねこれ。倦怠感これ」




　ＵＮＩＸモニタに「イチロー・モリタ」「倦怠感」と打ち込み、「薬物やってますか」「いえ」「ＩＲＣね一晩中ＩＲＣとかゲームとかね没頭してますか」「いえ」「倦怠感どのくらいですか具体的倦怠感」「よくわかりません」「アー……よくわからないですよね。そういうものですね自我障害ね」




「自我障害ですか」「自我障害ねテクノストレスこれね自我が障害、現代の病ですねＩＲＣとか。そんなにやってなくてもね。テクノストレスすごい避け難い現代社会これ」「ハイ」イチローは素直に頷いた。「まあとにかく初回はねあちらのブースでニューロンをリラグゼーションして頂いて」「ハイ」




　ドクターは椅子から立ち、隣室のカーテンを引き開けた。「ドーゾ、ね」イチローを促す。「ハイ」イチローは隣室へ入り、リラグゼーション機を眺めた。「これね。ここから音楽とリラグゼーション出ます、ニューロン・キックは初回はやらない。心の準備しないと。これメタファーじゃない準備期間」




「よくある事なのですか？　倦怠感は」イチローはたずねた。ドクターは機械を起動しながら、「まあ倦怠感よくありますね、今のところ症状をね切り分ける事できないから初回は準備ニューロンの。リラグゼーション。これやらないといけませんから……」「このボタンは？」「これはね……」




　イチローは繰り返しドクターにたずねた。その背後、カゴに入れられた彼の鞄から、縄めいたものがスルスルと這い出て来た。……蛇だ！　コワイ！　ドクターはイチローに集中しており、その蛇が診察室の床を這い進み、机のＵＮＩＸに這い寄ろうとしている事に気づかない。




　蛇は机の上へ這い登ると、チロチロと舌を出しながら、整頓されたファイル類を物色した。やがて蛇は目当てのものらしきフロッピーディスクを見つけ出し、器用に嚙んで棚から引き出した。首を振って勢いをつけ、カゴの鞄めがけヒョイと投げた。鞄の口にストライク！　ポイント倍点！




　ヒートリ、コマーキタネー……ミスージノ、イトニー……。隣室から漏れ聞こえるサウンドの方向を蛇は一瞥し、チロチロと舌を出した。それから驚くほどの速さで、スルリと鞄の中に入り込んだ。何も知らぬドクターは腰を叩きながらＵＮＩＸデッキに戻り、カチャカチャとタイピングした。




　やがて音楽が終わり、イチローが診察室に戻ってきた。「どうですか」ドクターは尋ねた。「どう、とは？」「感じとか何か感じとか感じますか」「……」イチローは数秒沈黙し、ドクターを真顔で見た。「……わかりません」
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　……「アーハー、ハーハー」自我科クリニックを後に、フィルギアは面白そうに笑う。彼は既に人間の姿に戻っている。「リラグゼーション音楽、楽しかったかい」「ご苦労だったな」ニンジャスレイヤーは答えた。トレンチコートにハンチング。




「こんな事、犯罪だよ、犯罪……いけない事だぜ」フィルギアはニヤニヤと呟いた。「犯罪者だよ……」「特にトラブルも無く手に入ったな」ニンジャスレイヤーはフロッピーディスクのラベルを確認し、頷いた。あの自我科を訪れた、過去二年の患者リストである。




　なぜ彼らは芝居を打ってまでそんな物を？　ケンザ・キシオミに辿り着く為である。……ニンジャスレイヤーはまず、ハッカーのナンシー・リーに依頼し、モママ銀行のネットワーク上の社員情報を探った。結果、ケンザ・キシオミの在籍は虚偽であった事が確認された。




　もう一方の被害者、依頼者の娘であり、ケンザと同じタイミングで殺害されたマカナ・ムツコ。彼女は服飾デザイン業見習い、二十歳の平凡な市民だ。後ろ暗いところはない……ように思える。試行錯誤の末、ニンジャスレイヤーは彼女の入出金記録をあたる。結果、まず、自我科への通院歴が浮かび上がった。




　自我科への通院はネオサイタマにおいてさほど珍しい事とも言えない。だが、同居の両親にこれを隠していたのは、受診理由が違法薬物への依存であったからだ。いきおい、ケンザとの出会いのきっかけも、両親は把握していなかった。実際のところ二人の馴なれ初そめの場は、自我科の待合室であった。




「アンタ、よくまぁ辿ったもんだよなァ」フィルギアはフロッピーディスク情報を吸ったＵＮＩＸデッキの検索結果画面を、後ろから覗き込んだ。ニンジャスレイヤーは言った。「彼女が抱える違和感は僅かだ。故にその僅かな違和感が、かえって、何らかの事実に繫がると考えた」「アタリだなァ……」




　モニタには、名簿から抽出されたマカナ・ムツコの名が……そしてケンザ・キシオミの名が並んでいる。「別に、隠す事無いのにな」フィルギアは呟いた。ニンジャスレイヤーはケンザの住所情報を書き留める。「デタラメかもよ……」「その時はその時だ」「そうね」フィルギアは欠伸あくびをした。
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「ドーモ、イチロー・モリタです」ニンジャスレイヤーはオジギし、デッカー手帳を見せた。偽造品だ。年老いた大家は呻うめいた。「エヒッ、ハイ、確かに」繰り返し頷き、「私、何も悪い事してないですよ」額の汗をハンケチで拭う。デッカーは恐ろしい権力存在であり、人は卑屈になるものだ。




　大家はＵＮＩＸを操作し、「ケンザ・キシオミ＝サン……？　ああ、二〇二号室ですね、確かに契約が有り、アッ！　まさか、その人が事件したのですか？　犯罪の！　そんな！　私は無実ですよ！　何も知らない！　ヤメテ！」「いや、落ち着いてください」ニンジャスレイヤーは制止した。「では確かに契約が有ると」




「契約、有ります、ハイ」「中を見せて頂いても？」「勿論です。向かいのマンションなので」彼はためらいなく合鍵を渡した。「私、何も知らないし、無実ですよ。本当困ります。こういうの。私を逮捕しないでくださいよね」大家は繰り返した。
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「ヒヒヒヒ、アイツ、あの大家、絶対何かやってンだろ……ビビり過ぎだぜ、あれ」鞄から蛇のフィルギアが滑り出し、人間の姿を取った。「アンタも今まさにやらかしてるけどな……」「開ける」ニンジャスレイヤーは鍵を差し込み、二〇二号室の鉄てつ扉ぴを押し開けた。嫌な軋み音。




「おやおや！　ヤサは荒らされてなかったか。アタリじゃねえの……」フィルギアは室内を見渡す。質素なワンルーム。ＵＮＩＸデッキ、書棚。「興奮するぜ、こういうの」「よくよく古代のニンジャらしからぬ男だ」ニンジャスレイヤーがあらためて言った。「今更かい？　ヒヒヒヒ！」




　ニンジャスレイヤーはＵＮＩＸデッキの電源を入れると、その横に立て掛けられたファイルを無雑作に手に取った。パラパラとページをめくる。「……」彼は目を細めた。




　ページを高速でめくり、ニンジャ動体視力を最大限に駆使した速読で中身をあらためてゆく。「……モーター……モーターカナタ」「モーターカナタ？」フィルギアはＵＮＩＸ画面を前に首を傾げている。「ログインパスワードが要るぜ。当てずっぽうにやってみたが、ダメだな」




　彼はデッキを離れ、書棚をあらため始めた。「となれば物理ハッキングに限るが……アー……よくわからねえな……触れた形跡もあまり無い……埃被ってらあ。アンタのそのファイルはどうだ」「うむ」ニンジャスレイヤーはページを再び頭からあらためながら呟く。「幾つか気になる言葉がある」




　ファイルは丸で囲まれた断片的な走り書きを矢印で結んだ、漠然としたメモの集まりだ。そこに度々「モーターカナタ」「タイサ？」「イノエ＝サン」という単語が出現する。「何だろなぁ」とフィルギア、「重要な何かかな？　ウカツをしたか？　それとも、そもそもここにはクリティカルなものがねえのかも」




「モーターなにがしというのは、オムラ・インダストリの開発計画を思わせる」「倒産したろ」ニンジャスレイヤーは頷く。「かつてのオムラの関係者か」「設計図とか無いか？　ロボットのさ……」フィルギアはファイルを受け取り、中身を見た。「こりゃ本人にしかわからねえ、ジャーゴン？　字も汚ねえ速記だ。わざとかも」




「辿るべき単語が見つかったのは収穫だ。イノエ＝サン。タイサ。タイサは人名か……少なくともケンザ＝サンはイノエという者と何らかの付き合いがあった筈」ニンジャスレイヤーは言った。そしておもむろにＵＮＩＸデッキのボディパネルを引き剝がし、記憶ディスクを取り出した。「持ち帰り解析する」




「この部屋から自我科通いってのはなあ」フィルギアは台所をあらためた。「生活感が無いね……冷蔵庫も無い……」「普段は使わぬ部屋を借りていた……何の為に……」ニンジャスレイヤーは呟いた。「……それを調べる。手掛かりはオムラだ」




　巨大企業オムラは倒産、解体され、オナタカミ社を始めとする複数のメガコーポに吸収された。その過程で、ネットワーク上に様々な社内データが拡散、漂流したという。そうした漂流データの中には小型核バンザイ・ニュークの設計図すらも含まれている……そのような都市伝説を生んでいる。




　ニュークはともかく、当時の社員名簿程度であれば、入手はさほど困難ではない。ニンジャスレイヤーは携帯ＩＲＣ端末を見た。ycnan。「返事が来た」「早いなァ。五分も経ってない。一服しようと思ったのにな……」「社員名簿に、どちらもある。タイサ・ルニヨシと、イノエ・オカサマだ」




　タイサ・ルニヨシに関しては在籍事実のみ。所属は不明。一方、より下級の社員と思われるイノエ・オカサマに関しては、第三開発部という所属、そして当時の住所情報が確認できた。「今もそこにいるかァ？　いないかもよ」とフィルギア。ニンジャスレイヤーは頷く。「それを我々が調べるのだ」「ああそう」
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「フウー……」アグラ・メディテーションをするオーファンが深い息を吐くと、鍛え上げられた肩と胸板が震動した。背骨に沿って無数の針が打たれたさまは、目を背けたくなるほどに痛々しい。だがこれは拷問ではない！　これはシアツによる神秘的施術の一種なのだ。




　熱した針を体幹に打ち込むことで血流を整え、治癒力を高め、潜在的なカラテを引き出す古代技術……常人はもとより、ニンジャの肉体にもたらすエンチャント・エフェクトは計り知れない。それはなぜか？　不用意に歴史の闇に触れるのは得策ではないと申し上げておこう。




「……イヤーッ！」オーファンは上半身に力を込めた。背中の無数の針が跳ね飛び、背後の壁に縦一直線に突き刺さった。彼はゆっくりと立ち上がった。眉間にシワを寄せ、拳を握り、開く。「イヤーッ！」回し蹴り！　「イヤーッ！」水面蹴り！　「イヤーッ！」空中回し蹴り！　「イヤーッ！　イヤーッ！」ヤリめいた二段サイドキック！　片足上げ姿勢のまま停止！　「フゥーッ……」合掌し、上げた足をそのまま横へ九十度ゆっくりと動かす！




「お加減いかがで……アイエッ！」フスマを開けた施術師が尻餅をついた。「ノックせずフスマを開けるでない」片足上げ姿勢を維持したまま、オーファンが厳おごそかに言った。「申し訳ありません！」施術師はドゲザ！　「イヤーッ！」その頭上を回転ジャンプで飛び越し、装束を一瞬で着込む！




「アイエエエ……」アマクダリとも取引する馴染みの施術師とはいえ、こうまで威圧的なカラテに晒されれば、さすがに失禁だ。オーファンはそれを捨て置き、ザゼン・センターを退出した。




「奴の仕上がりはどうだ」オーファンはサイバネ技師に通信する。『ええ、脚先だけでしたので、問題ありません。映像送りますか？』「必要無い。それより闘争心だ、重要なのは。馬のニンジンになる気概だ」『ええそれはもう、こちらが持て余すほどですよ！』「よかろう！」




『マシーンのほうもグワーッ！』「どうした？」『ザザッ……おう、ナメやがって』オーファンは目を細めた。通信者が倒されたようだ。「ご機嫌いかがかね？　カケル＝サン」『お望み通り、やってやッからよォ……とっとと走らせろよ……』「ククククク！」オーファンは笑った。「その意気だ！」




　キンボシは近い！　決行の夜は大がかりな作戦となろう。オーファンは眉間に皺寄せ、目を爛らん々らんと輝かせる。アマクダリ・セクト本隊の下でケチなフランチャイズ仕事に精を出したところで、ニンジャ・キャリア・パスの天井はたかが知れている。今こそ飛躍の時だ。




　現在、クロームドルフィンの出没に関する情報を摑んでいるのはルート８０８を支配するこのオーファンであり、セクト本隊の知るところではない。わざわざ中枢に伺いを立てて返答を待てば、キンボシを逃す。この場合、捕獲したのちに報告して恩を着せるのが当然のビジネス・メソッドだ。




　解析の結果、クロームドルフィンの出現パターンも把握済みである。すなわち、スピードだ。スピードがクロームドルフィンをハイウェイに惹きつける。狂ったスピード・フリークの磁力をもって、オナタカミ社、ひいてはアマクダリ・セクト中枢が喉から手が出るほど欲しているオーバーテックの忌み子を手中に収めるのだ……！
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　ボーン……ボーン……「ポッポー……」鳩時計の陰鬱な時報が、彼を居眠りから揺り起こした。「いかんな……」彼は脂ぎった髪を撫でつけ、スリープモードとなったＵＮＩＸデッキを起動させた。ガレージの闇に彼のタイピング音が吸い込まれる。虚しい努力だった。「何処にいる……ケンザ＝サン」




　モニタに点滅するのは「電子的無知」のカンジ。あのステルス機能は並ではない。何度やっても同じことだ。では、足で稼いで見つけ出すか？　否。そんな事が出来るものか……彼一人にそんな真似ができる筈もなく、派手に動けば自らが標的にされかねない。あの日の野望は、夢物語に過ぎなかったか……。




「来訪者ドスエ」ＵＮＩＸ画面が瞬き、監視モニタ映像を映し出した。彼は息を吞んだ。ケンザ＝サン？　違う。女……違う、長髪の男だ。一人だ。カメラ方向に手を振っている。知らぬ相手だ！　「……！」彼は……イノエは慌てて立ち上がり、ブルゾンを引っ掛けた。「マズイ……ヤバイ……」




　何故ここが？　誰だ？　どこの者だ？　彼の心を「何故」が満たす！　応対するか？　いや、留守だ、居留守だ。裏口から逃げるべし。しばらくカンオケ・ホテルにでも潜伏だ。彼は目に付いたディスク類を搔き集め、リュックサックに投げ込んだ。そしてバタバタとガレージを横切り、裏口のドア「アイエエエエ！」




「……ドーモ。イノエ・オカサマ＝サン」ハンチングにトレンチコートの男が、後ろ手に裏口のドアを閉めた。彼の手には破壊されたチェーンロックがあった。「イチロー・モリタです。話をうかがいたい」「アーイーエー！」
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　ケンザ・キシオミ。オムラ・インダストリ社員であり、イノエ・オカサマをチーフエンジニアとする開発チームに属するテストパイロット。元カーレーサー、スタントマン、オムラに引き抜かれて以来、強きよう靭じんな身体と熟練の走行テクニックで、戦術ビークル類の進歩革新を陰ながら支えてきた。




　暴徒殲せん滅めつ八輪走行車輛「モーターヘイワ」のテスト時、爆発炎上事故に巻き込まれた彼は、生死の淵を彷徨さまよい、その折にニンジャソウルを憑依させた。数日で職場復帰した彼のニンジャ化の事実、取得したニンジャネームは、オムラにおいて秘匿事項とされた。




　パイロット適性に秀でたケンザのニンジャ化は、オムラにとって僥ぎよう倖こうだった。近年のニンジャソウル憑依現象の増加傾向を把握するオムラが「ニンジャに最適化したカスタムモービル」にビジネス可能性を見出したのは当然の事だ。ケンザに用意されたのは、雇われニンジャ戦闘員には機密保持上不可能な業務だった。




「……実際、ケンザ＝サンはモーター理念における憧れの矢だった。強さ、重さ、ベクトル。俺たちの夢を載せた……あんたらにはわからないだろうけど」イノエは肩をすくめた。ニンジャスレイヤーとフィルギア、そしてイノエ。向かい合う三者を照らすのは、ＵＮＩＸモニタの陰気な電子光だ。




「モーター理念」ニンジャスレイヤーは呟いた。やつれたイノエの血走った眼光には、どこか無邪気なアトモスフィアがあった。科学、進歩、発展を信じ、鉄の質量を、実行力を疑わない無邪気さだ。ニンジャスレイヤーはそれが産み出してきた無数の悲劇を知る。それは邪悪な無邪気さである。




「ケンザ＝サンの貢献は素晴らしかった。ニンジャは……すごい。反射神経、重力への耐性……不可能を可能にするんだ。ロボットとビークルのその先に広がるあらたな原野だ。我々はそれを拓ひらこうとした……でも結局は……ＰＯＷ！　さ」泡が弾けるさまを手振りで示し、「知っての通り、オムラは解体」




　倒産・解体・吸収。オムラ社員のある者は他社へ引き抜かれ、ある者は新たな環境、新たな社風に適合できず、路頭に迷う事となった……イノエのように。「ケンザ＝サンは、オムラから、どこに？」「……」イノエは弱々しく瞬きし、漠然と答えた。「彼は……彼は優秀だし、ニンジャだしね」




「一ヶ月前、彼は死んだ。ルート８０８上で」ニンジャスレイヤーが告げた。「婚約者もだ」「……」イノエの瞳に何かがよぎった。「……そうでしたか。彼のこと、捜していたのに……」「……」ニンジャスレイヤーはパイプ椅子から、やおら立ち上がった。「何を隠している？」「アイエエッ……」




「わかっちまうんだよ。そういうの」フィルギアはニヤニヤと笑った。「婚約者の親も必死、この男も必死、俺も疑いを晴らすのに必死さ……アンタも必死にならなきゃ……」「アイエエ……」「事件の後……ケンザ＝サン生きてるんじゃねえの……どうなの……知ってるんじゃねえの……仲良しなんだろ……」




　イノエは椅子ごと後ずさった。「死んだと今言ったじゃないですか」「手足は残ってたが、肝心の部分が無い」フィルギアは言った。「アンタのほうが詳しいンでしょ」「……」ニンジャスレイヤーはガレージの奥の闇、手術台めいたものを見出し、そちらへ歩いた。「それは！」イノエが制止しようとした。




　心電図、ドリル、レーザーカッター、無数のチューブ類、薬品群、専用のＵＮＩＸデッキ……「単なる車いじりにしては、ちとオーガニックのようだが」ニンジャスレイヤーはイノエを振り返った。フィルギアがイノエの肩を抱いた。「盗品かい？　倒産の時に持ち出した？　ヒヒヒ、どうせ辞めちまう会社だし、ッて？」




　ニンジャスレイヤーはわななくイノエを見据えた。「真相を欲している者がいる。あの時、何があった。ここで何があった。今、何が起こっている？」「う……」イノエはその場にがっくりと膝をついた。「何もかも、何もかも」床にポタポタと涙が落ちた。「何もかも失敗だ。何もかもダメだった」




　……オムラから「引き揚げて」きた会社資産とともに秘密のガレージに引きこもり、失意のままに暮らすイノエに謎めいたＩＲＣメッセージが届いたのは、いつの事だったろうか。『復活のノロシを上げよう。雷神はモーター理念のもとでふたたび蘇る。集え！』……送信者の名はタイサ・ルニヨシ。




　面識は無いが、その名前は記憶にあった。タイサはオムラにおいてイノエよりもずっと上の役職者であり、微かにオムラ本家の血を引いてもいたはずだ。「確かな後ろ盾、確かな資金。オナタカミ社から失地回復する時が訪れた。諸君の情熱が是非とも必要だ。連絡を求めています！」




　当然イノエはこれに応えた。何を迷うことがあろう？　そしてイノエにケンザが応えた。彼らだけでは無かった。トコロ・スズキ。シムカギ・ジチロー。様々に散ったオムラの遺伝子たち。オムラ復活……不本意な断絶を乗り越え、再び歴史を前に進める時がきたのだ。我々の手で！




「でも、アンタ自身はいまだに、ここが棲み家？」フィルギアは言った。イノエは据わった目で虚空を見つめた。「夢。夢を見たかった。……そしてケンザ＝サンは決断的に行動した。盗み出した。いや断じて違う！　盗んだんじゃない！　オナタカミに奪われたイルカクロイの開発計画を奪還した！」イノエの顔色が紫めいて、血管が眉間に浮き上がった。




「ケンザ＝サンはニンジャだ。彼は信頼を得ていた。オムラ亡き後もだ。私のようなトラッシュと違うぞ。地位も名誉もあったんだ。それをあえて捨てたんだ。雷神の夢の為に捨てたんだ。自分自身とイルカクロイを手土産に、戻ってきたのだ！」イノエは涙ぐんだ。「……シャボン玉めいた夢だった……」




「それで」ニンジャスレイヤーが促した。「婚約者もろともに消されたのか」「ケンザ＝サンは……おお……追っ手によって無惨な有様に……だがイルカクロイはインテリジェントだ。自動走行。私のもとに彼を届けた」イノエは両手を握ったり開いたりした。「婚約者」の単語にはまるで反応しない。




「あン？　待てよ。イルカクロイ、イルカ、イルカ（原注：ドルフィン）……」フィルギアが話に割り込んだ。「それさァ！　タイヤの無い、シュッとしたイカレたバイクで、イルカ、おい、そのケンザ＝サンのニンジャの名前って、クロームドルフィンだろ？　クロームドルフィンだァ！」彼は煩く手を叩いた。




　ニンジャスレイヤーはフィルギアを見た。フィルギアはパイプ椅子をガタガタ鳴らして仰け反り、笑った。「ハッハハハハハ！　あれがケンザ＝サンだってのかい！　あのイカレたスピードフリーク……ヒヒヒヒ……アンタがあのチカチカ光るＬＥＤやら、ボディやら、誂えたのかい……！」




「どこに居るのだ！　彼は！」イノエが血相を変えてフィルギアに詰め寄った。フィルギアは笑い続ける。「ハハハハハ……ヒヒヒヒ……知らねえ、今は知らねえ……ヒヒヒヒ……あれがそうか……たいした野郎だったよ……」「回収しないと！　彼は、彼はどうしている!?　メンテナンスも無しで！」




「ああ、ああ、これでサークル・シマナガシの無実が証明できたぜニンジャスレイヤー＝サン」フィルギアは笑い涙を拭い、「傑作だな。ニンジャは殺されたかと思いきや、このオッサンに助けられて、夜な夜なルート８０８をカッ飛ばすスピードデーモンになった……都市伝説は本物の伝説になったんだ」




「自我科通いのニンジャだと？」ニンジャスレイヤーが呟いた。「オムラのテストパイロットとはどんなものだ？」「自我科？」イノエが目を瞬いた。フィルギアは苦笑し、首を振った。「キマりまくって、出て行っちまったッて事だろ……」「自我科」イノエの額を脂汗が流れ落ちた。「それは……」




「俺にも使えるクスリ、あるかな……」フィルギアはフラフラと手術台の方へ歩いて行く。イノエは呻いた。「サイバネティクスによる処置はうまくいったんだ。いった筈なんだ」「……」ニンジャスレイヤーは目を閉じた。フィルギアはニンジャスレイヤーに問う。「で、どうすンだい。この後」




「当然、ケンザ＝サンを……クロームドルフィンを追う」「まあそうだよなァ」とフィルギア。「そいつ自身の脳はもう負荷限界でスイスチーズみたいに穴ぼこだらけかもしれんが、殺し損ねたニンジャが走ってるッてんなら、そいつの追っ手はまだまだ湧くよな」意地悪く笑い、「そいつら殺してマカナ＝サンの仇討ちにすりゃァ、落着だ」




　ニンジャスレイヤーはフィルギアを見た。フィルギアは首を傾げて見せた。「何だい、何か間違った事、言ったかい……」「……」「きっと派手なお祭りが待ってるぜ、頑張ろうぜ……ヒヒヒヒ……」




　３　ブレイク・オン・スルー（トゥ・ジ・アザー・サイド）




「……やれ」「ヘイヘイ！　ヘイヘイ！」「キング！」「キング！」夜空に掲げた大漁旗の先端には、ナムアミダブツ！　松明めいて燃え盛る死体！　「キング」側近ライダーが不安げに振り返る。視線の先、巨大なタイヤを備えた謎めいたモーターサイクルに跨またがる、ハイ・テック・ライダースーツ姿の……カケル！




「戦争……終わらせるものかよ」フルフェイスＵＮＩＸヘルメットの中でカケルはブツブツと呟いた。松明めいて焼かれるキマリテ・レンゴウの哀れなスクーターチーム隊長。炎を受けるカケルの姿は、ハイ・テックなスーツの洗練とは裏腹、アケチ殺戮騎馬軍団のごとく禍まが々まがしいアトモスフィアを放っていた。




「キング……？」「終わらせるかよ……ふざけるんじゃねえよ……」「キング？」ウォルルルルルルル！　ハイ・テック・モーターサイクル〈守衛〉のエンジンが悲鳴を上げ、液晶パネルに「おなたかみ」の文字が灯った。耳後ろのＬＡＮジャックを通じ、直結データがカケルのニューロンに流れ込む！




「キング……その……大丈夫なんですか」「ナメんのか。俺を」フルフェイス・ヘルメットの隙間から赤い光がさした。側近は震え上がった。「とんでもないですカケル＝サン」「テメェ、ナメんのか」「とんでもないです！　やっちゃって下さい！」「ついて来れんのか。命燃やせるかテメェら」「ハイ！」




「クソが」カケルは呟く。ＨＵＤ（ヘッド・アップ・ディスプレイ）表示が煩わしい。「火炎」「戦闘状態」「停止車輛」「正規ルート」……。「クソだ」「え」「テメェらクソばっかりだよ！」ＫＢＡＭ！　金色のロケット噴射とともに、カケルの〈守衛〉はフルスロットル発進した。ＫＢＡＭ！　再噴射！　「アバーッ！」側近が炎に吞まれ転倒！




　チキュキュキュキュキュイキュイキュイキュイ、進行ルートのアスファルト表面に四角い記号が結ばれ、「最適」「ここが速い」の文字が躍る。カケルは顔をしかめた。だが、その提示ルートに従った。彼は風を感じていた。道の左右には破壊されたキマリテ・レンゴウの武装バイク達。炎。鎌バット。




　ゴウ。ゴウゴウ。路側灯が風を切り、ガードレールの奥には不夜ネオン光景。あれは星々だ。夜空の星々と同じぐらい、カケルとは縁の無い世界だ。キュイキュイキュイ……前方に四角形が結ばれ、キマリテ・レンゴウ首領の後ろ姿が見えてくる。あっという間だ。そして「スリップストリーム」の文字。




　カケルは風を感じている。キマリテ首領が作り出す風のトンネルを。カケルはその中を加速し、猛追する。キマリテ首領は落ち着かない様子で何度も後方を確認する。カケルは目を細める。「おせェ……遅過ぎンだよ！」その時。キマリテ首領が何かを後ろに投げ捨てた。ＨＵＤ「手榴弾」の表示が追随！




　だがカケルは加速を弛ゆるめない。ＺＡＰＺＡＰＺＡＰ！　緑のガイド光線が瞬いたかと思うと、手榴弾は撃ち落とされて消滅した。〈守衛〉に備えつけられた迎撃システムだ！　ウォルルルルルルル！　「オオオオーッ！」カケルは吼えた。「アイ……アイエエエ！」キマリテ首領の悲鳴をヘルメットが拾う！




「ア、アイッ」ＫＡＢＯＯＯＯＭ！　キマリテ首領のバイクが爆炎に包まれ、後方の闇に吞まれた。カーブで横腹にカケルの蹴りを受け、転倒爆発したのだ。「畜生……畜生……」カケルは前方を睨んだ。彼は歯を食いしばった。サイバネティクス置換された両脚が痛んだ。「スピード……ちくしょう……」




　これでキマリテ・レンゴウは壊滅だ。だが、カケル自身のワンダリングマンモス・レンゴウすらも遙か後ろだ。今のカケルに追いすがる者は無い。一人だ。スピードだ。スピードが何もかも、流し去った。（（（……スピード？　何がスピードだ？）））カケルは思考をさまよわせた。（（（俺は、何だ？）））




　ＨＵＤ上に「殴り薬？」の表示が瞬く。すぐにこれだ……。サイバネ接合に伴う幻肢痛を心拍数の乱れから察知したのだ。「要らねえッつってんだよ」カケルは退け、不確かな自問自答も捨て去る。それは弱さだからだ。スピードに全て委ゆだねろ。そうすればシンプルだ。自己実現？　ニンジャ？　現実？　どうでもいい！




　引き離せ、何もかも引き離せ。怯えた顔で命令をうかがう奴ら。逃げる奴ら。反抗してくる奴ら。抑えつけにくる奴ら。みんな後ろだ。スピードだ。スピードが自由にする。スピードを疑うな。カカカカ、液晶パネルに文字列が走り、ＨＵＤに「接近体」の表示が点滅。そしてカタカナ。「イルカクロイ」。




　どこからともなく合流してきた鋭角流線形の機体を、カケルは横目で一瞥する。正真正銘、この前のあいつ、ハイウェイの都市伝説、クロームの死神、カケルの血は瞬時に憤怒を滾たぎらせる、「ザッケンナコラー！」加速！　イルカクロイも加速！　併走する両者を路側灯がチカチカと照らす！




　ウォン！　カンオケ・トレーラーの横をすり抜ける。イルカクロイは真後ろだ。〈守衛〉がオート攻撃シーケンスに入り、ネット弾を散布する。スポポポ……ＺＡＰＺＡＰＺＡＰ！　イルカクロイの迎撃機構は問題無くそれらを展開前に迎撃する。カケルは口の端を歪めて笑い、ミラー越しに乗り手を睨んだ。




　チカチカチカ、乗り手のフルフェイスヘルムの切れ目が青い眼光をモールス信号めいて放つ。カケルにその言語がわかるはずも無い。だが彼は容易にそれを解釈する。「ナメんじゃねぇ」カケルは加速した。さらに……ＫＢＡＭ！　金色のロケット噴射により前方に飛び出す！　「ナメんじゃねえ！」




　イルカクロイは光に吞まれ……否！　ゆらゆらと左右に揺れたかと思うと、再びカケルの左横に滑り出たのだ！　間一髪で爆風を避けたのである！　ドウ、ドウドウ！　イルカクロイも何らかの強制加速を行い、カケルの〈守衛〉に食いついてくる！　フィフィフィフィ……嘲笑的なサウンドと共に！




「ヘッ……ヘヘッ！　ふざけるンじゃねえよ！」カケルは喉を鳴らして笑った。ＫＢＡＭ！　さらに強制加速！　カケルはコンマ数秒失神した。即座にスーツが薬物を供給し、彼の意識を揺り戻した。右カーブ！　バンク！　「オオオオーッ！」走行痕が火を吹く！




　フィフィフィ……フィフィフィフィ……イルカクロイが追う。カケルの〈守衛〉が切り込む。前方に数台のカンオケ・トレーラー。キュイキュイキュイ……走行ルートガイドが表示される。だが極度のスピード・ハイにあるカケルは白い風の道を見ていた。カケルは風の道を追った。カケルは笑っていた。




　トレーラーとトレーラーの隙間にカケルは飛び込んだ。左右ワン・インチに死がある。カケルは笑い続けた。隙間から抜け出し、さらに加速した。




　……カケルは背後の夜空にクロームのイルカを見た。それはカケルのすぐ後ろに滑らかに着地した。飛び越えたのだ。だが、もはやカケルは頓着しなかった。




　次なる急カーブを、ほとんど道路に寝るようにして難なく切り抜け、カケルは再び加速する。前方にゲート。ゲートを越えて、その先、どうする。カケルの知った事ではない。カケルはスピードだ。それだけだ。




「ああ」カケルは呻いた。彼は風の中にいた。……フィフィフィフィ。フィフィフィフィ。音が回り込む。カケルは閉じかけた目を見開く。斜め後ろに。横に。斜め前に。……前に。前に。前にイルカクロイ。カケルを振り返り、立てた親指を下に向ける。青い眼光。「あああ……ああああ！」




　カケルは歯を食いしばり、推進剤に火をつける。サイバネ接合部が軋む。痛みだ。生の実感だ。「殴り薬？」「うるせェーッ！」ゴウウウ！　イルカクロイ！　クロームシルバー！　ＵＮＩＸライト！　制動灯！　ネオサイタマの夜景！　もっと。もっと加速しろ。その先に。その先には何も！　もっと先へ！
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　ブーンブンブブン……ブブンブンブブーン……「ソーベーリベリ、ソーベーリベリ、ベーリベリ」ニンジャはモニタのアラートを見ると陰気な歌をやめ、ラジオを消した。そしてリムジンから夜風の中に降りた。「万端か」「ハイ」リムジンの脇に跪くのも同様にニンジャである。つまり、上下関係がある。




「いい天気だ」「は」「良いイオンの匂いだよ」「は」「フー……」上位者は両手を広げ、伸びをした。大柄なニンジャである。髪や眉などの体毛を持たず、ニンジャ装束の心臓部は渦巻く太陽の意匠が描かれたプロテクターで覆われ、そこから四肢と頸動脈に光ファイバーじみたチューブが伸びている。「たかが鹵ろ獲かく作戦に何故俺が、と思うか」「……は」




「あれには遺産が使われている。そうと知らぬままに」上位者は謎めいて呟いた。「セクトにとって重大な影響をもたらすものでないにせよ、神性の流出はおいそれと看過できるものでもない」「……」部下のニンジャは訊き返さず、沈黙を保った。




　上位者は腕組みして、ガードレール越しに、下のネオサイタマの夜景を見る。光の粒。流れる車輛制動灯。あるいはネオンを受けるスモッグ。視線を上げれば、巨大で荘厳で馬鹿げたカスミガセキ・ジグラットのシルエット。「あれも欲を出したな。誰だったか」「オーファンです」「そう、そのオーファンとやら」




「ニンジャスレイヤーはいかように？」「奴は適当にあしらうがよかろう。目標はあくまでイルカクロイだ。〝死神〟とやりあうには、相応の手段と覚悟が要る」「……」「俺のカラテでも足りるかどうか、やってみねばわからん」「貴方がですか？　スターゲイザー＝サン」跪くニンジャはスターゲイザーを見た。スターゲイザーは無感情に呟く。「そうとも。俺は詳しいんだ」
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　ゴウ！　ゲートを通過したクロームドルフィンを、上空からの漢字サーチライトが照らし出した。鬼瓦ツェッペリン……否、その円いシルエットは鬼瓦フライングパンケーキである。そして進行方向前方に、突如としてビヨンボ型のバリケードが複数出現、行く手を阻はばんだ。表面に鬼退治の神話英雄ブル・ヘイケが描かれたそれは、即席で展開可能な暴徒鎮圧用の携帯バリケード・ユニットである！




「ッハッハハハハハ！　計算通りよ」ビヨンボ型バリケードの上に立つニンジャ存在あり！　オーファンである。オーファンは上空の鬼瓦フライングパンケーキにＩＲＣ通信を行う。「レクティファイア＝サン。ぬかるなよ！」『重点……展開……行動』無機質なＵＮＩＸ音声が返った。




　オーファンはバリケードの隙間を埋めるようにスタンバイする黒い人型シルエット達を見渡した。それは人型だが、人ではない。大きい。そして手足のバランスが人間のそれではない。四角い頭部はＸ字の青いＬＥＤ光を放つ。上空の鬼瓦フライングパンケーキからのＬＡＮ通信で制御されるオナタカミ社製の無人機、ドラグーンである！




「クオオオー！」「クオオオオオー！」ドラグーンの獣じみた吼え声が夜の闇を揺らした。クロームドルフィンは真っ直ぐバリケードに向かう。オーファンは指さした。「かかれ！」




「「クオオオオオー！」」ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡ……黒い獣達がクロームドルフィンに火線を集める。だがクロームドルフィンは速度を緩めない。銃弾が周辺アスファルトに閃光とともに焼きつく。クロームドルフィンの目が光った。




　ＢＲＡＴＡＴＡＴ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴ！　黒い人型マシーンの機銃掃射、轟音、そして闇を照らすマズル光！　上空ではＶＴＯＬ鬼瓦フライングパンケーキが漢字サーチライトを投げかける。ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴ……ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　クロームドルフィンは速度を緩めない！




　ＫＲＡＡＡＡＡＡＳＨ！　バリケードの隙間へ銀色の帯めいた残像と共に突進したクロームドルフィンがドラグーンを貫いた。「アバーッ！」黒い人型マシンは電子ヤクザ音声の絶叫を断末魔に、バラバラに砕けて散った。イルカクロイの流線型ボディは銀の矢めいて、立ちはだかったドラグーンの胴体を貫通破壊し、そのままバリケード群を突破したのである。




　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ……「アバーッ！」あわれ、後続してきた何の落ち度も無い一般車輛がドラグーンの勢い余った銃撃に吞まれて爆発炎上した。「味な真似を！」オーファンはあっという間に見えなくなるクロームドルフィンを振り仰いだ。「だが逃しはせぬ」そしてバリケードから跳んだ。「イヤーッ！」




　ドラグーン達は上空のレクティファイアの指示を受け、脚部ローラーで方向転換、滑りながらその形状を変化させ始めた。ナムサン！　人型からバイク型への変形である。オーファンはうち一機のシート部に着地、他の四機を従え、バリケードを後方に捨てて、クロームドルフィンの追跡を開始した。何たる多様なミッションに対応可能な柔軟性を備えた可変機構と戦闘能力の両立か！




「繰り返すが撃破はならんぞ。さきの銃撃は激しすぎだ」オーファンはＩＲＣインカムを通じ、上空の鬼瓦フライングパンケーキに座する連携ニンジャに制御を促した。「ドルフィンのテクノロジーは再現不可能だ。ゆえに価値がある。殺しても構わんが、破壊するな」




『当然デストモ。オーファン＝サン』無機的音声を返したのは機甲ニンジャ、レクティファイアである。彼が鬼瓦フライングパンケーキ上からハイウェイの五機のドラグーンと無線ＬＡＮ接続し、ニューロン信号によって直接指揮している。




『ビッグディール。貴方ハ賢明デシタ。私ニ話ヲ持ッテキタノハネ』「恩着せがましいぞ」『私トテ、本社ニ隠匿スル事ノ、リスクヲ負ッテオリマス』欲にかられたオナタカミの社員ニンジャ。口は減らぬが腕は確かだ。レクティファイアのドラグーン指揮能力はこのミッションにおいて不可欠といえる。『私ノ指揮能力ハ、コノミッションニオイテ必要不可欠ナモノ』




「フン」オーファンは鼻を鳴らした。「レクティファイア＝サン。進行ルートに上空から電磁撹かく乱らん端末を休まず射出しろ」『計算中』ルート８０８はいわばオーファンの所有物だが、作戦規模にも限度はある。繰り返し派手に動けば、中枢に睨まれる事にもなろう。




　等間隔の道路灯に照らされながら、オーファンは前方のイルカクロイを睨んだ。ハイウェイを走行する一般市民の乗用車やトレーラーの間を縫って、いまだにスピードを上げ続けている。加速のペースは緩やかだが、果たしてトップスピードはどこまでゆくのか？




　ギャルルルルル！　その時、後方からタイヤの吼え声。成る程、振り返ればそれは〈守衛〉のカケルだ。オーファンは鼻を鳴らす。スピードフリーク暴走族のなれの果て。クロームドルフィンが現れた以上、もはや用済みである。カケルは見る見るうちに加速し、オーファンのドラグーンに至る。




　クロームドルフィン捕獲の場にこれ以上の不確定要素は不要だ。オーファンはドラグーンを幅寄せし、カケルに命じた。「貴様はお役御免だ。大人しくメンテナンス回収に身をゆだねよ」「うるせえ……」微かな声をオーファンの耳が捉えた。「何？」「ウルッセッゾコラー！」カケルは叫び、〈守衛〉の推進剤に火を入れた。




　ドウ！　〈守衛〉がドラグーン隊を引き離し、前方のクロームドルフィンに迫った。「獣と変わらんな」オーファンは舌打ちした。『対処シマスカ』「構うな。あれは巻き添えで破壊しても問題無し」『攪乱弾ヲ投下シマス』レクティファイアが伝えた。「やれ」オーファンは即時承認する。鬼瓦フライングパンケーキは白く光る球状の飛翔弾を前方のハイウェイに投下した。
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　ＺＯＯＭ！　ＺＯＯＭ！　ＺＯＯＯＭ！　進行方向上で光が爆発し、ハイウェイが白黒に切り裂かれた。カケルは稲妻の群れに飛び込んだような衝撃に包まれた。上空をゆく不快な飛行物体が投げ落とした爆弾の類いだ。網膜ＨＵＤがこの光の影響を受け、ノイズに塗まみれる。「邪魔だ！」カケルは唸った。すぐ前をゆくクロームドルフィンの動きがブレた。ノイズの影響を受けたのだろう。




　カケルは次のカーブで勝負に出た。推進剤に点火し、後輪をスピンさせながら強引に加速する。「アアアアア！」速度と遠心力によって振り落とされそうになりながら、カケルは食らいついた。カーブを曲がり終えた時、彼の〈守衛〉はイルカクロイの真横に位置していた。「俺を無視すンじゃねえ！」カケルは吼えた。




「……」クロームドルフィンは首を動かし、カケルを見た。音が後方へ飛び去り、スピードの闇の中で彼らは対たい峙じした。「……見えるか？」クロームドルフィンが不意に問うた。カケルは訝いぶかしんだ。クロームドルフィンは前を指し示す。「風の道を通り、俺は……ククク……」「風」カケルは呟いた。




　ＺＺＺＺＯＯＯＯＯＯＭ！　進行方向上で光がふたたび爆発し、ハイウェイが白黒に切り裂かれる。「グワーッ！」二者は光に吞まれ、ノイズに吞まれた。「クオオオー！」「クオオオー！」「クオオオー！」数秒後、オーファンが、ドラグーンの部隊が、電磁障害に怯んだ彼らに到達、高速走行しながら包囲する！




「クオオオー！」ドラグーンが叫んだ。ホイールから機銃が迫せり出だす。アブナイ！　カケルは推進剤のキックを入れる。ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　「グワーッ！」銃弾の幾つかがカケルの生身をまともに捉える。カケルはバランスを崩し、ヘアピンカーブで転倒、スピンしながらガードレールに衝突した。「グワーッ！」




　クロームドルフィンとドラグーンはあっという間に前方の闇に消えていった。「ウオオーッ！　オオオオオーッ！」カケルは慟どう哭こくした。「終わり……終わりなのかよォー！」




　カケルのすぐ横を、黒鋼のモーターサイクルが風めいて走り抜けた。カケルは目を見張った。赤黒いマフラーめいた布が網膜に焼き付くと、不意に、彼の心には説明のつかぬ焦燥感が噴きあがった。「何だ……？」カケルは激しく首を振った。「何だってンだよォ！」




　カケルは己の横面を殴りつけた。「動け！　動きやがれ！」「殴り薬？」「とっとと出しやがれ！」薬物が神経に注入され、痛みが霧散する。身体が動く。〈守衛〉を引き起こす。動く！　「かぜ、風！」カケルは叫んだ。「ナメるな……見てやろうじゃねえかよ……見てやるよ！」
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「イヤーッ！」ドラグーンにまたがるオーファンは背中に負った伸縮可能なボーを取り出し、三倍の長さに伸ばした。「イヤーッ！」さらにそれを勢いよく振り抜くと、折りたたまれて収納されていた刃が先端部から垂直に飛び出し、巨大なニンジャサイズ（訳注：ニンジャが用いる大鎌）を形成した。何たる恐るべき長物武器か！




「イヤーッ！」オーファンは頭上でニンジャサイズを振り回し、減速したクロームドルフィンを狙って繰り出した。「グワーッ！」刃はイルカクロイの車体後部に突き刺さった。クロームドルフィンはオーファンを振り返った。オーファンは力を込めた。「イヤーッ！」ニンジャサイズごとイルカクロイの車体を引き寄せる！　「グワーッ！」




「これまで我が庭でちょこまかと煩わしい真似を繰り返してくれたが、貴様の自由も今日まで。イヤーッ！」オーファンは力を込めた。「グワーッ！」クロームドルフィンがバランスを崩す。「クオオオー！」「クオオオオー！」「クオオオオー！」ＳＬＡＭ！　ＳＬＡＭ！　ＳＬＡＭ！　ドラグーンがイルカクロイの車体を取り囲み、激しい体当たりをかける！




「グワーッ！」「ハッハッハハハハハ！　まさにグレート・ハンティングの心持ちよ！」オーファンは哄笑した。「このまま封じ込め、鹵獲すべし！」『オーファン＝サン』「どうした」上空の鬼瓦フライングパンケーキから不意に通信が入った。「攪乱弾の次弾をスタンバイしておれ」『高速接近中デス』「〈守衛〉か？　しつこい事だ」『イイエ違イマス』




　レクティファイアのＵＮＩＸボイスにはどこか焦りの色があった。『外見データ確認シマシタ。ヤハリ、アレハ』「なに？」オーファンは反射的に斜め後方を振り返った。ナムサン！　そこに彼が見たのは、ジゴクめいて黒いモーターサイクル……そこにまたがる姿……赤黒のニンジャ装束、恐るべき「忍」「殺」のメンポ！




「貴様は」オーファンは目を見開く。バイクの上で死神は赤黒の眼光を燃やし、ジゴクめいてアイサツした。「ドーモ。ニンジャスレイヤーです。オヌシらの獲物には私も用がある。オヌシは殺す」「な……」オーファンのニューロンをニンジャアドレナリンがどよもし、主観的時間間隔が引き延ばされる。ニンジャ殺しの死神がクロームドルフィンを？　何故？




「ドーモ。オーファンです」オーファンはバイクの上でアイサツを返し、ニンジャサイズを構えた。「何故貴様がここに……！」その時ハイウェイは急カーブに差し掛かった！　「チィーッ！」オーファンは攻撃を断念し、カーブに切り込む。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーがインを取り、一気にオーファンの内角へ滑り込んだ。




「イヤーッ！」「グワーッ！」ニンジャスレイヤーは追い抜きざまにオーファンの大腿部にサイドキックを叩きつけると、そのままクロームドルフィンを取り囲むドラグーンの群れに突入した。




『ニンジャスレイヤーノ排除ヲ重点』レクティファイアのＵＮＩＸ指示を受けると、ドラグーンはクロームドルフィンの押さえ込みを解いて、ニンジャスレイヤーのゆく手を阻むように滑り、火花を散らしながら人型に変形した。「クオオオー！」「クオオオー！」ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　スクエアな両腕のマズル光が闇を裂き、機銃がニンジャスレイヤーを襲う！




「イヤーッ！」「グワーッ！」ニンジャスレイヤーは車体をウイリーさせ、人型ドラグーンの頭部を叩き潰す！　「イヤーッ！」前輪部着地の反動で後輪を浮き上がらせ、振り回してもう一機の人型ドラグーンの頭部を殴りつける！　「グワーッ！」人型ドラグーンが転倒脱落！　合成ヤクザ音声を発し、痙攣しながらあっという間に見えなくなる。「役立たずどもめが！」オーファンは罵った。




　包囲から解放されたイルカクロイは再び淡々と速度を上げ始めた。ニンジャスレイヤーとオーファンも、競り合いながら共に加速。追いすがる。否応なしに命がけのニンジャ・レーシングの火蓋が切って落とされたのだ！
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　クロームドルフィンの走りにはゼンがあった。道路と溶け合い、障害物となる他の車を水のようにいなしてゆく。ゴウ。ゴウ。ゴウ。ゴウ。トリイ・ゲートはアスファルトに光と影のストライプ模様を映す。クロームドルフィンの表情は窺い知れない。微かに首を動かし、右前方のタンクローリーを見やった。




　タンクローリーの上には片膝立ち姿勢のニンジャの影があった。視線が交錯した。クロームドルフィンの表情は窺い知れない。ただ、速度を上げ、タンクローリーを追い抜きにかかる……「イヤーッ！」ニンジャがタンクローリーから飛び離れる。その瞬間、ＫＲＡ－ＴＯＯＯＯＯＯＯＭ！　積載された可燃物に引火、巨大な爆発が生じた！




　クロームドルフィンは吹き飛ばされかけた車体のバランスを取り、走行ペースを維持した。すると、ＫＡＢＯＯＯＯＯＭ！　「アバーッ！」前方を走るカンオケ・トレーラーの車輪が爆発し、運転者の断末魔の叫びと共に跳ね上がった。クロームドルフィンのニンジャ視力は、路上に設置された平型地雷をトレーラーが踏んだ瞬間を捉えていた。




　ＫＢＯＯＯＯＯＯＭ！　「アバーッ！」　ＫＡＢＯＯＯＯＯＯＭ！　「アバーッ！」吹き飛ばされたトレーラーは一台ではない。巨大な車輛が宙を舞い、落下し、爆発した。一瞬にしてハイウェイは活火山の直下よりも危険なジゴクと化した。クロームドルフィンは黒煙の中に躊躇わず突っ込んだ。右……左……右……分厚い粉塵のゼロ視界下、彼は風の道を捉え、イルカクロイを滑らせて、この恐怖と破壊の空間を突破する。




　その後方、ニンジャスレイヤーとオーファンは真正面に落下した破砕トレーラーに進路を遮られ、スピンしながら左右に別れた。「「グワーッ！」」オーファンは高速でガードレールに衝突し、呻き声をあげた。ニンジャスレイヤーはガードレールを蹴って体勢復帰し、オーファンにスリケンを投げつけた。「イヤーッ！」




「イヤーッ！」オーファンは蛇行してこれを躱す！　黒煙を縫って走りながら、彼はレクティファイアへの通信リクエストを行った。「今の爆発は何だ！」『私ノ仕掛ケタ攻撃デハアリマセン』「何だと？」ＫＢＡＭ！　ＫＢＡＭ！　行く手の道路上で不規則な火柱が生じた。上空からの攻撃ではありえない。「では何が……」




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーが幅寄せしてきた。「チィー！」オーファンはニンジャサイズで牽制し、懐へもぐりこまれぬようにする。オーファンは息を吞む。彼のニンジャ視力は遙か前方、クロームドルフィン付近、車輛から車輛へ跳びわたるニンジャ存在を捉えていたのだ。「ニンジャ……我々以外に？　まさか！」




『マサカ、アマクダリ・セクト！』レクティファイアが狼狽しながら言った。「わかっておる！　私もその可能性を、」「イヤーッ！」「グワーッ！」今度のニンジャスレイヤーの体当たりは強烈だった。オーファンは衝突を受けて脱落しかかる。ほんの数秒のスピードダウンであったが、クロームドルフィンが、ニンジャスレイヤーが、一気に遠のいた。




「おのれ！」オーファンは再加速をかけた。彼のニューロンは高速で思考を巡らせる。レクティファイアの攻撃でないとなれば、この爆発は……（ＫＢＡＭ！　応えるように彼の付近の地雷が爆発した）……やはりアマクダリ・セクトの介入と見るのが自然。オーファンの鹵獲作戦が事前に把握されていたのか？




『モハヤコレハ、ミッション失敗ト判断……』「黙れ！　今は目の前の敵を排除すべし！」『ア……グワーッ!?』ザリザリ……「レクティファイア＝サン！　どうした！」『攻撃ヲ……』ＫＢＡＭ！　『グワーッ！』鬼瓦フライングパンケーキから炎が噴きあがった。「何」『アバーッ！』ＫＡＢＯＯＯＯＭ！　炎が一ひと際きわ大きく噴出した。




　オーファンは息を吞んだ。鬼瓦フライングパンケーキがゆっくりとネオサイタマの夜空を墜ちてゆく。スリケンを投げ終えたニンジャスレイヤーはオーファンを挑戦的に振り返った。「バカな……バカなーッ！」オーファンはニンジャスレイヤーの脳天めがけてニンジャサイズを振り下ろす！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは操車し、回避！　「イヤーッ！」更なる攻撃！　「イヤーッ！」更に回避！




「イヤーッ！」ギュガガガガ！　アイアンオトメの後輪がアスファルトに火花を吐かせた。オーファンの攻撃は空振りに終わった。一瞬の隙をつき、ニンジャスレイヤーはオーファンに体当たりをかけた。「ヌウーッ！」二度、三度、機体はＤＮＡ螺旋めいた蛇行軌跡でぶつかり合う。




　ＫＡＢＯＯＯＭ！　ＫＡＢＯＯＯＯＭ！　彼らの進行方向、たびたび爆発が襲う。あまつさえ、ＫＡＢＯＯＯＭ！　これに巻き込まれガードレールに衝突した一般車輛が火を噴き、連鎖的に爆発した！　もはやルート８０８は市街戦の最前線めいて炎の嵐の真っただ中にあった！
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　ゴウウウ……高速走行するウキヨエ・トラックのカーゴの上で、片膝立ちのニンジャはハンドヘルドＵＮＩＸを素早くタイピングした。ルート８０８のワイヤーフレーム図像上に、彼のＬＡＮ起爆プログラムに紐づけられた地雷やバクチク、Ｃ４等の爆発物が、星空めいてマーカー表示された。




「噂以上の走りではある」彼は呟いた。彼の名はレネゲイド。そして、「イヤーッ！」その横へ跳び来たったニンジャは、両腕に小型ボウガンの機構を備えた特殊な手甲を装備している。彼の名はアルバレスト。どちらのニンジャにも「天下」の漢字を意匠的に構成したエンブレムの存在が見て取れる。彼らはアマクダリ・セクトの尖兵だ。




「あれだけ派手にやらかして、首尾は無しか」アルバレストは冷たく呟き、レネゲイドはただ頷いた。「さて、どうする。レネゲイド＝サン」「ルート８０８は環状線。先回りが可能だ」レネゲイドは言った。「奴は結局、鳥籠の中を巡っているに過ぎない。爆弾の配置作業はとうに完了している。奴の走りは奴をどこにも連れていきはしない。人生とは虚しいものさ」




「またぞろ貴様の悲観論だ。聞き飽きたわ」「悲観論ではない。認識だよ……」「レネゲイド＝サン。貴様と作戦行動が一緒の時ッてのは、気取り屋の弁舌を聞き続けなきゃならんわけか？」アルバレストが言った。「俺やセクトの信を得られるよう心を砕いた方が身のためだと思うがね」




「それはそうだ」レネゲイドはどうでもよさげに答えた。「最大限の努力を傾けねばならんな」「せいぜい、そうしろ。ボスも現地入りした事だ」アルバレストは言い捨て、ウキヨエ・トラックから跳んだ。そして走って来たドラグーンの背に跨った。
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「イヤーッ！　イヤーッ！　イヤーッ！」オーファンはニンジャサイズで繰り返し斬りつける。ニンジャスレイヤーは一度喰らいつけば最後三年は離さぬという中国地方コブラめいて体当たり距離を維持し続け、繰り返しオーファンにチョップ突きを繰り出した。「イヤーッ！　イヤーッ！　イヤーッ！」「ヌ……グワーッ！」




　ニンジャサイズの長大なリーチは、ひとたび懐へ跳び込まれてしまえば逆に弱点ともなる。オーファンは鎖骨部に強力なチョップ突きを受けて怯んだ。「おのれ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」さらにチョップ打！　オーファンは歯を食いしばり、防御姿勢を取った。だがニンジャスレイヤーは不意にラッシュ攻撃を終えると、一気に加速をかけた。アイアンオトメの後輪をスピンさせ、ほとんど直角に近いドリフトを行う！




「な……？」オーファンは目を見開いた。急角度のヘアピン・バンクカーブが迫っていた。「何ィーッ！」オーファンはカーブに対応すべく思い切りドラグーンの車体を倒した。クラッシュは免れたものの、ニンジャスレイヤーはこれによって一気にオーファンを引き離す！　「待て！」「イヤーッ！」「グワーッ!?」左腕付け根にニンジャスレイヤーのスリケンが突き刺さった！
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　ヘアピン・バンクカーブを曲がり終えたカケルの視界は、フラつくドラグーンの姿を捉えた。乗り手はオーファンだ。「ペッ！」カケルはツバを吐き捨てた。オーファンは罵りながらニンジャサイズを頭上で振り回す。その更に前方に敵がある。あの赤黒のニンジャが。そしてその更に前方、クロームドルフィン……！




「イヤーッ！」「イヤーッ！」オーファンが赤黒のニンジャめがけ、ニンジャサイズを繰り出す。赤黒のニンジャは内角に切り込んだ。「イヤーッ！」「グワーッ！」一瞬の交錯だった。赤黒のニンジャは鎌の柄を摑み、掌打をオーファンの顔面に打ち込んだ。




　この速度下、まるで自殺行為。しかし共倒れになるより一瞬早く、赤黒のニンジャは手を離して加速した。オーファンは大きくのけぞる。転倒をこらえる。カケルは速度を上げる。オーファンがカケルを振り返った。そのメンポはひしゃげ、目から出血していた。




　カケルは推進剤に着火する。一気に近づく。オーファンは飛び出しかかった目でカケルを見た。ニンジャの表情は死の恐怖に満ちていた。ギュルル！　蛇行カーブでグリップを失ったオーファンのドラグーンが転倒、人型形態になりながら背中からアスファルトに落ちる。投げ出されたオーファンが、カケルの進行方向に降って来た。




　カケルは……構いはしない。ドウン。〈守衛〉はそのままオーファンを轢き、僅かに跳ねた。カケルはミラー越しに、アスファルトをバウンドするニンジャの残骸を見た。「サヨナラ！」微かに聞こえた。爆発四散するオーファンは一瞬で後方の闇に吞まれた。




　カケルは赤黒のニンジャの真横に並んだ。両者は睨み合った。「忍」「殺」のメンポ、赤黒の眼光。まるで恐怖そのものだ。だがカケルは悲鳴を上げて失禁する事はなかった。「知ったことじゃねえよ！」カケルは呟き、クロームドルフィンの背中を見る。目指すのはあれだけだ。そしてあれの先、風の道だ。




　ＫＡＢＯＯＭ！　右前の市民車輛が地雷のような爆発物を踏み、宙に跳ね上がった。そして左カーブ。カケルは地面すれすれまで車体を倒してカーブを曲がった。そのすぐ上を、撥ね飛ばされた車輛が回転しながら通過した。ＫＡＢＯＯＯＯＭ！　後方に爆発と光を置き去りに、カケルはさらに速度を上げる。赤黒のニンジャのバイクをも、彼は抜き去った。




　前方にはクロームドルフィン。その左右を、四角いカンオケめいて、トラックが一台、二台、三台。前から流れ、後ろに消えてゆく。カケルはそれらを縫うように走る。クロームドルフィンの背中が少しずつ大きくなる。




　ＨＵＤ表示がノイズにザラつく。カケルは痛みに舌打ちし、サイバネ改造された己の身体を憎む。クロームドルフィン。すぐそこだ。手を伸ばせば届きそうな距離だ。カケルの皮膚は空気の震動を感じている。彼の左右を市民車輛やカンオケ・トレーラーが流れ去る。風だ。カケルは風を吸って吐いた。




　４　シェード・オブ・ブッダスピード




　バババババ、にわかに夜空が騒がしい。ハイウェイに隣接するビルの屋上に待機していたか、複数機の輸送ヘリが素早く上空に展開、クロームドルフィンを漢字サーチライトで照射しようとする。ゴーン……ゴーン……道路後方から聞こえてくるくぐもった低音。それは追随ヘリから次々に落下してくる人型ロボニンジャの着地音。ドラグーンである。




　クロームドルフィンは「インタチエンジ」とカタカナ表示を光らせるゲートを突破した。合流路から複数台のヤクザ装甲車輛が雪崩なだれ込こんで来た。「スッゾオラー！」「ザッケンナコラー！」ヤクザ装甲車輛は天井の瓦屋根部にミニガンを設置している！




　更には前方、黒い即席ビヨンボ・バリケード・ユニットが次々に立ち上がるさまを、彼は視認した。さきのオーファンの手て勢ぜいの数機とは一線を画する組織立った運用。アマクダリ・セクトの率いる新たな部隊がクロームドルフィンただ一機を捉えるべく、ルート８０８に包囲網を敷いているのだ。




「ザッケンナコラー！」追走してきたヤクザ装甲車輛がミニガンをクロームドルフィンに向ける。クロームドルフィンはそちらへ幅寄せした。すると鋭角流線形のイルカクロイ車体側面に電熱ブレードが展開。装甲とタイヤホイールをバターのように焼き切った。「アバーッ！」ヤクザ装甲車輛は横転！　爆発四散！




「スッゾコラー！」前方のヤクザ装甲車輛からクローンヤクザ達が身を乗り出し、次々に電磁ネット弾を散布した。だがイルカクロイの加速はネット弾が展開するよりも早くこれらをすり抜け、装甲車輛の真横につけた。幅寄せ！　電熱ブレード展開！　「アバーッ！」横転！　爆発四散！




　クロームドルフィンは後方の爆発炎上を一瞥する。それから横を。そこに〈守衛〉のカケルを見る。死と破壊が飛び交う風の中、ただその先だけを見て、それゆえカケルは喰らいつき、ついにクロームドルフィンの横にまで来た。




　ドウ！　後方で射出音が聞こえ、空気が裂けた。クロームドルフィンは重心を傾け、機体をスライドさせた。一瞬後、彼の頭があった位置を何らかの物体が飛び過ぎた。ニンジャ動体視力の所持者には見えている。楔形のスリケンだ。




　回避動作の減速の隙を突くかたちで、〈守衛〉はクロームドルフィンの前に躍り出る。ドウ、ドウドウ。後ろから楔形スリケンが数度クロームドルフィンを襲う。クロームドルフィンはハンドルを握り込んだ。「システム緑な」合成マイコ音声が告げた。彼は頷いた。
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「さあて、どこまで持ちこたえるんだ、貴様」アルバレストは片手を翳かざして前方のクロームドルフィンに狙いを定める。イルカクロイは確かに速いが、妨害次第で、決してキャッチアップできぬ次元ではない。アルバレストは合流路を利用して斜めから刺しに行く格好となった。このままレネゲイドとの連携で押さえ込む。




　ドウ！　ドウ！　ドウドウ！　アルバレストはスリケンを立て続けに射出した。そのひとつがクロームドルフィンの肩をかすめ、火花を散らした。スターゲイザーが欲しているのはクロームドルフィンそのものではなく、あくまでイルカクロイである。乗り手は殺すのが手っ取り早い。




「働け。レネゲイド＝サン」アルバレストはＩＲＣ通信で指示した。返答のかわりに、クロームドルフィンのすぐ前の道路に仕掛けられたバクチクが炸裂した。ＫＡＢＯＯＭ！　クロームドルフィンは爆発を避けて機首を振った。更に速度が大きく落ちる。アルバレストはニヤリと笑い、スリケン・ボウガンを連射した。




　ドウドウドウドウ！　手ごたえあり。撃ったなかのひとつがクロームドルフィンの脇腹を抉った。獲物の体軸がブレた。「終わりだ。しつこいんだよ、お前」アルバレストは呟き、スリケンをリロードする。クロームドルフィンに近づく。アルバレストは舌なめずりする。頭を撃ち抜きカタをつける。「お前のマシンも人生も、終わってる」




「終わり」クロームドルフィンは接近するアルバレストを振り返った。「お前は、ふふふ、わかっちゃいない、何も。肉体は影。スピードの。……マカナ」「イカレ野郎」アルバレストは吐き捨て、こめかみに狙いを定めた。「死んでるだろォ、そいつは。いつまでチョロチョロ俺の前を走りやがる。お前はあのとき……」




「あのとき殺せた筈、か？」「何！」アルバレストは反射的に声の方向を見た。ゴアアアアア……ヘルヒキャク社のアイアンオトメがエンジンを唸らせ、彼の横に並んだ。乗り手は車上でアルバレストにアイサツを繰り出した。「ドーモ。アルバレスト＝サン。ニンジャスレイヤーです。必ず現れると踏んでおったぞ」




「死神」アルバレストは息を吞んだ。追走するニンジャスレイヤーとかち合うのは、いわば必然。しかし自身の名前を先んじて口にされたとき、アルバレストは心臓を死神に直接摑まれたような感覚を味わった。




「……ドーモ。ニンジャスレイヤー＝サン。アルバレストです」彼はつとめて平静にアイサツを返した。「このイカレ野郎に何の用だ。ツーリングが趣味か？　狂人同士ウマが合うッてわけか？」「オヌシの名を私がなぜ把握しておるか、知りたいか。その腕のスリケン・ボウガンだ。特殊な楔形スリケンについて調べさせてもらった」




「詳しいつもりか？　確かに俺の得物はこのボウガンよ。だが、俺も貴様には詳しいぞ。針小棒大、ソウカイヤ潰しの手柄を触れ回って日銭を稼ぐ、やくたいもない時代遅れのロートルとな！」「フ……」ニンジャスレイヤーは笑った。「なるほど。随分と詳しいようだ。流石さすがはアマクダリ・セクト。何も間違っておらん」




「……」「オヌシらはセクトを抜けたクロームドルフィン＝サンを粛清し（否、し損なったと言うべきか）、更に、秘密の漏ろう洩えいを防ぐべく、彼の婚約者をも殺害した。現場にスリケンを残すとはウカツであったな」「何を探っている。貴様！」アルバレストは声を荒らげた。




「その返答、是認と判断する」ニンジャスレイヤーは言った。「そして、あいにくクロームドルフィン＝サンをくれてやるわけにはいかぬ」「探偵気取りめ！」「探偵だ」ニンジャスレイヤーは言った。「ニンジャを殺す探偵だ」




「ほざけーッ！」アルバレストはハンドルから両手を離して瞬時にニンジャスレイヤーに向き直った。そして二挺拳銃めいて両腕のスリケン・ボウガンをありったけ撃ち込んだ。だがニンジャスレイヤーはこの動きを読んでいた！　彼は急制動をかけて真後ろへ下がり、スリケンの嵐を回避した。




「何！　コシャク……」目で追うアルバレストの後ろで、ニンジャスレイヤーは再加速した。そして真後ろから体当たりをかけた！　「イヤーッ！」ＫＲＡＡＡＳＨ！　「グワーッ！」アルバレストは転倒をこらえる。クロームドルフィンが徐々に離れてゆく。




「チィーッ……」アルバレストは舌打ちし、ドラグーンの自律走行モードをアクティベートした。「イヤーッ！」そして車上で回転ジャンプし、シート上に立って、後ろのニンジャスレイヤーにカラテを構えた。二挺のスリケン・ボウガンとカラテを組み合わせたフタツイシユミテ・ドーだ！




「ならばまず貴様の相手をしてくれるわ！　小虫めが！　イヤーッ！」ドヒュドヒュドヒュドヒュ！　車上で中腰姿勢を取るアルバレストはニンジャスレイヤーに両腕のボウガンのスリケンを連射した。ニンジャスレイヤーはジグザグに走行し、飛来するスリケンを躱す。最小限の回避。避けきれぬスリケンがモーターサイクルの車体に跳ね、火花を散らす。




「キャッチアップするのが精一杯であろう！」ボウガンを連射しながらアルバレストは勝ち誇った。ハイウェイがカーブにさしかかるが、ニンジャバランス感覚によって、彼が足元のドラグーンから振り落とされる事はない。




　ドヒュドヒュドヒュドヒュ！　アルバレストは執しつ拗ようにスリケンを撃ち込み続ける。アイアンオトメの装甲がひしゃげる。このままではニンジャスレイヤーのジリー・プアー（訳注：徐々に不利）か！　「イヤーッ！」その瞬間、ニンジャスレイヤーは回転ジャンプし、自らもバイクの上に立った！　そしてスリケンを投擲する！




「イヤーッ！　イヤーッ！　イヤーッ！　イヤーッ！」「な……グワーッ！」アルバレストは予想外の反撃に防御タイミングを逸し、肩と鎖骨にスリケンを受けた。「ナメるな！　イヤーッ！」ドヒュドヒュドヒュドヒュ！　アルバレストは車上のニンジャスレイヤーにスリケン・ボウガンを連射する！




「イイイイヤアアーッ！」ニンジャスレイヤーの両手が赤黒い風車めいて残像をつくる。ナムサン！　彼は飛来するスリケンを恐るべき速度でつまみ取っているのだ！　なんたるニンジャ動体視力とカラテ精度そして高速走行するモーターサイクル上でもブレる事のないニンジャバランス感覚が高次にかみ合う事で実現する積極的防御か！




「このッ……」アルバレストはボウガンをリロードする。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは跳んだ！　そしてアルバレストのワン・インチ距離、同じドラグーンの背に着地した。




　アルバレストのニューロンをニンジャアドレナリンが駆け巡る。この距離ではボウガンは役に立たない。だがフタツイシユミテ・ドーは近接戦闘のカラテをも内包する奥深い戦闘術……「イヤーッ！」「グワーッ！」防御をすり抜け、ニンジャスレイヤーのチョップ突きがアルバレストの心臓を貫いた。「アバーッ！」アルバレストは血を吐く。致命傷だ。




「イヤーッ！」「アバーッ！」ニンジャスレイヤーは心臓を摘出！　更にアルバレストの顔面に手をかけ、メンポを引き剝がした。アルバレストは力を失い、ドラグーンを転げ落ちた。「サヨナラ！」アルバレストはアスファルトを三度バウンドしたのち爆発四散した。




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは自律走行で並走するアイアンオトメに飛び移り、「イヤーッ！」ドラグーンを蹴って倒した。彼は懐にアルバレストのメンポをしまうと、速度を落としたアイアンオトメの自律走行モードを解除し、再び全速のスピードの火を入れた。ゴアアアアアアアオオオオン！　アイアンオトメが唸り叫んだ。
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　スターゲイザーはハイウェイ遠方にあがる破壊の炎と黒煙を見る。それから、ガードレール越しに下のネオサイタマの夜景を見る。光の粒。流れる車輛制動灯。あるいはネオンを受けるスモッグ。視線を上げれば、巨大で荘厳で馬鹿げたカスミガセキ・ジグラットのシルエット。




「周辺の封鎖が完了しました」ブラックオニキスは厳かに告げた。「クロームドルフィン、ニンジャスレイヤー、依然、ともに走行継続を確認」「成る程」「イヤーッ！」二人の前に新たなニンジャが着地した。「ドーモ。レネゲイド＝サン」「ドーモ。スターゲイザー＝サン。ブラックオニキス＝サン」




「お前は俺が聞きたい答えを持っているか」スターゲイザーは尋ねた。レネゲイドは頷いた。「残念ながらアルバレスト＝サンが死亡しました」「やったのは？」「ニンジャスレイヤーです」




「アルバレスト＝サンは手て練だれのニンジャであったが……」スターゲイザーは低く言った。「ニンジャスレイヤーが我らに積極介入してくるとなれば、多少の白兵戦は必要となろう」「は」ブラックオニキスは頷き、周囲のドラグーンに指示信号を送った。




「クオオオー……」「クオオオー」青色のＬＥＤ光を滲ませ、分離帯沿いに停止していたドラグーン達が人型形態に変形、スターゲイザーのもとに集まった。数百メートル離れた地点にはビヨンボ・バリケードが築かれている。




「……」スターゲイザーはひととき、目を閉じた。彼のニンジャ聴力は接近するクロームドルフィンのモーター音を聞き取った。「はじめろ。レネゲイド＝サン。第二ラウンドだ」レネゲイドはハンドヘルドＵＮＩＸを操作した。
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　フイフイフイフイフイフイフイ……クロームドルフィンは後方を振り返らない。楔形スリケンを受けた負傷箇所から電解液が零こぼれるが、意に介さない。彼はただ前方を見据えている。カケルは彼を超えようとあがく。〈守衛〉の速度は限界だ。少しずつ、少しずつ、イルカクロイは小さくなってゆく。




　直線路。クロームドルフィンはスピードをさらに乗せる。前方に黒い影が見えてくる。検問じみたビヨンボ・バリケードだ。配置されたドラグーン。銃口。青いＬＥＤライト。イルカクロイのホバー装置が圧縮空気を漲みなぎらせた。そして、跳んだ。「ああ」カケルはその姿を見上げた……ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！




　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　カケルは地上で、ドラグーンの掃射の中に突っ込んだ。銃弾が〈守衛〉に細かい穴を穿うがち、削り取っていった。そしてカケルの身体をも。




　カケルは声にならない叫びをあげる。カケルは何もかも捨ててきた。レンゴウを捨て、両脚を捨て、欲を捨てた。彼はこの夜の走りの中で、何もかも零していった。そして今、肉体が失われようとしていた。カケルは今、ただ風の中にいた。彼の視界にはただクロームドルフィンだけが在った。彼は風を感じていた。金色の風を。それは彼自身でもあった。




　角度の浅い上昇曲線を描き、イルカクロイはビヨンボ・バリケードのスレスレの上を通過した。「クオオオオー！」「クオオオオー！」バリケードの陰に待機していたドラグーンが機銃を回し、後方から掃射を行った。ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！




　滑るように着地したクロームドルフィンは、ドウ、ドウ、ドウ、ドウ、圧縮空気を不規則に吐き出し、緩急をつけた回避動作によって、追い来る銃撃を躱しきった。バリケードを越えれば、眼前、さしかかるはトリイ・ゲートの連続だ。ずっと先にわだかまる影。再びドラグーン。それだけではない。ニンジャが数名。だがクロームドルフィンは更に速度を上げる。そしてカケルは、風だ。




　ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＧＧＧＧＧＴＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＭ！　そのとき、轟音、そして震動。空がオレンジに染まった。それは、待ち構える者達の更に先で生じた巨大な爆発が為だった。
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　ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＧＧＧＧＧＴＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＭ！　ハイウェイを支える高架がレネゲイドの仕掛けた多量の爆薬によって吹き飛び、アスファルトはあべこべに、崩れたトーフじみて断裂しながら沈み込んだ。何も知らぬ一般市民車輛を生いけ贄にえに、ルート８０８に巨大な断崖が生まれた。




「これでこの先には行かれんぞ」スターゲイザーは破壊されたアスファルトを背に、クロームドルフィンを待ち構えた。二秒後、イルカクロイの機影をサーチライトが捉えた。




「クオオオー！」「クオオオオー！」「クオオオオー！」ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ドラグーンの火線に追い立てられるように、イルカクロイが走ってくる。なんたる速度か！　ニンジャ動体視力の持ち主でなくば、これを捉える事は至難だろう。




「イヤーッ！」ブラックオニキスがクナイ・ダートを投擲した。クロームドルフィンはギリギリでこれを避けた。スターゲイザーは目の前を通過するこの銀のマシンをただ見送った。その先の道路は崖、そして奈落だ。




　フイイイイイ……！　クロームドルフィンは断裂の数十メートル手前で大きく旋回をかけた。スターゲイザーは頷く。逆走でもして彼らの待ち伏せを逃れるつもりだろう。「そして……」「イヤーッ！」ブラックオニキスは跳んだ。「グワーッ！」彼の飛び蹴りは旋回で減速したクロームドルフィンを捉えた。




　クロームドルフィンはアスファルトに投げ出された。そこに今一人のニンジャあり。レネゲイドだ。「確保」彼は呟き、クロームドルフィンのサイバネティクス装束の背中を踏みつけた。スターゲイザーはリラックスした足取りで、乗り手を失ったイルカクロイにゆっくりと近づく。「重要機密を回収し、ミッションを完了する」




　彼はイルカクロイに触れた手を滑らせた。「美しいものだ」「……マカナ」レネゲイドの足の下でクロームドルフィンが呻いた。「イヤーッ！」「グワーッ！」レネゲイドがクロームドルフィンを蹴り転がす。バラバラバラ……ローター音が上から近づく。輸送ヘリ。回収手段である。スターゲイザーはヘリを見上げた。「終わってしまえば、あっけない」




「ホー、ホー」相槌めいて、フクロウが鳴いた。イルカクロイのシートにフクロウが止まっている。ほんの一瞬前にはいなかった動物だ。ハイウェイにフクロウ。スターゲイザーは電撃的速度でチョップを繰り出していた。「イヤーッ！」




「危ねえッ！」フクロウが真上に飛び上がり、空中でくるりと回転した。ガードレール上に着地した姿はもはや鳥ではない。長髪の男がそこにいた。スターゲイザーは眉根を寄せた。男はアイサツを繰り出す。「ドーモ。フィルギアです。あのな、俺らサークル・シマナガシってンだ。よろしく頼むよ」つまり、一人ではない。




　ブラックオニキスが一歩進み出、カラテを構える。その直後、フィルギアを守るように、新たなニンジャが上から落ちて来た。トリイ・ゲートの上から飛び降りたと見える。ＫＲＡＡＡＳＨ！　アスファルトに蜘蛛の巣状の亀裂を生じ、金色の目でスターゲイザーらを睨んだ。「ドーモ。アナイアレイターです」




「ドーモ。スターゲイザーです」「ブラックオニキスです」「レネゲイドです」アマクダリ・ニンジャはアイサツを返した。「お前らの目的も、これか」スターゲイザーはイルカクロイに触れた。フィルギアは頷き、耳を搔いた。「色々あってさァ……俺はそう興味もないんだが、なりゆきでね……」そして付け加えた。「いい機会なんで、アンタらにはケンカを売らせてもらう」




　シュルルルル……音を立て、夜空を花火めいて斜めに横切った光がある。ＫＲＡ－ＴＯＯＯＯＭ！　来たばかりの輸送ヘリが爆発した。黒煙を噴き出しながら、斜め下に落ちていった。フィルギアは肩をすくめて見せた。




「「「クオオオー！」」」ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ドラグーン達が掃射を開始！　「イヤーッ！」アナイアレイターはうずくまり、アスファルトを殴りつけた。その足元から膨大な鉄条網が湧きだし、渦巻いて、銃弾を弾き返してしまう。




「イヒヒヒ……せっかちだな！　こっちはまだ紹介が済んでねえッてのに」フィルギアは笑い、ドラグーンの一機を指さした。「そこ、気をつけな。ロボットに言ってもしょうがねえか」




　ウォールルルル！　エンジンの唸りが接近し、中央分離帯を飛び越え、いきなりチョッパーバイクが飛び込んで来た。「アバーッ！」突然の質量攻撃に押し潰されたドラグーンが電子ヤクザ音声の断末魔の絶叫をあげる！




　チョッパーバイクには二人のニンジャがタンデムで跨る。ハンドルを持つのはアフロヘアーの男。「ドーモ。スーサイドです」その後ろに、マーブル迷彩のフード装束を着た男。肩に抱えた盗品ロケットランチャーをガランと投げ捨てる。たった今、輸送ヘリを撃ち落としたばかり。「ドーモ。ルイナーです」




　バイクの後輪には奇妙な物体が鎖で繫がれていた。車輪付きのカンオケだ。「ハハァ！　そいつも間に合ったか！」フィルギアは手を叩いてカンオケに注目した。ギャルルルル！　スーサイドは前輪でドラグーンを踏みつけたまま、後輪をスライドさせた。カンオケは鞭めいて跳ね、別のドラグーンに衝突した。「アバーッ！」




　ＫＲＡＡＡＡＳＨ！　衝突の勢いでカンオケの蓋が勢いよく開き、中に詰まっていたハッパが落ち葉めいてハイウェイを舞った。中からロングコートを着た死体がまろび出て、アスファルトに倒れ込んだ。「オイ。コイツは何なんだ？」カンオケを牽引してきた当のスーサイドがフィルギアに問うた。




「知り合い。だな」フィルギアは言葉を探した。「俺らだけじゃ今回、ちとキツイ」「ハァー……」死体はジゴクめいた息を吐いた。地面に手をつき、起き上がると、足元の山高帽を拾い上げ、被り直した。乳白色の長い髪が風に揺れた。「……ドーモ……エルドリッチです」




　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ！　ドラグーンが火線をチョッパーバイクに集中させる！　「「イヤーッ！」」スーサイドとルイナーは回転ジャンプで飛び離れた。スーサイドはそのまま手近のレネゲイドに飛び蹴りを浴びせにいく。レネゲイドは円を描くように手の平を動かして蹴りを逸らし、スーサイドを地面に叩きつけた。




　ＫＢＡＭ！　銃撃を受けたチョッパーバイクが燃料タンクを爆発させた。「イヤーッ！」アナイアレイターの周囲を渦巻く鉄条網鞭がドラグーンに襲い掛かり、絡め取り、引き裂く！　「「「アバーッ！」」」




「イヤーッ！」すかさずブラックオニキスがクナイ・ダートをアナイアレイターの両目めがけ投擲！　クナイはそのまま彼の両目を貫くと思われたが、ルイナーが投擲線上に着地。クナイをそれぞれの手で摑み取ると、指先の力で捻じ曲げ、破壊した。新手の二人はアナイアレイターの両横に立つ！




「ハァー」エルドリッチは二挺構えのソードオフ・ショットガンをスターゲイザーに向け、おもむろに発砲した。ＢＡＮＧ！　「グワーッ！」スターゲイザーの頭が散弾を受け、粉々に消失した。ＢＡＮＧ！　さらにブラックオニキスを撃った。「イヤーッ！」ブラックオニキスは側転で回避、クナイ・ダートを投げ返す。




「イヤーッ！」エルドリッチはショットガンの銃身でクナイを弾き返す。「ジェーノサイィード……いねえなァー……」二挺の銃を背中のホルダーに戻し、得物の鎖鎌に持ち替えた。「ああ、そのうち会えるさ、そのうちな」フィルギアが言った。「これでまずアタマを殺ッた……殺ッてねえか？」




　首なしのスターゲイザー、本来頭部があるべき場所に、脳が、眼球が、頭蓋が、肉が、皮膚が、メンポが生じた。元通り、無傷であった。「すげェな！」フィルギアはおどけた。




「ニンジャの愚連隊か」スターゲイザーはボキボキと肩を鳴らした。「アマクダリを知っているようだが……我々とコトを構える意味は、わかるか？」「ああ」フィルギアは無雑作に頷いた。「アンタら、そろそろ邪魔になって来た。日頃からやりづらくてしょうがねえ」「ははは。面白い」スターゲイザーは笑った。




「いつまでくだらねェ事くッちゃべってやがる」鉄条網の渦の中で蹲うずくまるアナイアレイターの目がギラギラと輝いた。「殺させろや……！」「スーサイド。そいつのこと頼むぜ」フィルギアは言った。スーサイドは地面に唾を吐いた。ニンジャ達はカラテを構え、互いに睨み合った。




　うつ伏せに倒れたクロームドルフィンの視線の先には、ただイルカクロイがある。ガリと音を立てて、指先がアスファルトを搔いた。場に張りつめた殺気が決壊した。「イヤーッ！」アナイアレイターの鉄条網が四方八方に飛び出す！




　クロームドルフィンは身を起こし、走り出す。レネゲイドはクロームドルフィンに向き直った。「イヤーッ！」そこへ鉄条網が飛び来たり、右腕に巻き付いた。「余所よそ見みしてンじゃねェ！」「イヤーッ！」レネゲイドは巻き付いた鉄条網を左手のチョップで切断！　「イヤーッ！」すかさずスーサイドが殴りかかる！




「イヤーッ！」「グワーッ！」スーサイドは腹部に肘打ちの強打を受けた。彼は血を吐きながら吹き飛び、ガードレールに背中から叩きつけられた。そのカラテを目視できた者は少ない。動いたのはスターゲイザーである……！　「イヤーッ！」既にスターゲイザーは次の相手を目掛けていた。ルイナーだ。




　クロームドルフィンはイルカクロイに到達、飛び乗ると、ＵＮＩＸモニタは点滅し、あらためて主を受け入れた。すぐさま彼は神秘的なマシーンを始動させた！




「アイツも来たな……」フィルギアは近づきつつある別のニンジャの存在を感じ取った。やおらその場から跳びあがり、フクロウに変身して空を旋回し始めた。




「イヤーッ！」ルイナーが手の平をかざす。だがスターゲイザーの蹴りがハヤイ！　「グワーッ！」回し蹴りを受けたルイナーが斜めに吹き飛ぶ！　「アアアアアア！」アナイアレイターの金色の瞳が眩く輝き、鉄条網がシュルシュルと音を立てて全方向からスターゲイザーを襲う！




「重金属。スリケンに似た組成」スターゲイザーは致命的攻撃に捉えられながら、吟味するように平然と呟いた。ファイバーチューブが裂け、プロテクターが剝がれ落ちた。「取ッたぜェー！」アナイアレイターはマンリキめいた力でスターゲイザーを押さえ、逆の手で容赦無く心臓を抉った。




「イヤーッ！」「グワーッ！」アナイアレイターが手を引き抜くと、スターゲイザーの体の内側から鉄条網が飛び出し、肉を裂きながら暴れ狂った。だがアナイアレイターは表情を曇らせる。「こいつ……？」スターゲイザーは引き抜いた手首に片手を添え、捻った。「イヤーッ！」




　アイキドーめいてアナイアレイターの身体は手首を支点に横回転し、地面に叩きつけられた。「グワーッ！」スターゲイザーは片脚を振り上げる。鉄条網が彼の身体から剝がれ落ち、無惨な傷を晒した。だがそれが見る間に癒えてゆく。身体を内側から発光させながら！　一体これはいかなるジツか？




「イヤーッ！」ルイナーが飛びかかった！　スターゲイザーの足先が逸れ、アナイアレイターは地面を横へ転がって、このカイシャクを逃れた。ルイナーは手の平をスターゲイザーの脇腹に当てた。掌が筋肉をかき分け、泥のように裂き開いてゆく！　「グワーッ！」何たる破壊力！　ナムアミダブツ！　だが……！




　上体を無惨に裂かれながらスターゲイザーはブリッジし、さらにバック転で飛び離れた。傷はすぐに塞がった！　傷ばかりではない。破損したはずのチューブ類、プロテクターすらも虚こ空くうより生じ、再びスターゲイザーを覆うのだ！




「イヤーッ！」エルドリッチが鎖くさり分ふん銅どうを振り回した。ブラックオニキスは地面すれすれまで上体を下げ、一気に近づいた。「イヤーッ！」チョップ突きを繰り出す。「イヤーッ！」エルドリッチは鎌で斬りつける。「イヤーッ！」ブラックオニキスは手首から仕込みブレードを飛び出させ、鎌と打ち合った。




「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」斬り合うブラックオニキスとエルドリッチを横目に、レネゲイドがクロームドルフィンに向かう。ルイナーが割って入る。「俺が相手してやる」「そいつのカラテはやや特殊だ」スターゲイザーが言った。「手の平に警戒せよ」レネゲイドは頷いた。
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「イヤーッ！」レネゲイドは鞭めいたローキックでルイナーの動きを封じ、側頭部に恐るべき速さの蹴りを叩き込んだ。「グワーッ！」ルイナーはこらえた。重く踏み込み、掌打のアッパーカットを繰り出す。「イヤーッ！」踏み込んだ足の下の地面に亀裂が走る。レネゲイドは仰け反った。装束が、鎖骨が、抉り取られた。「グワーッ！」




「イヤーッ！」レネゲイドの蹴りがルイナーの膝を砕く！　「グワーッ！」更にチョップを首筋に叩き込もうとする！　そこへ、復帰したスーサイドが手を翳す！　「イヤーッ！」「グワーッ！」レネゲイドがよろめく。その背中から白い影が剝がれ、スーサイドに吸い込まれる！　「これは」「クラッときたか？」




　レネゲイドは防御姿勢を取ろうとした。だが動きに精彩が無い！　「イヤーッ！」スーサイドのケリ・キックが脇腹を直撃！　「グワーッ！」レネゲイドが倒される！　「イヤーッ！」更に蹴り上げる！　「イヤーッ！」レネゲイドは後転で躱す。スーサイドは追おうとして踏みとどまった。地面！




「あッぶねえ、な」スーサイドは両手をぶらぶらと振った。レネゲイドは転がりながら平たい八角形のパネルをアスファルト上に残していた。パネルは赤いＬＥＤをチカチカと瞬かせている。「地雷か何かか、エッ？」「ああ。その通りだ」レネゲイドは起き上がり、咳き込んだ。「またいで来ればいい」




　ウォールールールルルルル……クロームドルフィンの跨るイルカクロイが地面から数インチ上に浮上。逆走方向に旋回し、断崖を背にする。風が放射状に放たれた。風はクロームドルフィンの周囲を巡った後、光り輝く靄もやめいて再び収束し、イルカクロイにまとわりついた。




　ブラックオニキスはエルドリッチの鎖鎌を弾き、クロームドルフィンにクナイを投げた。「イヤーッ！」




　ドクン……その瞬間、ブラックオニキスの主観時間が圧縮され、飛ぶクナイが、空気の流れが、全てがスローモーションになった。乱戦の中を凄まじい速度で接近してくる存在に、彼のニンジャ第六感が激しい警鐘を鳴らしたのだ。




　クナイはゆっくりとクロームドルフィンめがけて空気を裂いた。命中のコンマ二秒前、その投擲コース上に割って入ったものがある。赤黒の装束、「忍」「殺」のメンポ、真後ろになびくマフラーめいた布。ヘルヒキャク社アイアンオトメ。ニンジャスレイヤー！　その上腕にクナイが突き刺さった！




　イルカクロイがロケットスタートした。逆走を開始！　すれ違ったニンジャスレイヤーもアスファルトを黒く抉りながらドリフト旋回し、クロームドルフィンを追って再加速した。ふたつのモーターサイクルは一瞬で乱戦の場から抜け出た！




　圧縮された時間感覚が戻る。「チィーッ！」ブラックオニキスは舌打ちし、更にクナイを投げようとする。「イヤーッ！」そこにエルドリッチの鎖鎌が再び襲い来る！　「イヤーッ！」ブラックオニキスは鎖鎌を前転で躱し、そのままハイウェイを全力疾走し始めた。




　エルドリッチはブラックオニキスの背中にソードオフ・ショットガンを向ける。ＢＡＮＧ！　スターゲイザーが立ちはだかり、散弾全てを受けた。厚い胸板が半分に抉れたが、数度の呼吸のうちに元通り再生してしまう！　「追跡せよ」スターゲイザーは命じ、エルドリッチと向かい合った。




　疾走するブラックオニキスの左右に複数台のドラグーンがバイク形態で並走して来た。「イヤーッ！」彼は回転ジャンプし、うち一機にまたがると、スピードを上げてクロームドルフィンを追った。「イヤーッ！」
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　クロームドルフィンは金色の靄めいた軌跡を後に残しながら、いまだ加速し続ける。ウォルルルルル……ニンジャスレイヤーはアイアンオトメの液晶モニタ表示とクロームドルフィンの背中を交互に見る。




　そこへ斜めに飛び来たったフクロウ。アイアンオトメにしがみつく。フィルギアだ。「速ええ、速ええ。文明ってのは際限が無いね。振り切られちまう……」フィルギアはグルグルと首を回してニンジャスレイヤーを見上げた。




「ウチの連中が今、アマクダリの奴らを思い切り足止めしてる。褒めてくれてもいいが、恩を着せるつもりはねェ……とにかく疑いは晴れたろ」「……」数秒の沈黙の後、ニンジャスレイヤーは頷いた。「渋々ッて感じか？　まあいいさ。だけど全員排除とはいかねえな……一人追っかけて来ている。やりあうしかないんじゃねえか？」




「後は、」「〝後は私のイクサだ〟」ニンジャスレイヤーの言葉を、フクロウは遮った。「ワカル、ワカル。俺ももう少しアイツら手伝わねえと……ヒヒヒ……今後ともよろしくな、ニンジャスレイヤー＝サン」そして再び空に去った。
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　ＢＡＮＧ！　ＢＡＮＧ！　ＢＡＮＧ！　エルドリッチは機械的なまでに淡々とした仕草で目の前のスターゲイザーに散弾を撃ち込んだ。スターゲイザーの上半身の肉は爆ぜ飛び、首を支えるのは脊せき椎ついひとつ。したたる鮮血がアスファルトを焼く。エルドリッチは弾の切れた銃を背に戻すと、得物の鎖鎌を構え首を刎ねにいった。「イヤーッ！」




「イヤーッ！」スターゲイザーは片手を掲げ、刃を止めた。鋼鉄メンポから蒸気が噴き出す。見る見るうちに胸板が再生する。「ゾンビー……ツキジ・ダンジョンか」スターゲイザーは呟いた。エルドリッチの緑の目がギラリと輝く。「ジェーノサイィード……知ってるかァー」「知らんな」「なら死ンどけェー……！」




「スッゾコラー！」「アッコラー！」乱戦の場にヤクザベンツ、ヤクザ装甲車が到達し、中からぞろぞろとクローンヤクザが降りてきた。ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭ！　たちまちクローンヤクザのオートマチックヤクザガン十字砲火！　さらに上空では新手の輸送ヘリ！　漢字サーチライト照射！




「潮時です」ガードレール上からレネゲイドが言った。「面倒なニンジャ、無意味なイクサ」「然りだな。後はブラックオニキス＝サンがどうにかする」一瞬の空気のうねりに乗じたスターゲイザーは膠こう着ちやく状態を破ってエルドリッチの懐へ踏み込み、肩から背中にかけてを叩きつけた。「イヤーッ！」暗黒カラテ奥おう義ぎボディチェックだ！　「グワーッ！」




　吹き飛ぶエルドリッチをくぐって、スーサイドが飛びかかった。「イヤーッ！」「イヤーッ！」スターゲイザーはイナズマめいた前蹴りを放つ！　スーサイドは素早く切り返してこれをかわし、スターゲイザーの顔面に裏拳を繰り出した。「イヤーッ！」「イヤーッ！」スターゲイザーは肘でスーサイドの腕を撥ね上げ防御！




「イヤーッ！」だがもう一手あった！　スーサイドはスターゲイザーの腹部めがけ逆の手で掌打を繰り出す！　スターゲイザーは屈強な腹筋でこれを受けた。ドウン！　その巨体の輪郭が一瞬白く光った。「フー……成る程これは……」スターゲイザーはよろめく！　「イヤーッ！」スーサイドが蹴りを繰り出す！




　だがスターゲイザーのカラテ侮り難し！　よろめきながら蹴りを抱えると、その脚を千切らんばかりの勢いでねじり上げた！　「グワーッ！」地面と水平にキリモミ回転して吹き飛ぶスーサイド！　投げられながら、彼の右脚は骨折！　「イヤーッ！」スターゲイザーは追撃せず、背後のガードレール上に飛び乗る！




　ＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭ！　嵐めいた十字砲火！　「イヤーッ！」エルドリッチが空中で分銅鎖を大きく打ち振ると、銃弾が弾かれ、撃ち手達に跳ね返る！　「「グワーッ！」」インガオホー！　さらに二回転！　回転半径を倍増し、ヤクザ達の頭部に直接襲いかかる分銅鎖！　「「アバーッ！」」ナムアミダブツ！




　崩れ立ったクローンヤクザ集団のもとにフクロウが降り立つや、それはコヨーテに変身、ヤクザ装甲車を蹴って、奥から進み出たドラグーンを蹴り、さらにガードレールを蹴り上がって、レネゲイドへ奇襲をかける！　「ＧＲＲＲＲ！」「アバーッ！」跳躍軌跡上のクローンヤクザが頸動脈から一斉にバイオ血液を噴出させ即死！




「ＧＲＲＲＲ！」「イヤーッ！」飛びかかるコヨーテをレネゲイドはバックフリップで回避すると、未練無しとばかり、そのままハイウェイの下へ回転落下。戦場を離脱した。「アナイアレイター＝サン！　やれッ！」コヨーテが叫んだ。既に彼は始めようとしていた。金色の目が凶暴に輝く。コヨーテはスーサイドめがけて跳ぶ！




「うまくねェー……」エルドリッチはアナイアレイターを一瞥した。そこへルイナーがクローンヤクザを轢き殺しながら半壊のチョッパーバイクで突っ込んできた！　「イヤーッ！」エルドリッチは襲いかかったドラグーンを蹴り壊し、跳躍すると、バイクの牽くカンオケに背中から落下！　閉まる蓋！　ルイナーはそのままチョッパーバイクを加速させ、エルドリッチのカンオケとともに戦線離脱！




　コヨーテはアスファルトに突っ伏したスーサイドの脚に嚙みつき、首の力でアナイアレイターめがけ投げつけた。「グワーッ！」スーサイドは空中で何とかバランスを取ろうと苦闘する。今やアナイアレイターはもう一方のクローンヤクザ部隊の集中砲火にさらされている！　彼は両拳を地につけ、蹲る！




　銃撃がアナイアレイターのフードを、上着をズタズタに引き裂く！　だが彼は両拳を地面に当て、微動だにしない。彼は何かを起こそうとしていた。そしてフィルギア。コヨーテからフクロウに変身、ホバリングして、ガードレール上のスターゲイザーを見る。「じゃァな。見たとこ、アンタも退場時間だろ」




「貴様」スターゲイザーの険しい目がフクロウを睨み返し、鋼鉄メンポから蒸気が吐き出される。一瞬後、彼はとんぼを切ってガードレールからハイウェイ下へ落下した。フクロウは旋回しながら高く舞い上がり、笑った。「オタッシャデー！」スーサイドはアナイアレイターの背中に落下！　首に組みつく！




　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴ！　ルイナーとエルドリッチのチョッパーバイクが銃撃包囲網を突破！　「「アバーッ！」」吹き飛ぶクローンヤクザ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴ！　激しいマズル光！　乱れ飛ぶ銃弾！　アナイアレイターが震える……「フォハハ……フォハハハ！」




　アナイアレイターが笑い出した。「フォハハハハハ！　フォハハハハハハハハハハ！　ハハハハハーッ！」蹲る彼の足元から放射状に鉄条網がのたうち、異常成長する蔓植物めいて急激に展開！　アスファルトを、ガードレールを侵食し、危険な刃の密集体で真っ黒に染め上げた！




「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」「アバーッ!?」




　ゴウランガ！　ハイウェイを前後から包囲展開していたクローンヤクザ集団、ドラグーン、ヤクザモービルが、下から荒れ狂い無限に生え伸びる鉄条網に吞み込まれた！　「フォハハハハハ！　フォハハハハハ！　恐れよ！」「イヤーッ！」スーサイドは腕に力を込め、アナイアレイターの首を全力で締め上げる！




「邪魔だ！　下郎！」アナイアレイターがスーサイドを振り落とそうとした。だがもはやスーサイドのチョーク攻撃は完成していた。「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」……見開かれた金色の目の光がやがて失せ、ぐるりと白眼を剝くと、アナイアレイターは気絶した。




　足元をのたうつ鉄条網が動きを止め、ボロボロと崩れ始めた。空中へ生え伸び展開していたドーナツ状の鉄条網も同様、一瞬で風化し、吞み込まれて空中に引きずり上げられていたクローンヤクザやモービル群、ドラグーンの残骸が次々に地面に落下した。「ヒヒヒヒ」フクロウが空から降りてくる。




「戦果は上々」フィルギアは人間の姿に戻る。「上々？　ニンジャをやってねェ」仰向けのスーサイドは無事な足を上げ、座ったまま気絶するアナイアレイターの背中を蹴った。「こいつもクソだ」「カッカしなさんな。だいたいお前、吸収できるならイイじゃねえか。キクんだろ？」




「クソ野郎」スーサイドは唸った。「あのゾンビー野郎にしてもよォ。説明も無しに取りに行かせやがって」「イヒヒヒヒ、いい加減、口が悪いぜ、お前……ま、あいつも俺なんかより頼りになったろ？　いいんだよ派手にやりゃァ」フィルギアは笑った。
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　ブラックオニキスは前方、クロームドルフィンのイルカクロイが軽やかに跳ね、中央分離帯を越えて反対方向へ移動するのを見ていた。霞のような飛行の軌跡は金色に輝いた。いかなる機構か。面妖であった。




　ニンジャスレイヤーも当然クロームドルフィンを追った。ドラグーンの残骸を踏み台に、ウイリージャンプを行って、強引に分離帯の向こうへ着地した。




　彼らのマシンさばきは度外れている。だがブラックオニキスに焦りは無い。彼の頭上、順行車線側に、輸送ヘリが一機つけてきていた。ブラックオニキスのＨＵＤにＩＲＣ通信が明滅。「追加支援には時間を要する。単独でカタをつけろ。スターゲイザー」




　言われずとも、そのつもりである。ブラックオニキスはスターゲイザーの身に不測の事態が起こる可能性は一切考慮しない。彼は不死身だ。ゆえに、後にして来たイクサに気がかりもない。平時である。




　長い長い直線路。「射出準備」の表示が網膜ＨＵＤに灯った。輸送ヘリの底部ハッチが開き、大がかりなカタパルト機構が迫り出した。それが前方に質量を射出した。ＫＢＡＭ！




「イヤーッ！」ブラックオニキスはドラグーンを乗り捨て、中央分離帯を飛び越えた。そして、カタパルトで射出されたＵＮＩＸモーターサイクルに空中で乗り換え、見事に着地した。研ぎ澄まされたニンジャ器用さ、ニンジャ俊敏性をもってすれば、飛び移るのは容易である。




　ブラックオニキスが騎乗するや否や、濃紺色のモーターサイクルは乗り手の網膜をスキャンし、ディスプレイに「おなたかみ」「守衛二世」の文字を映し出した。




　試作機〈守衛二世〉は前世代機〈守衛〉のわずか一ヶ月後にロールアウトされた機体であるが、改善点は多岐にわたる。残念ながら、それでもイルカクロイには敵うまい。0と1ほどに違う。オーパーツめいたイルカクロイの諸機構は、オナタカミによっていまだ解析の途上であったのだ。




　だが鹵獲を遂行する事は十分に可能だ。発狂したクロームドルフィンは恐らくノーメンテナンスで走り続けている。いずれその灯火は消えるだろう。ブラックオニキスはアスファルトを通じて機体から伝わるタイヤのグリップを全身で感じている。彼は奥歯を嚙み締め、推進装置を起爆した。ＫＢＡＭ！




　推進剤は夜の闇にホタルめいて散った。〈守衛二世〉は恐るべき加速を行った。前方にニンジャスレイヤーを確認。赤黒装束のニンジャ。漆黒のモーターサイクル。ＨＵＤに「地獄飛脚大人女」の表示が躍る。ブラックオニキスは肉迫する。両肘からブレードが飛び出し、白兵戦に備える。ＨＵＤ表示「二秒」「一秒」……。




「イヤーッ！」追い抜きざま、ブラックオニキスはニンジャスレイヤーに右肘ブレードで斬りつけた。ＫＩＬＬＩＮ！　火花が散った。ニンジャスレイヤーは左腕を掲げ受け流した。ドウグ社のブレーサーに斜めの切り傷。ニンジャスレイヤーのジゴクめいた眼光がブラックオニキスを射た。左に急カーブ！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは思い切り内角に寄せ、体当たりをかける！　車体同士がぶつかり合う。並の乗り手であれば転倒するところだ。だがブラックオニキスは左脚でガードレールを瞬時に蹴りつけ、立て直しながら、さらに右肘ブレードで攻撃した。「イヤーッ！」




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは再びブレーサーで受け流す。ブラックオニキスは斬りつける動作からそのまま背中のニンジャソードを摑み、ニンジャスレイヤーにイアイで攻撃！　「イヤーッ！」ワザマエ！　恐るべき二段攻撃だ！　「イヤーッ！」だが、おお、ナムサン！　ニンジャスレイヤーが消えた！




　……上だ！　ニンジャスレイヤーはアイアンオトメ上で跳び上がり、イアイ斬撃を躱すとともに、シート上に着地！　ブラックオニキスの脳天に踵落としを振り下ろす！　「イヤーッ！」ＫＢＡＭ！　ブラックオニキスは歯を食いしばってＧに備え、二度目の加速を行う！　これにより踵落としを回避！




　前方にウキヨエトレーラーだ！　ブラックオニキスは追突寸前で車体ドリフトを完遂、追って来るニンジャスレイヤーめがけクナイ・ダートを連続投擲した。「イヤーッ！　イヤーッ！」「イヤーッ！　イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは自走するアイアンオトメのシート上に膝立ちになり、スリケンを投げ返す！




　クナイとスリケンが火花と弾け消え失せる！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは待ち構えるブラックオニキスの真横を高速で通過しながら、首を切断する勢いの恐るべき水平チョップを繰り出す。ブラックオニキスが身をそらすのがコンマ一秒遅れていれば、彼の頭はシャンパンの栓めいて吹き飛んだだろう！




　ＫＢＡＭ！　三度目の加速！　推進剤は十分に残っている。ニンジャスレイヤーを排除し、クロームドルフィンを捕えるに足る力が！　「イヤーッ！」ブラックオニキスもまた跳躍！　シート上に着地！　ゴ、ゴウランガ！　並走する二台の自律走行モーターサイクル上で、二者は向かい合い、互いにオジギした！




「ドーモ。ニンジャスレイヤー＝サン。ブラックオニキスです」「ドーモ。ブラックオニキス＝サン。ニンジャスレイヤーです」「「イヤーッ！」」互いに繰り出す蹴りがぶつかり合うと、二台のモーターサイクルは左右にわかれ、再び接近する。「イヤーッ！」「イヤーッ」木人拳めいたチョップ応酬！




「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」高速走行するバイク上でのチョーチョーハッシ乱打戦のさなか、やがて、風に乗って白い雪めいたかけらが舞い始める。ハイウェイ左横、観光名所としても名高い、ビル十五階の高さがある巨大バイオ桜だ！




「アイエエエ！」追い抜かされたバイクライダーがありうべからざる戦闘光景を目の当たりにし、危うく転倒しかかる。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはヤリめいたサイドキックを繰り出す。「イヤーッ！」ブラックオニキスは蹴りをガードし、ニンジャスレイヤーの脚を摑んで投げようとする！




「イヤーッ！」だがニンジャスレイヤーは自ら跳び、水平キリモミ回転しつつ、自由な脚でブラックオニキスの側頭部を蹴る！　ブラックオニキスは蹴りを危うくガード！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは反動力で斜めに跳ぶと、横を通過するウキヨエトレーラーの荷台側面を蹴る！　「イヤーッ！」




「イヤーッ！」ブラックオニキスはブレードで迎撃！　一瞬のニンジャ反射神経の交錯だ！　斜め下のブラックオニキスめがけて弓矢めいた殺到力で繰り出された三角跳び蹴りを、躱しざまのブレードが迎撃！　「グワーッ！」ニンジャスレイヤーは脇腹を切り裂かれた！　ナムサン！　アスファルトを舐めるのか！




「……イヤーッ！」地面スレスレで、ニンジャスレイヤーの身体がふわりと浮き上がった。マジック!?　ブラックオニキスは狼狽しかかった。すぐに彼はその理由を知った。ゴウ！　巨大トリイが頭上を通過する。再びのトリイ地帯！　ニンジャスレイヤーは巨大トリイにフックを撃ち、ぶら下がったのだ！




「チィーッ……」ブラックオニキスは後方へ取り残されてゆくニンジャスレイヤーを睨む。命を拾ったか……いや、それだけではない！　取り残されもしないではないか！　ニンジャスレイヤーはトリイからぶら下がるワイヤーを脱すると、通過するウキヨエトレーラー荷台上に着地！　荷台上を駆け出す！




「イヤーッ！」「イヤーッ！」「イヤーッ！」ゴ、ゴウランガ！　ニンジャスレイヤーは並走するウキヨエトレーラーからウキヨエトレーラーへ、疾走し、飛び移り、飛び石めいて追いすがってくるのだ！　「ええい！　ふざけたフーリンカザンを！」ブラックオニキスは前方のトレーラーのタイヤにクナイ投擲！




　ＢＯＯＭ！　タイヤがパンクし、トレーラーがグリップを失う！　「ジ・エンドだ！」ブラックオニキスは加速した。グリップを失ったトレーラーがガードレールに衝突し爆発炎上！　ＫＲＡＡＡＳＨ！　ＫＡＢＯＯＯＯＭ！　「アバーッ！」飛び石が消失！　だが、「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは回転跳躍！




　着地点には忠実なるアイアンオトメの自走！　ニンジャスレイヤー、再び人車一体！　「なんとしぶとい」ブラックオニキスは顔をしかめた。そして前方には左へのバンクカーブ！　ブラックオニキスはドリフトをかけた。ニンジャスレイヤーは殆ど減速せず内角へ切り込む！　ゴアアアア！　唸るアイアンオトメ！




　この状況は先程のリフレインだ。そして先程とは内外の乗り手が逆！　ドリフトするブラックオニキスは遠心力でカーブ外側へ振られて行く。そう、先程のニンジャスレイヤーのように決断的に内角へ切り込む事無くば、そのようになる……そして内側の者に、遠心力を利用した攻撃機会を与えてしまうのだ！




「しまッ」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーが外側のブラックオニキスめがけ急激に幅寄せした！　「グワーッ！」側面衝突！　右へ押し出される！　遠心力！　その先にガードレール！　挟まれる！　火花！　「グワーッ！」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーの裏拳がブラックオニキスの顔面を直撃！　「グワーッ！」




　抜け出せぬ！　右側のガードレールに削り取られ、ブラックオニキスの右腿から先が吹き飛んだ！　「グワーッ！」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはさらに裏拳！　反撃が間に合わぬ！　「グワーッ！」裏拳！　「イヤーッ！」「グワーッ！」裏拳！　「イヤーッ！」「グワーッ！」……「イヤーッ！」




「グワーッ！」……ニンジャスレイヤーはカーブを抜けた！　その背後、無惨に転倒するバイクと、空中へ回転しながら投げ出される……ブラックオニキス！　「サヨナラ！」爆発四散する強敵をニンジャスレイヤーは振り返らなかった。彼は前方に、ついにクロームドルフィンの背中を捉えていたのだ。




　クローム＆シルバーのメタリック装束。青いＬＥＤライト。鋭角流線形の車体……そしてまとわりつく金色の霞……不意にクロームドルフィンは振り返り、ニンジャスレイヤーを見据えた。彼は微かにであるがスピードを落とした。誘っている？　だがニンジャスレイヤーはそれに乗った。アイアンオトメが唸り、二者は直線上で横並びになった。




「ドーモ。クロームドルフィン＝サン。ニンジャスレイヤーです」ニンジャスレイヤーはアイサツを繰り出した。「ドーモ。ニンジャスレイヤー＝サン。クロームドルフィンです」スピードフリークはアイサツを返した。「見えるか。風の道」青い眼光がチカチカと点滅した。




「この世はスピードの影だ、ニンジャスレイヤー＝サン」クロームドルフィンは言った。「肉体の檻を捨て、スピードとなれ」「……」ニンジャスレイヤーは並走を続けた。「スピードとやらに還った先に、オヌシのマカナ＝サンがいるのか」「マカナ」思いがけぬ名前に、クロームドルフィンが震えた。




「『死んだら終わり』。アノヨは無い」ニンジャスレイヤーは厳かに言った。「戻れ、ケンザ・キシオミ＝サン。彼女の家族のもとへ。そしてマカナ＝サンを弔え」「やめろ！」クロームドルフィンが拒絶した。「くだらぬ事を」「くだらぬ事？」ニンジャスレイヤーは続けた。「私はこの話をしに来た」




「やめてくれ」「私は話をしに来た」ニンジャスレイヤーは繰り返した。「戻れ。そして弔え。ケリをつけろ、ケンザ＝サン」「スピードを汚すな！」クロームドルフィンは叫んだ。「マカナ！」「その先にマカナ＝サンはおらん」ニンジャスレイヤーは言った。「既にオヌシのもとに在る。己の中の彼女と対せ」




「……」クロームドルフィンは黙った。そして自嘲的に笑った。「それが出来れば、良かった。……だが無理だ。俺の罪はあまりに重い」「……」「俺はクロームドルフィン。戻れはしない。知っているのだろう、お前」彼の口調は穏やかだった。「……だが、ありがとう。ニンジャスレイヤー＝サン」




「バカめ……」ニンジャスレイヤーは低く言った。クロームドルフィンは並走するニンジャスレイヤーに何かを放った。ニンジャスレイヤーは受け止めた。それは指輪だった。クロームドルフィンの青いＬＥＤが明滅した。手振りをしたのち、推進剤を放出、一気にニンジャスレイヤーを引き離した。




　もはや追いつけはしない。ニンジャスレイヤーは徐々に速度を落とす。空が白み始めている。クロームドルフィンは金色の影を伴っている。おぼろなモーターサイクルの影を。ニンジャスレイヤーは眉根を寄せる。朝焼けがもたらした幻視か。




　それは更に加速した。小さくなるクロームドルフィンを、随伴者めいて追っていった。やがて、二つの光はニンジャスレイヤーのニンジャ視力を以てしても捉えられぬほどに遠ざかり、見えなくなった。唸る風音が遅れて聞こえた。
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　フジキドはコタツ・テーブルを立ち、ハンチング帽を目深に被り直した。石のように沈黙し、俯く夫婦は、テーブルの上のものをじっと見つめていた。ひしゃげたメンポと、婚約指輪である。母親が涙を拭った。金属ドアを開け、フジキドは退出した。老夫婦は住宅の外まで彼を送った。そして、彼が見えなくなるまで、無言でずっとオジギしていた。




　ＩＲＣアラートがフジキドの端末を光らせる。彼は報せを確認した。ケンザ・キシオミのＵＮＩＸに残っていたデータの解析結果……ナンシーから。なにかしらの進展があったという。「タイサ・ルニヨシ」フジキドは呟いた。「モーターカナタ」




　ケンザとカケル、そして彼らのマシーンの行方は知れず、残骸や死体が発見される事も無かった。やがてセクトも捜索を打ち切った。ルート８０８の死神の目撃情報は、いっときの過熱ぶりが噓のように終息したが、それでも信仰めいたフォークロアは残った。

























「シューッ……」四方に「体験」のスピリチュアル・ショドーを飾ったザゼン・ルームの中心でアグラするのは、黒緑色の装しよう束ぞくを着たニンジャである。俯うつむいて動かずにいたその者がゆっくりと顔を上げると、メンポの奥の双そう眸ぼうには気力が満ち、油断ならぬアトモスフィアが背中から立ち昇った。




　やがてそのニンジャはアグラ姿勢から、「イヤーッ！」やおらバック転、部屋の隅に立てかけられたニンジャソードを流れるような動きで摑み、更に、「イヤーッ！」再度バック転を繰り出すと、その対角に飾られていた仕込み爪つきのガントレットを摑んで装着した。「イヤーッ！」フスマを引き開ける！




　ターン！　「洗う！　洗う！　洗えすぎてあなたの仕事は……もうない？　エーッ!?　しかも半額上乗せすれば？　もう一個プレゼント!?　スゴーイ！　これは非常なお得感がある分、無料よりも安いのでは？」途端にけたたましいテレビ音！　フスマは防音仕様であったのだ。「何さ」女がオカキを食べながら振り返った。




「何ってお前……」ニンジャは鼻白んだ。「俺は、ニンジャだぞ。むしろ、お前が何だだよ！　俺のセイシンテキをお前、ふざけるなよ」「アー？」女はオカキを咀そ嚼しやくし、顔をしかめて凄んだ。ネグリジェ姿の胸の谷間にはそばかすが浮いている。ニンジャは天を仰いだ。「しかも朝からその格好とは……ブッダ！」




「ふざけるなはこっちのセリフだよ、カイダ！」女は酒焼けした声で咎とがめた。ニンジャは手で制した。「やめろ！　その名で呼ぶのは。俺はスカラムーシュだ」「ハッ！　何がスカラムーシュだよ。もうちょっと強そうな名前にすりゃいいのにさ……」「そういうそもそも論はやめろ、ノバラ」ニンジャは遮った。




　そう、このニンジャの名はスカラムーシュ。ニンジャのふりをした狂人ではなく、実際ニンジャである。だがノバラはスカラムーシュの佇まいに何ら動じることはない。「先月のアンタの稼ぎは？」「だから、そういう……」「稼ぎは？」「ゼロだ」スカラムーシュは低く言った。「事情があるんだ」




「アタシが客を取ったほうが早いよね。ニンジャより稼げる仕事だとは思わなかったわ。辞めるんじゃなかった」「クライアントのヤクザクランが皆殺しにされちまったんだから仕方ねえだろ」スカラムーシュは苛立たしげに抗弁した。ノバラは取り合わない。「そんな弱いとこから仕事を取るからさ」




「まあとにかく、そのせいでタダ働きだッたわけよ。アマクダリは半端ねえ。奴らが出てきたらもうダメだ、ハズレくじだ。事務所は根こそぎにされて、コーベインや万札も、オヤブン野郎の金歯も全部奴らが回収済だ。何度も説明したぞ」「何度もその、言い訳になってないような言い訳を聞いたわよ」




「お前は想像力がない……わかっていないから……」スカラムーシュは言い募ろうとしたが、やめた。「俺のような腕利きにゃ、生きづらい時代だがよ……」「アハハハ！」ノバラが笑った。テレビだ。コメディアンが熊の着ぐるみに棒で叩かれている。「ノバラ！　つまり新しいビズなんだ！　ナメるなよ？」




「え？」ノバラが再び振り返った。「それを早く言いなよ！　こンなところでいつまでダラダラしてンのさ。タイムイズマネーじゃないの？　どんなビズよ」「新規クライアントだ」「新規……」ノバラは顔をしかめた。「また取りっぱぐれンのかい」「お前はペシミスティックに過ぎる。まあ見ていろ」「ハ！」
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　七十五分後！　スカラムーシュは四駅離れたスノマ・ストリートの喫茶店「シンエイ小気味」の窓際席で、ダークスーツにセルフレームグラスの男と対面していた。「つまりですね、ビジネスチャンスの阻害要因なのです。我々の革新的なソリューションの滞とどこおりを生んでいる」「ムム……」




　机の上には交換済の名刺がある。スーツ男の名刺には「電臣ニストソリューションシステムズＣＥＯ、コバヤシノ・シバ」と書かれている。手の込んだ光透かし細工の施された名刺だ。スカラムーシュのものはシンプルである。「ニンジャ、バウンティハンター、用心棒、暴力、実直な価格」。




「我々の商材は革新性をもたらします。つまりカネの流れを作る。信頼してもらっていいですよ。システムにショックを与える、それが生きがいですから」シバの全ての指にはいかつい指輪がはまっており、両耳のピアスも攻撃的だ。隠し切れていない。別にそれはよい。「で？　殺しか？」「そうです」




　スカラムーシュはニンジャ装束の上からスタジアム・ジャンパーを着、野球帽を被っている。帽子のつばをやや傾け、クロームのメンポが効果的に見えるようにした。そしてテーブルに手を置いた。スカラムーシュの右手指には「コ」「ロ」「シ」「モ」「ノ」のタトゥーが彫られている。コワイ！




「悪いが新規クライアントには前金を要求している」「ハイ」「四十パーセントだ」「……」シバは携帯端末をその場で操作した。キャバアーン！　「……」スカラムーシュはシバを睨みつけたまま、懐から己の端末を取り出した。そして素早く表示を確認した。「……」彼は無表情を保った。「内容を聞いてないぞ」




「我が社の覚悟とキャッシュフロー健全性を証明するには十分ですね？」シバはメガネを指で直した。スカラムーシュはメンポを開き、不味いコーヒーを音立てて啜すすった。そして腕組みした。「で？　お前さんのとこの敵は何だ。ヤクザか？　カルトか？　弁護士か？」「ヤクザです」「武力の内訳は」




「センセイには、どうという事ありません」シバはファイルを取り出し、広げて見せた。「どうという事ない？　ハハァ、向こうさんにもニンジャがいるッて事か」スカラムーシュは顔をしかめた。「……」シバは笑顔のまま、黙った。図星である。「ニンジャはオプション料金だ。百パーセント追加だ」キャバアーン！




「ムム」スカラムーシュは唸った。もっとふっかけても良かったか。だが十分ではある。カネの問題はこれで解決だ。問題は敵のニンジャだ。「殺害対象本人がニンジャなのか？　それとも用心棒がニンジャか？」つまり、ニンジャの殺害が必須のケースと、そうでないケース……危険度が段違いだ。「用心棒です」「よし」




　スカラムーシュはファイルを受け取り、ページをめくって行く。ゴーストオブドラゴンゾンビー・クラン。内部抗争で滅びたドラゴンゾンビー・クランの生き残りが作ったヤクザクランで、風前の灯だ。シバのような後ろ暗い新興ソリューション詐欺企業の上前をはねてシノギをしている。




「まあその、センセイが看破なさったように、障害らしい障害はその用心棒のニンジャくらいです。ゴーストオブドラゴンゾンビー・クランから離脱しようとしたグレーターゴーストオブドラゴンゾンビー・クランの連中を皆殺しにしたのもそのニンジャ……」「ニンジャの名前は？」「ハオカーです」「……無名だな」




　スカラムーシュは前情報を一通りあらため、ファイルを閉じた。ニンジャ記憶力である。「それじゃ、始めるぜ。少し下調べをする。決行はこっちで決めさせてくれ」「よいでしょう」シバは頷いた。「ただ、四半期決算が近いです。その一週間前を期限にさせてください」「カイシャは大変だな」「はい」




　そのとき、喧騒！　「スッゾオラー！　カネだ！」「アイエエエ!?」覆面男が入店し、いきなりレジの店員にサブマシンガンを突きつけたのだ！　「この紙袋に早く……客どもテメッコラー！　見てんじゃねえ！　店員！　カネだ！　早くしろ！」「アイエエエ！」「早く……」「イヤーッ！」「グワーッ!?」




　ナムサン！　突然の覆面強盗は、しめやかに接近したスカラムーシュに後頭部をいきなり摑まれ、スコーンやタコヤキが陳列されたショーケースに顔面から叩きつけられた。「グワーッ!?」「イヤーッ！」スカラムーシュは強盗の頭を素早く引き上げ、再度叩きつける！　ＫＲＡＡＡＳＨ！　「アバーッ！」




「アイエエエ！」店員が失禁！　「イヤーッ！」「アバーッ！」ＫＲＡＡＡＳＨ！　覆面強盗は痙けい攣れん！　「よォし！　いいタイミングだ、お前！　気持ちがノッてきたぜ！」スカラムーシュはその場で両腕をストレッチし、テーブル席のシバを指差した。「グッドニュースを待ってろ！」
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　その夜！　スカラムーシュはそこから二駅離れたヤメチャシ・ウォークの安酒場「生柑橘」で、くたびれたエンジニア然とした男とカウンターで飲んでいた。




　石めいたバーテンダーがスピリットを出すと、「奢りだぜ。ロヤマ＝サン」スカラムーシュは言い、エンジニア然とした男の背中を恩着せがましく叩いた。「……」ロヤマは十秒ほどグラスを睨んでいたが、やがて一息に吞んだ。「で、用ってなんだい、スカラムーシュ＝サンよ」「それよ」




　スカラムーシュは仕事の顔になった。とはいえ、野球帽を目ま深ぶかに被り、スタジアム・ジャンパーを着て、ニンジャ装束とメンポを隠した彼は、傍はた目めにはニンジャとわかるまい。「つまりな、ロヤマ＝サン。ちょいとツッコンでもらいてえ」「どこに」「そりゃお前、ヤクザクランのＵＮＩＸよ」




「ウーン」ロヤマは腕を組んで思案顔だ。「クランによるよネ……危ない橋はもう渡りたくない」「危ないかどうかは、そりゃお前次第だろ。今日び、市民プールのシステムだって脳を焼きに来るっていうぜ。自転車に乗って事故死する奴もいる。お前はどうだ？　スゴイハッカーだろが」「ああ、まあ……」




　スカラムーシュは畳みかける。「相手はゴーストオブドラゴンゾンビー・クランだ」「ゴーストオブドラゴンゾンビー・クラン？　聞いたこと、あまりないね」「弱小だからな。だが、ニンジャを雇ってるんだとよ……」「ウーン」「そいつを調べておいてくれや。万が一のケースは避けたい。わかるだろ？」「アマクダリね。クワバラ……」




「それからな、これがゴーストオブドラゴンゾンビー・クランのオヤブンの別宅な……」スカラムーシュは住所をメモした紙切れを渡す。「今週末に、クランの連中がカラオケ・パーティをやる。オイランを集めて、ここでな」「うん」「間取り、構成員の類い、その辺ひととおり調べて、出しといてくれや」「ウーン……」




　ロヤマは口元をムズムズさせながら、カウンター上でエア・タイピング動作をした。「リスクありそうだなあ」「自転車の話、繰り返して欲しいか？」「ウーン」「なあロヤマ＝サン。俺らの付き合い、長いだろうが。お前のハッカーとしてのキャリアもよ……」「わかったよ」ロヤマは渋々頷く。「前金」




「それよ」スカラムーシュはロヤマを指差した。「悪いが今、俺にはカネがない。このビズで手堅く稼ぐ。そして払う」「ハァ？」ロヤマは目を見開いた。「アンタが死んだらどうすんだよ。タダ働きか？」「馬鹿野郎！　縁起の悪い事を言うんじゃねえ。ちなみに、俺にカネがないのも、そういう事情だ」




「エッ？　何かおかしいよ」ロヤマは抗弁した。「だってさ、この案件の前金をアンタ、もらってないの？　それを……」「もらったわい！　そんなもん……あのな、俺は利息でパンパンなんだ」スカラムーシュは言った。「でも……」「なあロヤマ。ノバラとヤッたろ」「エッ」ロヤマは瞬時に顔面蒼白になった。バーの薄明かりにもはっきりと。




「何を……」「……」スカラムーシュは懐から小型端末を取り出し、卓上に置いて、厳おごそかに再生ボタンを押した。『「アーッ！　アーッ畜生！　最高だ！　もう、もうダメだ！」「いいのよ、来て、来て……」「アーッ！　ノバラ＝サン！　アーッ！　僕もうこれは……ブツッ』ロヤマは小型端末を摑み取り、停止ボタンを押した。泣きそうな顔で首を振った。




「お前とは付き合い長いからよ」スカラムーシュは顔を近づけ、低く言った。「まぁいいよ。アイツの昔の仕事もな……だが仕事とこの件じゃ全然別の問題だ」「……」「アイツが誘ったんだろ？　この前ウチのＵＮＩＸ直しに来た時によ」「そう……」「ノバラはどうしようもねえ奴だが、俺のカミさんではある」




「ア……アア……」「今後もビジネスパートナーだよな、俺たちは」スカラムーシュはうつろな真顔でロヤマの目を覗き込んだ。「そうと決まりゃ、キッチリ頼むぜ。でっかく儲けるチャンスだからよ」「アイエエ……」ロヤマは失禁した。
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　二十四時間後！　部屋の明かりはＵＮＩＸモニタただ一つ、窓の外から微かに届く交通事故のクラッシュ音とサイレンをＢＧＭに、スカラムーシュはロヤマとのＩＲＣセッションの最中だ。部屋の中はひどく乱雑に物が散らかり、防音フスマは外れ、ベッドでは頰を腫らしたノバラがふてくされて寝ている。




　進しん捗ちよくバーが次々に百パーセント充じゆう塡てんされ、ゴーストオブドラゴンゾンビー・クランのオヤブン別邸見取り図、構成員名簿、シノギ顧客コネクションの相関図等が流れ込んでくる。さすがにロヤマは緊張感をもって一日仕事をしたと見える。




#SC_ATTACK:SCRMC:本題、Ｎの件。

#SC_ATTACK:RYM:送る。




　ガリガリガリ……ファイアウォール機器が軋み、敵の用心棒であるニンジャ、ハオカーの情報がダウンロードされ始めた。スカラムーシュはファイアウォールの安全ランプを注意深く確認する。ＬＥＤは緑だ。




#SC_ATTACK:SCRMC:こいつの素性は？

#SC_ATTACK:RYM:ハオカー。セクトのＮではない。元ケンドー機動隊、ドロップアウト、多分、日が浅い。




「……」スカラムーシュは目を細める。勝てる相手だ。十分やれる。




#SC_ATTACK:SCRMC:背後？　クラン？　ヤバイ事？

#SC_ATTACK:RYM:現状、確認できず。でも関連事項。




　別のデータのダウンロードが始まった。




　元ケンドー機動隊。〈戦争〉が始まってからこっち、この手のドロップアウト組も増加傾向にある。増加しては、潰され、平らにならされていく。「クワバラ……クワバラ」スカラムーシュはケモビール缶を呷あおり、キーを叩く。データ解凍……。




#SC_ATTACK:RYM:ゴーストオブドラゴンゾンビー以前のハオカーのビズ。




「ビズ……」




#SC_ATTACK:RYM:デビルズカルーセル・クランにアサルトして全員殺した。クライアント不明。その前はアームドカーリー・クランにアサルト、全員殺した。クライアント不明。

#SC_ATTACK:SCRMC:Ｎ戦闘？

#SC_ATTACK:RYM:nope。




「成る程……」ニンジャとの戦闘経験無し。となれば、非ニンジャを相手に立ち回って調子をつけてきたクチだ。




　スカラムーシュはニンジャを殺った経験がある。ヤクザ相手に粋がる奴など、敵ではない。だが、彼は眉を顰める。それぞれのクラン襲撃の日付が一ヶ月おき。アームドカーリー……デビルズカルーセル……そしてグレーターゴーストオブドラゴンゾンビー……同じ日付だ。「何か落ち着かねえな」




#SC_ATTACK:SCRMC:もう少し探りが要る。不明クライアント。

#SC_ATTACK:RYM:不明、何故なら、もう存在しない事が確か。

#SC_ATTACK:SCRMC:ワッツ。

#SC_ATTACK:RYM:そしてそれが気になるところ。

#SC_ATTACK:SCRMC:詳しい事を。

#SC_ATTACK:RYM:何らかのＮだった可能性。

#SC_ATTACK:SCRMC:「だった」？

#SC_ATTACK:RYM:ツブされたことは確認可能。




「ワッツ……」スカラムーシュは口に出した。そのあと、ハオカーの元クライアントの崩壊……汚職警官が横流しした現場写真の画像が届いた。スカラムーシュは息を吞んだ。どこかのオフィス、激しい戦闘の痕跡と爆発四散痕、そこに血文字……恐怖を煽る書体で書かれたそれは、「忍」。「殺」。




　ガターン！　椅子が音を立てた。スカラムーシュが仰のけ反ぞった音だ。彼は慌ててベッドを振り返った。ノバラは……あのまま寝てしまった。彼はケモビールを呷り、深く呼吸を行い、また画面に向かった。「ブッダファック……ありゃあお前……悪魔……死神……都市伝説……ニンジャスレイヤー……！」




　目をこすり、画面を再び見ても、「忍」「殺」のブラッドペイントは消えない。「冗談じゃねえ……冗談じゃねえが……」スカラムーシュは頭を抱え、思考をさまよわせた。




　スカラムーシュはニンジャスレイヤーについて詳しい！　かつてネオサイタマを牛ぎゆう耳じっていたソウカイヤと事を構え、ヘマをしでかしてほとぼりをさましにキョートへ逃げ、その後、ソウカイヤを滅ぼしたキョートのザイバツも消滅した頃に、これ幸いと再び闇社会へ戻ってきて、ニンジャ殺しを再開した狂人！




　ニンジャスレイヤーはニンジャを殺してまわる異常者。始末の悪い事にカラテが強く、アマクダリ・セクトのニンジャですら殺してしまうという。（弱いものイジメばかりするくせに、肝心な時に役に立たんアマクダリの連中め！）スカラムーシュは顔をしかめた。（俺がこんな事態を恐れねばならんとは！）




#SC_ATTACK:RYM:モシモシ。

#SC_ATTACK:SCRMC:そいつはヤバイ奴。そいつはニンジャスレイヤー。ハオカーの前のクライアントはそいつが潰した。間違いない。

#SC_ATTACK:RYM:omb。ハオカーを殺しに来るかな。




　スカラムーシュは椅子をグルグル回した。「それもあるか！　畜生！　それはそれでマズイか？　畜生！」




　自分がニンジャスレイヤーに狙われるのは言語道断だ。くわえて、例えばニンジャスレイヤーがハオカー諸もろ共ともゴーストオブドラゴンゾンビー・クランを殲せん滅めつしたとしたら？　その場合、スカラムーシュの取り分はゼロになるのではないか？　クライアントはあれこれ理由をつけて報酬の支払いを渋るかもしれない。




「ウーン」ノバラが寝返りを打った。スカラムーシュは椅子の回転を止めた。選択肢はどのみち一つだ。前へ進むしかない。仕事を果たせばカネが手に入る。それを元手に現状から一発逆転だ。仕事を断ったらどうなる？　来るかどうかもわからぬ都市伝説サイコキラーを恐れて仕事を断るアホに、次のビズなど来るものか。




　闇稼業は信用商売だ。ビズから逃げる、断る、そんな事は余程だ。次の仕事がいつあるかも確証がないというのに。あるいは、自分がニンジャだからといって、クライアントを殴ったり脅したり殺したりする……そんな奴は良くてムラハチ、悪ければアマクダリに目をつけられて、ヤバイ奴を送り込まれるだけだ。




#SC_ATTACK:RYM:モシモシ。

#SC_ATTACK:SCRMC:np。最低限の情報は得た。もう少しハオカーの過去クライアントの件を頼む。

#SC_ATTACK:RYM:aye aye。あと、俺の報酬の詳しい相談がまだで。

#SC_ATTACK:SCRMC:まさに男の仕事。




　スカラムーシュはＩＲＣセッションをオフにした。




　決行は三日後。カラオケ・パーティの開かれる十四日だ。「……十四日？」スカラムーシュは呟いた。彼は先程カレンダーにつけていった×印を見返した。縁起が悪いにも程がある。ハオカーの月イチのコロシ・ビズと同じ日付だ。嫌な偶然もあったものだ……。
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　翌日十九時！　スカラムーシュとノバラはマルノウチのウナギ・レストランの個室でウナギ鍋を囲んでいた。ノバラは憮然とした顔であったが、バイオウナギの美味にやや心動かされたと見て、スカラムーシュの差し出したトックリをオチョコで受けた。「ご機嫌取りのつもりかい」




「そう言うなって」「だいたいこんな店！　先に借金返さなきゃだろ」「そりゃお前、全部辻褄が合うようになってるからよ」スカラムーシュはウナギを口に運んだ。「返済期日はお前、今回の仕事の支払いよりずっと後だぜ。ドンと構えてろや」「ハ！」テーブルから身を乗り出してトーフを取るノバラの胸の谷間が見えた。




「お前よォ……」「ア？」「ロヤマと何回ヤッたんだ。一回じゃねえんじゃねえか？」「蒸し返すのかい！　女々しいね！」「だいたいお前、ロヤマはお前、俺と近過ぎだろうがよ。気まずさってもんがあるんだ」「アンタに甲斐性がないからじゃないかい」「お前がそれを言うかよ！」「アアッ!?」




　ノバラは滑らないトングでボウルの生きたウナギを摑み、熱い鍋に入れた。「いきなり入れるな！　スープが跳ねる」「そいつはアタシの怒りだ！」「怒るのは俺だろうがよ！」スカラムーシュは拳を振り上げ……下ろした。「やめだ、やめ。腹が減ってるのによ」「そうだよ全く」ノバラはサケに口をつけた。




　二人はそのまま、黙ってサケを飲み、ウナギを食べた。店内ＢＧＭに、雅みやびなリミックスを施されたスカムポップが流れる。「アンドロメダは何百光年ー、二人はどこまでも添い遂げるー、スゴイ好き！」「ブルシット……」スカラムーシュはうんざりと首を振り、ノバラが酌をしたサケを飲んだ。
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　翌日のスカラムーシュはレンタル・ドージョーでザゼンし、念入りなカラテ・ウォームアップを行った。自宅のザゼン・ルームでは十分なトレーニングが行えない。あの部屋でノバラがエアロビクス・エクササイズを行う事すらあるのだ……。スカラムーシュは邪念を払った。敵を倒す！　目をえぐる！　心臓を貫く！
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　十四日！　十九時！　カネモチ・ディストリクト！　ゴーストオブドラゴンゾンビー・クランのオヤブン所有のレジャー邸宅から二ブロック離れた区画で、スカラムーシュはタクシーを降りた。タクシーが走り去るまで用心深く待機した彼は、やがて、しめやかな風となって移動を開始した。




『通信、良好』ロヤマのＩＲＣトーキーだ。「ハッカーの気配は？」スカラムーシュは尋ねた。『ないね』「緩みきってやがる。恨みはねえが奴らにジゴクを見せるぜ」道沿いにはバイオ松が等間隔で植えられ、黄金色のボンボリでライトアップされている。ネオン広告看板などとも無縁だ。




　どの家も塀が高いが、庭園がそれとなく外から見えるようにしてある。各自の庭の枯山水の自慢のためだ。勿論、軽い気持ちで空き巣や強盗を試みれば、奥ゆかしく隠された灯とう籠ろうセントリーガンや灯籠アーク銃、サイバー番犬が牙を剝き、愚かなヨタモノはボロクズとなる。カネモチは無慈悲である。




「俺はよォ、ニンジャになったらすぐにこの辺に家をオッ建てて、ふんぞり返ってな、オイランメイトのモデルを囲って、クリスタルでショーギをするような暮らしが送れると思ったもんだぜ」『ワーオ』「人生、ままならねえもんだ」『そうね』




　区画ごとの野外監視カメラはロヤマに短時間ハックされている。数十秒ならばシステムを欺く事が可能だ。カネモチ・ディストリクトでは何があるかわからない。事に及ぶ前に何かの拍子で通報インシデントがあれば泥仕合になるし、マッポにはニンジャ狩り専門の部署もあると専もつぱらの噂だ。




　しめやかな風はやがて、やや高く丘めいた場所に建てられた邸宅にたどり着いた。「イヤーッ！」松の木の枝の上へ回転ジャンプで取り付くと、スコープゴーグルでターゲットの様子を確認した。まずは正門の両脇にヤクザが二人。入っていくヤクザリムジンにオジギしている。




「おっぱじまってやがる……三十分後の運命も知らずによ……」スカラムーシュは呟いた。中庭ではヤクザバーベキューが行われ、出張イタマエがその場でスシを握っている。敷かれたゴザの上には裸に剝かれた男女が縛られ、正座させられている。借金だの、情婦との駆け落ちだの、そんなところだろう。




　必須ターゲットであるオヤブンのリウジ、そのドラ息子のシンジの姿は中庭にない。邸内であろう。中庭の奥、軒先には恐竜化石めいたドラゴンの骨格彫刻と、「幽霊腐れドラゴン悪者」とショドーされた木片が飾られている。スカラムーシュは口笛を吹いた。「次のリムジンが来たらおっ始める」『aye』




　ブロロロ……ライトをパッシングしながら、新たなヤクザリムジンが角を曲がってきた。「オツカレサマデス！」門番ヤクザがアイサツした。「オテヲハイケン！」助手席のルーフが開き、門番ヤクザに名刺を渡した。ここでスカラムーシュは気づく。門番はクローンヤクザだ。世せ知ち辛がらいリストラである。




　門が開き、ヤクザリムジンが入場する。「開始だ」スカラムーシュは呟いた。そしてスリケンを投とう擲てきした。「イヤーッ！」「グワーッ！」オジギから頭を上げようとした門番ヤクザの一人が、こめかみにスリケンを受けて倒れた！　「イヤーッ！」スカラムーシュは松の木から跳躍！　もう一人に襲いかかる！




「グワーッ！」スカラムーシュはガントレット爪でもう一人の門番ヤクザの首を切り裂いた。血しぶき！　「ザッ……ケンナ……」こめかみにスリケンを受けた門番ヤクザが這いずる。「イヤーッ！」「アバーッ！」その頭をスカラムーシュは無慈悲に踏み砕いた。ナムアミダブツ！




「テンションアップ！　どんどん行くぜ！」スカラムーシュはニンジャソードを引き抜き、決断的に門もん扉ぴをくぐった。「ファック・アーマゲドン！　ここはジゴクだぜ！」彼はまず駐車場へ向かった。先程のヤクザリムジンからヤクザ・ワカガシラ達が降りてくるところだった。「ザッケ……」「チェラッ!?」




「イヤーッ！」「グワーッ！」スリケンがヤクザ・ワカガシラ右の眉間に突き刺さる！　即死！　「ドカマテッパダラー！」ヤクザ・ワカガシラ左が懐からチャカを取り出そうとする。だが遅い！　「イヤーッ！」「グワーッ！」飛び込み斬撃！　斬首！　「イヤーッ！」「グワーッ！」返すカタナで運転手を斬殺！




「さあて、どうすッかな」ヤクザリムジンの陰に身を潜め、スカラムーシュはやや考える。携帯端末を取り出し、邸宅見取り図を再確認する。「まずアレだ、どっちにせよ中庭のクソ共を……」彼はヤクザリムジンの燃料タンクに注目した。自分の懐を探る。「ライター、畜生、禁煙してッからな……」




　タバコのヤニで部屋がネバネバになるので、彼は禁煙するようにした。半年続いているが、こうした瑣末な瞬間に喫煙する自分を懐かしくイメージしてしまう。結局、彼は運転手の懐からライターを盗んだ。




　……ＫＡＢＯＯＭ！　駐車場の爆発に中庭の一同がどよめく。「ナンオラー！」「デイリ！」手に手にチャカやバーベキュー大串を持ったヒラ・ヤクザ達が集まってくる。だが既にスカラムーシュはそこに無し！　「ドシタンス！」「アニキ！　ドシタンス！」パオーパオー！　サイレンが鳴り始めた！




「キャンプファイヤー楽しんでくれ」スカラムーシュは呟き、裏から回る。「アイエエエ！」「アイエエエ！」茂みの中でファックしていたヤクザとバニーオイランが悲鳴を上げた。「イヤーッ！」「グワーッ！」ヤクザをスリケン殺！　「ニンジャナンデ！」バニーオイランはニンジャリアリティショック！




　もうひと押し必要だ。スカラムーシュはバニーオイランに凄んだ。「シー・ノー・イーヴル。ヒア・ノー・イーヴル」「アイエ……」バニーオイランは白目を剝いて気絶した。「よォし」スカラムーシュはトイレの窓を見つけ出すと、そこから中へ滑り込んだ。「アイエッ!?」「イヤーッ！」「グワーッ！」便座でＺＢＲ注射中のヤクザを斬殺！




　スカラムーシュは壁に貼られたオイラン・ピンナップを眺めながら、ロヤマに通信した。「こちらはトイレだぜ。まずは潜入」『オーケイ順調だ、中の奴らも駐車場の様子を見に行ってる、順調に削ってる』「そうだろうよ」




　パオーパオーパオー……「ザッケンナコラー！」「スッゾコラー！」ドタドタ……ドアに耳をつけたスカラムーシュのニンジャ聴力は、足音が外へ向かって行くのを聴き取る。彼は更に耳を凝らした。（「……オジキ……何だろう……」）（「……どこのクランだ……ナメやがって……」）




　更にスカラムーシュは耳を凝らす。（「……センセイどうしましょう？　……」）（「……まずはここでどっしりと構えておればよい。ここまで来る敵ならば俺が殺やる……」）……「フー動かねえな、こりゃ」スカラムーシュはドアから耳を離した。「行くぜ」『オーケイ』スカラムーシュはしめやかにトイレから出た。




「イヤーッ！」スカラムーシュは廊下の突き当たりに立っていた警戒ヤクザにニンジャソードを投げた。刃がヤクザの首を貫通し、壁に縫いつける！　「アバーッ！」「アッコラー!?」室内のヤクザが飛び出してくる。「イヤーッ！」既に突き当たりまで接近したスカラムーシュがガントレット爪で斬り殺す！




「ザッケンナコラー！」更に一人、部屋から飛び出してくる。スカラムーシュはヤクザを縫いつけたソードを引き抜き、袈け裟さ懸がけに斬り下ろした。「イヤーッ！」「グワーッ！」室内にエントリー！　「スッゾー！」部屋の隅にいるスキンヘッドヤクザがショットガンを構える！　「イヤーッ！」「グワーッ！」




　スカラムーシュのスリケンがスキンヘッドヤクザの左目を貫通！　「アバーッ！」ＫＢＡＭ！　スキンヘッドヤクザはのけぞりながら天井にショットガンを空撃ち！　ヤクザシャンデリアが粉砕落下！　「アバーッ！　アバーッ！」「イヤーッ！」スカラムーシュはスリケン再投擲！　スキンヘッドヤクザの右目を貫通、これで死んだ！




　ＢＬＡＭ！　「グワーッ！」隣の部屋から飛び出したヤクザの撃ったチャカ・ガンの銃弾がスカラムーシュの肩口に命中！　「イヤーッ！」スカラムーシュは怯みながらスリケンを投げ返す。「グワーッ！」チャカを持つヤクザの手を破壊！　スカラムーシュは一気に接近、このヤクザを摑んで盾にしながら隣室へ！




　ＢＲＲＲＲＲＲＴＴＴ！　「アバババババーッ！」肉盾となったヤクザに無数のサブマシンガン銃弾が命中！　スカラムーシュはそのままサブマシンガン撃ち手に体当たりをかけて壁に叩きつけると、肉盾ごとニンジャソードで貫通殺！　「イヤーッ！」「「アバーッ！」」そして側転！　「イヤーッ！」




「イヤーッ！」ＺＺＺＺＡＰＰＰ！　側転直後、彼のいた場所を電撃が襲った。かなりアブナイだった！　スカラムーシュはさらにフリップジャンプし、部屋の隅に着地、カラテを構えた。「アイエエエ！」「センセイ！　やっちまってください！」トコノマに下がってゆくのはオヤブンのリウジと若のシンジだ。




「ニンジャ。ナンデ」電撃攻撃を発射したニンジャは、スカラムーシュを見て息を吞んだ。スカラムーシュは訝いぶかしんだ。「ナンデとは」「……！」ニンジャは我に返り、先手を打ってオジギを繰り出す。「ドーモ。ハオカーです」スカラムーシュも応える。「ドーモ。ハオカー＝サン。スカラムーシュです」




「一体……」ハオカーは呟きながら右腕のサイバネ武器を構えた。「イヤーッ！」スカラムーシュのニンジャ第六感は瞬間的危機を察知、横へ跳ぶ！　ハオカーの腕が釘型弾丸を射出、スカラムーシュの背後のフクスケを貫通！　アブナイ！　更に腕先の端子から弾丸めがけ放電！　ＺＺＡＰＰ！　スゴイアブナイ！




「イヤーッ！」スカラムーシュはニンジャソードで襲いかかった。「イヤーッ！」ハオカーは咄嗟に手甲を掲げてこれをガードした。一瞬の競り合い。ニンジャ同士の血走った目が交錯する。「イヤーッ！」スカラムーシュは逆の手のガントレット爪でハオカーの脇腹を切り裂く！　「グワーッ！」




　ハオカーはよろめきながらネイルガン射出！　「イヤーッ！」スカラムーシュは咄嗟にブリッジ回避！　ハオカーはケリ・キックを繰り出す！　「イヤーッ！」ブリッジからの再回避が間に合わず、スカラムーシュはケリを脇腹に受けて転がった。「グワーッ！」ＫＢＡＭ！　ハオカーはネイルガンで追い討ちをかける！




「イヤーッ！」スカラムーシュは横へ転がってこれを回避！　素早く手を突いて起き上がった。ハオカーの目が勝機の喜色を湛たたえる。スカラムーシュが訝しんだ瞬間、ＺＺＺＺＡＰＰＰＰ！　「グワーッ！」電撃がスカラムーシュを捉えた！　「バカめが！　俺は射出後の釘弾に選択的に稲妻を撃てるのよーッ！」




「グワーッ！　グワーッ！」確かに今のスカラムーシュは射出された釘弾のひとつとハオカーの間に位置してしまっていた。ウカツ、これは非常に危険だ！　視界がホワイトアウトしかかる。「ウフハハーッ！　死ね！　俺が勝ったーッ！　グワーッ!?」ナムサン!?




　ハオカーの身体が横に傾いた。スカラムーシュが苦しみながら投げたニンジャソードがトマホークめいて回転しながらハオカーの右脚を膝下から切断したのだ。「グ……グワーッ！」倒れ込みながらハオカーは放電攻撃を続ける。「アバーッ！」スカラムーシュは痙攣しながら這いずり、電撃軌道から逃れ出た。




「オゴーッ！」電撃範囲から這い出すと、スカラムーシュはメンポを開き嘔吐した。そしてハオカーを振り返る。敵は虫の息だ。放電攻撃を繰り出そうとするが、こちらの方向には釘弾がない。「弾切れだな、エエッ!?」全身から煙を噴きながらスカラムーシュは叫んだ。ハオカーが喚わめいた。「来るな！」




　スカラムーシュはハオカーのマウントを取った。そして殴りつけた。「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」更にガントレット爪で切り裂いた。「イヤーッ！」「グワーッ！」さらに爪を振り上げる！　「ハイクでも詠むかクソ野郎！」「お、待て、お、お前は」ハオカーが呻いた。




　ＢＬＡＭ！　「グワーッ！」肩に銃弾を受け、スカラムーシュは苦悶！　「イヤーッ！」その方向にスリケンを投げ返す！　「グワーッ！」トコノマから顔を出して援護射撃を試みた若のシンジは眉間にスリケンを受けて即死した。スカラムーシュはあらためてハオカーを見下ろした。「何だ！　言ってみろ」




「お前は何で来たんだ」ハオカーは問うた。「こんな事は……」「何だと？」スカラムーシュは痛みで朦もう朧ろうとする精神をなんとか冷静に保とうと努めた。ハオカーは咳き込んだ。「ゲホッ！　ゴホ、お、お前、畜生……何でよりによって今日……」「そりゃお前、カラオケ・パーティだろうが」「俺は……ゲホッ」




　スカラムーシュは振り上げた爪を構えて待った。ハオカーは言った。「お、俺の計画を……俺が今日やるつもりだったんだ……お前……畜生、別のニンジャが……来るなん……て……」ハオカーが白目を剝いた。スカラムーシュは飛び離れた。「サヨナラ！」ハオカーは爆発四散した。




　……「来るな！　来るなーッ！　デンチュウニゴザル！」リウジが喚いた。彼をトコノマの隅に追い詰めたスカラムーシュは、震える手で逆手のニンジャソードを振り上げた。「カネなら払う！　お前のクライアントの十倍払う」リウジが失禁と共に命乞いした。「イヤーッ！」「アバーッ！」「……ハーッ」スカラムーシュはフラつきながら立ち上がった。




　己を強いて身体を前へ進める。ひどいダメージだ。骨折や出血がないのがまだしも幸いだった。もしそれがあったならば、このまま逃げる事かなわず、庭から戻ってきた連中に殺されてしまったかもしれない。「待て。まだ逃げられてねえんだ。安心はまだだ」スカラムーシュは呟き、トイレに走った。




　後は来た道を戻るだけだ。オヤブン親子を始末したから、ひとまず必要条件は満たした。皆殺しボーナスは諦めるが勝ちだ。ニンジャも殺った。ニンジャを殺すかどうかは実際関係ないにせよ、気持ちとしてはキンボシ・オオキイだ。彼はトイレの窓から這い出す。「アーッ畜生。治療費は幾らだこりゃァ」




「ドシタンス！」「オヤブン！　ドシタンス！」「モウダメダー！」邸内の悲鳴を後ろに、スカラムーシュは退散した。その場を離れ、安全が増すにつれ、ハオカーの死に際の言葉が彼の心を占め始めた。不審だった。『ダイジョブ？　逃げた？』ロヤマの通信だ。「ダイジョブとは到底言えねえ」




『まだ危ない！　早く離れなよ』「俺だってそのつもりだ。なあロヤマ＝サン。追加の仕事を頼みてえ」『……何』ロヤマは訝しげに訊いた。スカラムーシュは走り出した。「調べてもらいてえ。引き続きハオカーの事を。それから、あれだ」スカラムーシュは咳き込んだ。「ゲホッ、今回のクライアントを」




[image: ]




「グワーッ！　グワーッ！」「ちょっと！　動かないでよ。触っただけじゃない！」「触るな！」「触らなきゃ治療が出来ないでしょッ！」「麻酔とか」「ニンジャの癖に！」サイバー白衣と悪趣味な豹柄タイツ姿の女医は呆れてみせる。スカラムーシュは舌打ちしたが、女医の豊満なバストからは目を離さない。




「見てわかるとおり俺は死ぬ寸前までいった」スカラムーシュはぜいぜいと息を吐いた。闇医者ミラコはピンセットで取り出した銃弾を見て笑った。「ウフフフそうね。ニンジャは死ににくいから面白いわ」「そうだろ！　早く治してくれりゃいいんだ」「あのネ、医者はゲームの僧侶クレリツク役じゃないのネ」




「とにかくアレだ、早く治さんと」スカラムーシュは繰り返した。「ビズは完全に終わったわけじゃなさそうだしよ」「奥さんに会わないとネ」ミラコはスカラムーシュの頰を撫ぜた。スカラムーシュは呻いた。「誰とファックするかわかったもんじゃねえからな。違う。あいつはどうでもいい。ビズだ」




「ニンジャでも、せめて何日か安静にしないとダーメよ」ミラコは言った。「即日入院ッてことで。個室料金オプションも追加」ミラコのクリニックには個室しかないのだ。「守銭奴め。勝手にサイバネ手術にしたら酷いぞ」「ハハン！　バシダのとこみたいなマネはしないわよ」




　ミラコは台上にスカラムーシュを置いたまま、準備のために出て行ってしまった。スカラムーシュは毒づき、目を閉じた。そして、不可解な点の吟味を始めた。




　やはり気になるのはハオカーの言葉だ。あの様子。用心棒としてゴーストオブドラゴンゾンビー・クランに取り入り、グレーターゴーストオブドラゴンゾンビー・クランを殲せん滅めつして信頼を得、その後あらためて牙を剝き、本体であるクランを、カラオケ・パーティのあの日に壊滅させようとしていた？




　飼い主を殺すなど……そんなマネをしたら余程の悪評が闇社会に回ってしまう。フリーランスなぞ続けていけなくなってしまうだろう。だがあの口振りはそういう事だろう。どこかから確かなポストへのスカウトでもあったか？　度胸試しのミッションが課されたか？　しかし月イチの殺戮は更に前から……。




　自分自身のミッション決行日がやはり十四日であったことも、なんだか気味が悪い。勿論、それを決めたのは他でもないスカラムーシュだ。カラオケ・パーティの開催を見込んで、クライアントであるシバが提示したタイムリミットから逆算して決めた。自由意志で決めた。単なる偶然の一致だ。




（（（まあ待て……ハオカーの奴がワケ有りってのは間違いないにせよ、それが俺自身の現実のビズ、現実のカネと関係あるのか？）））スカラムーシュは自問した。（（（あのシバとかいうクライアントから今回の報酬を頂けば、それでこの件は終わりだ。先月のカラ仕事の埋め合わせができる……）））




　彼の意識は負傷の痛みに紛れて混濁し、眠りに落ちて行った。夢はあの日の情景だった。襲ってきた連中をカラテで殺害し、必死にしがみつくノバラと共に、逃げて、殺して、逃げて……。




　ノバラは完璧な女だった。命をかけて守るに値する女だった。夏枯れの気配は英雄と美び姫きすらも例外なく捕まえる……。




　ビボロビボロビロボボー。携帯端末のアラートが苦しい夢を破った。スカラムーシュは個室の硬いベッドに寝かされている己を見出す。全身を覆うバイオ包帯。身体に軽さがある。適切な処置がされたか。ラッキーだ。ビボロビボロビロボボー。ビボロビボロビロボボー。「うるせえな」端末に手を伸ばす。




　アラート主は……文字がおかしい。スカラムーシュは眉根を寄せる。「モシモシ」『モシモシ。わかるよね』ロヤマだ。迂回ＩＰからだ。「ワカル。続けろ。どうした。念入りだな」『嫌な感じなんだ。あと、またタダ働きかも』「順を追って話せよ」『先方のカイシャは偽装』




「そりゃそうだろ？　暗殺ビズを表会計で投げるカイシャがこの世のどこに」言いながら、スカラムーシュは顔をしかめた。勿論ロヤマはその意味で言っているのではない。




　このままトンズラされる可能性が半分。もう半分はこのままビズが進む可能性。身元偽装クライアントとのやり取りも今までの経験で何度かある。特に新規の客は警戒心が強い。慌てるにはまだ早い。「先方の身元偽装が怖くて仕事が請けられるかよ」




『偽装のガワが……セキュリティがスゴイ強固なんだ』ロヤマの声には切迫感がある。「じゃあ、とりあえずクライアントの事はもういい。後は……」しかしロヤマはスカラムーシュを遮り、まくし立てた。『俺じゃ手に負えないッてのもあるけど、なんだか不釣合いなくらいなんだ。正直、初めて見るほど強いセキュリティだ』




「アア？」『なあスカラムーシュ＝サン、今なにしてる？　麻酔で頭が寝てるかい？　こんな豪華な論理要塞を作れるやつがカラオケ・パーティでイキがる弱小ヤクザクランに本気で……』「いや、デカイからこそ、俺みたいなルーザーにやらせりゃ、安上がりで手間もかからねえッて需要……。需要……ウーン」




　スカラムーシュはベッドから立ち上がった。「確かに引っかかりはするが……」『だろ？』「まあ、ちと考えるさ。ハオカーの方はどうだ」『ハオカーは、もとはバーのヨージンボや強請ゆすりたかりをしていたニンジャだ。武闘派じゃなかった。武装を得てから……』「ああ、ヘンテコな武器だったなァ」




『あいつの武器も調べた。ネイルガンに雷を落とす？　市場に流通してない武器だよ』「オーダーメイドだろ」『どこにそんな財力があるんだ。アンタにあるのか？』「俺だってお前、アサルトガントレットの機構はそこらのものと違って……おい、待て」『何？　わかってる？　ヤバイ感じが……』「黙れ！」




　スカラムーシュは部屋の隅のロック式の私物コンテナを見やった。「アサルトガントレットは……俺は……報酬の一部として……いつの件だったか……」『モシモシ？』「なぁロヤマ＝サン！　前の俺のクライアントはよ、皆殺しにされちまって、それで俺は食いっぱぐれて……」『今は昔の話は……』




　ブツン。何らかの電波障害で通信が切断された。スカラムーシュの背筋が粟あわ立だった。「ちょっと待て……ちょっと待てよ」彼は首を振った。「今回の決行日は十四……俺が決めた」彼は首を振った。「そんなもん……必然的にあの日にするしかねえだろ……あの日にするしかねえ……あいつも……」




　ビボロビボロビロボボー。「俺も、あいつ……ハオカーと同様に……いや……」ビボロビボロビロボボー。スカラムーシュは我にかえり、再度のノーティスに応える。「モシモシ」『悪い。おかしなシャットダウンがあった。もう大丈夫だと思う……』「俺のクライアント！」『え？』「前の、俺の！」




『いきなり何だよ。そう話があちこち飛んでも』「前の俺のクライアントが殺された時……現場に何か残ってたかもしれねえ。あのマークがよ……あの……マッポをハッキングすればきっと……」『なあ、話が見えな、アイエッ』ブツン。通信が再度途絶えた。スカラムーシュは慌てて装束に着替えた。




　ニンジャソードを帯び、アサルトガントレットを身につけ、彼は病室を飛び出した。「ハン？　まだ退院しちゃダメ！」ミラコが遮ろうとした。「急用だ！」「カネ！」「ああ畜生……」装束から円素子を取り出し、押し付ける。ミラコは目を白黒させ、「これ足りてるの？」「後、ＺＢＲをくれ！　早く！」




　スカラムーシュは通りかかったタクシーの前に立ちはだかった。「アイエエエ!?　ニンジャナンデ!?」「イヤーッ！」ＫＲＡＡＡＳＨ！　助手席ドアを引き剝がす！　「ニンジャ！　ナンデ!?」「ダマラッシェー！」ガントレット爪で脅す！　「クルマ出せ！」「アイエエエ！」




　彼は自宅マンションへ急がせた。ロヤマは……あの様子では……ダメならもう、ダメだろう。ロヤマがやられたなら当然、スカラムーシュの家にも……「クソッ！」ダッシュボードに拳を叩きつけた。「アイエエエ！」「黙って急げ！」「アイエエエ！」助手席ドアがないので風が吹き込む！　「寒いぞ！　畜生！」
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　三十分後！　「アイエエエ！」蛇行しながら逃げ去るタクシーを見届けたのち、スカラムーシュは用心深く警戒しながら、マンションの非常階段を上がって行った。ネオサイタマの曇天は常に重苦しい。この街は常に呪われている。スカラムーシュはニンジャソードに手をかけ、住居の鉄てつ扉ぴの前に立つ。




　鉄扉には……施錠されていない。スカラムーシュのニューロンをニンジャアドレナリンの濁流が巡る。玄関には血が跳ねていた。スカラムーシュは呼吸を平静に保とうとする。ノバラは居ない。パチンコだ。絶対にそうだ。彼は祈るように足を進める。寝室を横切る。いない。リビングへ。




「おかえり」




　声は男のものだった。テレビがついていた。「スゴイ！　スゴイショッピング！　今日はなんと三つも手に入る！　すぐ登録」コマーシャルプログラム。声の主はソファでテレビの光を受けている。ニンジャがソファでくつろいでいる。足元で女が死んでいる。ノバラ。ああ。一目でわかる。




「早かったな。スカラムーシュ＝サン」ソファにかけたまま、ニンジャは言った。スカラムーシュはカラテ警戒も忘れ、死んだ女の名を呼んだ。「ノバラ」「情けないクズニンジャ……冷静になれ。くくく」ニンジャはソファから立ち上がった。そしてオジギをする。「ドーモ。サーガタナスです」




「ドーモ。スカラ……スカラムーシュです」スカラムーシュは震えながらオジギを返した。「俺は……俺はハメられたのか」「ハメられた？」サーガタナスは小首を傾げるようにした。「ハメられた、か。そうだな。くくく」嘲る犬めいた意匠のメンポと低く押し殺した笑いが嫌らしく整合していた。




「お前はルール違反を犯した。チャンピオンがドヒョーを降りてマス席の人間を調べたら……もしお前が客ならどうだ。全く興ざめだろうが」「何故殺した。ノバラを」「この定命者モータルの名前か？」サーガタナスはノバラの死体を見下ろした。「何故とは？」「おれの女房だ……」




「それが何か？」サーガタナスは肩を揺すって笑った。「話が嚙み合わんな、スカラムーシュ＝サン。お前の女房を殺すことをためらう理由が俺にあるのかね？　何を言っているのやら」「ウ……」スカラムーシュの身体が動いた。「ウオオーッ！」ニンジャソー「イヤーッ！」「グワーッ!?」




　スカラムーシュはゆっくりと床に傾きながら、サーガタナスが……腕先から何かを射出した動きを戻し、再び物憂げに腕組みするさまを……見ていた。自分の頭が床を打つ音が骨に伝った。「スゴイ！　今度の商品は……全ての車用洗剤が完全に過去のものに！　夢物質！」コマーシャルプログラム……。




「アバッ、アバッ、アバッ」「ああそうだ、アサルトガントレットを返してもらおう、スカラムーシュ＝サン」サーガタナスは思い出したように言うと、痙攣するスカラムーシュの横にしゃがみ込んだ。「この手のプロトタイプが放置されるのはあまり気持ちのよいものではない」「アバッ、アバッ」




（（（俺は何をされた）））意識がチリチリ灼け、視界の端にはうつろな目を開いたまま事切れたノバラの顔が見えた。（（（アマクダリ。畜生……どこで間違った、俺は）））装束を、包帯を、胸筋を裂き、肋骨を割りながら、螺線形のワイヤーが抉えぐり進すすむ。スカラムーシュはかろうじてこれを摑んだ。




　サーガタナスは淡々とスカラムーシュの腕からアサルトガントレットを剝ぎとった。スカラムーシュは血を吐きながらその手に力を込め、ワイヤーを外へ引きずり出そうとする。「アバッ。アバッ」ワイヤーの逆棘が肉を嚙み、決して抜けようとしない。ワイヤーは鞭のように暴れ、身体をさらに苛さいなむ。




「その武器は〝ワーム〟だ。スカラムーシュ＝サン」サーガタナスが言った。「シンプルな名前だろう。そうやってスリケンがわりに使う他、地面や壁に撃ち込んで設置型の武器にする事もできる。奥が深い。ゼンだな。たゆまぬテックの努力がモノにした、非常に洗練されたニンジャの武器と言えよう」




「オマエ、黒幕ナノカ、アバッ」スカラムーシュはワイヤーと格闘しながら血を吐き、言葉を絞り出した。「何ガ、ドウナッテ、ヤガル、アマクダリ、」「黒幕？　俺はエージェントだ。物事を円滑に進める役目だよ」彼はスカラムーシュを見下ろし、「そろそろ……」ベランダ窓を見た。不意に影がさしたのだ。




　スカラムーシュの意識が途絶した。ほんの数瞬だ。彼はどんどん力の失せる右手でワイヤーを抜こうとしながら、左手ではＺＢＲのアンプルを懐に探っていた。視界が白くなり、戻ると、サーガタナスはもはや彼を見下ろしておらず、ベランダ窓に向かってカラテ姿勢を取っていた。また視界が白くなった。




　視界復帰。サーガタナスは警戒を解いていた。「ははは、バイオムクドリだ」彼は冷蔵庫を開き、パック・スシを見つけ出した。それをテーブルに置くと、もう一度スカラムーシュを見た。「ＺＢＲを打ちたいのか？　手伝ってやろうか」「アバッ、アバッ」白。復帰。白。復帰。「アバッ……ノバラ」




　白。復帰。嘲る犬。白。復帰。再び窓へカラテを構えるサーガタナス。何か叫んだ。スカラムーシュにはもう聞き取れない。五感が失われる。白。白。復帰。ＺＢＲ。刺す。動脈。ドクン！　彼は己の心臓の音を聞く。時間が圧縮されスローになる。窓ガラスが外から押され、飴細工めいて歪み、ひび割れる。




　スカラムーシュはその光景を横から眺めている。サーガタナスが後ろへ跳び下がる。ガラス片が宙を舞う。何かが飛び込んできた。人型の影が。赤黒い。ガラス片が宙を舞う。白。復帰。白。復帰。復帰。血流。ニンジャアドレナリン。スカラムーシュは目を見開く……「イヤーッ！」「グワーッ!?」




　赤黒のニンジャは、遠心力の乗った強烈な蹴りをサーガタナスのカラテ防御に叩き込んだ。サーガタナスはガードごと撥ね飛ばされ、キッチンカウンターに叩きつけられた。その後バイオムクドリが二羽、続けて室内へ飛び込み、狂ったように飛び回った。白い羽が室内に散乱。赤黒のニンジャが着地する。




　ジゴクめいたニンジャは摑んでいたロープから手を離した。窓の外、上階から垂らされたと思しきロープは、振り子じみて戻っていった。「イヤーッ！」スカラムーシュは右腕にありったけの力を込め、ワームを引き抜いた。血と肉が爆はぜた。「アバーッ！」彼は床をのたうった。「アバーッ！」




　苦しみの中で彼はアイサツを聞いた。赤黒のニンジャはオジギをし、ジゴクめいて言ったのだ。「ドーモ。サーガタナス＝サン。ニンジャスレイヤーです」「ドーモ。サーガタナスです」サーガタナスは体勢復帰し、オジギを返した。「ニンジャスレイヤーだと？　何故俺を知っている」「殺すからだ」




　バイオムクドリのつがいは互いに狂ったようにぶつかり合い、羽を散らしながら、ネオサイタマの曇天に帰っていった。スカラムーシュは一瞬、己の痛みすら忘れ、畏怖した。メンポには恐怖を煽る字体でレリーフされた「忍」「殺」の文字。そして無慈悲に光る赤い目。ニンジャスレイヤー。




「よかろう。どちらにせよ貴様の出現は想定済だ」サーガタナスが言った。「どこかの段階で再び現れると。ご丁寧にふざけたサインを残し……」「そうだ」ニンジャスレイヤーは頷いた。「オヌシらを恐怖させる為だ。私はジゴクから戻った。不安なく眠れる夜がオヌシらに訪れる事は今後ない」ヒュヒュン！　ヌンチャクが唸った。




　サーガタナスはじりじりと間合いをはかった。「貴様はもはやセクトの逆げき鱗りんに触れた存在。これが何を意味するか……かつてのように我らの目こぼしに賭けておるとすれば、甘過ぎる。今や、我らアマクダリ・アクシスのニンジャ全てが貴様の出現を想定し、貴様に備えておる。これは狩りだ。ニンジャスレイヤー＝サン」「狩りだ。アマクダリ・セクトよ」




「死に損なった折、誇大妄想までも身についたか」サーガタナスは肩を揺らして笑った。「多少勝ちを拾った程度でその増上慢！　イヤーッ！」おもむろにサーガタナスはワームを射出！　「イヤーッ！」ヌンチャクが閃き、ワームは撥ね飛ばされて、壁の時計に突き刺さった。「イヤーッ！」更にワームを射出！　「イヤーッ！」ヌンチャクが弾き飛ばす！




「イヤーッ！」サーガタナスは床を蹴り、一瞬にしてワン・インチ距離まで踏み込んでいた。「イヤーッ！」コンパクトなショートフックを繰り出す！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは片手でこれをいなし、もう一方の手で腰にヌンチャクを戻すと、素早くローキックを繰り出した。「イヤーッ！」




「イヤーッ！」サーガタナスは脛当てでローキックをガードし、斜めにチョップを振り下ろした。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはこれを裏拳で弾くと、サーガタナスのメンポ覗き穴めがけ目潰しを繰り出した。「イヤーッ！」サーガタナスはブリッジでこれを回避、ウインドミル蹴りを繰り出す！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは前へ回転跳躍してこれを回避！　キッチンカウンターへ膝立ちに着地、振り向きながらスリケンを繰り出す！　「イヤーッ！」「イヤーッ！」サーガタナスはワームを撃ち返す！　ワームはスリケンを破壊、そのままニンジャスレイヤーの額をめがける！　アブナイ！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはカウンター上で膝を曲げ、仰向け最大ブリッジ！　仰け反った彼のメンポをワームが掠め、火花を散らしながら飛んでタイルに突き刺さった。「イヤーッ！」サーガタナスは更にワーム射出！　股間を狙う！　「イヤーッ！」両股で飛来ワームを挟み、圧縮破壊！　タツジン！




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは裏へ後転落下、カウンターを盾とする！　更には振り向きざまにヌンチャクを振るい、壁から生えた設置ワームを粉砕破壊！　タツジン！　サーガタナスは眉根を寄せる。「この武器を把握しているのか」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーがカウンターから横へ転がり出る！




「イヤーッ！」サーガタナスはワーム射出！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはフライパンを掲げこれを受ける。ワームはフライパンに突き刺さり貫通ならず！　さらにそこからビュルビュルとワイヤーを暴れさせ始めた。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはこれをサーガタナスめがけ投擲！




「イヤーッ！」サーガタナスは側転回避！　フライパンは窓の外へ飛んで消えたが、交錯の瞬間、ワイヤーがサーガタナス自身を打ち据えていた。「グワーッ！」インガオホー！　ニンジャスレイヤーは怯んだサーガタナスへ間合いを詰め、ミドルキックで攻撃する！　「イヤーッ！」「グワーッ！」




「イヤーッ！」更にチョップ！　「イヤーッ！」サーガタナスはこれをガード！　ニンジャスレイヤーへ膝蹴りを繰り出す！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはサーガタナスの膝を抱え、背後に投げ飛ばした！　「グワーッ！」ＫＲＡＡＡＳＨ！　テーブル破壊！　「イヤーッ！」サーガタナスはワームを撃ち返す！




「イヤーッ！」眉間めがけ飛ぶワームを、ニンジャスレイヤーは合掌して挟み込み破壊！　「貴様……」サーガタナスが頭を振ってテーブル残骸の中から立ち上がった。ニンジャスレイヤーはジゴクめいて見据えた。「オヌシの戦闘データを事前に把握している。この面妖な武器の特性も、全てだ」




　ニンジャスレイヤーは破壊されたワームを捨て、ジュー・ジツを構え直す。「オヌシが自慢気に用いるこの武器……対象に留まり生きた鞭を作り出す。それゆえ面積の広いものに対してはかえって貫通性能が落ちる結果となる。そして精密な機構が仇あだとなり、側面から押し潰す事で容易に破壊が可能だ」




　当然これはサーガタナスに対する精神的プレッシャーを目的としたものだ。ニンジャスレイヤーは続けた。「私はオヌシを殺すためにここへ来た。この意味がわかるか」「何だと」「オヌシが持つ情報だ。それが三つ目のパズルのピースだ。楽に死ねると思うな」




「貴様は」サーガタナスはカラテを構え直した。「貴様は俺に勝っておらん！　イヤーッ！」右ストレート！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは内側から外へ左手を動かし、これを逸らした。同時に、彼の右手が繰り出した再度の目潰しが、サーガタナスのメンポの覗き穴を捉えていた。「グワーッ！」




「イヤーッ！」「グワーッ！」血ち塗まみれの指を引き抜く！　「グワーッ！　見え……見えぬ」後ずさるサーガタナスの襟元をニンジャスレイヤーは摑み、「イヤーッ！」「グワーッ！」足元の床へ叩きつける……。
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　……見下ろすは貪どう婪らんの都。日が落ちかかり、まぶしいネオンライトが空を照らし始めていた。スカラムーシュはすぐ前を飛ぶもう一方のバイオムクドリを追い、羽ばたいた。そして気づいた。まるで夢だ。だが、それでもいい。死ぬまで覚めることのない夢ならば。彼は風に吞まれ……ビボバボバボ……。




「覚めたか」ベランダ窓の暮れゆく明かりに逆光となって、赤黒の影がスカラムーシュを見下ろしていた。スカラムーシュは喋ろうとした。舌がふくれあがり、鉄の味がする。「ノバラ」彼は呟いた。顔を動かした。ノバラの死体はソファに寝かされていた。開いたままだった瞼は閉じられていた。




「俺は……」「ＵＮＩＸを拝借している」ニンジャスレイヤーは低く言った。ビボバボ……床に置かれた端末が光を明滅させる。その側に血痕と爆発四散痕があった。スカラムーシュは咳き込んだ。「ゲホッ……俺はよ……夢じゃねえんだな……俺は」「夢ではない」ニンジャスレイヤーは言った。




「ニンジャを殺すんだろ。殺せよ」スカラムーシュはなかば捨て鉢に言葉を絞り出した。「サーガタナスみたいに俺もやってくれよ。じゃなきゃおかしいだろ。死神ィ……」「私に命令するな。オヌシが決める事ではない」ニンジャスレイヤーはピシャリと言った。スカラムーシュは嗚咽した。




　ビボバボビボボ……モニタ上では進捗バーが百パーセントを刻む。キャバァーン！　ニンジャスレイヤーはモニタに映しだされた座標情報を睨んでざっと頭に収めると、ＵＮＩＸから吐き出された物理媒体を取り出し、懐にしまった。ニンジャスレイヤーはベランダ窓へ向かう。スカラムーシュは身を起こした。




　そのまま去ろうとしていたニンジャスレイヤーは動きを止め、スカラムーシュを振り返った。逆光シルエットに赤い目が光っていた。スカラムーシュは悟った。「ゲホッ。お前、クソッ……潰すってのか。その……この件の、根っこの方にいる奴をよ」「そうだ」彼は答えた。二者は沈黙し、互いを見た。




「……」死神は今度こそ去ろうとした。スカラムーシュは身じろぎした。ニンジャスレイヤーは……再び振り返った。そして尋ねた。「オヌシはどうする」「俺は」スカラムーシュは唸った。そして言った。「俺も行く。俺も行く……俺も、行く！」「よかろう」ニンジャスレイヤーは頷いた。




[image: ]




　百八分後。
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　赤黒、黒緑、ふたつの影は、目標物に隣接するビルディングの屋上にいた。屋上と屋上を繫ぐのは、張り渡された配電ワイヤーだ。「「イヤーッ！」」彼らは同時に飛び、ワイヤー上に着地。連なるサーファーめいて夜を滑った。「「イヤーッ！」」さらに跳躍、目標ビルの屋上へ。




　ニンジャスレイヤーは着地前転により落下ダメージを無効化し、そのまま走り出す。その背後でスカラムーシュは背中から受け身、呻きながら起き上がり、後に続く。ダクト設備の脇を通り抜け、屋内へ通ずるドアに手を掛ける。当然、施錠されている。「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはノブを破壊した。




「ザッケ、」「チェラッ？」ドアの向こう、階段の踊り場でショーギをしていた哨戒クローンヤクザの二人組が反応するを待たず、ニンジャスレイヤーはチョップを、スカラムーシュは爪攻撃を繰り出した。「「イヤーッ！」」「「グワーッ！」」ヤクザ一人は首骨を折られて倒れ、一人は階段を転げ落ちた。




　階段を駆け下りた二人のニンジャはドアを蹴破って廊下へ突入した。パネルには「十一階」の表示。外からはありふれたマルノウチのベンチャー・オフィスビル。その実、稼動しているフロアはほんの数割。クローンヤクザで防衛を固めた不眠の要塞である。




　前方、突き当たりを曲がって現れたクローンヤクザがこめかみにスリケンを受けて死んだ。投擲動作を終えたニンジャスレイヤーはヌンチャクを腰のホルスターから引き抜き、振り回す。すぐさま続くクローンヤクザ達が複数現れ、サブマシンガンを掃射する。ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＡＴＴＴ！




「イイイイヤアアアーッ！」ニンジャスレイヤーは中腰姿勢を取り、ヌンチャク・ワークを開始！　面で押し寄せる銃弾を跳ね返す！　「グワーッ！」掃射ヤクザの一人が跳弾を額に受けて死亡！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーの防御の後ろで、スカラムーシュは右横「副機関室」のドアを蹴破る！




　コンワー……コンワー……くぐもった稼動音を発するのは副機関室を埋め尽くすＵＮＩＸと監視モニタ群。スカラムーシュは鼻白んだ。その懐から、光を放つ正十二面体の自律マシンが飛び出し、宙を跳ねた。モーターチイサイである。「重点！」ドロイドは自ら必要なケーブルジャックを嗅ぎ当てる。




「任せたぜ」スカラムーシュはパネルに手をつき、モーターチイサイが内蔵ケーブルを引き出してＵＮＩＸに直結するさまを見守った。「俺にゃわからねえからよ」『問題ない』監視モニタの一つが砂嵐に変わり、女の声が返った。『ここのシステムは天下網アマクダリ・ネツト本体の傘の下に無い。私の立会いは不要』




「ヌンヌンヌンヌンヌン……」モーターチイサイが小刻みに振動し、ＵＮＩＸ光を明滅させ始めた。「イヤーッ！」「グワーッ！」「ザッケンナコラー！」「イヤーッ！」ＴＡＴＡＴＡＴＴＴＴＴ……廊下の外ではカラテ戦闘の喧騒。スカラムーシュは深呼吸する。ＺＢＲが血中を駆け巡っている……。
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　彼のニューロンはしばし前のやり取りを反はん芻すうする。




「元々それはサイバーツジギリを担う非合法コーポレーションが母体だ」武装霊柩車ネズミハヤイ車内、運転席と防弾防音隔壁によって隔てられた後部ザシキ・シート上で、スカラムーシュとニンジャスレイヤーは向かい合っていた。




「当初の筆頭株主はオムラ・インダストリ社。その他数社の軍事テクノロジー企業による共同出資カンパニーだ。現在はそれがネコソギ・ファンドにより解体・再編成され、アマクダリ・セクトの傘下に組み込まれた」「アマクダリ……」




「アマクダリ・セクトは闇社会の再編を進めている。その一環だ。セクトはカンパニー再編にあたり、より強力な後ろ盾を背景とした組織的殺戮結社としての性格付けを行った。オムラらの指揮下で無害な市民を散発的に殺戮してきた非合法ブローカーは、ヤクザ抗争コーディネーターとなったのだ」




「何のためにそんな真似をしやがる」スカラムーシュは呟いた。ネズミハヤイ車内システムに供されたサービスオカキは、先程使用したＺＢＲのせいで無味無臭に感じる。ニンジャスレイヤーは続けた。「中小ヤクザクランの掃討排除だ。武装組織の散在は、彼らの推進する社会秩序のノイズとなる」




「って事はよ……俺のビズ……」「オヌシが請け負っていたクラン襲撃も当然その掃討作戦の末端だ。闇社会には、最終的に巨大なアマクダリひとつあれば良い。強者はセクト化し、取り込む必要の見出せない弱体者は互いに争わせ、闇に葬る。奴らなりの効率追求の結果、そうしたメソッドが生み出された」




　スカラムーシュは乾いた唇をチャで湿した。カラカラだ。ニンジャスレイヤーの赤い目からは感情が読み取れない。「セクトは社会を作り変えようとしている。表も。裏も。全てを、自らの望んだあり方に」「大それた話だ」「左様。戯ざれ言ごとにしか聞こえまい。信じなくともよい。だが、真実だ」




「今更、戯れ言で片付けられるかよ」スカラムーシュは唸った。「俺もハオカーも……」セクトのメソッド。かつて報酬として与えられたガントレット。ハオカーのネイルガン。武器を与え、武装集団をサンシタのニンジャに殲せん滅めつさせ、データを取る。ペーパーカンパニーの社長も、エージェントの一形態か。




「で、アマクダリと敵対するアンタが」スカラムーシュは言った。「ミッション指示者を潰して回ってたッてのか……」「そうだ」ニンジャスレイヤーは頷いた。「次々に挿すげ替かえられるニンジャエージェントを倒し、都度、情報の断片を集めてきた。このシステムの運営者に……その先に、用がある」




「十四日の決行日の意味ッて、何だ」スカラムーシュは尋ねた。今回のミッションも、諸要因から必然的に導かれた唯一の決行可能日が十四。あらかじめお膳立てがされていた。「どんな意味が」「娯楽だ」とニンジャスレイヤー。「闇カネモチが殺戮をモニタリングし、賭けをする。ゆえに日程は固定」




「畜生」抑揚のない声で、スカラムーシュは呟いた。それから、やがて言った。「……ありがとうよニンジャスレイヤー＝サン。あんたにとっちゃ一銭の価値もねえ、俺の身勝手をよ。犬死にしに行くだけの意地を、わざわざ……」「構わん」ニンジャスレイヤーは答えた。「犬死にする自由がある」




「ヘッ」スカラムーシュは苦笑した。彼は互いの間に横たわる小型のカンオケに手を置いた。「兄ちゃん、こいつの事は頼んだぜ」彼は運転席のデッドムーンに言った。防音隔壁で隔てられ、その言葉への返事はなかった。スカラムーシュは笑みを歪めた。目を閉じ、そして開く……。
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　パワリオワー！　ＵＮＩＸモニタ群に「借りる」のミンチョ三文字が点滅し、副機関室を激しく照らした。「重点！　重点な！」モーターチイサイがケーブルを収納し、再び宙を飛ぶ。スカラムーシュはこれを摑んで懐へしまい込むと、廊下へ駆け戻った。惨殺体の間に立つニンジャスレイヤー。「終わったか」




「アー……多分バッチリだ」スカラムーシュは頷いた。副機関室を制圧したことで、このビルのシステムの何割かを自由に出来る。少なくとも、これで、目当ての連中を一階から逃す事は無くなった。ニンジャスレイヤーにとって必要なのはこれに加えて主機関室の制圧だ。情報はそこにある。恐らく敵も。




　死臭漂う十一階廊下を二人は移動し、エレベータに辿り着いた。階数表示のＬＥＤが「ＹＣＮＡＮ」の文字を瞬かせる。警報音も鳴っていない。「何階だ」エレベータ内に滑り込み、スカラムーシュが問う。答えるように、階数ボタンの四階が点滅した。ギュグン……下降Ｇの中、二人は無言だ。




「ブッ殺してやる」スカラムーシュはニンジャソードを引き抜いた。「どいつを殺しゃイイのかもわからんが」ポーン！　「四階ドスエ」合成マイコ音声が鳴り響き、エレベータがフスマを開いた。五階に吹き抜ける高い天井と円柱、ライトアップされたプールとバイオ松が彼らを出迎えた。そして敵が。




「スッゾオラー！」「ザッケンナコラー！」クローンヤクザ達が一斉にアサルトライフルやチャカを構えた。巨大ダークスーツに身を包み、ホッケーマスクを被ったスモトリヤクザも数名。彼らはポケットからナックルダスターを取り出し装着する。「アイエエエ！」プールから水着オイラン達が這い出す。




　プールを挟んだ奥、カドマツの列で隔てられたデスクスペース、男がＵＮＩＸモニタから顔をあげた。スカラムーシュはそいつの顔に覚えがある。クライアント。シバだ。否、つまり、シバを名乗った男だ。男は口の端を歪めて笑った。スカラムーシュのニンジャ洞察力は透明な防護壁の存在を見て取る。




　デスクスペースにはその男一人ではない。もう一人、奇怪なアトモスフィアの男がいる。最初その男はオメーンを被っているように思えた。だが違った。外科手術だろうか。男の顔は不自然な笑顔に固定されているのだ。二人の男は椅子から立ち上がると、闖ちん入にゆう者しやを指差した。ＢＲＲＲＲＴＴＴＴ！




　襲い来るアサルトライフル銃弾！　「イヤーッ！」スカラムーシュはデスクスペースの二人に向かって殆ど反射的にスリケンを投げた。ＫＬＩＮＫ！　ＫＬＩＮＫ！　防護ガラスは白く光り、スリケンを止めてしまった。何らかのテクノロジーなのだ。一方ニンジャスレイヤーは斜めに跳んでいた。「イヤーッ！」




　ＢＲＲＲＴＴＴＴＴ……スカラムーシュは数発を避けきれず被弾。ニンジャアドレナリンが痛みと恐怖を搔き消す。彼は頭上でニンジャスレイヤーが落下してきた影とぶつかり合った瞬間をかろうじて視界に捉えた。天井からのアンブッシュだったのか？　「「イヤーッ！」」




　ぶつかりあい、互いに跳ね返ったニンジャスレイヤーともう一人は、プール両端のコマイヌ・マーライオンにそれぞれ着地、オジギを繰り出した。「ドーモ。レッドラムです」「ドーモ。ニンジャスレイヤーです」アンブッシュ者はニンジャだった。赤い刀身のカタナの二刀流。赤熱している。




「イヤーッ！」スカラムーシュは柱の陰へ転がりながらスリケン投擲！　「グワーッ！」クローンヤクザ一人が脳天にこれを受けて倒れる。ＢＲＲＲＲＴＴＴＴ……凄まじい銃弾が返ってくる！　「イヤーッ！　イヤーッ！」スカラムーシュは身を乗り出してはスリケンを投げ、また投げる！　「イヤーッ！」




「グワーッ！」一人倒れ、また一人倒れるクローンヤクザを乗り越え、踏み潰しながら、スモトリヤクザが迫る。スカラムーシュはかかっていこうとするが、ＺＺＺＺＴＴＴ！　足元に激しい銃弾が着弾！　緩やかな手摺階段の踊り場に設置されたミニガンからの掃射だ！　「畜生」スカラムーシュは再び陰へ！




「貴様がニンジャスレイヤーとやらか」レッドラムが二刀流を構えた。「ここに現れたということは、すなわちサーガタナス＝サンを殺したという事だが……」「でなくば、何だ」「不足なし」グルグルと喉を鳴らし、ニンジャ剣士は笑った。




「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはスリケンを投げ、同時に跳んだ。「イヤーッ！」レッドラムは飛来したスリケンを切断し、やはり跳んだ。「イヤーッ！　イヤーッ！」「イヤーッ！　イヤーッ！」空中で激しい衝撃音と光が二度弾けた。二刀流とヌンチャクのぶつかり合いだ。「「イヤーッ！」」




　防護壁の奥ではシバと笑顔手術の男がハシゴを登ってゆく。スカラムーシュは焦った。だが……「ドッソイ！」「ハッキヨホ！」銃撃のリロード時間をついて、柱を回り込んでくるスモトリヤクザの巨体！　「ドッソイ！」アブナイ！　スカラムーシュの目が殺意に燃える！　「イヤーッ！」襲いかかる！




「イヤーッ！」ニンジャソードをスモトリヤクザの脇腹に突き刺す！　「グワーッ！」「イヤーッ！」スカラムーシュはソードの柄つかを踏み台に蹴り、跳躍！　高さを稼ぎ、ひるむスモトリヤクザのホッケーマスクとフェイス・トゥ・フェイス！　「イヤーッ！」「グワーッ！」横薙ぎガントレット爪！




　ホッケーマスクごと顔面を切り裂かれ、スモトリヤクザは悶絶仰向け転倒。着地したスカラムーシュは脇腹から突き出たニンジャソードを摑み、傷口を搔き混ぜた。「アバーッ！」サツバツ！　そこへもう一体スモトリヤクザ接近！　「ノコータ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」振り向きガントレット爪攻撃！




「ハッキヨホ」胸元から血を流し手の平をかざして後ずさるスモトリヤクザを、スカラムーシュは追撃にかかる。「イヤーッ！」「グワーッ！」横薙ぎニンジャソード！　腹が裂け血が噴き出す！　スカラムーシュはさらに追撃……ＢＲＲＲＲＴＴＴＴ！　「グワーッ!?」ナムサン！　柱の陰から出た途端に弾の嵐！




　ナムサン！　スモトリヤクザもろともズタズタのボロ屑とすべく浴びせ掛けられる掃射！　「グワーッ！」スカラムーシュはキリキリ舞いするスモトリヤクザをかろうじて摑んで引き寄せ、肉の盾とする。ＢＲＲＲＴＴＴＴ……「ウオオーッ！」そのまま手摺階段めがけ突進！　狙うはミニガン砲台のヤクザ！




「イヤーッ！　イヤーッ！」「イヤーッ！　イヤーッ！」一方、プールサイドではレッドラムとニンジャスレイヤーが互いの得物をぶつけ合いながら動き回る。「グワーッ！」「アバーッ！」巻き込まれたクローンヤクザが死に、首や手が吹き飛ぶ。「アイエエエ！」乳房もあらわな水着オイランが逃げ惑う！




　レッドラムはニンジャスレイヤーを睨んだ。「得物が違う。私のヒート・ケンはテックと匠たくみの技のハイブリッドだ……差が出て来たぞ」ニンジャスレイヤーは己のヌンチャクを構え直す。武器の限界が近いか。「確かに貴様は強い、ニンジャスレイヤー＝サン。だが、貴様を超えることに意味がある」




　ニンジャスレイヤーはじりじりと摺り足で間合いを測る。赤い目が燃える！　「イヤーッ！」レッドラムの斬撃が襲いかかる！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはヌンチャクで反撃！　打ち返す！　だが二刀目が襲いかかる！　「イヤーッ！」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーは鎖で受ける！　「モラッタ！」




　レッドラムは高揚した目を見開き、ニンジャスレイヤーに踏み込んだ。Ｘ字に構えた二刀を内から外へ振り抜く！　「クロス・キリ！　イヤーッ！」ゴウランガ！　恐るべき交差斬撃によりその殺傷力は二乗となる！　「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはヌンチャクの鎖で……鎖が切断！　「グワーッ！」




　ニンジャスレイヤーは後ずさった。その胸、赤黒の装束にＸ字の斬痕が刻まれた。ナムサン！　かろうじて浅い！　出血は免れた。しかしヌンチャクは二つのショート・ボーを繫ぐ鎖を失い、得物はもはや損壊である。レッドラムが追撃にかかる。その時……ＢＲＲＲＲＲＴＴＴＴＴＴＴ！　「グワーッ!?」




　レッドラムは追撃を断念し、身体を捻って間合いを取りなおした。何が起きた？　銃弾の嵐がレッドラムとニンジャスレイヤーの間に切り込んだのである。手摺階段の方向を見よ！　踊り場のミニガンの傍に横たわるヤクザの死体！　銃座にはスカラムーシュだ！




「スッゾオラー！」「ザッケンナコラー！」ＢＬＡＭ！　ＢＬＡＭＢＬＡＭ！　クローンヤクザ達がスカラムーシュへチャカ・ガンを撃ちこむ！　ミニガンに据えられたオプショナル・シールド板が銃弾を防ぐことを期待しながら、スカラムーシュはそちらへ銃口を動かす。ＢＲＲＲＲＲＴＴＴ！　「グワーッ！」




　ＢＲＲＲＲＲＴＴＴＴ！　ＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭＢＬＡＭ！　ＢＲＲＲＲＲＴＴＴＴＴ！　ＢＲＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡＴ！　激しい銃撃を横に、レッドラムは床を蹴り、再びニンジャスレイヤーへ襲いかかった。もはやニンジャスレイヤーに武器無し！　「イヤーッ！」一刀！　「イヤーッ！」二刀！




　ニンジャスレイヤーはしかし、下がらなかった……左右に広げた両腕！　それぞれの手には鎖を断たれたヌンチャク・ボー有り！　これでニンジャスレイヤーもまた二刀流なのだ！　「イヤーッ！　イヤーッ！」打ち合う！　打ち合う！　「何」レッドラムはワン・インチ距離に踏み込んだニンジャスレイヤーを見る。




　ヒート・ケンの刀身には、ヌンチャク・ボーがそれぞれ半ばまで埋め込まれている。高温を発するテックの刃がヌンチャク・ボーを溶かしながら切断しかかった、その中途なのだ。ニンジャスレイヤーは既に己の武器を手放していた。ワン・インチ距離。ニンジャスレイヤーの間合い。素手のカラテ。




「何を、」間違ったのか。レッドラムのニューロンが超加速し、時間が泥めいた。ソーマト・リコールが始まった。ゆっくりとニンジャスレイヤーが迫る。背を向けながら……肩と背中……逃れるすべはない。「イヤーッ！」「グワーッ！」レッドラムは暗黒カラテ技・ボディチェックを受け、吹き飛んだ。




　ＫＲＡＡＡＳＨ！　背後の柱に背中から打ち付けられ、レッドラムは肺の空気すべてを吐き出す。「グワーッ！」「イヤーッ！」ニンジャスレイヤーはひと跳びに間合いを詰めていた。その上半身に縄めいた筋肉が浮き上がった。異常なカラテの漲みなぎりがもたらす小刻みな震え。ニンジャスレイヤーの目が赤黒の火を帯びる。




「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」「グワーッ！」「イヤーッ！」




「グワーッ！」ＫＲＡＡＡＡＡＡＳＨ！　連撃を受けたレッドラムは、砕かれた柱になかば埋め込まれ、血走った目で殺戮者を見返した。ただ、戦慄した。最後の拳が……放たれる！　「イヤーッ！」「グワーッ！」ＫＲＡＡＡＡＳＨ！　「サヨナラ！」レッドラムは爆発四散した！




「ウオオーッ！」ＢＲＲＲＴＴＴ……「グワーッ！」「アバーッ！」スカラムーシュはミニガンを振り回し、掃射攻撃で残るクローンヤクザとスモトリをあらかた殺し尽くしていた。「ハァーッ……ハァーッ！」彼はミニガンを透明防護壁に向け、残弾を撃ち尽くした。ＺＺＺＴＴＴＴＴ！　ＫＲＡＡＡＡＳＨ！




　さしものハイ・テック防護壁といえど、ミニガンの銃弾を集中させられればたまらない。透明の壁は亀裂を生じて白く濁ったかと思うと、粉々に割れ砕けた。「ハァーッ……ハァーッ！」スカラムーシュはよろけながら銃座を降り、転がるように階段を駆け下りる。「ハァーッ！」




　だが、その時だ。ポーン……「四階ドスエ」「四階ドスエ」合成マイコ音声が鳴り響き、彼らが使用したエレベータを含む二基の扉が開くと、ズシリズシリと音を立てながら、鋼鉄の塊がエントリーしてきたのだ。量産型モータードクロ、二機！　ニンジャスレイヤーは無言でそれらの前に立ちはだかる……！




「ドーモ、モータードクロ、です。顔写真つき認識コードをご提示ください。この認識処理は正しく行ってください。危険です」「ドーモ、モータードクロ、です。顔写真つき認識……」「イイイイイヤアアアーッ！」イクサの音を後ろに、スカラムーシュはデスクスペースへ突入、奥の梯子に手をかけた。




「ハァーッ……ハァーッ……」上へ。上へ。スカラムーシュは壁に取り付けられた梯子を上ってゆく。上方には非常用通路の足場がある。吹き抜け構造、この高さはもう五階だろうか。「ハァーッ……ハァーッ……」上りながら下を振り返る。赤黒の死神が二機のロボニンジャと激しいイクサを繰り広げている。




　足場へ這い上がる。黄色と黒の縞模様のノレンをくぐる。闇だ。奥には施錠された鋼鉄フスマ。この先だ。スカラムーシュはモーターチイサイを取り出した。ドロイドはケーブルを扉のＬＡＮ端子に接続し、ロックを強制解除する。「イヤーッ！」スカラムーシュはフスマを引き開けた。ＢＬＡＭ！




　シバは肩で息をしている。スカラムーシュはシバが両手で構えるマグナム銃の銃口を見た。それから己の鎖骨周辺を。「グワーッ！」「ハ、ハ！　ハハッ！　グリズリーでも仕留める大口径だ。ニンジャも結局、生き物だな！」シバがリロードしながら近づく。スカラムーシュは膝をついた。




　途絶しかかる意識を繫ぎながら、彼はエントリーした部屋を把握しようとした。壁をうめつくすモニタ類。パンチシートを吐き出し続けるＵＮＩＸ。光るファイアウォール。機関室だ。笑顔外科手術の男は焦った様子でタイピングを行い、何らかのコマンドを完成させようとしている。ナムサン、データ消去だ！




　スカラムーシュは震える腕をシバに向ける。シバは銃を構える。「死ね、ニン……」ＢＯＯＯＭ！　シバが吹き飛んだ。ベンチャーヤクザ姿の男はスカラムーシュのガントレットの甲から射出された三本の爪に首と心臓と胴体を貫かれ、モニタに釘付けにされて死んだ。




「これは困った！」笑顔男がひとごとめいて叫んだ。「そんな事をされて、ＵＮＩＸが壊れたり、消去コマンドが間に合わなかったらどうするんだ！　損失ですよ？　役立たずは死んでいなさい！」「イヤーッ！」「グワーッ！」スカラムーシュが力任せに投げつけたモーターチイサイが男のこめかみを直撃！　笑顔男は倒れこみ身悶えした。「グワーッ！　アバーッ！」「お前、考え違いしてんのか？　状況わかってンのか？　アア？」「アバーッ！」




「ピガー重点！　ピガー重点な！」笑顔男の頭蓋骨を陥没させたモーターチイサイはぎこちない動きで宙を跳ね、やがてＵＮＩＸにジャックインした。モニタに「消去を中止」の文字が輝き、戯画化されたウサギとカエルがムーンウォークを開始した。「ピガーヌンヌンヌン……」データのリカバリーとコピーが始まった！




「アバーッ！　何をしている！　アバーッ！」笑顔男が床でひきつる。スカラムーシュはＵＮＩＸ装置に手をつき、立ち上がった。「俺はよォ……しょうもねえニンジャだよ……いいように踊らされちまったよ。カミさんももういねェ。ダチもいねェ。何もかもなくなっちまった。笑えるぜ」




　ブン……ブンブンブン……「何だ？」「どうした事だこれは」「報告……」「映ってるの？」モニタが音を立て、遠隔地のカメラ中継映像を映し出す。若い者も、年寄りも、男も女もいる。副機関室から主機関室を経由して致命的ネットワークが開通。ＩＲＣミーティングを逆探知して繫ぎ止めたのだ。




　ツジギリ・カンパニーと接続して日々の邪悪な欲望を満たしてきた闇カネモチ達の狼狽した顔を、スカラムーシュは一瞥した。「なァ。どうすりゃいい。教えてくれよ」「これは許されないぞ！　そこの貴様、ニンジャ！」闇カネモチの一人が夜会マスクで顔を隠しながら責めた。切断処理を試みる者もいる。




「ハーッ……まあいいや。テメェら遠すぎる」スカラムーシュはぶつぶつと言った。床で後ずさる笑顔の男のもとへ歩く。「気分、どうだ。名前も知らねえあんた」「最悪です！　有う象ぞう無む象ぞうに！」男は無表情な笑顔で毒づいた。スカラムーシュは震えながら、にんまりと笑った。「イヤーッ！」「アバーッ！」




　男の顔を踏み抜き、カイシャクした勢いで足がもつれ、スカラムーシュは床に倒れ込んだ。「ハーッ畜生」彼は死体の横で、床に手足を広げた。霞む視界。天井のタイルは無機質である。「うまくねェなあ……」音が遠くで聞こえる。部屋に入ってきた者がある。ニンジャスレイヤー。




「重点！　キャバァーン！　ピガー！」モーターチイサイが処理を終え、宙を跳ねる。ニンジャスレイヤーはそれを摑み取る。死神はジゴクめいた目をモニタ群に向ける。「「「アイエエエエ！」」」闇カネモチ達の悲鳴。スカラムーシュの視界がホワイトアウトしかかる。戻る。首を動かす。




　ブツン……中継映像が途絶え、「ＹＣＮＡＮ」の文字が表示される。『首尾は上々』女の声がスピーカーから発せられる。『ここから辿ることができる。いよいよパーティーが始まるわ』「……」ニンジャスレイヤーはスカラムーシュに屈み込んだ。スカラムーシュは笑おうとした。「ロクなもんじゃねえ」




「どうだ」ニンジャスレイヤーは尋ねた。「立てるか」「ゴホッ」スカラムーシュは咳き込んだ。ニンジャスレイヤーが手を差し出す。意識が途絶えかける。スカラムーシュはバツの悪さを覚える。残ったものは何もない。もう一度、バイオムクドリの幻の続きを見たいと願った。幻は二度訪れなかった。
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